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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　よく晴れた夜だった。

　都内とはいえ郊外にある湯ゆヶが崎さきは、夜ともなれば月や星の光をよく見通すことができる。こんな夜はどこかの屋根の上でぼんやりと空を眺ながめながら過ごすのが常なのだが、どういう心しん境きようの変化か、モザイクの足は湯ヶ崎猫ねこ社会における『聖せい域いき』、ツキの館やかたへと向かっていた。

　元々廃はい墟きよの気配が濃のう厚こうに漂っていたこの場所から、完全に人の気配が消えたのは、ほんの数日前のことだ。『倒とう木ぼくの窓』から屋や敷しきの中に忍び込んで、モザイクはその気配を嗅かぐように鼻をひくつかせた。ヒゲがぴくぴくと動く。

「────」

　モザイクは視線をゆっくりと巡らせて、廊下の奥、月の光も届かない漆しつ黒こくの闇やみに目を向けた。この屋敷に何度か出入りして気づいたことがある。この家はひどく老ろう朽きゆう化かが進んでいる割に、屋根にも壁にも微み塵じんたりとも隙すき間まが存在しないのだ。昼間来きたときにも、この『倒木の窓』以外の場所では、夜のように真っ暗だった。大した密みつ封ぷう性せいだと舌を巻きながら、それでもモザイクは猫の目をもってしても見通せないほどの濃い暗くら闇やみを、ただじっと見つめつづけた。

　やがて、モザイクはその暗闇に向かって声をかけた。

「ユキ、か？」

　返事は、気配の変化となってモザイクに伝わった。

「なんだ、なにしてるんだ？　こんなところで」

　呆あきれたようなモザイクの声に、闇やみの中から恨うらめしげな言葉が返ってくる。

「……モザイクさんこそ、なんのご用ですか？」

　ゆっくりと、ユキは暗くら闇やみの中から歩み出てきた。月の光に映える白い毛並み、闇の中で爛らんと輝く青い瞳には、ほんの少しだけ苛いら立だたしげな雰ふん囲い気きが漂っていた。モザイクはぺろりと口の周りを舐なめ、

「別に用はないけどな。ただなんとなく、気が向いただけだ。お前は？」

　不ふ機き嫌げんそうなユキの気持ちを和やわらげるために、モザイクはあえて軽い口く調ちようでそう言った。それが功を奏したのか、ユキは一いつ瞬しゆん黙ってから、ぼそぼそと答えた。

「私も似たようなものです。ただ、なんとなく。もしかしたら、ツキさんが帰ってきてるのかも、って思って」

「……そうか」

　それだけ言ってモザイクはその場に座り込み、『倒とう木ぼくの窓』から見える夜空を見上げた。

　正直なところ、モザイクにもほんの少しだけ、そんな気持ちがあった。ツキが帰っているのかもしれない──そして、ツキと一緒にこの屋や敷しきをあとにした『あの娘』も、もしかしたらもう戻っているのかもしれない、と。

　数日前、ツキから「しばらく家を空あける」と告げられたときに、やはり一緒に付いていけばよかったとモザイクは後こう悔かいしていた。あのときは、まさかこの家に住んでいたツキの主人や『あの娘』までもが一緒にいなくなってしまうとは、考えてもいなかったのだ。

　少し悔しかった。置いてきぼりにされたような気もする。とはいえ、いない相手に恨み言を述べても仕方がないし、たとえ目の前にあの娘がいたとしても、猫の恨み言など通じるはずもない。ボスもボスだ、とモザイクは心の中で八つ当たりをした。せめてあの娘も一緒に行くのだと一ひと言こと告げてくれれば、少しは今の気分もマシになったのかもしれないのに。

　ユキはモザイクの隣となりに座り込むと、不機嫌そうに耳を伏せた。張り詰めたその白い横顔には、いつの間にか大人おとなの雌めすの雰囲気が漂っている。猫の成長は早いものだ。ついさっきまで尻尾しつぽの先にじゃれついてきていたような子猫が、今ではもう立りつ派ぱな母猫になっている、などということも珍しくない。なんとなく遠い目でユキの顔を観察していると、青い瞳がきろりと動き、モザイクを横よこ目めに見み据すえた。

「なんですか？」

　モザイクはわずかに首を振り、思ったままを口にする。

「いや別に。大人おとなになったなと思って」

　言ってしまってから、しまった、と思った。ユキの目が期待に光り、身体からだを起き上がらせてまでモザイクに向き直ったのだ。

「本当ですか？　どれくらい？」

「……なんだよ、『どれくらい』って」

「ツキさんに似に合あうくらい大人おとなになりました？」

　モザイクは「またそれか」とうんざりする。どうやらユキの当とう座ざの目標は、『ツキと釣り合うくらい立りつ派ぱで綺き麗れいな雌めす猫ねこになること』にあるようなのだ。そのための努力も（どんな種類の努力なのかは皆かい目もく見けん当とうもつかないが）いろいろと続けているらしい。そして、不運にもその判断役やくに選ばれてしまったのが、ツキを介して身近な存在となったモザイクなのだった。

　モザイクは鼻から息を抜き、熱い熱いまなざしで見つめてくるユキをあしらうように、ぽつりとだけ言った。

「まあ、もう誰も子猫とは言わねえだろうよ」

　投げやりなその言葉が、それでもユキには嬉うれしかったらしく、彼女は尻尾しつぽを立ててモザイクに擦すり寄ってきた。モザイクは鬱うつ陶とうしそうに耳を伏せたが、ユキは一いつ向こう構わずにすりすりと耳の裏側をモザイクに擦りつけている。恋は盲もう目もくというが、とモザイクは思う。周りにとっちゃ傍はた迷めい惑わく以外の何物でもないな。

「あっ──」

　そんなことを考えていたものだから、モザイクはユキのその声を、自分のことを非難してあげた声だと勘かん違ちがいした。そんなはずがないのに、モザイクは身体からだを強こわ張ばらせると、反射的に頭の中に言い訳を思い浮かべながらユキのほうに向き直った。が、ユキはモザイクのことを見ていない。『倒とう木ぼくの窓』から見える夜空を、その澄んだ青の瞳でじっと見上げていた。モザイクは、恐る恐る、

「なに、なんだ？」

「今、流れ星が」

　モザイクは訝いぶかしげにユキのことを見た。ユキはモザイクに視線を戻すと、年長ぶった年少者の表情で余よ裕ゆうたっぷりに「知らないんですか？」とぬかした。

「流れ星が流れたときにお願い事をすると、そのお願い事が叶かなうらしいですよ。今、流れ星がひとつ流れたから、もうちょっと待ってればまた流れるかもしれません。準備しておかなきゃ」

　馬鹿らしくて声も出ない。

「どうしよっかな、なにをお願いしよう。ね、モザイクさんはなにをお願いするんですか？」

　モザイクは切れ切れに、

「──いや、俺は、いいよ」

　ユキは、それこそエイリアンでも見るかのような目でモザイクのことを見た。

「どうして」

「どうしてってお前」

「モザイクさん、お願い事はなんにもないんですか？　私にはたくさんあるのに」

　博はく識しきのモザイクはもちろん、人間のあいだにはそんな迷めい信しんがあることを知っていた。猫であるユキがどこからそれを仕入れてきて、どういう経けい緯いでそれを信ずるに至ったのか、そこまではモザイクにもわからない。ただモザイクは、きらきらとした瞳で流れ星への願い事をとりとめもなく語るユキを見てこう思う。──どれだけ外見が大人おとなびようと、そうそう中身が変わるものではないらしい。

「私は──そうだなあ、やっぱりツキさんといつまでも一緒にいられるようにお願いしようっかな。それとももっと綺き麗れいになれるようにお願いしようかな。ねえ、モザイクさんは、本当にお願い事がなんにもないんですか？　それなら、私が綺麗になれるよう、モザイクさんがお願いしてくれませんか？」

　モザイクは少しだけ笑った。恋は盲もう目もく。

「ああ、いいよ。どうせ俺の願いは──」

　ごまかしのためにそう言いかけてから、モザイクはふと気づいたように夜空を見上げた。そうだ、と思う。自分の願い事なら、すでに叶かなっている。あの娘と再会すること。それが、モザイクの長年の願いだったのだ。

　そう。

　それはすでに叶っている。だとしたら、自分の望むものなど、他になにもない。

　モザイクは、ユキに向かって頷うなずいた。

「ああ、いいぜ。流れ星が流れたら、お前とボスが末すえ永ながく幸せになれるよう、願ってやるよ」

　ユキの表情がぱっと明るくなり、鬱うつ陶とうしいくらいに喉のどをごろごろ鳴らしながら、モザイクに耳の後ろを何なん遍べんも擦すりつけた。モザイクは目を細め、身体からだをよじってその行為から逃げようとする。それでも二匹の視線は、じっと夜空に注そそがれたままだった。

　しかし、それ以降、湯ゆヶが崎さきの夜空を流れ星が走ることは、ついにはなかった。
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　煮えるような怒りを喉のどの奥に押し込んで、歯を食いしばりながら上じよう弦げんは走る。目の端にちらりと真さな田だの笑みが映り、三み日か月づきのような裂け目から覗のぞく彼の二つ牙きばを見て、さらに激げき情じようが加速していく。深しん呼吸する間もなく、上弦はその怒りをすべて抜き放ち、慎しん重ちように屋上の縁ふちから身を落下させた。

　ほんの一瞬で、上弦の身体からだから重力が消えた。

　引かれ、落ちていく。脊せき髄ずいが漉すかれるような感覚が全身を走り抜け、上弦は空中でぐるりと向きを変える。轟ごう音おんといっていい風鳴りが耳元を駆け抜けていき、針のように突き刺さってくる風圧に、それでも上弦はかっと目を見開いて、五メートルほど下を落ちていく魎りよう月げつの姿を見つめていた。

　物が落ちていく速度、この建物の高度。その二つの数字を上弦は知らないし、知っていたとしてもなんの役にも立たない。地面に到達するまで五秒か、十秒か。自分はまだいい。落らく着ちやくのその瞬間に『霧』に変へん化げすれば、何の問題もなく地面に降り立つことができるのだから。

　だが──魎月さまは。

　凄すさまじい対向風ふうを顔に浴びながら、上弦は悲痛に表情を歪ゆがめる。あの方にはもう、『霧』に変化するだけの力も残されていないのだ。『感かん知ち』するまでもなくそのことはわかっている。このまま地面に激げき突とつすれば──脳も、脊髄も、心臓も、完全に破壊され、そのまま『再生』することもなく、灰に帰ってしまうに違いない。上弦の腹の中に、真田への怒りとはまったく異い質しつな熱量が生まれる。

　──そんなこと、この私が許さない。

　身体からだを撓たわませ、右腕を振りかぶる。風の激げき流りゆうに揉もまれながら、それでも吸血鬼の腕わん力りよくは風に流されることなく、思い通りに動いてくれた。そのまま撓ませた全身のバネを使って、すぐ下を進んでいく魎りよう月げつの身体に向かって、上弦は思いきり右腕を投げつけた。

　ほんの一瞬だけ不定の塊かたまりになった上じよう弦げんの右腕は、吸血鬼の腕力によって重力落らつ下か速度を追い抜くほどの力を得、落下していく魎月の腰元に当たって止まった。上弦の右腕──『部分変へん換かん』によって姿を変えた一ひと抱かかえほどのその蝙こう蝠もりは、大きく身体を伸ばすと、魎月の肩口にその尖とがった牙きばを突き刺し、魎月の太ももを鉤かぎ爪づめでがちりと摑つかんだ。そのままの体勢を器き用ように維持しながら、蝙蝠は翼つばさを空中で広げた。貫つらぬくような衝しよう撃げきが、蝙蝠の全身を襲おそう。

　蝙蝠は、よく耐えた。刺し込んだ牙を絶対に離さないよう、吸血鬼の眷けん属ぞくとしての全力をその顎あごに込めて魎月を支えようとしていた。耐えられなかったのは魎月の肉のほうで、蝙蝠が空中に翼を広げた一瞬後ごに、牙が食い込んだところと鉤爪で摑まれたところの肉が、圧力に耐え切れずに千ち切ぎれ飛んでしまった。蝙蝠は風に揉まれながらきりきりと舞い、それきり消し飛ぶようにして夜の闇やみに姿を消した。

　蝙蝠の翼によって生まれた抵抗力は、魎月の落下速度を著いちじるしく減少させることに成功した。ほんの一瞬、それでも確かにブレーキがかかった魎月の身体に、吸い込まれるようにして上弦が近づいていく。その左腕をいっぱいに伸ばして、その顔を必死に歪ゆがめて。上弦は、魎月を、

　摑んだ。

　引き寄せ、抱き締める。強く強く、母親が子を護まもるようにして、その胸に搔かき抱いた。空中で身体を反転させ、自分が下した敷じきになるような格かつ好こうで、上弦はぐるりと魎月の身体を包み込む。骨が軋きしむほどに強く抱き締めながら、持てるすべての『血の力』を費やして『霧』を発──










　衝撃と轟ごう音おんの余よ韻いんが、夜風に溶けて流されていく。

　上弦は、ゆっくりと目を開く。が、なにも見えない。タールの中にいるように視し界かいが黒く、動こうとすると、ぬちゃりとした感覚が全身を包んだ。

　数秒の時間を経て、ようやく上弦は理解した。

　──『霧』が間に合わず、あのまま地面に、墜つい落らくしてしまったのだ。

　──魎月さまは!?

　慌あわてて彼の姿を探そうとして、身体のコントロールが利かなくなっていることに気づいた。完全に利かないわけではない。ゆっくりとならば動かせる。目が見えないということは衝しよう撃げきが顔面にまで及んだということだが、思し考こうにまとまりがあるところを見る限り、脳にはさほどの影えい響きようも及んでいないらしい。上じよう弦げんは静かに気き息そくを整えながら、その場に立ち上がり──

　転んだ。

　その場に尻しり餅もちをつき、湿った音が響ひびいた。ふっ、と息を吐き、上弦はこれ以上動くのを諦あきらめた。もう少し回復を待ったほうがいい。立ち上がることができるのだ、深しん刻こくなダメージを受けているわけではない。事実、ゆっくりとではあるが、目が見えるようになってきている。墨すみが薄れるようにして、次第に視し界かいの黒が晴れていき──

　ぽとり、という音がした。

　まだよく見えない目で、地面を見下ろす。

　地面にこぼれた上弦の目め玉だまが、自らの主人を虚うつろに見上げていた。

　苦にが々にがしげに口元を歪ゆがませ、上弦は手を伸ばしてそれを拾い上げた。視界にちらりと映った右肘ひじから、骨が皮を突き破って顔を出していた。落ちた目玉を眼がん窩かにはめ込み、上弦は無む理り矢や理り骨を元の場所に戻した。血が再び噴ふき出すが、どうせすぐに『再生』する。それよりも──

　上弦は視線を左右させる。路上に放り出された魎りよう月げつの背中が、すぐに目に入った。

　息が詰まる。再び立ち上がり、魎月に駆け寄りかけて、べちゃりと前のめりに転んだ。無ぶ様ざまな自分の姿に笑いも漏れず、上弦は這はい寄りながら魎月に近づいていく。

　魎月は、生きていた。落下時に足を砕いたらしく、爪つま先さきが本来ならありえない方向へと向いているが、吸血鬼にとってはそんなものかすり傷にも及ばない。心しん底そこからの安あん堵どの吐と息いきを漏らして──上弦は、ぴたりと凍りついた。

　魎月の首くび筋すじから、目を離すことができない。

　自分の言葉が、自分の声を借りて、自分の耳の奥で再現された。

『あなたの血を吸う。──吸い尽くす』

　自分は確かに、魎月に向かって、そう宣言した。

　そして目の前には魎月の首筋がある。自らの牙きばをそこに突き立て、溢あふれ出る血を啜すすり飲む。それだけのことをするのにどれほどの労力も必要ではなく、誰のどんな邪じや魔まも入らないだろう。目もつ下かの敵である真さな田だは百メートルも上空にいるし、さらに好こう都つ合ごうなことに魎月自じ身しんは気を失っている。今ならば──魎月を、自分のものにすることができる。

　それでも上弦は、石と化したように動くことができない。

　目の前には、ただ魎月の無防備な姿がある。




　　　　◆




　執しつ務む室しつの自らの椅い子すに腰掛けて、真田は静かに目を閉じている。

　頭の中を駆け巡る『感かん知ち』情報を整理する訓練をしているところだ。といっても、それはもともと彼に備わっていたものなのだから、さしたる練習も必要ない。物を手で摑つかむのと同じ、地面を足で歩くのと同じ。使っていればそのうちに自然と身についてくるはずのものだったが、それでも『試し』をしようと思ったのは、真さな田だの性しよう分ぶんというものだった。何事も、試してみなくては気が済まない。それが長年待ち望んでいた『主人』の能力ならばなおさらだ。

　真田は薄っすらと目を開ける。月つき島しま亮りよう史じと上じよう弦げん──彼がもっとも注目している二人の主人は、かろうじて一いち命めいを取り留めたらしい。上弦の『力』が著いちじるしく減退したあたりを考えると、どうやら健気けなげにも月島亮史の下した敷じきとなって墜つい落らくしたようだった。真田は顔を歪ゆがめて、『感かん知ち』の目を同階へと向けた。下の二人は、ここに戻ってくるにせよまだ時間がかかる。それよりも問題なのは──

　玄げん翁のう、ツル。それから、半はん吸血鬼の小こ娘むすめと、使つかい魔まの黒猫。警けい戒かいすべきは玄翁のみだが、彼とて『主人』である自分に単独で仕掛けてくるような真ま似ねはすまい。戦力未み知ち数すうの敵に無む闇やみに突っ込む馬鹿はいない。玄翁は勇ゆう敢かんだが、慎しん重ちようでもある。

　背もたれに身体からだを預けると、きし、と椅い子すが鳴った。半はん眼がんに目を開きながら、真田は今後の方策を考える。──いや、考えるまでもなく、半なかばその目め処どはついている。月島亮史と上弦という、最大の脅きよう威いが遠ざかっている今、それに乗じて玄翁たちを各個撃げき破はするのは得とく策さくではない。それ自体は難なく成し遂とげることができるかもしれないが、そのあとで二人の主人に徒と党とうを組んでやってこられては、真田としては逃げを打つほかなくなる。それならば、まず先んじてすべきことは──

　そのとき、執しつ務む室しつのドアがノックされた。扉の向こうから緊きん張ちようした声、

「あの、──失礼します」

「ああ。入りたまえ」

　真田がそう言うと、ドアはゆっくりと左右に開かれ、ひとりの少女がおずおずと入ってきた。まだ子供といっていいような年ねん齢れいの少女だったが、彼女もれっきとした吸血鬼の『従じゆう者しや』のひとりである。少女は自分を内ない線せんで呼びつけた真田のことを、半分の怯おびえと、半分の好こう奇き心しんが入り混じった瞳で観察した。

「えと、あの、なにか、ご用でしょうか？」

「いや、別に大したことじゃないんだけどね。ああ、そこに掛けていいよ。そんなに硬くならずに、もっと楽にしていい」

　はい、と消え入るような声で答えてから、少女は真田に言われたとおり、応接用のソファに腰掛けた。その動作の端はし々ばしにまで緊張が漲みなぎっているのを見て取って、真田は思わず苦く笑しようする。まあ、緊張するなと言っても土ど台だい無理な話だろう。『本ほん拠きよ』を襲しゆう撃げきした敵がどこに行ったのか、そもそも戦闘は終わったのか否いなか、それすらも彼女には知らされていないのだから。

　真田はゆっくりと椅子から立ち上がり、執務机づくえを回って少女に近づきはじめた。少女は先ほどから、なにかを探すようにきょろきょろと視線を巡らせている。それを見て真田は笑い、少女の緊張をほぐすように冗じよう談だんめかして言った。

「さやかくんは今ここにはいないよ。どうも私に愛あい想そうを尽かしたようでね、敵方に寝返ってしまった」

「えっ──？」

「──というのは冗じよう談だんで、彼女は現在、逃走した敵の追つい撃げきに向かっているところだ。もっとも、あまり深ふか追おいはしないように言っておいたから、すぐに戻ってくるとは思うけど」

　少女の表情に安あん堵どの色が混じる。真さな田だは巧みに少女の背後に回り込みながら、さらに言葉を続けた。

「君を呼んだのは他でもない。ちょっと手伝ってもらいたいことがあったからだ。いいかな？」

　少女はあどけない目で後ろにいる真田を振り返りながら、こくりと頷うなずいた。

「あ、はい。それはいいんですけど、でも、私がなにを？」

「難しいことじゃない。君はじっとしているだけで構わないんだ」

「はあ……」

「ちょっとした実験だからね。動くとかえってよくない。従じゆう者しやを『支配』する方法と、そこに持っていくまでの手順を、君の身体からだを使って試させてもらうだけだよ」

「え？」

　疑問符ふを浮かべた少女のうなじにそっと触れると、真田は隠かくし持っていた銀製のナイフを取り出した。脊せき髄ずいの在あり処か。何度か確認したが、それでもやはり服の上から的てき確かくに刺し通す自信はなかった。別にいいか、とつぶやいた次の瞬間、真田はそのナイフを少女の背中に突き立てていた。

　びくり、と少女の身体が跳ねる。そのまま電流を流されてでもいるように、しばらく痙けい攣れんしつづけていた。ふむ、と顎あごに手を当てて、真田はそのさまを冷静に観察した。

　やがて、少女の動きが止まった。見開いたその瞳は、真田の顔をじっと見つめていた。生きている。次に真田は、少女の手を握り締めた。何度握っても、潰つぶれるほどに強く握っても、その手はなにも反応しなかった。そのことに非常な満足を覚え、真田は口元に薄い笑みを浮かべる。

　生かしたまま、身体の自由だけを奪う方法。それは、銀のナイフで中ちゆう枢すう神経を傷つけることにより、一時的な半身不ふ随ずい状態に陥おとしいれることだった。この方法なら反撃を食らうこともなく、速すみやかに従じゆう者しやを『支配』できる。難点は油ゆ断だんしているところを突かなければ成功しないということだが、少なくとも真田が主人になったのだということを知られないうちは、それも可能なはずだった。

　真田はソファを迂う回かいして少女の前に立ち、その頰ほおを摑つかんで自分のほうに向けさせた。少女はまだ、自分になにが起きたのか、理解してはいないようだった。別に理解してもらう必要もない。真田は優しく笑んだまま、少女の顔を上に向けさせ、その首くび筋すじをさらけ出させた。




『試し』は、思いのほかあっけなく成功し、真さな田だの『支配』下に置かれた少女は、ようやくその目を開けた。

　少なくとも二、三体の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごしていた真田にとって、これは嬉うれしい誤算だった。材料は豊富にあるからその面での心配はしていなかったのだが、余よ計けいな手間を食っているうちに、月つき島しま亮りよう史じや使つかい魔まの黒猫に察さつ知ちされるかもしれないという、ただそれだけが心配だった。だが、もはやなんの問題もない。手順も段取りも確立できた。あとはこれを利用して、自分の『支配』下の従じゆう者しやを増やしていくだけだった。

　くつくつと笑いながら、真田はふと、思い出したように後ろを振り向いた。ソファの上には、少女がちょこんと座っている。じっと天井を見上げたまま、人形のようにぴくりとも動かない。いや──と、真田は思いなおす。ように、ではない。これは紛まぎれもなく人形なのだ。『主人』であるこの自分の、忠実なる、記念すべき、第一号の操あやつり人形。真田は彼女につかつかと歩み寄ると、その瞳を上から見下ろしながら、言った。

「──私の声が聞こえているか？」

　少女は答えない──答えることすらできない。先ほどと同じ表情のまま、先ほどと同じ体勢で真田のことを見上げている。ただその瞳だけが、恐怖の色に白く濁にごっていた。

「よろしい。命令を下そう。ええと──君の名前はなんと言ったかな」

　少女は答えようとするが、やはり答えない。瞬まばたきの回数が多くなる。真田は、ふん、と鼻を鳴らし、

「まあいいか。これまでの名前など必要ない。最初の命令は、『これまでの自分の名前を忘れろ』だ。君は今から──『壱いち番ばん』。私はそう呼ぶ。君もそう名乗る。いいな。君は今この瞬間から、『壱番』という名の物体だ。わかったか？」

　少女は答えない。真田は笑みを消し、言う。

「わかったなら、返事だ。瞬きを二回しろ」

　少女は、二度、瞬いた。真田は頷うなずく。

「次だ。さらに三つ、命令を与える。『私の命令には従うこと』。『私の不利になるような行動は取らないこと』。『自殺しないこと』。返事」

　少女は、二度、瞬いた。真田は笑う。

「いい子だ。ではそろそろ回線を繫つなげてやろう。いつまでもその体勢のままでは、肩が凝こるだろうしな」

　少女は、二度は瞬かなかった。ただその目をきつく閉じただけだった。真田の顔を見るのを恐れるように、嫌うように、固く固く目を閉じて、まぶたを震わせてなにかを悔くいているようだった。真田はどういう表情も浮かべずに、懐ふところからチタン製のメスを取り出すと、少女の背中の『祝福』された箇所の肉と骨をすべて取り除き、床に放り捨てた。

　壱番の損傷は脊せき椎ついだけだが、神経系が『再生』するまでには若じやつ干かんの時間を要する。真田は再び執しつ務む机づくえの向こうの椅い子すに腰を落ち着けると、引き出しから組織に所属する従じゆう者じやたちのリストを取り出して、次の『支配』相手を物色しはじめた。




　　　　◆




　地面の硬さを背に感じながら、亮りよう史じはゆっくりと目を覚ました。

　頭の中に霞かすみがかかっている。前後の記き憶おくがはっきりしないが、舞まいが消しよう滅めつしたということだけは、楔くさびのように深々と記憶の内部に突き刺さっていた。

　しばし、呆ぼう然ぜんと夜空を見上げる。

　手を伸ばして、自分の目をこすってみた。そこはもう乾ききっていて、流れるはずのない涙が流れた痕こん跡せきも消え去ってしまっていた。そのまま手のひらで目元を覆おおい、亮史は、唇を破けるほどに嚙かみ締めた。

　舞くん──！

「……魎りよう月げつさま？」

　胸の内の叫びに答えたのは、無む論ろん、あの無む邪じや気きな少女の声ではなかった。うんざりするほど聞き飽あきた女の声。そういえば先ほどから、自分の頭はなにか柔らかいものの上に載っている。亮史は手をどかすと、胡乱うろんそうにすぐ頭上の上じよう弦げんの顔を見上げた。
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「ああ──」

　かすれた声で、それだけ言う。まだよく回らない頭を動かして、亮りよう史じはひとつの答えを弾はじき出す。

「お前、か。もう、吸ったのか──？」

　さしたる興味もなさそうに、亮史はそう尋たずねる。だが、上じよう弦げんはそれには答えず、辛つらそうに目を伏せてしまった。

　なぜだろう。それだけの反応なのに、なぜか亮史は、上弦の心情が手に取るようにわかった。そして、自分の今の状態も。亮史はもう一度手を上げて、空中で左右に振り、拳こぶしを握り、開き、さらに手を伸ばして上弦の鼻をつまんだ。上弦は驚いてのけぞり、ある種の期待が込もった表情で亮史のことを見下ろしたが、亮史は相変わらずの無感動な眼めで、それを観察しているだけだった。

「吸わなかったのか」

　やがて、亮史はそう言った。上弦の小さな肩が、びくりと震えた。

「なぜ」

　亮史は重ねて問うた。上弦は答えない。唇を引き結んで、亮史から顔を背そむけている。

　亮史は上弦の膝ひざから、むっくりと起き上がった。気を失う前まで全身を包んでいた気だるさは、もうどこにも見当たらなかった。ゆっくりと考えてから、亮史はどこか寂しげな顔つきになっている上弦のことを見て、口を開いた。

「お前が──僕に、血を飲ませたのか？」

　上弦はやはり答えない。ただ、上うわ目め遣づかいに亮史の顔を見上げているだけだ。その目にはなにかを期待するような光が宿っていたが、亮史はあえてそこから目をそらした。落らく胆たんする気配が空気越しに伝わってくる。

　なぜだろう、と、亮史はもう一度自問した。なぜ、上弦はせっかくの機会をフイにした。上弦は自分の血を吸わなかった。その血を吸い尽くして、亮史のことを自分の従じゆう者しやにすると宣言したにもかかわらず、そしてその絶ぜつ好こうの機会があったにもかかわらず、それをしなかったのだ。亮史の死を恐れたわけではあるまい。上弦は、やると言ったらやる女だ。

　周囲を見渡す。血の匂においが濃のう厚こうに残っていた。『血の力』を根こそぎ奪い取られていた自分が、あの高さから墜つい落らくして生きていられるはずがない。上弦が自分を庇かばって下した敷じきになった、と考えるほうがしっくりくる。亮史は再び上弦を見、言う。

「お前が、僕を、助けたのか？」

　上弦は、今度こそ、限りない期待を込めて頷うなずいた。

　亮史の中にあった不定形の疑問の塊かたまりが、はっきりとした形を成した。

　こいつは、まだ、望みを捨ててはいないのだ。

　自分と共に在るという──亮史が自分の意思でそれを選択するという、望みを。

　どんよりとした目で、しばしのあいだ亮りよう史じは上じよう弦げんを観察する。それから、彼は小さく息を抜くと、再び上体から力を抜いて、上弦の膝ひざに倒れ込んだ。驚いたように息を吞む音が頭上から聞こえてくる。亮史は再び目元を腕で覆おおうと、疲れたように言った。

「そうか──」

　嘆たん息そくに似たその声に、上弦が不安そうな声をあげた。

「魎りよう月げつ、さま？」

「疲れた」

　亮史はぽつりと、そう呟つぶやく。上弦は言いかけた言葉をつぐみ、じっと亮史の口元辺りに視線を注そそいだ。上弦の困こん惑わくの気配を気にした素そ振ぶりも見せず、亮史は細々と息を吐く。

「もう、疲れた。人間でいるのも、人間として暮らすのも」

　その言葉に、上弦の身体からだが慄ふるえた。亮史はようやく腕を上げ、半なかば眠っているような瞳で上弦のことを見上げながら、切れ切れに言った。

「舞まいくんや、レレナくんと、一緒に居て、暮らしてきて。そういう生活を続けていくことで、いつかは人間になれると──少なくとも彼らのことがわかると、そう、思っていた」

「……」

「でも──それも、もう、叶かなわぬ望みだ」

　手を伸ばし、上弦の頰ほおに触れる。恐れるように、上弦は唇を嚙かんだ。子供をあやすように、かつてのように、上弦の顔を静かに撫なでながら、亮史は続ける。

「舞くんが死んだ。もうこれ以上、人間であることに拘こう泥でいすることに、疲れてしまった。彼女がいなくなって、人間の生活を続けていく意味も、なくなった」

　上弦の瞳に、必死な色が宿った。

「魎月さま、それなら、それならば──」

「上弦。お前がもし、まだあの考えを捨てていないのならば──」

　そこで、亮史は言葉を区切った。上弦が縋すがるように見つめている。少しのあいだだけ口をつぐみ、ゆっくりと目を閉じてから、亮史は、なにかと訣けつ別べつするように告げた。




「また、取り戻そう。かつての、化け生しようとしての、二人だけの生活を」




　指が熱い。

　顔の上に、ぽたぽたと水滴が落ちてくる。

　上弦は泣いていた。亮史の言葉が終わらないうちから、その両の眼めから涙を溢あふれさせていた。とめどなく流れる涙が頰ほおを伝い、亮史の指を伝い、手首で途と切ぎれて、彼の顔に落ちてきていた。それを拭ぬぐおうともせず、亮史はただ上弦の泣き顔を、声ひとつ出さずに見つめていた。

「魎月さま、魎月さま、魎月さま──！」

　嗚お咽えつの中でもはっきりと通る声で、上じよう弦げんは亮りよう史じのかつての名を、何度も何度も口にした。そうしながら彼女は、亮史の上に覆おおいかぶさってきた。まるではるか昔に失くしたものを、ようやく見つけたかのように。それをもう二度と手放すまいとするかのように、上弦は亮史の身体からだを、きつくきつく抱き締めた。

　亮史は、なにも見ていなかった。自分にしがみついて泣く上弦の姿も、その泣き声ですらも、ほとんど耳に入っていなかった。夜空に瞬またたく星を見上げながら、彼は独り言のように、ぽつりとつぶやいた。

「ただ、それをする前に──」

　茫ぼう洋ようとしたその声は、あるいは上弦には聞こえていないのかもしれず、それどころか亮史本人も意識していなかったのかもしれない。それが証しよう拠こに、途中まで言いかけて亮史は口をつぐんでしまった。自らの言葉に初めて気づいたかのように、焦点の合わない瞳がふとひとつに定まった。それから彼は、ようやく生気を取り戻した声で、その先を続けた。

「──真さな田だを八つ裂きにしないと、いけないな」




　　　　◆




　ツキは荒々しく尻尾しつぽを床に打ちつける。神経が過か敏びんになっていたのだろう、レレナはそれだけの音に、びくりと肩をすくませてツキのほうを振り向いた。

「あの──どうか、なさいました？」

　ツキの金色の瞳には、厳きびしげな光が宿っている。その瞳でしばらくレレナを観察してから、彼は口を開いた。

「なんでもない。なにかあったのなら口に出して言っている。気を散らさずに、早くそいつの操そう作さ方法を習得しろ」

「……そんなこといきなり言われても、こんなの一度もやったことないんですから……」

　ぽつぽつと漏れた不満の言葉は、消え入りそうなほどに小さかったが、しっかりとツキの耳に聞こえていた。猫の聴覚を侮あなどってもらっては困る。ツキがにらみつけるような目つきでレレナの顔を一いち瞥べつすると、彼女は怯おびえたように顔を背そむけ、管理室操そう作さ盤ばんの操作マニュアルへと視線を戻していった。ツキは鼻を鳴らし、再び『感かん知ち』に集中する。

　舞まいの反応が、消えた。

　何度探ってみても結果は変わらない。答えはひとつしかないにもかかわらず、それを認めようとしない自分がどこかにいた。一瞬にして反応が消しよう滅めつしたのであれば、他の可能性を求めることもできたのかもしれない。敵方の主人に『力』を込めた声を叩たたきつけられて、どこかへ吹き飛ばされてしまったとか。しかし、実際はそうではなかった。突然舞まいの『力』が激げき減げんしたかと思うと、しばらくの間も置かずに、蠟ろう燭そくの灯ともし火びが揺らめいて消えるようにして消え去ってしまったのだ。こうまで明確に見せつけられてしまっては、もはやそれを認めるしかなかった。

　雪ゆき村むら舞まいは消しよう滅めつした。そして、その存在が戻ってくることは、二度と、永遠に、ない。

　ツキは舞のことが好きだったわけではない。喧やかましい小こ娘むすめだと思うだけで、好意を抱いたことはなかった。だが、それでも、知ち己きが永久に消滅してしまったという事実は、どうしようもない苛いら立だちをツキの心に与えていた。そのうちのひとつには、モザイクのこともあったのかもしれない。舞の死を──モザイクに対してはそう言うしかないだろう──彼に告げるのは、ほかならぬツキの役目なのだから。それをするときのことを思うと、喉のどが重苦しく塞ふさがるような感覚を覚えた。

　首を振る。いずれにせよ、今、そのことに思いを巡らせても仕方がない。依然としてツキとレレナが危き地ちにあることには変わりないのだ。

　再びレレナに目を転じ、ツキは舞の消滅を彼女には伝えないでおこうと心に決める。無用な混乱は招かなくてもいい。ただでさえ血液欠けつ乏ぼう症しようとやらで弱っているのに、この上うえ友人の死まで押しつけられたら、今度こそレレナは足腰立たないほどに弱りきってしまうかもしれない。そんなことを許すわけにはいかなかった。去った者のことよりも、今ここに居る者のことを優先する。当然のことだ。

　と、レレナがマニュアルから顔を上げ、操そう作さ盤ばんに向き直り、何事かを操作しはじめた。ツキは思わず耳を立て、その挙きよ動どうを注視する。ツキの『感かん知ち』によって割り出した真さな田だの居い場所とこの管理室を繫つなぐ通路を、ここからの操作によって遮しや断だんする。それが成功すれば、少なくとも真田の追つい跡せきに対する時間稼かせぎくらいにはなるはずだった。本来ならば自分がその操作をやりたいところだったが、いかんせん猫の前足ではマニュアルをめくることもツマミを捻ひねることもできはしない。操作手て順じゆんがあるのならばレレナでもできるだろうと、そう思って彼女に任せたのだ。が──

　操作盤のツマミを摑つかんだまま、レレナは微び動どうだにせず、しばらく待つうちに、再びその手をそろそろと引っ込めてしまった。

「……だめか」

　レレナはツキを振り向き、真ま面じ目めくさった顔で、

「……だめですね」

　ツキは目を細め、見み透すかすようにしてレレナをにらみつけた。そんな吞のん気きにしている場合か──と小こ言ごとのひとつでも言ってやりたかったが、しかしレレナのほうも、別べつ段だん吞気にしているわけでもなさそうだった。表情には余よ裕ゆうのかけらも見当たらず、ツキを見る瞳には縋すがるような色が浮かんでいる。どことなくだるそうにしているのは、恐らくは血液欠乏症によって、『力』が足りなくなっているからだろう。ツキは自分の首の後ろの毛が、ぞわぞわと逆さか立だつのを感じた。事態は間違いなく、悪い方向へと進んでいる。もしレレナが倒れてしまったら、猫である自分にはどうしようもできないのだ。

　いや、とツキは思いなおす。方法が、ないわけではない。しかしそれは、蜘く蛛もの糸よりも細いものでしかなかった。ツキは視線を動かして、管理室の隅すみ、なにかを恐れるようにして縮こまっている、クイナの姿を見つめた。

「おい」

　声をかけてみても、クイナは反応さえしなかった。片かた膝ひざを立てたまま、自分の足に顔を埋めているだけだ。ツキはため息をついて、自らの希望的観かん測そくを恥じた。こんな抜け殻がらには、蜘蛛の糸ほどの希望すらありはしない。レレナに向きなおってから、鼻先を振って管理室の出口を示す。

「仕方がないな。これ以上時間を浪ろう費ひするわけにはいかない。出るぞ」

「え、でも──」

「真さな田だは今、他のことに気を取られているらしい。何人か従じゆう者しやを呼びつけて──自分の『支配』下に置いているようだ。主人に対抗して戦力を蓄たくわえているのだろう。もしかしたらその隙すきを突いて逃げ出すことができるかもしれない」

　ほとんどその望みはないだろうが──とは、ツキは言わなかった。いずれにせよ、ほぼ無戦力である自分たちが『感かん知ち』を持つ真田から逃げ切るには、幸運を期待する以外に方法がないのだ。

　ツキは管理室の扉の前に立ち、ぴたりとそこに座り込んだ。それを見てレレナもようやく決心を固めたのか、操そう作さ盤ばんの前から立ち上がって──ふと、部屋の隅のクイナを気にかける素そ振ぶりを見せた。ツキは目ざとくそれを見つけ、レレナが口を開く前に、低く響ひびく声で釘くぎを刺した。

「やめておけ。それ以上、そいつを連れ回すな」

　意外そうな顔でレレナはツキのことを見た。ツキは視線をクイナに注そそいだまま、容よう赦しやなく言葉を続けた。

「見ればわかるだろうが。そいつはもう、動く気力を失くしている。そんな奴やつを連れ回したところでなんになる？　俺たちにとってもそいつにとっても、デメリットしか生み出さない。無む駄だな労力を使うんじゃない」

「無駄って、そんな──」

「動くことを諦あきらめた奴には、なにをしたって無駄なことだ。自分が生き延びられるかどうかもわからない状況で、他人のことを気にかける馬鹿がどこにいる」

「────」

　レレナは言葉に詰まる。頭ではツキの言葉を理解しているのだろうが、感情がそれに追いつかない、そんな表情だ。にわかに朱しゆの差した顔で、レレナは反はん駁ばくしようと口を開く。だがそれを制したのは、他でもない部屋の隅でうずくまっているクイナだった。

「……その猫の言うとおりだよ、お嬢じようさん」

　ツキとレレナの視線がクイナに集中する。彼女は相変わらず膝ひざに顔を埋めたまま、途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむいでいた。

「あたしは、もう、動きたくない。──どうでもいいんだ。あんたらが来るずっと前から、どうでもよかった。本当は、あの『主人』に殺してもらいたかったけど──でも、それも、もう、どうでもいい」

「クイナさん──！」

「もう、いいんだ。疲れたんだ。放っておいてくれ」

　その声は、真実、疲れ果てているようだった。レレナは声を失い、その場に立ち尽くした。ツキはなにも言わず、クイナからも視線を外し、再びドアに向きなおった。唐とう突とつに、むらむらとした怒りが彼の胸に立ち込めてくる。こんな抜け殻がらのような奴やつが生きていて、なぜ舞まいのように役目を果たしたものが消しよう滅めつしなくてはいけないのか──そんなケツの青い子猫ですらも抱いだかないような疑問が、ふと頭の中に浮かんで、消えた。

　気まずい沈ちん黙もくはしばらく続いた。誰もなにも言わなかった。その静せい寂じやくを破ったのは、誰かの言葉ではなく、控え目な音で響ひびき渡った内ない線せんの電話だった。

　ツキとレレナは、揃そろってその内線を見た。管理室の扉のすぐ脇の壁に備えつけられた内線は、辛しん抱ぼう強く鳴りつづけている。しばらくそれを観察してから、ツキはレレナに受話器を取るように促うながした。

　レレナはゆっくりと内線電話に近づいて、おずおずと受話器に手を伸ばした。唾つばを飲み込んでから受話器を耳に当て、「もしもし」と幾いく分ぶんかすれた声で応答する。しばしの沈ちん黙もくのあと──突然レレナは大声をあげた。

「月つき島しまさん!?　月島さんなんですか!?」

　ツキは目を剝むいてレレナの顔を見上げる。通話の相手が真さな田だだった、というほうがまだ信じられる。できることならば電話を替わりたかったが、猫の手では無む論ろん、受話器を摑つかむことなどできようはずもない。

「はいっ、あの──います。はい。そうです、管理室っていうところで、でも、どうしてわかったんですか？　──あ、はい、わかりました」

　レレナはちらりとツキのことを見下ろした。やきもきと落ち着かなげに尻尾しつぽを振り回している彼の姿にくすりと微笑を漏らし、それから囁ささやくような声で、レレナは言った。

「月島さん、今一階のロビーにいるみたいです。そこから電話をかけてるって、それで、援えん軍ぐんをよこすって言ってます。でも──」

　そこでレレナは再び受話器を耳に当てた。送話口から漏れ聞こえてくるのは、間違いなくツキの主人の声だった。しかし、とツキは考える。援軍とはどういうことだろう。亮りよう史じの持つ戦力は、自分の身ひとつしかないはずだ。それともその身を分割して──つまり、右腕かなにかを『部分変へん換かん』によって蝙こう蝠もりにでも変身させ、それをこちらへと送るという意味だろうか。

「──えと、はい、多分、知ってると思います。この前、車の中で──え？」

　レレナのその声が響ひびくと同時に、ツキの頭の中に、比ひ喩ゆではなく閃ひらめくものがあった。反射的に扉の前から飛びのく。まだ治りきっていない全身の打だ撲ぼくが一いつ斉せいに疼うずいたが、その激げき痛つうをおくびにも出さずに、ツキは目を見開いて管理室の扉を見つめていた。

「そ、それって、どういうことですか？　あの、月つき島しまさん？　もしもし？　もしもし──」

　ぷつ、という音が漏れ聞こえてきて、それきり送話口から亮史の声が響くことはなくなった。頭の片かた隅すみでそのことを意識しながら、それでもツキはドアから視線を離さない。頭の中に閃いた『感かん知ち』情報──猫の使つかい魔まとして持つ鋭えい敏びんなその能力で、彼は近づきつつある『力』の内容を隅すみ々ずみまで調べ尽くしていた。それに重なるようにして、レレナの声がツキの耳に響いてきた。

「切れちゃいました……でも、あの、援えん軍ぐん、送るって。月島さん、言ってました。多た分ぶん私の、知っている人だって──」

　その声が終わるか終わらないかのうちに、管理室の扉のドアノブが「かちゃり」という音を立てて回転した。ぴんと張り詰めた空気の中で、ツキは全身に力を蓄たくわえて戦せん闘とう体勢を取る。扉の向こうの『力』の正体が誰なのか、ツキには半なかば予想がついていた。だがそれでも、常に予想外の事態に対応できるようにしておかなくてはならなかった。それを怠おこたって、これまでに何度も、ツキは失敗を繰り返してきたのだ。

　扉がゆっくりと開いていく。その向こうに現れた人ひと影かげを目にして、レレナがどこか怯おびえを含んだ声で呟つぶやいた。

「──玄げん翁のう、さん」

　戸口から管理室の中にゆっくりと入ってきたその偉い丈じよう夫ぶは、能のう面めんのように感情の混じらない表情で、ゆっくりと部屋の中を観察していた。




　　　　◆




　受話器を置いて、魎りよう月げつがカウンターをひらりと飛び越える。その動きのどこにも、もう『力』不足による支障は残っていないように見えた。上じよう弦げんは組んでいた手を解ほどいて、それでも不快そうに寄せた眉まゆ根ねは元に戻さず、魎月につかつかと歩み寄った。開かい口こう一番、

「そこまで気にかけることはないのに」

　魎月は訝いぶかしげに上弦のことを見る。やけに乾いた瞳。その瞳をまっすぐに見ながら、上弦はなおも不満そうに続けた。

「どうせ真さな田だの狙いは私たちだ。あんな半はん吸血鬼の、戦力らしい戦力にもならない小こ娘むすめのことなど放っておくに決まってる。それなのに、どうして魎月さまはあんな奴やつらのことを気にかけるんだ？」

「……」

　魎りよう月げつは黙したまま、なにも語らない。ふい、と上じよう弦げんから視線を外して歩き出し、ロビー中央、本ほん拠きよビルの全階層が記されている柱の地図に向きなおった。

　耳に痛いほどの静せい寂じやくがロビーを支配している。その沈ちん黙もくと、のっぺりとした魎月の背中を見るうちに、不安の雲がむくむくと心の中に鎌かま首くびをもたげてきた。上弦は咳せき払ばらいをすると、言い訳めかした口く調ちようで、

「いや、別に、あの小こ娘むすめが死ねばいいとか、そういうことを言ってるわけじゃないんだ。そりゃあいつだって魎月さまの眷けん属ぞくなのだし──眷属を大事にしたいと魎月さまが思っても、仕方がないのかもしれない。でも、そのために玄げん翁のうを護ご衛えいにつけるのは──」

「ああ」

　唐とう突とつにあがった亮りよう史じの声に遮さえぎられ、上弦はぴたりと口を閉じた。魎月は振り返らず、ただ柱の地図にじっと見入っている。

「わかっている。お荷物だ、と言いたいのだろう。それは、僕にもわかっているさ、上弦。お前が自分の戦力を、僕の眷属を護まもるために割さいてくれたことに、少なからず感謝している。ありがとう」

　たったそれだけの言葉で──

　上弦の胸にあった不安は、残らず綺き麗れいに吹き飛ばされてしまった。じわり、と染み出すようにして、上弦の口元に微笑が広がる。小走りに魎月の背中に駆け寄ると、上弦はその腕を取り、魎月の身体からだを自分のほうに向けさせて、目を閉じて顎あごを上げた。考えるような間のあとに、静かに、優しく、冷たい魎月の唇が、上弦のそれに重ねられた。

　紛まぎれもない、抑えようのない幸せが、全身に広がっていく。

　やはり、と上弦は思う。やはり私は、魎月さまなしでは生きていけないのだ。ただ傍そばにいることができるというだけのことで、こんなにも心静かでいられる。安らかでいられる。どんな苦悩にも、不安にも、欠落感にも苛さいなまれずに在ることができる。これこそが、きっと、幸せというものなのだろう。

　蕩とろけた表情のまま、上弦はそっと唇を離し、魎月の顔を見上げ──

　不意に、凍りつくような感覚に襲おそわれた。

　目。魎月の、その眼まなこ。

　乾ききっている。

　まるで、地面に転がる石ころでも見るかのような。そんな眼差まなざしだった。

　上弦は慌あわててそこから目をそらした。不意に、ひとつの考えが脳のう裏りを刺した。

　魎月さまは──私が魎月さまを思っているほどには、私のことを、思ってくれてはいないのではないか。真さな田だを八つ裂きにしたあと、彼は自分と一緒に暮らそうと言ってくれた。だがそれは、自分との蜜みつ月げつを再び取り戻したいがためではなく──あの幽ゆう霊れい娘がいなくなって、もはやなにもかもがどうでもよく、面めん倒どうくさくなってしまったがための発言ではないのだろうか。

　上じよう弦げんはさりげなく魎りよう月げつから身体からだを離し、あらぬ方向を向いた。唾つばを飲み下し、表情を見られないようにうつむきながら、上弦はきつく目を閉じる。

　そんなにも、あの舞まいとかいう幽霊は、魎月にとって大きな存在だったのだろうか。

　唇を嚙かむ。突然こみ上げてきたのは、紛まぎれもない嫉しつ妬とだ。しかし、いくら嫉妬してしまっても、ぶつける相手はもはやこの世のどこにも存在してはいない──

　ふと顔を上げ、上弦はその言葉をもう一度、心の中で反はん芻すうした。

　そう。もうあいつは、この世から消え去ってしまったのだ。

　いかに幽霊娘が魎月の中で大きな存在であろうと、それはもう過去のことだ。今、彼の中にあるのは、幽霊娘が占めていた割合だけ大きな虚こ空くうに過ぎない。それならば、自分が代わりにその穴の中に入り込めばいい。真さな田だを殺したそのあとの生活の中で、この自分がゆっくりと、魎月の穴を埋めていけばいいのだ。自らの、その身を使って。

　その考えは、上弦の自じ尊そん心しんをひどく傷つけるものだった。誰かの代わりでいいなどと、そんなことを本心から思う女はいない。上弦のように激発的な性格をしているのならばなおさらだ。しかし、それでも、そうすることによって傍そばにいられるならば──それが自分と魎月を二度と離れないように繫つなぎ止める楔くさびになるのならば──

　それでも、構わなかった。

　魎月とは、二度と離れるわけには、いかないのだから。

　魎月はすでに柱の地図を離れ、エレベーターホールへと歩きはじめていた。エレベーターが稼働しているのなら、使わない手はない。しかし、彼はなんのために上階へ向かおうとしているのだろう、という疑問が、ふと浮かんだ。真田を八つ裂きにしなくてはいけない。魎月はそう言った。しかし、なんのために。

　大切な、舞の仇かたきを、討うつために？

　上弦の表情がいっそう翳かげる。しかしそれを飲み込み、喉のどの奥に封じ込めて、上弦は小走りに魎月の背中を追った。




　　　　◆




「御ご前ぜんの命令だ。今から俺は、お前らの護ご衛えいに回る」

　管理室に入ってきてすぐに、玄げん翁のうはそう言った。その表情にはどんな感情の色も混じってはいない。ツキはその表情を観察しながら、尻尾しつぽを床に打ちつけた。口を開く。

「レレナ」

　まさか自分の名を呼ばれるとは思っていなかったのか、レレナはびくっと肩を震わせて反応した。

「はっ、はいっ？」

「確かに、主人は、こいつと行動を共にしろと言ったんだな？」

「えと、あの、はい。玄げん翁のう、という人を向かわせるから、その人に守ってもらって下まで降りてくればいいって──」

　そこまで言うと、レレナは玄翁に視線を向けた。その瞳には少なからず期待の色が宿っている。期待したいのはツキも同様だったが、しかしあからさまに媚こびるような態度は気に入らない。つんと鼻先を上げて、ツキは値ね踏ぶみするように玄翁のことを見た。

「俺たちの援えん護ご、か。上じよう弦げんとやらの命令なのか？」

「今、そう言った」

「おかしな話じゃないか。俺の主人とお前の主人は敵対していたはずなのに。どういう風の吹き回しだ？」

　玄翁の鉄てつ面めん皮ぴが、ぴくりと揺れた──ような気がした。

「知らん。俺は御ご前ぜんの命令に従うだけだ」

「主人の意を汲くむ必要など、ないということか」

「少なくとも、この状況ではな」

　ふむ、とツキは頷うなずいた。先刻まで敵対していたということを忘れるつもりはないが、こいつはなかなか信頼できそうな奴やつだ、と思う。極めて実務的。一切の私情を差し挟むことなく、主人の命令を遂すい行こうすることを第一義としているのだろう。ツキが好みとする性格だった。あのツルとかいう使つかい魔まとはえらい違いだ。

「了りよう解かいした。脱出までのあいだ、護ご衛えいを頼む。俺もなにかしらの役に立てるだろう」

　玄翁は訝いぶかしげな表情をした。ツキは痛む身体からだを起き上がらせると、玄翁の肩にひらりと飛び乗った。玄翁の視線だけが、ツキの動きを追った。

「使い魔にはそれぞれ、特化した能力がある。あのツルとかいう狐きつねには『変身』の能力。俺が持つ能力は、『感かん知ち』だ。お前の戦闘力と組み合わせれば、それなりに役に立つはずだ」

　玄翁は表情を動かさず、ただ少しだけ顎あごを動かした。了りよう承しよう、ということなのだろうか。無む駄だ口を叩たたくよりはいいが、あまりに無口なのも付き合いづらいものがある。もっとも、それほど長い付き合いにはならないのだろうが。

　玄翁は管理室の中を滑るように移動すると、レレナが手て間ま取どっていた操そう作さ盤ばんの前で立ち止まり、肩の上のツキに尋たずねた。

「真さな田だは今どこにいる？」

　操作盤のやや上じよう方ほう、電子的に映し出された中階の地図を見つめながら、ツキは尻尾しつぽを器き用ように操あやつってその箇所を指し示した。

「──ここだな。間違いない。真さな田だは十一番の部屋に留まっている」

「執しつ務む室か。真田がなにをしているか、わかるか？」

「推測だが──恐らく、自分の手て駒ごまを増やしているのだろう。すでに二人ほど、真田に『支配』されたようだ。今──三人目が、真田のいる部屋に向かっているな」

「それならば、まだしばらくの猶ゆう予よはあるな」

　そう言うと、玄げん翁のうは素早く指を操そう作さ盤ばんの上に走らせた。ぱちぱちぱち、と小こ気き味みのいい音が管理室内に響ひびく。レレナが目を丸くして見ているうちに、玄翁は的てき確かくにして迅じん速そくに作業を終わらせた。上方のスクリーンに映し出された中階の地図、そこに示されたいくつかの通路が、玄翁の操作によって赤い光の帯で遮しや断だんされていた。ツキは、ふむ、と満足げに頷うなずき、

「さすがだな。慣れてるのか？」

　玄翁はわずかにかぶりを振り、

「いや。だが、以前に一度マニュアルを読んだことがある。この程度の単純な操作なら、あれを一いち読どくすれば誰にでもできるはずだ」

　ツキはレレナに視線を転じる。レレナはこれ以上ないほどに気まずそうな顔で、大事そうに抱えていたマニュアルをそっと元の場所に戻していた。その動きをじっと観察してから、ツキは確認するような口く調ちようで言った。

「多少の猶予があるとはいえ、それを無む駄だにしていい理由はどこにもない。さっさとここを出るぞ。まずは主人たちと合流することだな」

　その言葉に、玄翁は静かに頷うなずく。

「下階から連絡階へ降りれば、ひとまずは安全圏けんへ脱することができるだろう。最上部三階と連絡階を繫つなぐ経路は、実質的にあそこのエレベーターだけなのだからな」

　それだけ言うと、彼は踵きびすを返して管理室のドアを開けた。が、すぐにその歩みは止まり、管理室の敷しき居いを半歩だけ跨またいだ状態で、玄翁は再び部屋の中を振り返った。玄翁の肩の上のツキは、不ふ愉ゆ快かいそうに目を細めて部屋の隅すみを見た。

「……レレナ」

　その呼びかけにも、レレナは答えない。部屋の隅にぽつんと立ち尽くしたまま、そこでうずくまっているクイナのことを、じっと見下ろしていた。腰を屈かがめ、囁ささやくような声で、

「クイナさん──クイナさん、行きましょう」

　ツキはため息をつく。お人好しもここまで来ると害がい悪あくだ。先ほどあれだけ言ったにもかかわらず、まだレレナはクイナのことを助けようと思っているのだ。そんなことは誰も、クイナ自身でさえも望んではいないというのに。

　ツキは目を細めたまま、苛いら立だたしげに尻尾しつぽを振り回した。どう言えばレレナのことを説得できるか、そのことだけを思し案あんする。だが、考えれば考えるほど、それはなかなかに困難な事こと柄がらであるように感じられた。他のことならいざ知らず、誰かを救うか見捨てるかの選択に対して、レレナがそう簡単に決断を下せるとは思えなかった。ましてこんな一刻を惜おしむ状況にあって、懇こん々こんと説得している時間などありはしない。どうするか──とツキが頭を悩ませていると、不意に玄げん翁のうが腕を伸ばし、肩の上に乗ったツキの身体からだに触れた。片手をツキの脇の下に差し挟み、そのまま彼の身体を床に降ろす。訝いぶかしげに見上げたツキの視線を見ようともせず、玄翁はレレナに近づくと、どこまでも落ち着いた声こわ音ねで言った。

「そいつを、連れて行くのか？」

　レレナは頭二つ分は高いところにある玄翁の顔を凝ぎよう視ししたまま、ほんの少しだけ顎あごを上下させた。無む理り矢や理りクイナから引き離されるとでも思ったのだろうか、その瞳には多分に怯おびえの色が混じっていたが、芯しんの強そうな光も宿っていた。自分の意を曲げるつもりはない、ということなのだろう。玄翁はなにも述べず、ただ「そうか」とだけ言って、不意にその腕をレレナのほうに伸ばした。レレナは首をすくめ、身をよじってその手から逃れようとした。
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　だが、その必要はなかった。玄翁はレレナの横に膝ひざをつくと、部屋の隅すみにへたり込んでいるクイナの身体に手を触れた。それでもクイナはなんの反応も起こさない。死体を調べる検けん死し官かんのような目でしばらくクイナを観察してから、玄翁は彼女の身体をぐいと持ち上げ、そのまま自分の肩の上に担かつぎ上げた。まるでシーツでも持ち上げるかのように軽々と担ぐことができたのは、吸血鬼の腕わん力りよくの賜たま物ものだろう。驚いたように自分のことを見つめるツキとレレナに向かって、玄翁はぽそりと口を開いた。

「こいつを動かさないと俺たちは動けないのだろう。なら俺が運ぶ。安全な場所にまでたどり着いたら、そこで降ろしてやる。──それでいいな？」

　最後の言葉は、レレナに向けられたものか、クイナに向けられたものか。少なくともそれに反応したのは、レレナのほうだった。がくがくと何度も何度も頷うなずいてから、感かん極きわまったように深々と頭を下げる。ツキは呆あきれたようにそんな二人のことを見ていたが、すぐに気を取りなおしてレレナの肩の上に飛び乗ると、改めて管理室のドアを示した。

「では出発だ。──急いだほうがよさそうだな、真さな田だのほうでも感づいたらしい。何人か、従じゆう者しやの反応がこちらに向かってきている」




　　　　◆




　頭の中に蠢うごめく『感かん知ち』反応をじっくりと吟ぎん味みしながら、真田は薄く目を開けた。身を預けていた椅い子すから立ち上がり、室内のソファに置物のように座っている三つの人ひと影かげに対して命令を下した。

「さて、そろそろ動こうか。管理室へ向かえ。そこに我らの敵がいる。恐らくはこの部屋から管理室までの通路はすでに遮しや断だんされているだろうが、構うことはない。最短距離を選び、邪じや魔まをするシャッターはすべてこじ開けろ。いいな」

　三人は恐怖と憎ぞう悪おの混じった表情を浮かべながら──『支配』による表情の抑制までは行おこなっていないためだ──真田のことを一いつ斉せいに見た。「はい」と、かすれた声が背の高い男性の口から漏れた。真田はにこやかに頷うなずき、

「よろしい、参さん番ばん。管理室についたら連絡を入れろ。そこから先の指示を与える。では、行け」

　三人はほぼ同時に立ち上がると、物音ひとつ立てずに部屋から出ていった。壱いち番ばん、弐に番ばん、参番の三人──連絡をするための無線機と、戦闘をするための兵へい装そうを与えた、真田の忠実なる配下たち。彼らがレレナたちに追いつけるとは思っていない。よしんば追いついたところで、玄げん翁のうが相手では足止めにもならないだろう。だからこそ、真田は「追いついてからどうするか」という指示は与えなかったのだ。

　月つき島しま亮りよう史じと上じよう弦げんの同盟──予期していなかったわけではないが、真田はその可能性は低いと踏んでいた。上弦はともかく、月島亮史の反応を見る限りでは、あの二人が手を組むなどということはまずありえなかったからだ。しかし、その「ありえないこと」を実現したあたり、どうやら月島亮史は真田のことをよほど憎んでいるらしい。私の心臓を抉えぐり出すためならば、手段は選ばないということか──と、真田は声を潜ひそめて笑った。

　無む論ろん、真田単たん独どくで、あの二人の主人に勝てようはずもない。どちらか一方との差しの勝負に持ち込んだところで、やはり負けるのは真田のほうだろう。月島亮史や上弦は、数世紀という時を生き延びた化け物なのだ。能力は同等でも、経験に大きな差がある。真正面からぶつかるのは得とく策さくではなかった。

　真さな田だはゆっくりと執しつ務む机づくえを迂う回かいして、自らも部屋のドアへと足を向けた。

　正面から戦うのは、得策ではない──そのことはわかっている。だが、さりとて真田には、あの二人に背を向けるつもりは毛もう頭とうなかった。それでは、そもそも主人になった意味がないではないか。こそこそと逃げ延び、生き延びるだけならば、かつての不完全な身体からだのままでもできたことだ。何十年も前から周しゆう到とうに計画を練り、『主人』の支配からこぼれた従じゆう者しやたちをかき集めて『組織』を作り上げたのは、鼠ねずみのように逃げ回るためでは決してなかった。

　すべては、真の吸血鬼、真の主人になるために、真田はこれまで生きてきたのだ。

　どくん、と、心臓が大きく脈打った。心地よい充足感と共に、昂たかぶりが全身に広がっていく。身体の端はし々ばしにまで、血管の隅すみ々ずみにまで、『主人の血液』が巡り渡っていく。かつて、これほどまでに爽そう快かいな気分になったことがあっただろうか。従者と偽いつわって過ごしてきたこれまでの生の中で、これほどの充じゆう溢いつを感じたことが、他にあっただろうか。

　廊下を歩きながら、真田は確かめるように拳こぶしを握り締め、それを自分の胸の上に当てた。切れ長の目を細め、口元に残ざん忍にんな笑みを浮かばせる。勝ち目がないのならば、作ればいいだけの話だ。長年待ち望んでいた『主人』としての力を得た今、その使い道を見出せば──『試し』を行えば、月つき島しま亮りよう史じに比ひ肩けんしうるだけの戦闘力を得ることができるはずだった。

　と、不意に真田の歩みが止まり、彼は視線を巡らせてその部屋のドアにかけられたプレートを見た。ここで間違いない、とひとり頷うなずくのとほとんど同時に、懐ふところの中に収めていた無線から、参さん番ばんの声が聞こえてきた。管理室にたどり着いた、ということか。存ぞん外がい早かったが、しかし『感かん知ち』が伝える位置情報によれば、レレナたちはすでに連絡階へ通じるエレベーターへと到着しつつあった。真田は無線のレシーバーを取ると、参番に向かって短く告げた。

「私だ。管理室には壱いち番ばんだけを残しておけ。弐に番ばんと参番はそのまま追跡を続行しろ。敵は連絡エレベーター付近にいる」

　それだけ言い置くと、真田は無線を切り、再び懐に収めた。少しのあいだタイミングを見計らってから、おもむろにドアノブを摑つかみ、それを回す。『空調室』というプレートのかかったその部屋のドアは、軋きしんだ音を立てて真田のことを迎え入れた。




　　　　◆




　玄げん翁のうは、まるで真冬に着込むような分厚いコートを身に纏まとっていた。話によればそれは『組織』の特とく注ちゆう品で、防ぼう弾だん処理と防水加工が施ほどこされた、戦闘用のコートであるのだという。特とく筆ひつすべきはその外見よりも中身のほうで、無ぶ骨こつで無ぶ愛あい想そうなコートの前を開くと、その内部には呆あきれるほどの量の武器兵へい装そうがずらりと顔を揃そろえていた。ツキがその武器の出所を尋たずねると、玄翁は平然とした口く調ちようで説明した。

「真さな田だが御ご前ぜんと敵対した時点で、義理立てる必要はなくなったからな。武器庫からいくつか見み繕つくろってきた」

　管理室から出る直前、玄げん翁のうは拳けん銃じゆうをコートの中から取り出して、操そう作さ盤ばんに向けてろくな照しよう準じゆんもせずにぶっ放した。耳をつんざく銃声を七回響ひびかせたあとで、玄翁は撃うち尽くしたマガジンを排出し、手て馴なれた動作で新たなマガジンと入れ替えた。と、なにを思ったのか、銃じゆう身しんをその手に持って、彼は拳銃をレレナに向けて差し出した。レレナは差し出された拳銃と玄翁の顔を交互に見比べ、間の抜けた声を出した。

「え」

「持っておけ。護ご身しん用だ」

　レレナの顔から、さっと血の気が引いた。

「でっ、でも、私、こんなもの、使ったことが──」

「使い方などあってないようなものだ。これは反動の大きな銃だが、お前とて吸血鬼の端くれなのだから、それなりの腕わん力りよくは持っているのだろう。銃じゆう口こうを相手に向けて引き金を引くだけで事は足りる」

　レレナは口をぱくぱくとさせ、なおも泣きそうな目で玄翁を見上げていたが、玄翁のほうはさっさと拳銃を押しつけると、そのまま部屋から出ていってしまった。ツキに促うながされ、ようやくレレナも足を動かした。両手に抱えた拳銃が、やけに重たかった。

　玄翁は迷う素そ振ぶりも見せずに、足早に通路を歩いていく。まるで貨物のように、ぐったりと肩に担かつぎ上げられたクイナの姿が、なんだか異い様ように見えた。誰もなにも言わないまま、整わない足音だけが本ほん拠きよビル内に響いている。レレナはしきりに背後を気にして、何度も何度も振り返ったが、彼らの他には人ひと影かげはどこにも見当たらなかった。それを見み兼かねねたのか、肩の上のツキが口を開いた。

「安心しろ。真田も、その配下の従じゆう者しやも、まだかなり遠いところにいる」

　レレナはツキのことを見る。彼女の肩の上で、ぴんとヒゲを張り胸をそらして、堂々と腰を落ち着けているツキの姿は、どこか人を安心させる威い風ふうに満ちていた。レレナはこくりと頷うなずくと、拳銃を胸に抱きかかえたまま、小走りになって玄翁の背中を追った。

　非常階段から下階に降り、重々しい鉄の扉を開けると、そこは中階とはがらりと様よう相そうが異なっていた。スプリンクラーの放水の影えい響きようだろう。床に溜まっていた水はすでにどこかへ排出されていたが、壁や床に含まれた水気まではいまだに掃はけていない。レレナは眉まゆ根ねを寄せる。あの放水から逃げ出してきたときの記き憶おくが蘇よみがえってきたためだ。

　そういえば──と、ふと思いつくことがあった。舞まいは、どこにいるのだろうか。月つき島しまさんは無事なのだから、恐らく舞が彼をスプリンクラーから守ってくれたのだろう。感かん嘆たんと尊そん敬けいの念が胸に湧わき上がってくる。ここに来てくれればいいのに、と切に思った。今、自分の隣となりに舞がいて、あの無む邪じや気きな笑顔を向けてくれたとしたら、どれだけ心が安らぐことだろう──そう思い、レレナは肩の上のツキに尋たずねかけた。

「ツキさん。舞まいが今どこにいるか、わかりますか？」

　ツキのヒゲがぴくりと動いた。金色の瞳を前に向けたまま、素そっ気けなく答える。

「……知らんな。大おお方かた主人と一緒にいるのだろう」

　その言い方が、なぜかレレナの心に引っかかった。「大方」というのはどういうことだろう。ツキのヒゲには『感かん知ち』の能力が備わっているはずなのに。舞の居い場所だって、そのヒゲの力を使えばすぐにわかるはずなのに──と、首を捻ひねっていると、不意に玄げん翁のうが足を止めた。ぼんやりと考え事をしていたレレナは止まりきれず、玄翁の広大な背中に顔をぶつけてようやく停止した。痛そうに鼻はなっ柱ぱしらを押さえているレレナをよそ目に、玄翁はツキに向かって尋ねた。

「真さな田だは今、どこにいる？」

「相変わらずだ。中階に留まっている」

「追ってくる気配は？」

「なさそうだな。あるいは非常階段を使わず、エレベーターを使って下階に降りてくるつもりかもしれないが──しかし、そちらのほうが遠回りのはずだ。俺たちに追いつけるとは思えん」

　玄翁は立ち尽くしたまま、「気に入らんな」とぽつりとこぼした。確かに、進むでも退ひくでもなく、中ちゆう途と半はん端ぱな位置に留まっている真田の存在は不ぶ気き味みだった。しかし、とレレナは思う。そんなに悲観的に考えることはないのではないか。玄翁の顔を上うわ目め遣づかいに見上げながら、レレナはおずおずと口を開いた。

「あの、もしかしたら──追ってくる気が、ないんじゃないんでしょうか？」

　そこで玄翁は、初めてレレナに目を向けた。透明なその視線になぜか怖おじ気けづき、レレナは避けるようにうつむきながら、細ほそ々ぼそとした声で続けた。

「だって、その──上じよう弦げん、さんと、月つき島しまさんとが一緒になってここに来たら、いくら真田さんでも太た刀ち打うちできないと思うんです。だから私たちを捕まえることよりも、逃げることのほうを優先しようとしているんじゃないんでしょうか。真田さんの目的は、どうやったのかはわかりませんけど、『主人』になることなんでしょう？　それを果たしたんだから、これ以上、あの人がこのビルにいる意味はなくなったと思うんですけど」

　一息にそこまで言ってから、レレナは口をつぐんで玄翁のことを見上げた。玄翁は表情を動かさない。岩のように沈ちん黙もくしたままだ。自分が感じたままのことを言っただけだが、もしかしたらなにか凄すごく場ば違ちがいなことを言ってしまったのかもしれない。途と端たんに恥ずかしさがこみ上げてきて、レレナは再び床に目を落とした。

　やがて、玄翁が小さく呟つぶやいた。

「──そうかもな。こちらに向かっている従じゆう者しやたちも、もしかしたら俺たちへの追っ手ではなく、御ご前ぜんたちを足止めするための要員なのかもしれん」

　と、そこでツキが「ふん」と鼻を鳴らし、

「なんにしろ、今ここで奴やつの思おも惑わくを推測したところで始まるまい。俺たちの目的が、安全圏けんへ避ひ難なんすることだというのには変わりないだろう」

　玄げん翁のうは小さく頷うなずく。止めていた歩みを再開し、大おお股またに廊下を横切っていく。彼らの足音以外にはなにも聞こえず、追っ手が迫ってくる気配も感じることはできなかった。もしかしたら本当に、このまま逃げきれるのかもしれない。そんな甘い考えが、ふとレレナの脳のう裏りに浮かんだ。

　と、不意に空間が拓ひらけた。なんの遮しや蔽へい物もない大きな空間は、まさしくエレベーター『ホール』という感じだったが、その広さに反してエレベーターは中央にひとつあるだけだった。空調装置の動く音が、遠くから響ひびいてくるように、控え目にホール内部で反はん響きようしていた。

　玄翁は足早に中央エレベーターにまで近づくと、クイナを肩から降ろし、ひとつしかない昇降スイッチを押した。

「エレベーターが来るまでにはしばらく時間がかかる。認にん証しようの手て間まがあるからな」

　独り言のようにそう言った玄翁に、レレナの肩の上のツキが反応した。

「このエレベーターが、直接一階に通じているわけではないのか？」

「違う。これが通じているのは『連絡階』だ。一階への直通エレベーターはその連絡階にある。それにお前らを乗せた時点で、俺の任務は終了する」

　レレナは広々とした周囲を不安そうに見回しながら、ぽつりと疑問を呈ていした。

「でも──なんでそんな、乗り継ぎみたいな手間のかかることをするんですか？」

「外敵が侵入するのを防ぐためだ。『組織』の機能が集中しているのは最上部三階──つまり、下階、中階、上階の三つだけになっている。そこに入り込むには、空を飛びでもしない限り連絡階からこのエレベーターを使うしかない。連絡階のエレベーターホール前には監かん視しカメラが設置されていて、最上部三階に入ろうとするものはそこで必ずチェックを受けることになる。管理室の認証があってはじめてエレベーターは動くのだからな、侵入者はまずここでシャットアウトされるという仕組みだ」

　さらりと聞き捨てならない台詞せりふを吐いた玄翁に、ツキが突っかかった。

「待て。──管理室の認証が必要だと？」

「話は最後まで聞け。認証と言っても、『許可』か『不許可』をスイッチで切り替えるだけのことだ。先ほどの操そう作さで『許可』に固定したまま、操作盤ばんは破壊しておいた。俺の小しよう銃じゆうでは完全には破壊できなかったが、切り替えはもうできないはずだ」

　にわかに緊きん張ちようした身体からだの力を抜くように、ツキは大きく息を吐いた。レレナの肩から飛び降り、ゆっくりと伸びをする。それを横よこ目めにしながら、なんとはなしに、レレナの足は床にへたり込んでいるクイナのほうに向かっていた。

「……クイナ、さん」

　もはや動かないのかと思っていたクイナの目が、ぴくりと動いてレレナの姿を捉とらえた。ふっ、とクイナは嘲ちよう笑しようする。嘲あざけっているのはレレナのことなのか、それともクイナ自身のことなのか。レレナには判別がつかなかった。

「──あんたも、つくづく、無む駄だな努力が好きだね、お嬢じようさま。白しろ宮みやみたいだ」

「…………っ！」

　不意に湧わき上がった怒りに突き動かされて、レレナはへたり込むクイナの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。クイナの目が意い外がいそうに見開かれる。怒りに歪ゆがんだ、そのくせ今にも泣き出してしまいそうなレレナの顔をクイナはまじまじと見つめた。

「白宮、さんはっ、白宮さんは──覚えて、ないんですか!?　私たちを、逃がすために、真さな田ださんを止めようとしたのに、それなのに──！」

　くくっ、と、クイナの喉のどが鳴った。馬鹿にする笑い。レレナをではない。自分に対してでもないのだろう。あるいはそれは、恐らくはすでに亡き者となったであろう、白宮に向けられたものなのかもしれなかった。

「それが、無駄な努力だって言うんだ。少なくとも、あたしを救おうとしたのは、まるっきり無駄だった。あたしは、救われることなんて、望んでない。あたしは──」

　クイナの声は、尻すぼみに小さくなっていった。その目はもはやレレナのことを見てはいない。表情から笑みが消え去り、次第に切迫したような、闇やみに怯おびえる子供のような色が浮かびはじめた。エレベーターシャフトに寄りかかりながら、クイナは身体からだを丸め、膝ひざを抱え込み、そのあいだに顔を埋めた。

　そんなクイナを見ても、レレナはなにも言えなかった。レレナは、クイナがなぜ生きる気力を失くしてしまったのか、その原因を知っていたから。クイナが自らの姉を、自らの手で串くし刺ざしにした瞬間は、今もまぶたの裏側に焼きついていたから。

　不意に。

　かつての日々が、レレナの頭の中に去きよ来らいしてきた。まだ平へい穏おんだった頃の湯ゆヶが崎さきの日常。今から思えば、その終しゆう焉えんの始まりとでもいうべき事件のことを。半はん吸血鬼になってしまった苦悩。突とつ如じよ来日してきた母親との諍いさかい。その中にあって、影のように現れたクイナの存在と、『組織』の片へん鱗りん。クイナとはそれほど深い関係にあったわけではない。激げき情じよう家かの「なんだか怖い人」というくらいの印象しか持ってはいなかった。むしろ、それよりも深く心に残っているのは、そう──

　彼女の姉のことだ。

　亮りよう史じと戦っているクイナを見て、傷ついていく家族の姿を見て、やめてくれと泣いていた彼女の姉の姿のほうが、レレナの中にははっきりと残っていた。その姿だけでも、クイナと彼女の姉がどれだけ強い絆きずなで結ばれていたのかが、わかるような気がした。

　そして、それほど深く結びついていた姉を、クイナは、自らの手で殺あやめてしまったのだ。

　レレナは唇を嚙かみ締め、クイナの胸むな倉ぐらを摑つかんだ手から力を抜いた。

　気持ちはわかる、だけどそうやっていつまでもへたり込んでいたのでは、なにも解決しない。そんな台詞せりふは、口が裂けても言えなかった。クイナの気持ちはクイナにしかわからない。どれだけの時間を費やしても、レレナがクイナの気持ちを完全に理解することは、決してできないのだ。

　それでも──

　クイナが、今、罪の意識に押しつぶされそうになってしまっているということは、レレナにもわかった。彼女の苦悩をわかることはできなくても、彼女が苦悩しているということは、レレナにも十分に理解できた。苦悩している人を助けたいと思うのは、それほど不自然なことだろうか。誰かを助ける余よ裕ゆうなどあると思っているのか。ツキはそう言う。あたしは救いなど求めていない。クイナはそう言う。だが、罪の意識から救われることなく、後こう悔かいと絶望に塗まみれて死んでいくことが、クイナにとって正しいことであるとは、レレナにはどうしても思えなかった。

　クイナは、もう動かない。先ほどの嘲ちよう笑しようも、クイナの正気がほんの束つかの間、暗くら闇やみの中から浮かび上がってきただけに過ぎなかったのだろう。うつむいたクイナの哀あわれなほどに細い首くび筋すじを見つめながら、レレナは小さく言った。

「──私には、あなたを助けようとすることが、無む駄だなことなのかそうじゃないのか、わかりません。でも、でも──白しろ宮みやさんは、あなたのことを助けようとしていました。あなたの、お姉さんも」

　びくり、とクイナの肩が震えた。再び視線が跳ね上がり、レレナはクイナの瞳に殺意に近いほどの激げき情じようが浮かんでいるのを見た。それを真正面から見み据すえながら、レレナははっきりとした口く調ちようで、言った。

「だから、私も。あなたのことを、──死なせません」

「救う」などと大それたことは言えなかった。「死なせない」というだけでも、ずいぶん風ふ呂ろ敷しきを広げたものだと思う。誰かを死なせないことはおろか、自分が死なないという保証すらも、どこにもありはしないというのに。

　そのことに思い当たったのだろうか、怒りに燃えていたクイナの瞳に、再び嘲あざけりの色が宿った。だが、そのどちらの感情色しよくも、すぐにまたどんよりとした絶望の中に沈んでいってしまった。再びうつむいたクイナを見つめながら、レレナはゆっくりと立ち上がる。ある種の決意を秘めた目で、彼女は玄げん翁のうへと視線を転じた。ここからは、私がクイナさんを運びます──そう言おうとして、レレナはその場でぴたりと停止した。

　ホールの中央に仁に王おう立ちになりながら、玄翁は厳きびしい表情で一点を凝ぎよう視ししていた。いつの間に取り出したのか、その右手には黒く沈んだ色の小しよう銃じゆうが握られている。突然銃じゆう器きを取り出した玄翁のことを、ツキも不ふ審しんそうに見上げていた。

　やがて玄げん翁のうは、ひとつところに視線を定めたまま、静かに口を開いた。

「なにか──嫌な予感がする。猫。真さな田だはどこにいる？」

　ツキは玄翁と同じ方向に目を向けた。頰ほおヒゲがなにかを察さつ知ちするようにぴくぴくと動いている。しばらく考えてから、やはりツキは不ふ審しんの色が拭ぬぐいきれない口く調ちようで言った。

「なんだというんだ？　真田の位置なら先ほどから変わっていない。執しつ務む室ではないが、中階のどこかの部屋に──」

　ツキの言葉が途と切ぎれる。レレナは息を詰めながら、ツキの黒い後頭部を見つめていた。金かな縛しばりにあったようにぴくりとも動かなかったツキの身体からだが、瞬間、バネのように跳ね上がって玄翁の肩の上にまで跳ちよう躍やくした。

「馬鹿な。近づいてきている。しかも──くそっ、なんだこの速度は？」

　信じられないものを話すときの口調で、ツキはそう言った。心臓が止まりそうなほどの驚きがレレナの胸を刺す。にわかに緊きん張ちようしたホールの空気の中で、レレナは先ほど自らに誓ちかった決意の通りに動いた。すなわち、床に座り込んでいるクイナに強制的に肩を貸し、その身体からだを立ち上がらせたのだ。レレナのそんな挙きよ動どうにも、クイナはやはり反応を返さない。そしてそれはまた、玄翁とツキも同じだった。玄翁の肩の上で爪を立てながら、ツキは歯を剝むき出しにして叫んでいた。

「中階にいたはずのあいつが、なぜ階段もエレベーターも使わずに下階にまで下りてくることができるんだ!?　幽ゆう霊れいじゃあるまいし、障害物をすり抜けでもしない限りこんな動きは不可能のはずだ！」

「──ダクトか」

　独り言のような玄翁の言葉は、奇くしくもツキの疑問に答えを出していた。右手に小しよう銃じゆうを構え、左手をコートの内部に差し入れながら、玄翁はその細い瞳で油ゆ断だんなく周囲を睥へい睨げいしていた。

「空調ダクトを使って移動しているのだろう。真田は主人だ。『霧』に変へん化げすることができる。空調室で空気の流れを調整し、自らその流れに乗れば、ダクトを経由して本ほん拠きよビルのどこにでも移動することができる。──レレナ」

　そこまで言って、玄翁はレレナのことを振り返り──その表情に、わずかに驚きの色を混じらせた。クイナを抱え上げているレレナの姿を、しばし言葉もなく観察してから、彼はまた視線を転じ、ホール内部の排気口を監かん視ししはじめた。言葉を続ける。

「さっき渡した拳けん銃じゆうは、まだ持っているな？　いつでも使えるようにしておけ。ここで一いつ戦せん交まじえるぞ」

「は、はい！」

　左手でクイナの肩を支えながら、レレナは服の隙すき間まに差し込んでいた拳銃を、危なっかしく抜き放った。玄翁は肩の上のツキに目を転じ、

「猫、『感かん知ち』を使って真田が出てくるであろうダクトを教えてくれ。もし可能なら、こいつでそのダクトを吹き飛ばす」

　そう言って玄げん翁のうが左手に取り出したのは、握り拳こぶしくらいの大きさの、暗あん緑りよく色しよくをした卵形のボールだった。レレナは思わず首をすくめる。それがなんであるのか、いくら世間に疎うといレレナでも見けん当とうがついた。ツキも同じ感想を抱いたのだろう、どことなく呆あきれた目で玄翁のことを見ながら、彼はぽつりと呟つぶやいた。

「お前ら、戦争でも始めるつもりだったのか？」

「知らん。真さな田だに聞け」

　ツキはエレベーターホールの壁かべ際ぎわに目を遣やった。長く白いヒゲが、アンテナのようにぴんと張っている。それぞれが別個の生き物のようにゆらゆらとたゆたっていたそのヒゲは、やがてぴたりとその動きを止めた。ツキは尻尾しつぽで玄翁の肩を叩たたき、次いでその尾お先さきをひとつの排気口へと向けた。

「恐らくはあそこだ。真田の『力』が急速に近づいてきている。やるなら急いだほうがいいな」

　玄翁は示された排気口へと小しよう銃じゆうを向け、そのまま引き金を引いた。オレンジの銃じゆう火かが閃ひらめき、排気口を覆おおっていたシャッターが穴だらけになってダクトの向こうへと吹っ飛んでいった。玄翁は間かん髪ぱついれずに手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜くと、黒々と口を開けたダクトの中へとそれを投げ込んだ。狙い過あやまたずに手榴弾は空調ダクトの内部に姿を消し──そして、すぐに戻ってきた。山やま猫ねこほどの大きさの、真っ黒な毛並みをした狼おおかみが、手榴弾を咥くわえてダクトの中から飛び出してきたのだ。

　ちっ、と玄翁が舌を鳴らした。素早く後退しながら狼に向けて弾たまを集中させるが、吸血鬼の『主人』たるものの一部である漆しつ黒こくの狼は、数秒の集中砲ほう火かを受けてもなおその足を動かしつづけていた。完全に力尽き、ぼろきれのように横たわった狼の口から、手榴弾がぽろりと零こぼれ落ちる。それを見て玄翁はあらん限りの声で叫んだ。

「離れろ、レレナ！　跳べ!!」

　その声に、レレナはクイナをその肩で支えたまま、反射的に横っ飛びに跳ちよう躍やくしていた。『血の力』を失った身体からだの、どこにそんな力が隠かくされていたのか、自分でも不ふ思し議ぎに思うほどの俊しゆん敏びんさで、ホールの際にまで一気にたどり着く。それとほぼ同時に、灰と化した狼の死体の傍かたわらで手榴弾が爆発した。

　耳をつんざく轟ごう音おんと共に、爆ばく煙えんがエレベーターホール内部を支配した。レレナは思わず首をすくめ、身体を丸めてその衝しよう撃げきから逃れようとした。実際には、あのちっぽけな手榴弾がホール全ぜん域いきにまで及ぶほどの威い力りよくなど持っているはずがなかったのだが、初めて耳にする爆音に、レレナは一時的なパニックに陥おちいってしまっていた。クイナを庇かばうようにして、レレナはホールの隅すみで縮こまり──次の瞬間、人ひと影かげが硝しよう煙えんの中から飛び出してきて、レレナの首根っこを摑つかんだ。思わずレレナは視線を跳ね上げて、期待に満ちた声をあげた。

「玄翁さん────」

　その期待は、しかし、あっという間に恐怖に凍りついてしまった。煙の中から現れたその人ひと影かげは、レレナの言葉を聞いてくつくつと喉のどを鳴らして笑いはじめた。

「残念、人違いだ」

　言葉に詰まる。その声も、その口く調ちようも、忘れたくても忘れられなかった。途と端たんに膝ひざが笑い出す。両腕に強く力を込めて、そこではじめて、レレナは自分がまだクイナの身体からだを抱えたままであることに気づいた。と、真さな田だもふと視線を落とし、その目にクイナの姿を認めた。無む機き質しつな声で、彼は言った。

「さて、これから君にはまた私の虜とりこになってもらうわけだが──そっちは、いらないな。捨ててくれないか？　運ぶのに邪じや魔までしょうがない」

　レレナはぶるぶると首を振った。歯の根が合わないほどの恐怖の中で、よくもこれだけの意思表ひよう示じができたものだ。真田の表情に一瞬苛いら立だちが走ったが、薄れつつある硝しよう煙えんの向こうから銃声が響ひびいてきたのを聞き取って、彼はふと考え込むような素そ振ぶりを見せた。恐らくは玄げん翁のうのものであろう、小しよう銃じゆうの断続的な射しや撃げきは、俊しゆん敏びんに移動しつづける真田のあとを正確に追っていた。

　真田は二つの事柄を同時に処理した。レレナがひっしとしがみついていたクイナの身体からだを、片手だけで易やす々やすともぎ取ると、射しや線せんを遮しや断だんする形で自らの上に覆おおいかぶせたのだ。不意に射撃の音が止んだ。弾たま切ぎれを起こしたマガジンを交換しているのか、あるいはクイナが盾たてにされたのを見て、玄翁がそれ以上の射撃を控えてくれたのかもしれなかった。銃じゆう撃げきが止んだのを幸いとばかりに、真田は右の脇にレレナを抱え、左手でクイナの胸むな倉ぐらを摑つかんで肉の盾たてにしながら、超人的な速度でホールを横切って一気に通路の向こうへと飛び込んだ。

　と、通路のさらに奥から、二つの人影がゆらりと姿を現した。瞬間、レレナが強い希望を抱いてしまったとしても、仕方のないことだったのだろう。片方は背の高い男性の姿であり、もう片方は中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの女性の姿だったからだ。だが、それはもちろん、月つき島しま亮りよう史じでもなければ上じよう弦げんでもなかった。各々重じゆう火か器きを手に持った、見覚えのない二人の従じゆう者しや。彼らの姿を認めると、真田は酷こく薄はくに笑いながら素早く命令を下した。

「お前らは足止めをしろ。命の続く限り玄翁を引き止めるんだ」

　真田は、二人の返事を聞こうともしなかった。再び吸血鬼の健けん脚きやくを存ぞん分ぶんに発はつ揮きして、飛ぶように廊下の上を走っていった。背後から再び銃声が響ひびき渡る。それを耳にしながら、レレナは悪あく夢むの奥底に落ちていくような感覚を味わっていた。




　　　　◆




　ぽーん、という間の抜けた音が、亮史を物思いから引き上げた。

　目的の階に到着したらしい。上弦が、勝かつ手て知った足取りでエレベーターから出ていった。ゆっくりとその背中を追いながら、亮史はさして興味のなさそうな視線を左右に向けた。

「ここは『連絡階』と言うんだ。真さな田だがいる場所まで行くには、エレベーターを乗り継いでいかなければならない、らしい。まったく、面めん倒どうな造りになっているものだな」

　上じよう弦げんのその声は、どことなく機き嫌げんがよさそうでもあり──無理をして機嫌よく振る舞っているようにも聞こえた。亮りよう史じはなにも答えないまま、こつこつと響ひびく廊下の足音に耳を澄ませていた。

　足が床を叩たたく。その音は聞こえるのに、その感かん触しよくが感じられなかった。身体からだがふわふわとしていて、現実感がまるでない。今までにない経験だった。亮史は手を伸ばし、壁に触れてどうにか平へい衡こう感覚を取り戻した。そうでもしていなければ、無ぶ様ざまに転んでしまいそうだったからだ。

「……？　魎りよう月げつ、さま？」

　亮史の異い変へんに気づいたのか、上弦が怪け訝げんそうに振り返った。が、それでも亮史は、上弦の顔を見ようともしない。ただ目の前を行く背中が立ち止まったので、それに倣ならって自分も足を止めただけのことだ。上弦が近づいてくる。亮史は視線を床に落としたまま、ぼんやりとひとつのことを思っていた。

　どうすれば、自分は、舞まいを助けられただろう。

　堂どう々どう巡めぐりのその考えから、どうやっても抜け出すことができない。答えなど出るはずのない、出たところでなんの役にも立たない無意味な問いが、頭の内側で空回りしつづけている。すべてはもう、過ぎ去ってしまったことだ。どれほど考えようと、悩み苦しもうと。

　もう、舞は、帰ってこない。

　永久に。

「────っ!!」

　突然、心臓に激げき痛つうが走った。ぐらりとよろめき、壁に手をついて身体を支える。言葉に詰まるほどに驚いたのは上弦のほうで、彼女は慌あわてて亮史に駆け寄ると、その身体に心配そうに触れた。

「魎月さま、どこか、痛むところが──」

　その言葉が終わらないうちに、亮史は上弦の手を振り払っていた。胸の奥の痛みは増すばかりで、上弦とじゃれ合っている余よ裕ゆうなど、どこにもなかったからだ。上弦は小さく息を吞み、突き放された子供のような表情でそんな亮史を見つめていた。壁で身体を支えながら、亮史はきつく目を閉じた。

　明らかに異い変へんが起きている。それは外的なものではなく、恐らくは、亮史の精神にかかわるものだった。

　胸が重く、息苦しい。吐き気までしてくる始し末まつだ。本ほん来らい吸血鬼である亮史にとって、どれも体験したことのない苦痛だった。歯をぎりぎりと嚙かみ締めて、亮史はその痛みに耐えようとする。閉じたまぶたの裏側に、舞の最後の笑顔がちらついていた。

　舞の存在が永久に失われたのだということを理解したとき、亮史は、確かに涙を流した。そのときに覚えた『感情』がどのようなものだったのか、今ではもう思い出すこともできない。と、そこでいまさらのように、亮りよう史じはぼんやりと映る視界の中に、不安そうな目をした上じよう弦げんの姿が映っていることに気づいた。

　そう言えば、こいつはよく泣いていた。自分と同じ吸血鬼の主人でありながら、自分にはまったく理解できない理由でぽろぽろと涙を流していた。虚うつろに上弦の目を見返しながら、亮史はぽつりと口を開いた。

「上弦」

　自分の名を呼ばれるとは思っていなかったのだろう。上弦は目を大きく見開いて、その言葉に応えた。

「はい、魎りよう月げつさま」

「お前、なんで泣いていたんだっけ」

「……え？」

「今も、昔も、お前はよく泣いていたよな。僕にはそれがさっぱりわからなかった。生まれてこの方、泣いたことなんて一度もなかったから。どうして、お前は、事あるごとに涙を流していたんだ？」

　なにを突然、こんなときに──という表情を、上弦は浮かべた。それでも亮史の言葉に答えを返そうと思ったのか、上弦はしばらく考え込んでから、上うわ目め遣づかいに亮史のことを見上げて、言った。

「──泣く理由なんて、自分でもわからないことがほとんどだ。大体私は、泣こうとして泣いていたわけじゃない。涙が勝手に溢あふれてくるんだ。自分じゃどうしようもない」

　言いにくそうなその口く調ちようは、上弦の羞しゆう恥ち心しんの表れなのだろう。と、不意に彼女ははにかむと、亮史の手をそっと取りながら言葉を続けた。

「でも、きっともう、私が泣くことはないと思う。今にして思えば、私が泣いたのはいつだって魎月さまに関することだったから。あなたと一緒にいれば、もう泣く理由なんてどこにも見当たらなくなるはずだ」

「……それは、」

　亮史は一度言葉を切り、上弦の瞳を真正面から覗のぞき込みながら、言った。

「僕が、お前にとって、大切な存在だったからか？」

　上弦の顔が、ぱっと赤くなった。まるでらしからぬその反応に、しかし笑いもこみ上げてこない。うつむいた上弦のことを、亮史は冷静極きわまりない表情で観察している。

　やがて上弦は、少女のようにあどけなく、こくりと頷うなずいた。

「──もちろん、あなたのことでなければ、私が涙を流すほどに取り乱すはずがないだろう。何度も、何度も、言ったじゃないか。あなたは、私にとって、なくてはならない人なのだと」

「それなら、上弦。もし僕が死んでしまったとしたら、お前はどうする？」

　上弦は驚いて顔を上げた。その瞳に、剣けん吞のんな光が宿る。

「そんなことは──この私が、させない。させるものか」

「…………」

　質問に答えていない。そう思ったが、それを口には出さなかった。あいまいに頷うなずくと、亮りよう史じは上じよう弦げんに手を取られたまま、ふらりと歩き出した。

　自分も、そう思っていた。舞まいもレレナも死なせない。死なせるわけがない。絶対に守りきることができると、頭のどこかで自分の能力に過か信しんを抱いていた。それが結局、真さな田だの張り巡らせた罠わなに引っかかる原因となったのではないか。

　もっと慎しん重ちように、思し慮りよ深く行動していれば、あるいは舞も──

　亮史はまた首を振る。その顔が歪ゆがんでいることに、上弦が揺れる眼差まなざしで自分を観察していることに、彼は気づいていない。壁に寄りかかり、身体からだを引きずるようにして歩きながら、亮史はひとつの確信を得るに至っていた。

　舞は、自分にとって、よほど大切な存在だったのだ。

　そのことが、実感としてわかった。舞の存在が当たり前のようにすぐ傍そばにあったから、だからそれがどれほど大きな存在だったのか、気づいていなかっただけなのだ。陳ちん腐ぷな話だが、舞が消しよう滅めつしてはじめて、自分の中にどれだけ彼女が大きく居たのかを理解することができた。自じ嘲ちようすら浮かんではこない。

　皮ひ肉にくなものだ。人間になりたいと、彼らの精神性を理解したいと、ずっとそう思ってきたのに。今ではそれがなんのためだったのか、亮史にはわからなくなってしまったのだ。人間の精神性を理解することはできた。吸血鬼である自分にはあるはずのない、『こころ』というものを理解することはできた。しかしそれが亮史にもたらしてくれたのは、絶えない苦痛と、決して埋めることのできない空くう虚きよな絶望だけだった。

　自分はなんのために、人間になろうとしていたのだろう。亮史は呆ぼう然ぜんと、そのことだけを考えている。人の世で生きていくためには、そうする他ないと考えたからだ。それでは自分は、なぜ生きているのだろうか。これほどの苦痛に耐えてなお、なんのために生きようとしているのだろうか──

　そのとき、聞きなれない電子音が廊下に響ひびいた。亮史はのろのろと周囲を見渡す。と、上弦が着物の懐ふところから携帯電話を取り出し、左手にそれを構えて大おお真ま面じ目めな顔つきで凝ぎよう視ししてから、右の人差し指で慎重に電話のボタンを押した。それからようやく耳にあて、「もしもし」とどこか得意げな口く調ちようで受け答えをする。

「ああ、お前か。──なに？　なんだ、落ち着いて話せ」

　その受け答えに、引っかかるものがあった。亮史はじっと上弦の唇を見つめる。

「──ふむ。そうか。いや、それには及ばない。戻って来るんだ、玄げん翁のう。私たちは今いま連絡階にいるから、到着を待て。いいな──」

　亮史の右腕が蛇へびのように動き、上弦の手からするりと携帯電話を奪い取った。上弦は目を丸くして亮りよう史じの顔を見、亮史は平然とその視線を見返しながら口を開いた。

「玄げん翁のうか」

　若じやつ干かんの間のあと、受話器の向こうの相手は「ああ」と答えた。

『月つき島しま亮史──いや、魎りよう月げつか？　なぜお前が出ている。御ご前ぜんはどうした』

「レレナくんを、奪われたんだな」

　彼の言葉を無視して、亮史はそう言った。またもやわずかな間、それに続いて平静な声、

『そうだ。足止めの従じゆう者しや二人は始し末まつしたが、真さな田だは取り逃がした』

「追え」

『──なに？』

「自分の無能ぶりを飼い主にぬけぬけと報告している暇ひまがあるのなら、さっさと真田を追えと言っているんだ。レレナくんを、奪い返せ」

『お前に命令される筋すじ合あいはない。俺の主人は御前だ。御前が──』

　と、そこで上じよう弦げんが動いた。亮史の腕にしがみついてそこから携帯電話をもぎ離すと、慌あわてて玄翁に向かって告げた。

「私だ。わかるな、玄翁。命令を変更する。真田たちを追うんだ。レレナをなんとしても取り戻せ。いいな」

　亮史は拍子抜ぬけしたように眉まゆを広げた。上弦は玄翁と話をしながら、窺うかがうようにこちらをちらちらと覗のぞき見ている。不意に興味を失い、亮史は壁にもたれかかって、廊下の天井を見上げた。上弦の声は続いている。

「そんな言い訳は聞きたくない。私がやれと言うのだから、やるんだ。なんとか方策を考えろ。──なに？　──ふむ、そうか。なるほどな。わかった。あいつには私から連絡を入れておく。お前たちは奪だつ還かんの機会を窺っていろ」

　そう言い放つと上弦は通話を切り、慌あわただしく携帯電話のボタンを押しはじめた。耳に当て、コール音が鳴っている最中も、上弦はずっと亮史の顔を見つめていたが、亮史が上弦の下した命令に対してなんらかの感想を述べることは、ついになかった。

　上弦の表情に落らく胆たんの影が差したのはほんの一瞬のこと。通話が繫つながると、彼女はすぐに亮史に背を向けて受話器の向こうの誰かに指示を出しはじめた。その相手が誰で、その指示がどんなものなのか、亮史はまるで聞いていなかった。彼の思し考こうは、再び物思いの渦へと沈んでいった。

　玄翁からの連絡が入るまで、レレナのことはほとんど頭の片かた隅すみに追いやられてしまっていた。頭の中にあったのは舞まいのことと、そうでなければ真田をどうやって殺そうかということのみで、もうひとりの湯ゆヶが崎さきでの同居人だったはずのレレナのことは、まるで気にも留めていなかった。そのことに、亮史は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　自分は、レレナのことを大切には思っていないのだろうか。答えは、恐らく、否いなだ。舞を失ってしまったことによって、一時的に精神が麻ま痺ひしているだけなのだろう。レレナはやはり大切な存在で、そして舞まいのときと同じように、彼女がどれほど大きく自分の『こころ』を占めているのか、実感できていないだけなのだ。

　亮りよう史じは唇を嚙かみ締める。それなら、自分は決して、レレナを失うわけにはいかない。

　大切なものを失う痛みなど、一度きりで十分だった。




　　　　◆




　非常階段を経由して中階まで一気に駆け上がった真さな田だは、左手に持っていたクイナの身体からだを廊下の上に放り投げると、そのまま無む造ぞう作さに拳けん銃じゆうを引き抜いて彼女の眉み間けんに照しよう準じゆんした。右脇に抱えたレレナが悲鳴をあげるが、真田の耳には入らない。なんの言葉も躊ちゆう躇ちよもなく、真田は引き金を引こうとした。が──

「だめ!!」

　裂かれるような叫びを発しながら、レレナが死に物もの狂ぐるいで真田にしがみついた。真田は鬱うつ陶とうしそうに眉まゆを寄せてレレナを引き剝はがそうとしたが、どこにそれだけの力が残っていたのか、彼女は拳銃を握った真田の左手にがっちりと齧かじりついていた。真田は呆あきれ、弾だん丸がんをぶち込む代わりに爪つま先さきをクイナの腹にめり込ませた。クイナの身体が宙を舞い、五メートルほど離れた場所に転がり落ちる。それでもクイナは、声もあげなければ逃げようともしなかった。真田は不快そうに鼻を鳴らす。

「君も難なん儀ぎな性格をしているな、レレナくん。自分の命すら危あやういというのに、他の誰かの心配をしている場合かね？」

　ぎり、とレレナの歯が鳴った。レレナは真田にしがみついたまま、ぎらりと光る目で真田のことをにらみつけた。

「その台詞せりふは、もう、何度も聞かされました」

　ほう、と感心したように息をつく。ちょっと見ない間に、ずいぶんとまあ強気になったものだ。真田は薄く嘲あざ笑わらうと、全身でしがみついているレレナごと、その左手を壁に叩たたきつけた。

「がっ…………！」

「どんな心変わりがあったのかは知らないが──しかし、まあ、なんだ。そういう口は、せめてまっとうに対たい峙じできるくらいの実力をつけてから利くものだよ」

　左腕を壁から離したときにはもう、レレナは真田の身体にしがみついている力さえ失ってしまっていた。地面に倒れ伏し、悔しそうに真田を見上げていたレレナの目から、ふっと光が消えた。気き絶ぜつしたらしい。無理もない。血液欠けつ乏ぼう症しようの身であれだけの運動をこなせば、意識すら保つこともできなくなってしまうのだろう。

　さて。

　真さな田だはクイナに向きなおった。クイナは壁かべ際ぎわに尻しり餅もちをつきながら、それでもその目はどこを見てもいなかった。真田の顔から笑みが消える。照しよう準じゆんを再びクイナの眉み間けんに合わせ、それから真田は、自分すら見ていない目の前の抜ぬけ殻がらに向かって、凍いてつくほどに冷たい声を出した。

「抵抗しないのか」

　クイナは答えない。その視線だけをわずかに上げて、真田──というよりも、彼が彼女に向けている、その銃じゆう口こうを見み据すえた。

「……いい」

　それだけ言って、クイナは目を閉じる。その顔にはなんの感情も表れていない。諦あきらめも覚かく悟ごも絶望も後こう悔かいも、なにも。ちっ、と舌を打ち、撃げき鉄てつを上げる。反へ吐どが出そうだった。生きる目的も生きる意味も失ってしまったくせに、再び立ち上がるでもなく永久に倒れ伏すでもなく、ただただ座り込んで時の過ぎ去るに身を任せるだけの蛆うじ虫むし野郎。見ているだけで不ふ愉ゆ快かいだ。灰に帰して、二度と見ずに済むようにしてやる──

　引き金の指に力を込めかけた瞬間、頭上のスピーカーから聞き覚えのある声が廊下内に響ひびき渡った。真田は思わず耳を疑い、目を見開いてスピーカーを見上げた。

『──聞こえるか。私だ、真田だ』

　それは、間違いなく、真田自身の声だった。唇を引き結び、細い目を大きく開いてスピーカーを凝ぎよう視ししていた真田は、やがてふと笑いを漏らした。やってくれる。

「ツルめ。玄げん翁のうあたりの入れ知恵か？」

　そうつぶやくと、真田は懐ふところに拳けん銃じゆうをしまった。ちらりとクイナに目を向けてから、すぐに視線を外す。ゴミの処分に貴き重ちような銃だん弾がんを使うのも、もったいない話だ。捨てておけば誰かが処理するだろう。

　真田は気き絶ぜつしているレレナの身体からだを抱え上げ、肩の上に担かついだ。スピーカーの声は、まだ続いている。

『戦闘は終了した。待たい機き命令を解くことにする。詳しよう細さいを聞きたいものは、今から私自身が説明を行うから、中ちゆう階かい管理室前に集合するように。以上だ』

　そこまで言い終えると、突き放すように放送は途と絶ぜつした。なかなかいい手て際ぎわだ。今の放送だけでは、従じゆう者しやたちにはなにがどうなったのかまるでわからない。理解できないことにはなにかしらの不安を抱くのが烏う合ごうというものだ。説明を求めて、管理室前に殺さつ到とうする。そこに主人と化した真田が居合わせればどうなるか──

　混乱、怒ど号ごう、逃走。無む論ろん、中には歯は向むかってくるものもいるだろう。そしてそれこそが、ツル──いや、上じよう弦げん一派の狙いなのだ。敵の敵は味方、というわけでは必ずしもないが、敵の敵が増えるのは望ましいことではある。

『感かん知ち』を発動すると、気の早いことにもう部屋を出た従者が数人、管理室へと向かいはじめていた。真田は目を薄め、酷こく薄はくに笑う。しかし、それならそれで、こちらにとっても都つ合ごうがいいと言える。

　レレナを担かついだまま、真さな田だは走りはじめる。従じゆう者しやたちの大部分が、急ぎ足でないことが救いだった。一刻も早く管理室へ到着しなくてはならない。戦いにおける鉄てつ則そくだ。獲え物ものは一匹ずつ、確実に、徒と党とうを組む前に仕し留とめなければならなかった。




　　　　◆




　壱いち番ばんは──もはや『壱番』としか己おのれのことを認識できなくなってしまったその少女は、管理室の椅い子すの上に腰掛けながら、情なさけなく吐と息いきを漏らした。混乱から醒さめてしまえば、あとになって残るのは苦にがい後こう悔かいだけだったが、しかし、自分などがあの状況でどうすることができたのだろう、という気もしてくる。避けることのできない不幸が降りかかってきた、それだけのことではないのか。命があるだけ、儲もうけものなのかもしれない。

　真田は、少女の自じ我がは残しておいてくれた。それが自分にとっていいことなのか悪いことなのか、彼女にはわからなかった。しかし、自我が消しよう滅めつするということは、ほとんど死ぬことと同じ意味でもあるのだから、やはりそれは『いいこと』だったのだろう、と壱番は強ごう引いんに自分を慰なぐさめた。不幸中の幸い──なにが幸いだという気もするが──という奴やつだ。真田が下した命令といえば、大おお雑ざつ把ぱに表現して「自分に逆らうな」というくらいのもの。わざわざ命令されるまでもなく、壱番にはそんなことをするつもりはさらさらなかった。

　なぜ彼が──間違いなく、かつては『従じゆう者しや』であったはずの真田が、突然『主人』になってしまったのか。壱番にはさっぱりわからなかったし、わかりたくもなかった。彼女の心配事は、これから自分がどうなってしまうのか、ということだけだ。ふと、脳のう裏りに壱番たち『守人もりうど』のリーダーである、白しろ宮みやの姿が浮かんだ。白宮さんならなんとかしてくれるかもしれない──とも思うのだが、彼女とて結局はただの従者に過ぎないのだ。主人となった真田に対して、一体どれだけのことができるというのだろう。

　はあ、と、壱番はもう何度目になるのかわからないため息をついた。ため息をつくくらいのことで、真田に逆らうことにはならない。だからそれをすることができるのだ。真田がその気になれば、壱番の指の一本一本の動きまで制せい御ぎよすることもできる。実質、彼に命を握られている壱番としては、真田に逆らわない範囲の中で、精せい一いつ杯ぱい自分の命を守りきることくらいしかできないのだった。

　と、管理室のドアが開き、壱番は反射的に椅い子すから立ち上がった。敵てき襲しゆう、という文字がちらりと過よぎったが、彼女はすぐにそれを打ち消した。恐らくは従者──先ほど真田が呼びかけた従者のうちの気の早い誰かが、早さつ速そく到着したに違いない。こんな状況にあっても、やはり仲間に会えるというのは嬉うれしいものだ。壱番はほころびかけた顔で、その仲間を迎え入れ──

　ぴたりと表情が止まった。

「──さな、だ、さん？」

　真さな田だはナイフのような切れ長の瞳で、用心深く管理室の中を見渡していた。まるで敵がいないかどうか、確かめるように。と、ようやく壱いち番ばんに目を留めると、小こ馬鹿にするように口元を歪ゆがめた。

「壱番。今ここに、私が──」

　そこでふと気づいたように言葉を止め、それから真田は笑い出した。恐怖と緊きん張ちようの中で、一体なんなのだろう、とちらりと思う。今さっき、この部屋をそそくさと出て行ったばかりではないか。なにか用でも思い出したのか、それとも、

「……あの、なにか、忘れ物、ですか？」

　真田の笑い声が大きくなった。首を振り、それから彼は、右肩に担かついでいたものを管理室の床に放り投げた。

「君は少しレレナくんに似ているな。忘れ物じゃない、預け物だ。その小こ娘むすめ──ああ、名前はレレナくんと言うんだが、彼女を預かっていてほしい。逃げ出さないように、ちゃんと見張っていること。もし抵抗したら、そのときは──」

　ぞくり、と背せ筋すじに冷たいものが走る。怖おぞ気けを振るうような愉ゆ悦えつが、真田の表情の端に覗のぞいたからだ。

「──うん。そのときは、殺していいや」

「あ、あの、でも、私、戦ったことなんて──」

　ほとんどない。そりゃ確かに昔むかし主人の奴ど隷れいにされたばかりのときは、戦闘要よう員いんとして駆り出されたこともあったが、『組織』に入って『守人もりうど』となってからは、もっぱら事務や雑用ばかりをこなしていたのだ。殺していいと言われても、自分が殺されないようにする自信すら、壱番にはなかった。

　しかし、真田は、容よう赦しやしてはくれなかった。小馬鹿にするような笑みを浮かべると、彼は足元に転がったレレナの身体からだを無む造ぞう作さに蹴けりつけた。

「私はお願いをしてるんじゃない。『命令』してるんだ、壱番。いいな？　こいつを逃がすな。抵抗したら殺せ。以上だ」

　壱番は頷うなずくことしかできない。手にした小しよう銃じゆうのグリップを、ぎゅっと握り締めた。その姿を見て、真田はようやく笑みを消し、真ま面じ目めな顔になって言った。

「そうだ、その意気だ。なに、この娘も吸血鬼だが、今は弱体化している。素す手で同士で戦ったって君が負ける道どう理りはない。そんな武器を手にしているならなおさらだ」

　こんなもの、使ったことありません──とは、言えなかった。もはやどういう意見をする気も起きてこない。できる限り従じゆう順じゆんに、できる限り目をつけられないように。簡単なことだ。かつて、彼女を吸血鬼にした『主人』の下でも、壱番はそうして生き延びてきたのだから。

　壱番は再び椅い子すに腰掛け、手にした小銃に目を落とした。不意に、情なさけなさがこみ上げてくる。しかし彼女は、その情なさけなさを理り屈くつで強ごう引いんにねじ伏せた。仕方がない。どうしようもない。その二つの言葉は、情けなくはあったが、同時に実に強力でもあった。なにしろそれらは、紛まぎれもない事実の言葉なのだから。

　真さな田だは命令以上のことはもうなにも言わず、くるりと踵きびすを返すと、さっきと同じようにそそくさと出ていってしまった。どっと脱だつ力りよくし、肩から力が抜ける。床に転がった少女──レレナとかいう、まだ壱いち番ばんとそれほど変わらない年とし頃ごろの少女の横顔を見つめながら、壱番は大きく息を吐いた。




　　　　◆




　管理室を出て、いくらも行かないうちに出会った。

「あ、真田さん。さっきの放送を聞いてやってきたんですけど」

　そう言った従じゆう者しやの顔には、真田も見覚えがあった。名前まではわからないが、確か『狩人かりうど』のひとりだったはずだ。しかし、もちろん武器は携帯していない。無用心なことだ、と真田は心しん底ていで嘲あざ笑わらう。戦闘が終わったとは言っても、敵がまだどこかに潜ひそんでいるかもしれないのに、なぜ丸まる腰ごしでのこのこと出てこられるのだろう。真田にとっては好こう都つ合ごうこの上ないが、組織の中で安あん寧ねいに浸ひたりきっているこいつらの姿には──

　虫唾むしずが走る。

「あの──真田さん？」

　無言で近づいてくる真田の姿に、従者は一歩、後ずさりをした。異い変へんに気づいたのだろうが、構いはしない。戦闘服のポケットに入れておいた銀のナイフを取り出すのと同時に、従者がなにかに気づいたような表情を浮かべた。じわじわと、水が紙を浸すようにして、その顔に恐怖が這はい登ってくる。

　従者は真田に背を向けると、床を蹴けって走り出した。さすがに吸血鬼の脚きやく力りよくは凄すさまじく、一いつ足そく飛びで十メートルも遠ざかってしまった。真田はすかさず左手で拳けん銃じゆうを抜き放つと、角を曲がって姿を消そうとした従者の足に向けて二回引き金を引き、その両足を吹き飛ばした。

「ぐあっ──！」

　短い従者の叫び声に、それでも真田は悠ゆう然ぜんとした歩みを止めようとはしなかった。身体からだを震わせ、這はいずりながら、なおも逃げようとしている従者の髪を摑つかみ、その身体を海え老び反ぞりに持ち上げる。ぎり、と従者の歯が悔しげに鳴った。その首を捻ねじ曲げて彼は真田のことを見ると、かすれる声を振り絞って、言った。

「な、ぜ…………」

「なぜ？」

「……なぜ、こんな、こんな、ことを。真田、さん。俺たちは、仲間だろう。それなのに、どうして──」

「仲間？」

　氷のようだった真さな田だの表情が、瞬間、ひび割れた。それを見て、従じゆう者しやの顔が恐怖の一色に染まった。ひび割れた表情の隙すき間まから、ちらちらと憎ぞう悪おの炎ほのおを覗のぞかせながら、真田はもう一度、今し方の言葉を繰り返した。

「仲間？　私が？　お前らの？」

　真田はそのまま、その従者の顔面を床に叩たたきつけた。骨が砕ける音と鈍い従者の悲鳴が、廊下に響ひびき渡る。折れた歯が冷たい床の上をからからと転がり、壁にぶつかって止まった。

「反へ吐どが出るようなことを言うな。これまでのどの瞬間においても、私がお前らの仲間だったことなど一度もない。自分からなんらの行動を起こすでもなく、ただ言われたことに唯い々い諾だく々だくと従うしか能のないお前らの、仲間になど」

「……が……あ……」

「私がどんなことをしているのか、尋たずねようともしなければ疑おうともしない。楽ではあったが、苦痛だったよ。お前らと一緒にいるのは。──だが、それも、今日で終わりだ」

　ナイフを抜き放ち、従者の背中に突き立てて中ちゆう枢すう神経を切断、その身体からだの自由を完全に奪ってから、ようやく真田は髪を摑つかむのをやめた。重力に引かれて、従者の身体が床に崩れ落ちる。目を細めてそれを見下ろしながら、真田はゆっくりとした動作でナイフに付着した血液を拭ふき取った。

「私は、もはや、自由だ。何物にも束そく縛ばくされず、何物にも所属しない。『組織』は今この瞬間に消しよう滅めつする。もっとも、その残ざん骸がいは利用させてもらうがな」

　真田の顔に凄そう絶ぜつな笑みが浮かぶ。『組織』の中では一度たりとも見せることのなかった表情を、真田は今、満面に浮かべていた。清すが々すがしい、と心しん底そこから思った。発生した瞬間から自分の周囲を取り巻いていた覆おおいが、今初めて消滅したような、そんな気分。爽そう快かいと高こう揚ようの入り混じった衝しよう動どうを腸はらわたに感じながら、真田は膝ひざをつき、伏した従者の首くび筋すじに牙きばを突き立てた。
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　中階の排はい煙えん口こうから下階の排煙口に降り立ったツルは、『変へん化げ』を解とくのももどかしくポケットに入れていた携帯電話を取り出すと、自らの主人である上じよう弦げんに向かってコールした。耳に当ててコール音を聞くこと数秒、通話が繫つながった瞬間に返事も待たず、ツルは昂たかぶった声を出した。

「あっ、上うえ様さま！　ツルです。大丈夫です、成功しました！　お聞きになってくださいましたか？」

　受話器の向こうで上弦がくすりと笑う。その音に、不意に羞しゆう恥ち心が湧わき上がってくる。久々の任にん務む成功に浮かれて、少々はしゃぎ過ぎてしまった。ツルはそれとわからないほど小さく咳せき払ばらいをすると、かねてから気になっていた疑問を口にした。

「あの、それで、今どういう状況になっているんでしょう？　真さな田だは、どうなっているんですか？　──あいつが『主人』になったって、本当に、本当なんですか？」

　ツルは『感かん知ち』の能力を持っていない。今どういうことが起きているのか、誰が生きていて誰が死んだのか、そのことすらもわかってはいなかった。先ほど真田の姿に『変化』し、彼の声こわ色いろをも真ま似ねて本ほん拠きよビル全ぜん域いきに放送をかけたのだって、ただ上弦の命令のとおりにしたに過ぎないのだ。実際のところ、それがどういう思おも惑わくの下に発せられた命令なのか、ツルには見けん当とうもつかなかった。

『ああ、本当だ、ツル。真田は主人になった。どんな詐さ術じゆつを使ったのかは知らないし、別に知る必要もないだろう。お前にはもう言ったはずだな？　あの糞くそ野郎を引き千ち切ぎる。そのために、私は今、ここに留まっているんだ』

　ツルの顔に、自然と笑みが浮かんだ。こくこくと何度も頷うなずきながら、ツルは嬉うれしさに弾はずんだ声を出した。

「はい、わかりました。ツルにもそのお手伝いをさせてください。次はなにをすればいいのでしょうか？」

『玄げん翁のうと合流してくれ。今、指示したとおりの場所にいるな？』

「はい。下階の排はい煙えん口こうのところです」

『非常階段前まえに移動しろ。玄翁たちがそこにいる。──ああ、そうだ、それとツル』

「はい？」

『無用な諍いさかいは、起こすなよ』

　見み透すかされている。ツルは「もちろんです」と元気な声で答えて、自ら通話を切った。歩き出す。向かうは下階東側の非常階段口ぐち、そこに玄翁が待っている──というとこまで考えると、それまで微笑が浮かんでいたツルの表情が、途と端たんに曇りだした。

　ツルは、玄翁のことを、あまり好きではない。なぜだろうと自分に問いかけてみてもよくわからない──あるいは、わかりたくない。薄うす々うすはその原因に気づいているのだが、それがあまりにもみっともない理由であるから、だから認めたくないだけなのだ。

　自分はきっと、玄翁に嫉しつ妬としているのだ。

　彼は、非常に優秀な上じよう弦げんの眷けん属ぞくであるから。

　同どう僚りようといえば、そうなのだろう。ツルと玄翁のあいだに上下関係はない。共に上弦に仕える眷族であり、彼女を戴いただいて彼女を補ほ佐さしていくべき存在だった。理り屈くつの上から言えば、もっと仲良くしたほうがいいに決まっている。そうとわかっていながらそれができないのは、つまるところツルがワガママな子供に過ぎないということなのだろう。

　もっと上弦に褒ほめてほしい、認めてもらいたい。その功こう名みよう心が、そっくりそのまま優秀な眷族である玄翁への敵てき愾がい心しんへと変わってしまうのだ。ツルは上弦のことが大好きだった。彼女のためなら自らの命など、ドブの中に捨ててしまってもなんら悔いるところはない。だから玄翁がいかに優秀であっても、それはむしろ自らの主人のために喜ぶべきことなのだ──という殊しゆ勝しような思いは、ワガママな子供であるツルの頭の中にはかけらも浮かんではこなかった。自らが上弦の第一の眷属であり、玄翁などに大きな顔をさせてなるものか、などという意い固こ地じな感情を、どうしても抱いてしまうのだった。

　もやもやとした感情を抱きながら、ツルは廊下の角に差し掛かったところでぴたりと停止した。こんな心情のままで玄翁と顔を合わせれば、また『無用な諍い』を起こしかねない。そうなれば、上弦に怒られるのはきっとツルだけだろう。玄翁は諍いなど絶対に起こさない。機械のような能のう面めんの下にすべての感情を押し込めて、ツルがなにを言っても柳やなぎに風と受け流しているだけなのだから。

　心の中の不ふ機き嫌げんがさらに大きくなる。自分で大きくしてどうする、とも思ったが、しかしいったん拍はく車しやのかかった情じよう動どうを止めることは、まだ子供に過ぎないツルには難しかった。怒られても構うものか、と思い、ツルは再び歩き出した。玄げん翁のうに一発蹴けりをくれてやるくらいなら、別に『諍いさかい』には当たるまい。玄翁は、どうせ自分の蹴りなど最初からなかったもののように無視するだけなのだろうから。

　角を曲がり、しばらく歩きつづける。非常階段の前に、玄翁が立ち尽くし──そして、その肩に一匹、見たことのある猫が鎮ちん座ざしていた。厳きびしい目つきでこちらを見み据すえるその金色の瞳は、忘れようにも忘れられるはずのない──あの、クソ猫のものだった。

　ツルの顔から一切の表情が消えた。そして、ツルの頭の中からも、一切の思し考こうが消えてしまった。一瞬だけ足を止めてから、ツルは爆発したように走り出した。その本ほん性しようである獣けものの凶きよう悪あく性を満面に浮かべながら、ツルはポケットから護ご身しん用のナイフを取り出した。玄翁が驚いたように目を見開くのが視し界かいに入り、慌あわてたような彼の制止の声が響ひびいたが、ツルは微み塵じんもスピードを落とさない。あの湯ゆヶが崎さきの夜、右手の親指と人差し指を切り落とされた瞬間から今までのすべての時間は、吹き飛んで消しよう滅めつした。今のツルの中にあるのは、ただあの黒猫への殺意、それだけだった。

　跳ちよう躍やくし、風のように肩の上の黒猫に襲おそいかかる。黒猫は、まるでこの状況を予期していたかのような平静な態度でひらりと玄翁の肩の上を移動した。左肩から右肩へ、とんと軽く蹴って飛び移る、ほんのそれだけの挙きよ動どうで、黒猫はツルのナイフの軌道から易やす々やすと逃れた。その余よ裕ゆうが気に入らない。すたりと着地すると、再びナイフの切きっ先さきを跳ね上げて黒猫の喉のど首くびを狙い──玄翁に手首を摑つかまれて、ツルはその場に静止させられた。殺意を剝むき出しにした瞳で玄翁のことをにらみつける。玄翁は珍しくその顔をしかめながら、ぽつりと口を開いた。

「やめろ、ツル」

「やめるのはお前のほうだ！　離せ、玄翁、その猫は敵なんだぞ!?　お前、上うえ様さまを裏切ったのか!!」

　ツルの顔が見る見るうちに狼おおかみのそれに『変へん化げ』し、自分の手首を戒いましめる玄翁の腕にがぶりと嚙かみついた。包ほう帯たいでぐるぐる巻きの黒猫はそれを見て「はっ」と笑い、

「なんだ、なにも知らされてないのか？」

　ツルは視線を跳ね上げて、黒猫に刺すような視線を向けた。その視線を真正面から受け止めて、黒猫はなんでもないことのように続けた。

「共同戦線だ。俺の主人と、お前らの主人のあいだで取り決められたことさ。裏切りでもなんでもない」

「なん……だと？」

　ツルの顎あごから力が抜ける。様よう子すを見るように飛び退すさると、ツルは疑うたぐり深い眼差まなざしで玄翁と黒猫のことを交互に観察した。顔をひと撫なでし、元の少女の形態に戻してから、ツルは唇を苦にが々にがしげに歪ゆがめた。

「──そんなこと、一言も聞いてなかったぞ。なんで言わなかったんだ、玄げん翁のう」

　玄翁が口を開くよりも先に、黒猫のほうがその言葉に応えていた。

「言う前にお前が襲おそいかかってきたんだろうが。上じよう弦げんからなにも聞いていなかったのか？」

「お前には聞いてない！　貴き様さまが、上うえ様さまの名を、気安く口にするな!!」

　牙きばを剝むき出しにしてそう叫んだが、黒猫はツルのことを冷たく見み据すえたまま、もうなにも答えなかった。激げき情じようがさらに加速する。こんな奴やつと共同戦せん線せんなんてできるものか──とも思うのだが、それが上弦の意思であるのなら、ツルが逆らうわけにはいかなかった。悔しげに顔をうつむかせると、ツルは踏み抜かんばかりの勢いで床を蹴けりつけた。黒猫は呆あきれたように鼻を鳴らし、

「詳しい説明なら、自分の主人に直接聞くがいい。──来たぞ」

　黒猫の声にのろのろと顔を上げる。猫の視線の向かう先に目を転じると、確かにそこには二つの人ひと影かげが、ゆっくりとこちらに近づきつつあった。

　上弦と──魎りよう月げつだった。睦むつまじく、寄り添っている。

　二人が共同戦線を結んだというのは、どうやら噓うそではないらしい。そのことがなんとなく気に入らなくて、ツルはすねたように唇を尖とがらせた。上弦はそんなツルの不満に少しも気づかず、柔らかく微笑ほほえみながら彼女の頭を撫でた。

「いい子だ、ツル。諍いさかいは起こさなかったようだな？」

「──ええ、はい、まあ」

　ツルにしてみればそう答えるしかない。今にして思い返してみれば、『無用な諍い』というのは、玄翁と喧けん嘩かするなということではなく、仇きゆう敵てきである黒猫と殺し合いを始めるな、という意味だったのだろう。それならそうと、きちんと説明してくれればいいのに──などと言えるはずもなく、ツルは両手を固く組み合わせることによって、こみ上げてくる理り不ふ尽じんな思いを押し殺していた。

　と、不意に視し界かいを暗くした人ひと影かげに、ツルは驚いて顔を上げた。魎月が、いつの間にか目の前に立ち尽くしていた。息を吞み、思わずツルはあとずさる。それくらい、表情を失くした魎月の顔は、不ぶ気き味みだった。

「お前は──」

　わずかに口を開いてそう言い、すぐに思いなおしたかのように口をつぐんでしまう。どんよりと濁にごった魎月の瞳に反発を感じ、そしてそれとほぼ同量の恐怖が、ツルの心の中に湧わき上がってきた。ツルは滑るように移動すると、上弦の背後に回り込み、それ以上魎月の暗い視線に晒さらされるのを避けた。

「魎月さま？　ツルが、どうかしたのか？」

「……いや。なんでもない」

　噓うそだ、と上じよう弦げんの背中に隠かくれながらツルは思った。なんでもなくない。あの目つきは、きっとなにかよからぬことを考えている目つきだった。だが、そのことを上弦に言うのは憚はばかられた。上弦が魎りよう月げつを愛しているということを、おぼろげながらにではあるがツルも理解していたからだ。その魎月を非難するということは、即すなわち上弦の怒りを買うことになる。ツルは、それを恐れた。

　だが、もうひとりの眷けん属ぞくのほうは、上弦の怒りなど少しも恐れてはいないようだった。

「御ご前ぜん。本当に、こいつと手を組む気なのか？」

　出し抜けに口を開いた玄げん翁のうのことを、ツルは目を見開いてまじまじと見つめた。ツルだけではない、上弦も、魎月も、黒猫でさえも、驚いたように玄翁に視線を集中させていた。玄翁はちらりと魎月のことを見返すと、微み塵じんも臆おくさずに言ってのけた。

「俺はこいつを信用することはできない。考えなおすべきだ」

　上弦の顔からは、血の気が引いていた。青ざめ、言葉を失った上弦のことを、魎月はなんの感情も浮かばない目で観察している。ふう、と気だるげに息を吐くと、魎月は壁に寄りかかって、大たい儀ぎそうに口を開いた。

「そうなのか？　なら、僕はそれでも構わないよ。はっきりとした取り決めを交わしたわけじゃない。上弦、お前が気に入らないというのなら──」

「なっ、なにを言うんだ、魎月さま!?」

　上弦は狼ろう狽ばいし、摑つかみかからんばかりの勢いで魎月に詰め寄った。その横顔に浮かぶ必死な色は、今までツルが一度も見たことのない表情だった。

「約束しただろう！　私と一緒に、またかつての生活をしてくれるんじゃなかったのか!?」

　魎月は、さしたる興味もなさそうな口く調ちようで、

「なにも無理にそうしてくれとは言わないさ。お前やお前の眷属がそれを望まないというのなら、別に僕に遠えん慮りよしてくれなくてもいいよ。僕は、ひとりでも真さな田だを殺すから」

「私がいつ望まないなどと言った？　それは、玄翁が勝手に言ってるだけのことだ！　私の本心とは何の関係もない！」

　きり──という音が、確かにツルの耳に入った。ほとんど反射的に、発した方向に目を向ける。その視線の先にあったのは、玄翁の、いつもと変わらないはずの鉄てつ面めん皮ぴだった。見ているだけで苛いら々いらしてくる、まるで仮面のようなその表情が──なぜだろう。そのときは、どこか痛痛しげに歪ゆがんでいるように、ツルの目には見えた。

　上弦が首を捻ねじ曲げ、玄翁のことをにらみつけた。その瞳に宿る怒りの色に、普段の上弦が持っているはずの威い厳げんをかけらほども感じることはできなかった。

「玄翁、どういうつもりだ？　私が決めたことだ、貴き様さまなどが口を差し挟んでいいことじゃない！」

　そう言われてしまえば玄翁に返す言葉があるはずもない。玄翁は再びいつもの無む機き質しつな表情に戻ると、むっつりと唇を引き結んだまま、ただ黙って頭を下げた。上じよう弦げんは苛いら立だたしげに床を踏みつけ、気まずそうな顔で魎りよう月げつに向きなおった。

「すまない、魎月さま、このとおりだ。玄げん翁のうは生き真ま面じ目めだから、これまで敵対していたあなたと手を組むということをなかなか認められないだけなんだ。私からよく言って聞かせておくから、だからどうか、怒りを鎮しずめてくれ」

　必死に取りすがるような上弦の態度に、ツルは居たたまれなくなって視線を落とした。こんな上うえ様さまの姿など、見たくない。心の底からそう思う。

　視し界かいの外から、魎月の気のない声が聞こえてくる。

「誰も怒ってなどいない。望まない同盟なら、無理に組むこともあるまいと思っただけだ。だが、問題がないのならば──そろそろ、行こうか。レレナくんはまだ囚とらわれたままなのだろう、玄翁？」

「──ああ」

　小さな声で、玄翁が答えた。その声にもその顔にも、色濃い不信が映っている。その表情にツルは、玄翁に対してはじめてと言っていい共感を抱いた。用心深く魎月のことを観察しながら、ツルは上弦の裾すそを握り締める手に、さらに強い力を込めた。




　　　　◆




　寒い。

　レレナは震える息を吐き出して、半なかば無意識のうちに自分の身体からだを抱きすくめていた。凍こごえてしまいそうなほどに寒い。なにか上に掛けるものを──と思って周囲に手を伸ばしたが、指先に触れるのは床の硬い感かん触しよくだけ。そこではじめてレレナは、ここが数ヶ月過ごした月つき島しま宅の自分の部屋でもなければ、さらわれてきた先の本ほん拠きよビルの自分の部屋でもないことに気がついた。

　跳ね起きる。周りを見渡してそこが管理室であるのを理解すると同時に、ちょっとした記き憶おくの錯さく誤ごが起こった。なんでここにいるのだろう。自分は確かに、ツキや玄翁やクイナと一緒にこの部屋を脱出したはずなのに。思し考こうと同じ速さで記憶が蘇よみがえりはじめ、その記憶がエレベーターホール内での爆音と硝しよう煙えんまで及ぶに至ると、レレナの顔がさっと青くなった。

　そうだ。逃げ出した先のエレベーターホールで、自分は再び真さな田だに囚われ──そして、ここに連れ戻されてしまったのだ。

　鈍い絶望が心に這はい寄ってくる。考えうる、およそ最悪の状況。もう味方は、ひとりもいないのだ。ツキも、玄翁も、クイナも──そしてもちろん、白しろ宮みやも。まったくのひとりであるということを自覚した瞬間、レレナの膝ひざから力が抜けた。へなへなとその場にへたり込んだレレナに、ふと、控え目な声がかけられた。

「あの──」

　喉のどが詰まる。恐怖に濁にごった瞳を声の発生源に向けると、そこにはレレナと同じくらいの年とし頃ごろの少女が、膝ひざを揃そろえて座っていた。心配そうに自分を見つめる少女の瞳に、レレナは恐怖に凍いてついた心が緩んでいくのを感じた。

「レレナ、だよね？　あの、ええっと──はじめ、まして」

「……はじめまして」

　少々拍ひよう子し抜けして、レレナはそう答えた。恐怖と絶望が、一時的に過ぎないのだろうが、潮しおが引くようにして消えていく。その次にレレナの胸に浮かんできたのは、彼女は一いつ体たい何者なのだろう、という疑問だった。吸血鬼であることは間違いないのだろうが、松まつ野のや早はや川かわから受けるような邪じや悪あくな印いん象しようは、微み塵じんも感じることができなかった。

　少女は自分から声をかけたにもかかわらず、それ以上会話を続けることに苦く慮りよしている様よう子すだった。言葉を探すように宙に視線をさ迷わせてから、少女は再び口を開いた。

「あのね、あたしは──イチバン、っていうの。よろしく、ね？」

　レレナは目をぱちぱちと瞬まばたかせて、尋たずねた。

「イチバンさん、ですか？　あの、どこか、外国の？」

　少女はくすりと笑いをこぼす。しかし──その笑いには、どこかしら、暗い感情の影が混じっていた。

「ううん、正しよう真しん正しよう銘めいの日本人。あなたは外国の生まれみたいだけどね。それでね、その──あ、レレナって呼んでいいかな？」

「あ、はい」

　ふっ、とレレナの目元が和なごんだ。イチバン（なんでこんな名前なのかはともかくとして）の口く調ちように、舞まいのことを思い出したからだ。彼女は今、どうしているのだろう。亮りよう史じと一緒に、自分を助けるために頑がん張ばってくれているのだろうか。そう思うと、血を失い、力が抜けたはずの身体からだに、少しだけ勇気が戻ってくるのを感じた。

　しかし──その勇気は、すぐ目の前で申し訳なさそうに座っているイチバンに、一瞬のうちに砕かれてしまった。

「落ち着いて聞いてほしいんだけど、その、ここから、逃げないでほしいの」

「……え？」

「あたし、真さな田ださんに『支配』されてるから。だから──お願い」

　イチバンの目は、どこまでも本気だ。それを見てレレナはようやく、ここが本ほん拠きよビルの内部であり、つまりは敵地の真まっ只ただ中なかであって、味方よりも敵の数のほうが圧倒的に多いのだということを思い出した。

　身構える。もちろん戦いで自分が誰かに勝てるなどとは思えなかった。しかし、それでも、敵を前にしてただ無防備を晒さらしているわけにはいかない。自分を守ってくれるものは、もはや誰ひとりとしていないのだから。

　が、イチバンはそれを見て、心しん底そこから悲しそうな表情を浮かべた。目を伏せ、言いにくそうに口を開く。

「……そう、だよね。あなたからしてみれば、そういう態度を取るのは当然だよね。でも、レレナ、お願いだから、変な気は起こさないで。あたしだって誰かと戦うのは好きじゃない。けど──」

　椅い子すに腰掛けたまま、イチバンは後ろで組んでいた両手を、身体からだの前に移し変えた。がちゃり、という金属質しつな音が室内に響ひびく。イチバンの手に握られた小しよう銃じゆうは、彼女のちっぽけな体たい軀くや悲ひ壮そうな表情には、あまりにも似つかわしくなかった。自分でも恐怖しているような目め線せんでじっと小銃を見つめながら、イチバンは静かに口を開いた。

「あたしは、あなたのことをどうこうしようなんて思ってない。でも、してしまうの。あたしの意思に関係なく、あたしの身体が勝手に。あなたが逃げようとすれば、ね。だから──変な気は、起こさないで」

　懇こん願がんするように、イチバンはそう言った。芽め生ばえかけた戦意が萎なえていく。中ちゆう腰ごしに身構えていたレレナは、目をぱちぱちと瞬まばたかせながら、その場にぺたんと膝ひざをついた。イチバンが安心したように息をつく。
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『支配』──聞いたことがある。確か情報源は、ツキだったような気がする。今ではもう遠い昔に思える湯ゆヶが崎さきでの日々の中で、吸血鬼に関する知識を彼から教わっているときに、『主人』の持つ能力について話が及んだことがあった。『狼おおかみ』『蝙こう蝠もり』『霧』『感かん知ち』──それらの基本的な能力のほかに、主人は『支配』という、自らの従じゆう者しやを身も心も縛しばりつける能力を有しているのだ。

　主人となった真さな田だがその『支配』の能力を存ぞん分ぶんに利用して、自らの手数の足しにしているのであろうことは、十分に予想がついた。真田が自分をさらって下階から脱出する途中に行き会った二人の従者も、今考えてみれば彼の『支配』の犠ぎ牲せいとなってしまった人たちだったのだろう。自らの意思によって自らの身体を動かすことができないという状態は、一体どれだけの苦痛と屈くつ辱じよくを人に与えるのだろうか。レレナは唇を固く引き結んだまま、目の前で顔を伏せている奇き妙みような名前の少女のことを、ただじっと見つめていた。

　そのとき、背後からドアノブの回る音が聞こえてきた。弾はじかれたように振り返るのと、管理室の重じゆう厚こうな扉が開くのは、ほとんど同時だった。ゆっくりと室内に入ってきた人ひと影かげに、レレナは立ち上がり、敵意を剝むき出しにした視線を向けた。

「……真田、さん」

　イチバンの怯おびえた声に、真田はいっそ優しくも見える笑顔で応じた。

「レレナくんを逃がしていないね、イチバン。感心なことだ。ニバンとサンバンも、もう少し働いてくれればよかったのだがな。あっさり玄げん翁のうにやられてしまったよ」

　イチバン──壱いち番ばん、と表ひよう記きするのだろう──の表情が、びくりと強こわ張ばった。仲間の死を耳にして、必死に張り詰めていた緊きん張ちようの糸が途と切ぎれたのだろうか、壱番は表情を泣きそうに歪ゆがめて、ぐっとうつむいてしまった。レレナは憤ふん怒ぬを視線に込めて真田を睨にらみ据すえたが、真田はその視線を無視して悠ゆう然ぜんとレレナの目の前を横切り、操そう作さ盤ばんの前に立った。思い出したように、

「ああ、入ってきていいぞ」

　彼がそう言うと、開きっぱなしだった管理室の扉をくぐって、さらに四人の従じゆう者しやが室内に侵入してきた。恐らくは彼らも真田に『支配』されてしまったのだろう、あるものは恐怖を、あるものは悔かい恨こんを、あるものは憎ぞう悪おをその表情に浮かべて、彼らは壁かべ際ぎわに置物のように立ち並んだ。彼らが手にしている重じゆう火か器き類を目にして、レレナは息を吞んだ。

　玄翁や壱番の持っている小しよう銃じゆうなどとはまるで次元が違っている。レレナは銃のことなどほとんど知らないが、生物学の知識がなくたって猫と虎とらとの区別くらいつけられる。彼らが両手に抱えた銃の全長は優に一メートルを超え、まるでどこかのアクション映画さながらに、全身に弾だん薬やくベルトを巻きつけていた。戦争でも始めるつもりなのか──と言ったツキの言葉を、レレナはふと思い出した。

　真田はあれこれと操作盤をいじりながら、独り言のように言った。

「すごいだろう？　彼らの持っているのは米軍でも正式に採用されている重じゆう機き関かん銃じゆうでね、手に入れるのには実に苦労したよ。元がん来らいは拠きよ点てん防衛用の支援火器なんだが、吸血鬼の腕わん力りよくならば容易に持ち運びが可能となる。私の虎とらの子だ」

　破壊されたはずの操そう作さ盤ばんは、それでも真さな田だの指示にある程度の反応を示したようだった。真田は吟ぎん味みするような表情で電でん子し画面をしばらく見つめてから、不意にレレナのことを振り返る。口元には淡い笑み、

「玄げん翁のうに破壊されずに済んで幸いだったよ。セキュリティロッカーを用意しておいて正解だった。他の目につく火器類はほとんど壊されてしまっていたからね。さすがは上じよう弦げん第一の配はい下かといったところか。もっとも──君を守るという任務には、失敗したようだがな」

　ごくり、とレレナの喉のどが上下した。真正面から見み据すえてくるガラス玉のような真田の瞳に気け圧おされて、レレナはふいと視線を落とした。絞しぼり出すように、レレナは言う。

「──どうして、なんですか？」

「ん？」

「どうして、私のことを、またさらったりしたんですか？」

　顔を上げ、再び真田に視線を戻した。真田は驚いたような、呆あきれたような、そんな表情でレレナのことを見返していた。視界の端に、心配そうな壱いち番ばんの表情が映っていた。それを振り払い、レレナは先ほどツキたちに言ったのと同じ言葉を、真田本ほん人にんに向かってぶつけた。

「あなたの目的は、『主人』になることなんでしょう？　それなら、これ以上私を傍そばに置いておいても、意味がないんじゃないですか？　もうその目的は果たしたのだから、早くここから脱出するなりなんなりすればいいじゃないですか。それなのに──」

「なるほど。言いたいことはよくわかった」

　レレナの心臓が止まった。魔法のように真田の右手に現れた大だい口こう径けいの拳けん銃じゆう、その銃じゆう口こうがレレナの額ひたいにぴたりと据すえられたからだ。喉のどが凍りつく。悲鳴を出すことすらできない。自分に向かって銃を突きつけている真田の、至し極ごくつまらなそうな顔を呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。

「しかしレレナくん、君は大きな思い違いをしている。私の目的は『主人』になることなんかではない。それはあくまでも手段に過ぎない。わかるね？　目的と手段を混こん同どうしないということは、本当の自分の目的を果たす上で絶対に忘れてはいけない事こと柄がらだ」

「────」

「私の目的は、『自由』になることだ。何者にも束そく縛ばくされず誰の顔色も窺うかがうことなく、ただ思うまま望むがままに振る舞えるということだ。血の沸き立つがままに、存ぞん分ぶんに自らの力を振るえるということだ」

　かちり、と真田は撃げき鉄てつを起こす。少し笑い、「失礼」と真田は謝った。

「答える順番が逆になってしまったな。『なぜ君を再びさらったのか』。これが第一の質問だったはずだ。それに対する答えは──残念、今ではよくわからない」

　金かな縛しばりにあったように、レレナは動くことができない。冷たい汗が背中を流れ落ちていく。真さな田だが今、ほんの少し人差し指に力を加えれば──自分は、レレナ・パプリカ・ツォルドルフという存在は、神の膝ひざ元もとに召されることになってしまう。その恐怖が、レレナの身体からだを鎖くさりのように縛しばりつけていた。

「最初は人ひと質じちのつもりだったんだがなあ。どうやらその必要はないようだ。月つき島しま亮りよう史じは、私があの幽ゆう霊れい娘を殺したことがよっぽど腹に据すえかねたらしい。君がいてもいなくても、彼は私を殺しにここまで上ってくるのだろうな」

　────!?

　金縛りが、解けた。

　レレナは震える唇を動かし、かすれた声を出した。

「……今、なん、て…………」

　真田は少し首をかしげる。数秒の黙もつ考こうを経て、「ああ」と得とく心しんがいったように頷うなずき、

「そうか、君には『感かん知ち』がないからな。知らなくても無理はない。あの白パジャマを着た幽霊、あいつな──私が、撃うち殺してやったんだ」

　あっけらかんとした真田の声に、レレナの身体が、痙けい攣れんするように震えた。

　舞まいが──

「────死ん、だ？」

　真田は酷こく薄はくに目を細める。まるでレレナの受けた衝しよう撃げきを楽しむように、暗い笑みを浮かべたまま大きく頷いた。

「死んだ、という言い方に語ご弊へいがあるのなら、消しよう滅めつしたでもあの世に行ったでもいい。いずれにせよ、あの幽霊の存在は、もはやこの世界にはひとかけらも存在していない。せいせいしたよ」

　言葉が耳を上うわ滑すべりしていく。まいが、しんだ。そう口の中でつぶやいてみても、まったく現実感が伴わない。信じられなかった。いや、信じたくなかった。幽霊である舞を殺すことなんて、そんなことができるはずない。レレナは無理にでも、そう思い込もうとした。

　レレナの瞳に浮かんだ不信──不信で覆おおい隠かくした不安を、真田はすぐに看かん破ぱした。銃じゆう口こうをレレナの額ひたいに据えたまま、馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「別に信じたくなければ信じなくとも構わんがね。君としても、友人のことよりも自分自身の心配をしたほうがいいのだろうからな」

「…………」

「君の利用価か値ちはもうなくなった。餌えさがなくても、復ふく讐しゆうのために月島亮史は私を殺そうとするだろう。レレナくん。君は、もう、不要だ」

　不ふ思し議ぎなことに、実質的な死の宣せん告こくであるその言葉を聞いても、レレナの心に恐怖は湧わき上がってこなかった。舞が死んだという、舞の存在が消滅してしまったというその報しらせに、心が麻ま痺ひ状態に陥おちいってしまっているようだった。

　だからこそ、できたことなのだろう。レレナは銃じゆう口こうの向こうに見える真さな田だの瞳に、射るような視線を投げかけた。真田は感心したように眉まゆを広げる。その顔をにらみながら、レレナは最期になにか言おうと口を開き──しかし、なにも気の利いた言葉は思い浮かばなかった。目前に迫った死に、どこか現実味が欠けていたからかもしれない。覚かく悟ごの据すえられたレレナの表情に、真田はそれまで浮かべていた薄い笑みを消し──

　引き金を引いた。

　轟ごう音おんが、レレナの鼓こ膜まくを震わせ、銃じゆう弾だんはレレナの耳をかすめて後ろの壁にめり込んだ。

　驚いたことに、レレナはその瞬間にも気を失わず、微み塵じんの動どう揺ようも表おもてに出してはいなかった。あるいはそれは、トラックの前に飛び出した猫が硬こう直ちよくするように、強すぎる恐怖によって動けなくなってしまっただけなのかもしれない。身体からだが小こ刻きざみに震え、その場に立っていられなくなるほど膝ひざが笑い出し──そこまで自覚してようやく、レレナは自分がまだ生きているということを理解した。

「驚いたよ。数時間前とはまるで別人だ」

　硝しよう煙えんの匂においの向こうで、真田が感心したようにそう呟つぶやいた。首をかしげてレレナのことを見つめながら、独り言のように、

「それとも、『クソ度ど胸きようが決まった』という奴やつか？　──まあ、どちらでもいい。まだしばらくは、生かしておくことにしよう」

　じわりと滲にじみ出るように、真田は残ざん酷こくな笑みを浮かべた。

「よくよく考えてみれば、まだ君にも使い道があるからな」

　それから真田は踵きびすを返し、何事もなかったかのような足取りで管理室から出て行った。壁かべ際ぎわに彫刻のように並んでいた重じゆう武ぶ装そうの従じゆう者しやたちが、そのあとに従う。複数の足音が廊下の向こうに遠ざかり、真田たちのいた気配が完全に消えうせてから、レレナはようやく管理室の床に膝ひざをついた。




　　　　◆




　真田は『意味』を考える。

　この世に存在するあらゆる事物には、なんらかの意味がある。そんな戯ざれ言ごとを信じているわけではない。路ろ傍ぼうに転がる石ころや、生しよう涯がい同じ場所で立ち尽くしている樹木に、なんの意味があるとも真田には思えなかった。それらのものに意味があるとするのならば、意思を持つ『何者か』によってそれらが創つくられた場合だけだ。無む論ろん、真田は神様や創造主しゆを本気で信じられるほど、愚おろかではなかった。

　だから、自らが『不完全な主人』として『発生』したことに、どれほどの意味があるとも思ってはいなかった。

　近代に『発生』したことは幸運だった、と真さな田だは思う。医学が進歩してはじめて、真田は自らが持つ欠けつ陥かんと、それを修しゆう復ふくする方法を見つけ出すことができたからだ。

　冠かん動脈不ふ全ぜんによる慢性心しん筋きん梗こう塞そく、並びにそれによる『血の力』の圧あつ倒とう的不足──つまり、心しん臓ぞう自体への血液補ほ給きゆうが滞とどこおっているために『血の力』に大きな制限を受け、それがために本来持っているはずの『主人』の能力のほとんどを使うことができない。

　自らにそう診しん断だんを下したときも、真田はどういう感想も抱かなかった。彼にとってそれは克こく服ふくすべき障害であって、なんらかの感かん慨がいや感想を抱くべき対象ではなかったからだ。しかし、それでも、真田は疑問を持たずにはいられなかった。──なぜ、自分にはこんな欠陥があるのか？

　可能性はいくつかあった。通常の生物と同じように、『主人』も先せん天てん性の疾しつ患かんを伴って『発生』することが稀まれにある、というのがひとつ。主人の『発生』は無から突然生じるのではなく、元がん来らい人間だったものがなんらかの理由によって主人に変へん異いする、ということがひとつ。そして、吸血鬼は『何者か』によって創造された存在であり、真田の心臓の欠陥は、その『何者か』がなんらかの──そう、『意味』を持たせようとして与えたものである、という可能性がひとつ──

　真田にとっては、いずれも考こう慮りよに値あたいしない可能性ばかりだった。最後の可能性など論ろん外がいだ。真田は創造主しゆなど信じていない。よしんば吸血鬼を創つくった『何者か』がいたとして──それが、なんだというのだ？　自分が創られたものであろうと、自然発生したものであろうと、真田は自らの意思によって目的を定め、己おのれの存在の『意味』を定めた。真の吸血鬼になること。真の自由を得ること。それ以外のものに、真田の目は向けられていない。

　真田は足を止める。後ろに付き従っていた四人の従じゆう者しやが、やや遅れて同じように立ち止まった。目の前にあるのは廊下の角、頭の中に感じるのは、角の向こうに延びる長い通路を、かなりの速度で移動している五つの反応だった。目を閉じ、沈ちん思しし、やがてその唇に、淡い笑みが浮かぶ。

　身体からだが熱かった。特に胸が煮えたぎりそうだった。全身の隅すみ々ずみにまで『血の力』が駆け巡っていく。今までに一度もない気分だ。冠動脈に障害を抱えていた真田の心臓は、全身に血を巡らせるための強い拍はく動どうにすら耐えることはできなかったからだ。『主人』の能力を使うたびに、胸を押さえてうずくまることしかできなかった、悲ひ惨さんな過去の情じよう景けいが脳のう裏りを過よぎる。しかし、過去は過去だ。現在において自分の身体を駆け巡っているのは熱く滾たぎる『血の力』であり、身体の中心で血を吐き出しつづけているのは、完全なものとなった『主人の心臓』だった。

「始めるぞ。銃を構えて前に出ろ」

　真田がそう言うと、忠実な機械のように四人の従者は真田の前方に出、横おう隊たいに並んで機き関かん銃じゆうの銃じゆう口こうを上げた。隙すき間まなく突き出した槍やりの穂ほ先さきのような銃口を楽しそうに見つめる。そこから吐き出される銃じゆう弾だんは鉛なまりに過ぎないが、その威い力りよくには弾たまの素材など関係ない。直ちよく撃げきを受ければ『再生』などする間もなく、一瞬にして肉にく塊かいになるからだ。

　月つき島しま亮りよう史じ、上じよう弦げん。その二人の『主人』に対する冷ややかな殺意を馳はせながら、真さな田だは小さく、独り言をつぶやいた。

「さて、主人の戦いというものをお教え願おうじゃないか──先せん輩ぱい方」




　　　　◆




　亮史は立ち止まり、後ろを振り返った。怪け訝げんそうな上弦の瞳のはるか後方、怪かい物ぶつの口こう腔こうのようにぽっかりと広がっている廊下の闇やみを見つめる。亮史の肩の上にいたツキが、こちらも訝いぶかしげな声を出した。

「どうした、主人。真田はもうすぐそこだぞ」

「……気に入らないな」

「なに？」

　亮史は再び視線を前に見み据すえる。眉まゆ根ねを寄せたその表情は、目もく視しできないなにかを必死で見み透すかそうとしているようにも見えた。

「さっきから延々と直線通路を歩かされている。それが気に入らない。真田はこの廊下をずっと行った先の角の向こうにいるようだが──しかし、そこに至るまでの横よこ道みちがすべてシャッターで封ふう鎖さされているのはどういうわけだ？」

「誘い込まれた、ということか？」

　冷静に口を開いた玄げん翁のうをちらりと見てから、ツキは金色の視線を廊下の奥の闇やみへと向けた。

「まだ誘い込まれてはいない。退たい避ひしようと思えば間に合うだろう。どうする？　罠わなとわかっているところに、わざわざ嵌はまりにいくこともあるまい」

「下らんな。真田如ごときの弄ろうする策など、正面から打ち破ればいい」

　気楽な声でそう言ったのは、もちろん上弦だ。それに追つい従じゆうするように、というよりは単になにも考えていないだけなのだろうが、ツルがうんうんと傍かたわらで頷うなずいていた。ツキは少し呆あきれたような顔で彼女たちのことを見ていたが、すぐに気を取り直して己おのれの主人に声をかけた。

「これだけの直線通路に誘い込もうとしているんだ、なにか強力な兵器を用意して待ち構えているのだろう。恐らくは、長距離にまで射しや程ていが及ぶ兵器を。遮しや蔽へい物も逃げ場所もないのに、そんな兵器を目の前に晒さらされてみろ。一瞬で全ぜん滅めつしてしまうぞ」

「逃げる気はないよ、ツキ」

　無感情な声で亮史はそう言った。ツキは亮史の肩を、不満そうに尻尾しつぽでぱたりと叩たたく。

　なにかがおかしかった。上うわ辺べは変わらない。戦闘時の亮史の態度は、常にこんな感じだったような気もする。しかし──上辺ではないどこか深いところで、なにかが変化しているように思えてならなかった。どこと指摘することもできないほど、小さく、かすかな、しかし決定的な齟そ齬ご。ツキは表情の浮かばない亮りよう史じの横顔を、じっと観察していた。

　心当たりが、ないわけではない。しかし、それを口に出して問うのは憚はばかられた。ツキにとて自じ制せい心しんはある。猫は自分勝かつ手てな生き物だが、意味もなく他者の縄なわ張ばりを踏み荒らすほど愚おろかな生き物ではないのだ。

「遮しや蔽へい物ぶつも逃げ場所もないのなら、作ればいいだけの話だ。──玄げん翁のう」

　自らの名を呼ばれ、不ふ審しんそうな目で自分を見返してきた玄翁に、亮史はくいとある方向を顎あごで示した。自然、一同の視線はそちらに集中し──ツキは思わず、「なるほど」と首しゆ肯こうした。

「ドアを外すのか。見たところ鉄製のようだし、盾たてとしては十分に役に立つだろう。それにこうしておけば、いざというときにすぐに逃げ込むことができる」

　ツキの言葉を聞いて、玄翁はなにも言わずに作業に取りかかった。懐ふところから取り出したナイフで蝶ちよう番つがいを破壊し、そのまま無む理り矢や理り引き剝はがす。吸血鬼ひとりにつき一枚ずつ、身を守る盾として配付したのだが、ドアを前面に押し出して歩く三人の男女の姿は、冷静に観察してみるとかなり異い様ようだった。

　そのとき、ツキのヒゲに引っかかるものがあった。背後から上じよう弦げんの息を吞む音が聞こえ、その『感かん知ち』情報が誤りではないことを知らせた。亮史にというよりは、一同に警けい戒かいを促うながすために、ツキは口を開いた。

「真さな田だが動いた。ゆっくりだが確実に近づいてきている。──角を曲がった、来るぞ」

　その声が、終わるか終わらないかのうちに──

　初しよ弾だんの嵐あらしが亮史たちを襲おそった。耳を劈つんざく幾いく重えもの銃声と同時に、常じよう軌きを逸いつした衝しよう撃げきが盾にしたドアに襲いかかる。金属が金属に突き刺さる鈍い音、一瞬身体からだが浮いたほどのその圧力に、全身でドアを支えていた玄翁の表情が変わった。不利を実感した表情だ。ドアにかかる重圧に懸けん命めいに抗あらがいながら、玄翁は普段の彼からは想像もできない大声を、轟ごう音おんを圧して周囲に響ひびかせた。

「持ち堪こたえられん！　退たい避ひするぞ!!」

　亮史は答えずに、飛ひ来らいする銃じゆう弾だんに押されるようにして後退しはじめた。それを見て上弦が、最後に玄翁がという具合に、三つのドアは次第に押されはじめ──部屋の入り口のすぐ近くにまで到達した時点で、亮史と上弦と玄翁は、盾であるドアを捨てて部屋の中に飛び込んだ。

　三つの人ひと影かげが廊下から消えた途と端たん、それまで響き渡っていた銃声は噓うそのように消え去った。耳に痛いほどの静せい寂じやくが降り、その中で誰かが深々と息を吐き出す音が聞こえた。音の発生源に目を向けると、上弦の腰にしがみついたツルが、九きゆう死しに一いつ生しようを得たという表情でへなへなとへたり込むところだった。

「予想以上だな、真田の兵へい装そうは。なんなんだあれは？　大砲か？」

　ツキが呈ていした疑問に、玄翁がさらりと答えた。

「機き関かん銃じゆうだ。しかも非ひ携帯用──固定砲ほう座ざに据すえるタイプのものだな。重量を気にしなくていいだけに威い力りよくは張るし、弾帯方式ベルトリンクの給きゆう弾だんだから弾たま切ぎれを起こすこともない。装そう塡てんの隙すきを狙うことはできんぞ」

「くそ、忌いま々いましい。こうなったら一発や二発食らっても構わないから、一気に走って直接真さな田だを叩たたいてみてはどうだ？」

　上じよう弦げんが吐き捨てた無む謀ぼうな言葉に、しかし玄げん翁のうは真ま面じ目めな顔でかぶりを振った。

「一発二発どころじゃない、迂う闊かつにあれの前に飛び出したら、その瞬間に何百発という弾だん丸がんを撃うち込まれて地面に転がることになる。『再生』も利かないだろう。その前に脳か心臓かのどちらかが破壊されるからな」

「──なら、どうしろと言うんだ!?」

　ヒステリックに叫び、上弦は部屋の壁を思いきり蹴けりつけた。が、亮りよう史じのほうはそれとは対照的に、冷静な足取りで部屋の出口にまで近づくと、顔の半分だけをちらりと部屋の外に覗のぞかせた。

　一瞬の出来事だったが、ツキの背中の毛を逆さか立だたせるには十分な行動だった。事実、亮史が顔を引っ込めてから一秒もしないうちに、再び幾いく重えもの銃声が静せい寂じやくを引き裂いた。機関砲ほうから吐き出された鉛なまりの牙きばが、亮史が立っているすぐ脇の戸口を凄すさまじい勢いで食い尽くしていく。見る間に削けずられていく戸口のコンクリートを見つめながら、亮史は極めて客観的な口くち振ぶりで言った。

「なかなか素早い反応だ。これは骨が折れそうだな」

「──魎りよう月げつさま、一体、なにを？」

　ツキが受けたのと同じ種類の恐怖を味わったのだろう、上弦はやや青ざめた顔で、亮史の姿と無む残ざんに引き裂かれ広げられた戸口の傷きず跡あとを交互に見み遣やった。亮史は上弦を見返しもせずに、さして興味もなさそうに答えた。

「ちょっとした実験だよ。僕が顔を出してから射しや撃げきが開始されるまで、ほんの少しだがタイムラグがあった。恐らく従じゆう者しやたちは自分の意思で引き金を引いているのではなく、真田の指示があって、はじめて射撃することができるのだろう。ロボットと同じだ。付け入る隙すきはそこにある」

　ツキはゆっくりと尻尾しつぽを回しながら、懐かい疑ぎ的な口く調ちようでその言葉に反論する。

「自分たちの意思で動いているのではないから、行動に若じやつ干かんの遅れが出る──それはわかるが、しかしここから真田たちのいる場所まで二十メートルはあるぞ。たかだか一秒かそこらの遅れが一体なんの役に立つというんだ？」

「十分役に立つさ。──玄翁、確か武器を保管庫から奪ってきたはずだったな？」

　玄翁は頷うなずき、防ぼう弾だんコートの前を開けた。ずらりと並んだ兵へい装そうの数々に、「おお」とツルが感かん嘆たんの声を漏らす。亮史はそれをひとつひとつ確かめながら、出し抜けに尋たずねた。

「僕は現代の武器についてあまり詳しくない。だから、ひとつだけ尋ねる。この中に、目くらましに使えるような武器はあるか？」

　少し考えてから、玄げん翁のうはコート内部にぶら下げられていた手しゆ榴りゆう弾だんのひとつを外し、亮りよう史じに向かって放り投げた。プルトップが巨大化した缶ジュースのようなその手榴弾を受け止めてから、亮史はさらに問うような視線を玄翁に向けた。間かん髪ぱつ入れずに、玄翁が答える。

「スタングレネードだ。破壊力はないが、強烈な閃せん光こうと爆音で対象を一時的に行動不能に陥おちいらせる。『夜よ目め』のある吸血鬼に対してなら、効果は倍ばい増ぞうするだろうな」

「上出来だ」

　亮史は手にした手榴弾を左右の手で弄もてあそびながら、再び戸口に立った。それからゆっくりと、ツキたちを振り返る。

「作戦を説明する。実際に動くのは、僕と玄翁と上じよう弦げんだけだ。ツキとツルはここで待機していてくれ。下へ手たに動かれるとかえって邪じや魔まだ」

「なんだと？　ツルが、足あし手でまといだって言うのか？」

　ぎらりと瞳を光らせて、ツルは亮史のことをにらみつけた。が、どこまでも乾ききった亮史の目に見返されて、すぐに気まずくなったように視線を背そむけてしまう。そんなツルの頭を、上弦が優しく撫なでた。

「ツル、戦いに関しては、いくらお前だって吸血鬼には敵かなわないだろう？　お前にはお前の仕事がある。それさえ全まつとうできていればいいんだ」

「……上うえ様さまが、そう仰おつしやるんなら……」

　渋しぶ々しぶと矛ほこ先さきを収めたツルのことを一いち瞥べつしてから、亮史は再び口を開いた。

「問題がないのならば説明を続ける。まず──」

　なにかに憑つかれたような熱心さで、自らの考えた作戦を喋しやべる亮史のことを、ツキは静かに注視していた。戦闘に対する考え方も頭の冴さえも、かつてツキが忠ちゆう誠せいを誓ちかった頃の彼となんら変わりない。しかし──それでも、ツキの内心の違い和わ感かんは、膨ふくれ上がっていくばかりだった。

　主人の目は、あんなに乾いていただろうか、と思う。冷たさは、確かにあった。残ざん酷こくさも、かつての月つき島しま亮史の特性のひとつだったに違いない。しかし、今彼の目に映っている砂さ漠ばくのように乾ききった色合いは、百年に及ぶ付き合いの中で一度も見たことのないものだった。憤ふん怒ぬも、憎ぞう悪おも、悲ひ哀あいも、歓かん喜きも、そこから感じることはできない。恐ろしいまでに透明な、それは、無む機き質しつのガラスでできた瞳のようだった。

「──以上だ。なにか質問は？」

　そう締めくくって、亮史は順じゆん繰ぐりに一同の顔を見渡していった。亮史の視線に見み据すえられたとき、ツキは思わず顔を伏せてしまった。今までにないことだったが、亮史は特に気にした様よう子すも見せようとはしなかった。じっと床を見つめながら、ツキは静かに目を閉じる。一体なにが亮史の変化を引き起こしたのかは、考えるまでもなかった。心の中だけで、彼は自らの主人に問いかけた。

　──それほどまでに、舞まいのことが、大切だったのか？

　無む論ろん、亮りよう史じはそれには答えない。しばらく待ってからなにも異い議ぎの出ないことを確認して、彼は手しゆ榴りゆう弾だんを持った手で、背後の戸口を指差した。

「それでは、始めるぞ。抜かるなよ」




　　　　◆




　一瞬だけちらりと見えた月つき島しま亮史の顔──それがなにを意味しているのかを、真さな田だは考えていた。索さく敵てき、というわけでは、まさかあるまい。向こうには『感かん知ち』がある。こちらの人員の数や配置を、わざわざ視し認にんして確かめる必要はない。確かめたかったのは──こちらの反応？　発見から攻撃までの時間差を、実際に基づいて試してみたのか──

「命令を変更する。敵の姿を確認し次第、私の指示がなくても発はつ砲ぽうしろ」

　真田の低い声が、静せい寂じやくの中に響ひびいた。通路の奥の暗くら闇やみをじっと凝ぎよう視ししながら、真田は頭の中の『感知』情報を確かめる。──動いている。二つの主人の反応と、ひとつの従じゆう者しやの反応が、彼らが逃げ込んだドアの付近に集合しはじめていた。真田は油ゆ断だんなく己おのれの銃を握り締めながら、配はい下かの従者たちに警けい告こくを与えた。

「来るぞ。よく狙え」

　答えの代わりに、彼らは機き関かん銃じゆうの銃じゆう口こうをぴたりとドアの付近に集中させた。『夜よ目め』を凝こらし、ほんのわずかな動きさえも見逃すまいとする。

　数すう瞬しゆんほどの、間をおいて──

　それと注意していなければわからないほどかすかな動きが、ドア付近をちらりと過よぎった。銃じゆう火かが閃ひらめき、轟ごう音おんが炸さく裂れつする。着ちやく弾だんの火花が床の上に舞ったが、肝かん心じんの月島亮史は一向にドアから出てこようとはしなかった。と、真田の視し界かいの片かた隅すみに、小さな影が飛び込んできた。影は中ちゆう空くうで失速し、乾いた音を立てて硬い床の上に転がった。次の瞬間、なにを考える余よ裕ゆうも与えられないまま、真田の目の前で光と音の爆発が巻き起こった。

　脳のう髄ずいを貫つらぬくような閃せん光こうに、真田は反射的に身体からだを丸め、その場から飛び退のいていた。ちっ、と舌を打つ。スタングレネード──玄げん翁のうが奪っていった武器のひとつか。威い力りよくを伴う手榴弾を使わなかったのは、機関銃に狙われていては目測しながらの投とう擲てきが不可能だったからだろう。スタングレネードならば、ある程てい度ど間合いが離れていても、光と音で確実にこちらの五感を奪うことができる。

　真田の思し考こうは微み塵じんも冷静さを失わない。『感知』で探り当てた従者の身体を蹴けり飛ばし、彼が手にしていた機関銃を無む理り矢や理りもぎとった。今いま命令を下しても、爆音の直ちよく撃げきを受けた彼らの耳に聞こえはしまい。それならば、自分で射しや撃げきしたほうが幾いく分ぶんかマシだった。真田には『感知』がある。目も耳も使えなくなっても、的てき確かくに索さく敵てきできる能力があるのだ。

　しかし、こちらの行動力を著いちじるしく殺そいでおきながら、月つき島しま亮りよう史じたちは即そく座ざに行動を開始しようとはしなかった。ドア付近でまだもたもたしている。なにを企たくらんでいる──と真さな田だが心の中で呟つぶやくのとほぼ同時に、二つの主人の反応から新たな反応が分化し、こちらに向かってきた。──『部分変へん換かん』。上と下、双方から迫ってくる。真田はろくに考えずに、機き関かん銃じゆうを下の反応に向けて引き金を引いた。小しよう銃じゆうのそれとは比べ物にならない反動が両腕に伝わる。暴れようとする銃じゆう身しんを押さえ込むのは、吸血鬼の腕わん力りよくをもってしても容易なことではなかった。

　目には見えなかったが、直ちよく撃げきしたらしい。引き金を引いた次の瞬間には、下からこちらに向かってきていた反応──恐らくは『狼おおかみ』──は吹っ飛ぶように後退し、それきり動かなくなってしまった。次は上から攻め込んでくる反応──こちらは『蝙こう蝠もり』だろう──に銃じゆう口こうを向ける。が、真田が撃うち抜くよりも早く、上方の反応は爆発し、四し散さんしていた。

「くっ──！」

　機関銃を手にしていたために、防御が遅れた。爆ばく風ふうをもろに顔面に浴びて、真田は後方遠くに吹っ飛ばされる。背中を思いきり壁に打ちつけて、その場に足を投げ出して座る格かつ好こうになってしまった。そして、焼け爛ただれた顔面を押さえながら、真田は見た。回復しつつある視し界かいの向こうから、ぞっとするような無表情で迫ってくる月島亮史の姿を。

「──くっ、くくくく、っははははは!!」

　糜び爛らんした唇を吊つり上げて、真田は哄こう笑しようする。喉のどから勝手に笑い声が溢あふれてきた。もはや従じゆう者しやたちは使い物になるまい。生きているかどうかも怪しいものだ。虎とらの子の重じゆう機関銃を用いて、管理室からの操そう作さで入にゆう念ねんに戦せん闘とう環境を整えて、四人もの吸血鬼を擁ようして──その結果が、このザマだ。

　だからこそ、真田は笑いを止めることができなかった。絶望したわけでもなければ自じ嘲ちようしているわけでもない。不利に陥おちいった吾わが身を省かえりみて、なお真田の心臓は強く脈打っていたからだ。幕開けを知らせる戦いくさ太だい鼓このように早はや鐘がねを打ち、真田の身体からだに力を与えてくれる。素晴らしい──素晴らしい！　完全な『主人の心臓』とは、これほどまでに力強いものか！

　高こう揚ように高鳴る胸とは正反対に、真田の身体のほうは冷静に事態に対たい処しよしはじめていた。その場から飛び起き、横っ飛びに通路の上を移動しながら、真田は素早く懐ふところから無線を取り出して連絡を繫つなげた。

「壱いち番ばん、聞こえるか？　Ｃの四、三、二、今述べた順に封ふう鎖さしていけ。急げよ」

　答えも待たずに通話を切り、真田は転がるようにしてその場から逃げ出した。背後から月島亮史が迫ってくるのが、振り返らずとも『感かん知ち』せずともわかる。真田はまろびながら首を捻ねじ曲げて後方を見、左手にずっと握り締めていた拳けん銃じゆうを月島亮史に向けた。

　威い嚇かく射しや撃げきは通用しないだろう。機械のようなあの表情を見ていれば、それくらいはわかる。もはや月島亮史は、真田に対する無む機き質しつな殺意しか持っていない。どのような脅きよう威いにも怯ひるまずに、こちらの心臓を抉えぐり出すためだけに動いているのだ。しかし真田とて、ようやく得ることのできた完全な心臓を、みすみす抉えぐり出される気はなかった。

　額ひたいに照しよう準じゆんしてぶっ放す。走りながら、後ろを向きながらの体勢で、当たるはずがなかった。月つき島しま亮りよう史じは姿勢を低くして、いよいよもって距離を詰めにかかった。真さな田だは歯を軋きしませ、歓かん喜きなのか苦痛なのか判別のつかない表情を浮かべながら、胴どう体たいに向けて引き金を引いた。

　轟ごう音おんが響ひびき、疾しつ走そうしていた月島亮史の身体からだが、くの字に折れ曲がった。前に進もうとする力と後方に押し戻そうとする衝しよう撃げきがぶつかりあい、月島亮史は宙に揉もまれるようにして前のめりに転がり、壁に当たって止まった。腹部に着ちやく弾だん──しかし、致ち命めい傷しようでは断じてない。真田は拳けん銃じゆうを握ったまま、再び前を向いて、今度は逃走にのみ専せん念ねんしはじめた。通過したその頭上から機械音が響ひびき、Ｃの四のシャッターが雷らい鳴めいに似た響きを伴って通路を遮しや断だんした。三、二──と通過するごとに、それらは同じ行こう程ていを経て通路を分断していった。

　最後のシャッターが降りる音を聞いて、真田はようやく立ち止まった。

　ふう──と、さすがに吐と息いきが漏れる。ようやく『再生』を始めた顔を撫なでつつ、真田は小さく笑った。ボロ負けだ。しかし、完全に敗北してしまったわけではない。真田の心臓はいまだに動いている。完全な敗北とは、その鼓こ動どうが停止し、彼の身体が灰と化したときに訪れるのだ。生きて存在している以上、勝しよう機きは残されている。

　さて、このあとはどうするか、と真田は考える。敗因を分ぶん析せきしている暇ひまはまずない。月島亮史たちはすぐにでも追ってくるだろう。それまでに少しでも、こちらの態勢を整えておかなくてはいけない。向こうには主人が二人もいるのだ。備えなしで勝てるはずが──

　ぴく、と真田の肩が震えた。目を大きく見開き、視線を斜めに跳ね上げて──真田は、ゆっくりと後ろを振り返った。

　閉へい鎖さしたシャッターの前で、影が、うずくまっていた。

　影は、のろのろと顔を上げた。無感動な、ガラスのような瞳が、真田の驚きよう愕がくの表情を映し出していた。

「……月島、亮史」

　思わず真田は、その名を呼んでいた。どのように追いついたのか、どのようにシャッターをくぐり抜けたのか──そんな疑問すら湧わいてはこなかった。その声に応えるかのように、月島亮史は静かにその場に立ち上がり、血に濡ぬれた腹部を押さえもせずに、真田に向かって足を踏み出した。




　　　　◆




「ふうん、それじゃ、レレナはイタリアの人なんだ」

　感心したようにそう言った壱いち番ばんに、レレナは力なく頷うなずいた。全身がだるく、指先ひとつ動かすのも億おつ劫くうだった。本当は壱番の言葉に応えるのさえも辛つらかったのだが、しかし遠くから響いてくる銃声をただ耳にしているだけというのも、それはそれで神経を磨すり減らしてしまうのだった。今は少しでも、気を紛まぎらわせられればいい。

「でもあれだね、はじめての海外旅行先で吸血鬼に血を吸われちゃうなんて、レレナめちゃくちゃ運悪いね。しかもこんなことにまで巻き込まれてるし。お祓はらいとかしてもらったほうがいいんじゃない？」

「……でも、その、月つき島しまさんは、いい人でしたし」

「でも、吸血鬼の『主人』なんでしょ？　なんかねー、あたしあんまり主人に対していいイメージ持ってないからね。昔は──その、いろいろひどい目に遭あわされたから」

　陽気に話をしていた壱いち番ばんの顔が、その言葉で少しだけ曇った。もともとこの状況下で陽気な話をしようとするほうに無理があると思うのだが、それを押してなお、彼女はできる限り心明あかるくなるようなことを喋しやべろうとしていた。その表情に、舞まいの無む邪じや気きな笑顔が重なった。レレナは思わずうつむいてしまう。

　舞は死んだ。そう、真さな田だは言っていた。本当なのだろうか。いまだに信じ難い思いが、レレナの頭の中を埋め尽くしていた。しかし、真田がそんな噓うそをついて得をすることなどひとつもない。それに仮に舞が生きていたとしたら、自分の様よう子すを見に来るくらいのことはするのではないだろうか。──そうしてくれればいいのに、と切に思った。今、ここに、舞が現れて、血が足りなくて動けない囚とらわれの自分を励ましてくれたら、どんなに勇気づけられることだろう。レレナは泣きそうな顔を、両りよう膝ひざのあいだに埋めた。

「あー……れ、レレナ？　大丈夫？」

　壱番の心配そうな声が、右から左へ流れていく。さっき真田に対して強気に出ることができたのは、きっとなにかヤケクソのような心境になっていたからに違いない。それが証しよう拠こに、こうしてすべてから隔かく絶ぜつされて閉じ込められていると、レレナの強気を構成していた出しゆつ所しよ不明の力は、次第に抜けていってしまった。

「──ねえ、やっぱり、血を飲んだほうがいいんじゃないの？　あたしの、あげようか？」

　壱番は席を立つと、レレナの傍そばに膝ひざをついて、心しん底そこからの好意に満ちた声でそう話しかけてきた。血を飲む。確かに、そうすれば幾いく分ぶんかは力を取り戻せるに違いない。しかし──嫌だった。どうしても、それだけは拒絶したかった。理由など、あってないようなものだ。普通の人間がそうであるように、血を飲むという行為に耐え難い生理的嫌けん悪おを覚えてしまうだけのことだった。

　頑がん固こに首を横に振るレレナに、壱番は深く息を吐いた。それ以上なにも言わないでいてくれたのが、レレナにはありがたかった。

　と、そのとき、壱番の懐ふところに収められていた無線が、小さな呼び出し音を立てた。壱番は慌あわてて立ち上がると、それを抜き取って耳に当てた。口を開く──が、ぱくぱくと口を開かい閉へいさせるだけで、結局壱番はなにを言うことも許されなかったようだった。静かに顔を上げたレレナの目の前で、壱いち番ばんの腕が目まぐるしく動きはじめる。操そう作さ盤ばんを向いて、必死にあれこれと弄いじくっている壱番の背中を見るうちに──レレナは不意に、今この部屋の中には自分と壱番の二人しかいないのだということに気がついた。

　ゆっくりと、立ち上がる。壱番は気づかない。慣れない操作に手て間ま取どっているのか、片手で髪の毛を搔かき毟むしりながら必死に操作盤の上で手を動かしていた。今なら。そう思う。真さな田だも、他の従じゆう者しやも、今は亮りよう史じたちの迎げい撃げきへ向かっている。今、目の前にいるこの少女をなんとかすれば、自分は逃げられるのだ。

　身体からだを探る。なにか武器になるものはないだろうか。玄げん翁のうからもらった拳けん銃じゆうは、真田にさらわれるときのごたごたで、どこかへ落としてしまったようだ。と、そのとき、椅い子すの脇に立てかけられている小しよう銃じゆうが目についた。──壱番のものだ。操作盤を動かすのに邪じや魔まになるから、足元に置いているのだろう。足音を立てないように、椅子に近づいていく。壱番はまだ、操作盤に集中している。ゆっくり、ゆっくりと、レレナは近づいていく。もう少し、あとほんの一メートル──

　壱番の手が止まり、彼女は大きく安あん堵どの息をついた。笑みに緩んだ顔で、くるりとレレナのことを振り返り、

「あーよかった、やっとできた。多分これでいいと思う、け、ど──」

　小銃に伸びかけたレレナの腕を目にして、その笑みが強こわ張ばった。レレナは歯を食いしばり、小銃を奪おうと身体からだごと椅子にぶつかっていく。が、その指先が銃身にかかるかという刹せつ那な、目にも留まらぬほどの速さで壱番の足が動き、飛びかかったレレナの身体をドア近くにまで蹴けり飛ばした。

「っ！」

　背中を思いきり打ちつける。痛みにこらえるように、レレナは眉まゆ根ねを寄せた。壱番は素早く小銃を拾い上げて、レレナに銃じゆう口こうを向けた。その表情は、悲痛に歪ゆがんでいた。

「──で、────な、こと────」

　細い声で、壱番はそう言った。なんと言ったのかは聞き取れなかった。ドアに背中を預けながら、レレナは何度も目を瞬まばたかせて壱番のことを見つめていた。

　やがて、血を吐くような声で、壱番が叫んだ。

「なんでこんなことするのよっ!?　あたし、いろいろ、レレナが逃げないようにって、いろいろ気を遣つかってあげてたじゃない!!　あたしだってこんなこと、こんなことしたくないのに、なんで──ねえ、レレナ、なんで!?」

　その身体が、痙けい攣れんにも似た動きで震えていた。なにか二つの異なる力が、壱番の体内で暴れ狂い、争っているようだった。レレナはきゅっと唇を嚙かみ締めると、壱番の瞳を真正面から見み据すえながら、言った。

「私だって、いつまでもここにいるわけには、いかないんです。壱番、さん、親切にしてくれたことには、感謝してますけど──」

「やめて。そんなの、聞きたくない」

　よろよろとよろめきながら、壱いち番ばんはレレナを恐れるように、壁かべ際ぎわにまで後退した。ただその銃じゆう口こうだけは、常にレレナのほうに据すえられていた。震える銃じゆう口こうの向こうで、壱番は無理に笑顔を浮かべる。歪ゆがんだその笑顔は、これまでに見た誰のどんな表情よりも、レレナには痛々しく感じられた。

「ね、レレナ？　誓ちかって？　もう、二度と、逃げたりしないって。そうすれば──大丈夫、あたし、まだ、レレナのことを信じてあげられるから。お願い、お願いだから、そう言って」

　レレナは唾つばを飲み込み、再びその場に立ち上がった。出で所どころ不明のあの力が、再び身体からだの中に湧わき上がってきていた。頭の中に、舞まいの姿を思い浮かべる。自分を助けるために、縦じゆう横おうに活躍していた舞。親友のその姿を脳のう裏りに描き出すたびに、胸の奥に勇気が湧わいてくるのを感じた。

「嫌です。誓えません」

「……レレナ」

「私は、ここから出て行きます。お世話になりました、壱番さん」

「…………」

　壱番の瞳の色が、急速に変わっていく。恐怖に怯おびえていた彼女の目が、決意を据えたように細められた。ゆっくりと銃口を動かして、壱番は、レレナの膝ひざを照しよう準じゆんした。

「──足を、吹き飛ばす」

　レレナの身体が、びくりと硬こう直ちよくした。レレナの顔と、レレナの膝とを忙せわしなく交互に見み遣やりながら、壱番は泣き笑いの表情で言った。

「そうすれば、逃げられないよね？　あたし、あなたを、逃がすこと、できないの。あたし、真さな田ださんに、『支配』されてるから。わかるでしょ、レレナ？」

「……はい」

「だから、あなたの足、撃うつから。そうすれば、きっと逃げられないから。──でも、でもね、レレナ、あなたが、あなたさえ、もう逃げないって言ってくれるなら、なんとか、なんとかあたしも──」

「逃げます。私は。何度でも。膝を撃ち抜かれても足首を切り落とされても、這はってでもここから逃げ出します。逃げないなんて、そんなことを誓うことは、絶対にできません」

　捻ねじれた音が、壱番の喉のどから漏れた。

　撃つ。そのことが、気配でわかった。そうとわかっていながら、恐怖はあまり湧いてこなかった。言葉どおり、撃つなら撃て、という気になっていたからだ。そのときは、自分も死に物狂いで抵抗するだけのことだ。

　壱番の肩が動いた。緊きん張ちように漲みなぎっていたレレナの身体も、ぴくりと震えた。空気が張り裂けそうなほどの静せい寂じやくが、管理室内に満ちていき──

　突然響ひびき渡ったドアノブの音が、その静せい寂じやくを破った、

　ドアにもたれかかっていた背中が、押し出される形になった。レレナはたたらを踏む。それだけの挙きよ動どうに壱いち番ばんは過か剰じような反応を見せたが、銃声が響くことはなかった。レレナは体勢を直し、それとなく壁かべ際ぎわに寄りながら、恐る恐るドアを振り返った。半開きになった扉から、ゆっくりと入ってきた人ひと影かげを見て、レレナは小さく息を吞む。

　クイナだった。どんよりと濁にごった瞳を、管理室内の方々に向けている。その仕し草ぐさはまるで、誰かを──なにかを探しているようだった。と、その視線が、レレナの上で定まった。しばらくの間のあとに、クイナは億おつ劫くうそうに口を開く。

「真さな田だか、月つき島しま。──知らない？」

「え？」

「あたしを、殺してもらおうと、思って」

　淡たん々たんとした口く調ちようには、冗じよう談だんの色などかけらも見当たらなかった。レレナは唾つばを飲み込み、答えを返すこともできないまま、ただクイナの澱よどんだ目をじっと見つめることしかできなかった。




　　　　◆




　まるで夢の中にいるように、現実感がなかった。

　他の誰かの身体からだの中にいて、そいつの目を通じて外を眺ながめている。そんな感じだ。あらゆる物事に対してへの興味が薄れ、すべてが他ひ人と事ごとのように思えた。その中にあってひとつだけ亮りよう史じの心を惹ひくのは、今視し界かいの中に映っている、驚いたような顔をした男の姿だった。

　真田。

　亮史は目を見開き、一歩、足を踏み出した。それに押されるように、真田は後退する。──恐れているのではない。その顔からは驚きよう愕がくの色が薄れ、代わりに感心したような、感動したような笑みが浮かび上がってきた。

「──いいのか？」

　笑んだ唇から、そんな言葉が漏れた。亮史は取り合わず、再び足を前後させる。身体が、ひどく重かった。

「レレナを助けなくて。お前の目的は一体なんだ？　私を殺すことか？　レレナを助けることか？」

　その言葉に、亮史に動きが止まった。首をかしげるように動かして、じっと思し考こうする。

　やがて、亮史は口を開いた。

「お前を殺してからでも、遅くない」

　真田は馬鹿にしたように鼻を鳴らし、

「悠ゆう長ちような台詞せりふだ。ここが戦場だということを、まだ理解していないようだな。ここではなにが起きてもおかしくないし、誰が死んでも不ふ思し議ぎじゃない。──あの小こ娘むすめのように、な」

　その言葉に、亮りよう史じの中の殺意が膨ふくれ上がる。かつて心臓を滾たぎらせたような熱量を持った『炎ほのお』とはまるで違う、暗く、冷たい殺意。それが強くなるほどに、じわじわと胸が冷えていく。凍こごえそうなその寒々しさの中で、ただひとつの事実だけを亮史は認識していた。

　──こいつが、舞まいくんを、殺したんだ。

　──こいつが!!

「どうでもいい。もう」

　ゆらりと腕を真さな田だのほうに向けて、亮史は虚うつろな声でそう言った。

「お前を殺せれば──あとは、どうなっても、構わない」
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　瞬間、肘ひじから先が『狼おおかみ』となって真田に跳びかかっていった。その牙きばが真田の喉のどに食い込もうとした刹せつ那な、真田は崩れるようにその身を床に倒し、地面すれすれで銃を抜き放って発はつ砲ぽうする。が、自分に銃じゆう口こうが定められるよりも先に、亮史は『霧』となってそれを回かい避ひしていた。

「はっ！」

　笑うように、真田が呼こ気きを吐いた。『霧』となった視し界かいの向こうで、真田が体勢を立てなおし、ゆっくりと銃口を巡らせているのが見えた。『霧』から元に戻る瞬間を狙っているのか。ぼんやりとした思し考こうの中で、亮史は冷たい殺意と共に思う。──素人しろうとが、考えそうなことだ。

『霧』の一部を身体からだから分化させ、真田の右方に回らせる。その一部には、あらかじめ一定の時間が経過したら『狼おおかみ』となって結実するように指示を与えておいた。真田の右方に『霧』が凝ぎよう集しゆうし、真さな田だはそれを見逃さずに素早く後退しながら銃を向けた。その背後に静かに移動しながら、亮りよう史じは思う。小こ賢ざかしい奴やつほど、智ちに溺おぼれるものだ。

　実体化した『狼』は、一瞬のうちにその頭ず蓋がいを銀の銃じゆう弾だんによって貫つらぬかれた。真田はすぐにそれが亮史本ほん体たいではないことに気づいたようだったが、そのときにはもう亮史は彼の背後で実体化し、その首くび筋すじめがけて右手に握ったナイフを閃ひらめかせていた。が、その一いつ閃せんが首を切り落とそうかという瞬間、真田は床を蹴けって身体からだごと前方に投げ出していた。亮史は素早くそれを追う。

　床の上を転がりながら逃げる真田の顔には、しかし、いまだに楽しそうな笑みが浮かんでいた。遊ゆう戯ぎを楽しむ子供のようなその表情を切り刻もうと、亮史は間かん断だんなく斬ざん撃げきを繰り出していくが、すべて紙一ひと重えでかわされてしまった。最後に強く床を蹴り、亮史から間合いを引き剝はがした真田は、銃じゆう口こうを跳ね上げて躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。

　今度は亮史が逃げる番だった。『霧』の回かい避ひにも限度というものがある。銃相あい手てにこれだけ距離が開いていては、戦いはかなり一方的なものになってしまうだろう。廊下の角に身を隠かくしながら、亮史は素早く思し考こうを巡らせた。瞬しゆん時じにいくつかの作戦が頭に浮かび上がってくる。『狼』の分化による多た面めん攻撃、『霧』をうまく使って再び間合いを詰める、上じよう弦げんたちが援えん軍ぐんに来るまでなんとか逃げ回る──

「……まどろっこしい」

　小さくそうつぶやいて、亮史は銃口の前にゆらりと身体を晒さらした。真田は射しや線せんを亮史の頭部に据すえながら、ほんの一瞬、訝いぶかるような表情を見せた。その一瞬が、隙すきだった。亮史は身体を低く投げ出すと、まさしく獲え物ものを狙う獣けものの体勢で、あっという間に真田との距離を詰めた。

「──っ!!」

　真田の驚きが空気を介して伝わってくる。真田は自らも後退しながら発はつ砲ぽうしたが、いずれも亮史の皮ひ膚ふをかすめるだけに終わった。下からのすくい上げるような斬撃を、真田はかろうじて銃じゆう身しんで受け止めた。鈍い音が廊下に響ひびき、亮史のナイフが粉こな々ごなになって砕け散る。それと同時に真田の拳けん銃じゆうも、銃身を真っ二つにされて廊下の上に転がっていた。

　真田は使い物にならなくなった拳銃を捨て去ると、にやりと笑って、言った。

「さすがだな、月つき島しま亮史。さすがに楽しませてくれる」

「…………」

「苦労して主人になった甲か斐いがあったというものだ。これほどの高こう揚よう、これほどの充じゆう溢いつ──かつてのままの私ならば、きっと永久に味わうことはできなかったに違いない。感謝するぞ、月島亮史！　なにもかもは、お前のおかげだ。お前がいるがために、私は、生きている実感を味わうことができる！」

「──なら、さっさと、僕に殺されてくれ」

　にい、と真田は唇を吊つり上げ──懐ふところから、さらにもう一丁ちようの拳銃を取り出した。油ゆ断だんなく、その銃じゆう口こうを亮りよう史じの上に定める。すぐに発はつ砲ぽうしてこないのは、恐らく吸血鬼の脚きやく力りよくを警けい戒かいしているためだ。現在の亮史と真さな田だの距離は数メートルほど、これくらいの間合いならば一瞬で詰められる。それがわかっているだけに、真田もおいそれとは動くことができないのだ。機を狙っている。それは、亮史も同じだった。

「戦いの果てに敗北するのならば、無む論ろん私はお前に殺されるのだろう。だが、まだ私は敗北していない。お前に殺される気もない。勝利するためには、最大限の力を尽くす。当然のことだ」

「……くだらない」

「なに？」

「所しよ詮せんお前も、戦闘狂きようだ。戦って勝つ。それしか頭にない。それは力を使っているんじゃない。力に溺おぼれているだけだ」

「そうかもな。しかし、それがどうした？」

「どうもしないさ。お前がどうあろうと、僕はお前を殺すだけだ」

　真田の顔に、滲にじむように笑みが広がった。くつくつという笑い声すら、その喉のどから漏れてくる有あり様さまだ。冷たい殺意が、水のように胸の奥に染み渡っていく。

　かすかに銃口を跳ねて、真田はその目を細めた。

「復ふく讐しゆうか。わからないな。たかだか幽ゆう霊れい一匹の魂たましいひとつ、消し飛んだところでどうだというのだ？　月つき島しま亮史、いや、魎りよう月げつと呼ぼうか。最さい古この主人であるお前が、なぜそんな瑣さ末まつなことにそれほど命を賭かけるのか、私にはまったく理解できないね」

「…………」

「昔のお前はそうではなかったと、上じよう弦げんから聞いたことがある。冷れい酷こくにして非常な鬼おにの王。上弦の話から漠ばく然ぜんと思い描いていたのは、そんなイメージだったのだがな。──それともやはり、人間と同じ暮らしをしていれば、人間の臭いが染みついてしまうものなのか？」

　人間。その言葉が、亮史の『こころ』に刺さった。

　自分は、人間になろうとしていたはずだ。人間は、この世で最強の生物であるから。夜を削けずり、月を踏みしめ、爆発的に殖ふえていく人間の世界には、吸血鬼が生きる場所はどこにもなかったから。自分は人間に擬ぎし──いや、いっそ本当の人間になって、生きていこうとしていたのだ。

　だが、そうまでして、自分は、なんのために生きようとしていたのだろう。

　わからなかった。ただ生きるために生きていたとしか言えなかった。そして、かつてはそれでよかったはずだったのだ。生きるために生きる。死なないために生きる。獣けものがそうしているように、自分もそうする。それで、よかったはずだった。生せいの意味など、考えたこともなかった。

　しかし、今の亮史は違う。彼は『こころ』を持ってしまった。人の持つ温ぬくもりというものを知ってしまったのだ。それを実感したのは、それが自分から永久に失われたという痛みによってだった。失くした箇所の虚こ空くうから流れ込んでくるのは、苦痛、後こう悔かい、絶望──そして、真さな田だに対する冷たい殺意だけだった。

　そんなものが欲しかったわけではない。しかし、では、なにが欲しかったのだろう。人の心を理解しようと思った。目的もない生せいのために、そして恐らくは、若じやつ干かんの好こう奇き心しんのために。それは、もしかしたら、やってはいけないことだったのかもしれない。吸血鬼である自分が人の心を得ようとするなど、分ぶんを違たがえたことだったのではないか──

　亮りよう史じは歯を軋きしませて、首を振った。余よ計けいなことは考えるな、と自らに言い聞かせる。すべて後回しにしろ。あらゆる思し考こうや後悔は、今いま目の前でにやついている、この糞くそ野郎の心臓を抉えぐり出したあとに、ゆっくりとやればいいのだ。

　亮史の表情に浮かんだ葛かつ藤とうを、真田は見逃さなかった。目を細め、嘲あざけるように言う。

「お前は今、一体どちらなのだ？　月つき島しま亮史か、魎りよう月げつか。人間なのか、それとも吸血鬼なのか。戦いぶりは吸血鬼のものに違いない。しかし、戦う動機は復ふく讐しゆうだという。ひどくちぐはぐな存在になってしまったものだな」

「……黙れ。もう、喋しやべるな」

　低く、呻うめくように亮史は言った。自分のそんな声を、はじめて聞いたような気がした。真田の言葉は亮史の内側を、ゆっくりとではあるが確実に搔かき乱していく。それは、真田の言葉の中にいくつかの真実が──亮史の内側に触れるだけのものがある、ということだった。

　もう遠えん慮りよも容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもしない。殺すか死ぬかだ。両足に力を込めながら、亮史はそう思う。一気に跳びかかり、指先で喉のど元もとを引き千ち切ぎる。ただそのことだけを考え、イメージしていればいいのだ。

　空気が張り詰めていく。真田の顔から次第に余よ裕ゆうの色が消えていくが、その口元から笑みが薄らぐことはない。だらりと両腕を下げた体勢のまま、亮史は上うわ目め遣づかいに真田のことをにらみ上げ、ゆっくりと膝ひざを折りはじめた。跳ちよう躍やくの構え。一いつ足そく飛びに真田の息の根を止める。あるいはその前に、真田の放った弾だん丸がんが自分の心臓を貫つらぬくかもしれない。それすらも、亮史にはもうどうでもよかった。殺すか死ぬか。もう一度、その言葉を頭の中で反はん芻すうした。

　そのとき、背後のシャッターが凄すさまじい音で鳴り響ひびいた。何度も拳こぶしを叩たたきつける音、それに混じって、上じよう弦げんの声が聞こえてくる。

「魎月さま──魎月さま！　ご無事ですか!?　返事を、返事をしてください!!」

「おやおや。恋人のご登場か」

　気が抜けたように真田はそう言って、銃じゆう口こうを上に向けた。隙すき。亮史は一瞬のうちに伸び上がり、その指先を真田の喉のどめがけて振り抜いた。が、確実に頚けい動脈を切り裂くはずだったその一いち撃げきは、虚むなしく空くうを斬きるだけに終わった。『霧』だ。勢いをつけすぎたのが災わざわいして着地の姿勢が崩れ、結果として反転するのが遅れた。一瞬早く実体化した真田は、素早くその銃口を横に向け、二度三度と引き金を引いた。ガラスの割れる音に続いて、上弦の悲鳴に近い声が響いた。

「魎りよう月げつさまっ！　くそっ、玄げん翁のう、ツルも手伝え！　ほんの五センチの隙すき間までいいんだ!!」

　真さな田だも亮りよう史じも、その叫びを聞いてもいない。亮史が反転して再び跳びかかるよりも早く、真田は笑みの影だけを残して『蝙こう蝠もり』へと変へん化げ、割れた窓から外へと飛び立っていった。と同時にシャッターがわずかに持ち上がり、その隙間から『霧』となった上じよう弦げんが通路のこちら側に侵入してきた。

「魎月さま──」

　安あん堵どしたような上弦の声、それを耳にしながら魎月は『蝙蝠』に変化し──飛びつくように組みついてきた上弦に、羽ばたくのを邪じや魔まされてしまった。どけ、離せ──と怒ど鳴なろうとしても、『蝙蝠』には発声器き官かんは存在しない。その代わりのように、上弦が切実な響ひびきの籠こもった声で叫んだ。

「だめだ！　向こうは銃を持ってるんだぞ!?　『蝙蝠』なんかになって追つい撃げきしたら、狙い撃うちされるに決まっている！」

　──知ったことか。死ぬか殺すか、それだけだ──

　その言葉を、しかし亮史は言うことができない。言ったとしても、上弦には伝わらないだろう。上弦は自分のことを大切に思っているから。死の危険を冒おかすような行為は、絶対に認めようとはしないのだろう。そのしがらみが、束そく縛ばくが、これ以上ないほどに鬱うつ陶とうしかった。

　亮史は人間に戻り、自分にしがみついてくる上弦のことを、手て加か減げんせずに振り払った。上弦の軽い身体からだはあっさりと吹き飛ばされ、シャッターにぶつかって小さな呼こ気きを漏らした。気弱な瞳で亮史を見つめ、震える唇を開く。

「魎月、さま、私は、私はただ、」

「……真田を逃がした。上弦」

　上弦の言葉を遮さえぎって、亮史はただそれだけを口にした。上弦の表情が苦しそうに歪ゆがんだ。そこから視線をそらして、亮史は頭の中の『感かん知ち』を起動、真田の位置を確認する。居たたまれないように自分を見つめる上弦を冷たい目で見み下くだしながら、亮史は言った。

「追うぞ。上の階だ。向こうの態勢が整わないうちに追撃をかければ、容易に奴やつの首を取ることができる。次は、邪魔をするなよ、上弦」

　上弦は弱々しく頷うなずいた。強気で、傲ごう慢まんで、誰に対しても決して膝ひざを屈しようとしなかった上弦が、なぜこうまでされて黙っていられるのか、亮史にはわかるような気がした。失いたくないからだ。かつて失い、今再びようやく得ることのできた、魎月というその存在を。二度と手放したくないからこそ、ここまで下した手てに出ることができるのだ。

　その執しゆう着ちやくには、利用価か値ちがあった。少なくとも真田を追い詰めるまでは、上弦とその眷けん属ぞくの協力が必要なのだ。それからあとのことは──まだ、亮史も、考えてはいない。そのときはそのときだ。言葉どおり、上弦と一緒にかつての生活を送るのも、悪くないかもしれない。あるいは、

　あるいは──




　　　　◆




　管理室に侵入してきたクイナを、壱いち番ばんは──壱番に刷すり込まれた真さな田だの『支配』命令は、明確に敵として認識した。小しよう銃じゆうの矛ほこ先さきを、レレナの膝ひざからクイナの眉み間けんへと移し変える。泣きそうな顔で、声で、壱番は叫ぶように言う。

「──だれ？　だれ、あなた？　入ってこないで──出ていって!!」

　小銃を握る手が震えている。壱番を見るクイナの目には、どんよりとした色が浮かんでいるだけだった。

「ああ、あんたも、銃、持ってるんだね。あんたでも、いいや」

　ゾンビのようにクイナがこちらに近づいてくる。壱番は恐れをなして後退しようとしたが、すでに背中は管理室の壁にぴたりとくっついてしまっていた。あるいはその壁がなくても、逃げることはできなかったのだろう。管理室内に入ってくる敵は殺せ。それが、真田が壱番に下した命令だったから。

「やめて。近づかないで」

　壱番の悲痛な声は、クイナには届かない。夢の中から響ひびくような虚うつろな声で、クイナは言う。

「死にたいの、あたし。でも、自分じゃ死ねないから──だから──誰かに──月つき島しまでも、真田でも──あなたでもいいから──誰かに──誰か──」

　……この人、怖い。

　壱番は助けを求める視し線せんを、壁かべ際ぎわにいるレレナへと送った。彼女はどうにかその視線に気づいてくれたようだった。うろたえたように壱番とクイナを交互に見、それからレレナはクイナの腕にしがみついた。

「く、クイナさん、落ち着いて──」

　濁にごっていたクイナの瞳に、はじめて感情の色が浮かんだ。苛いら立だちだ。

「離せ。レレナ」

「……嫌です」

「邪じや魔まだ。離せ」

「離しません」

　短い問答には、容易に立ち入りがたい雰ふん囲い気きが漂っていた。壱番は硬こう直ちよくしたまま動くことができない。クイナは舌した打うちをすると、レレナをぶらさげたまま、壱番へと視線を戻した。

「あんた」

「えっ、あっ、はい!?」

「真田の部下？　──まあ、なんでもいいや。ここを守るように言われたんでしょ？」

　壱いち番ばんはがくがくと頷うなずく。右腕に勝手に力が籠こもっていく。早く出ていってほしかった。彼女が外がい敵てきであることには間違いないのだ。これ以上この部屋の中に留まっていたら、『支配』が自分に彼女を殺させてしまうだろう。それだけは、どうしても避けたかった。

　だが──クイナは、壱番の望みとは真逆のことを口にした。

「だったら、あたし、敵だよね。あなたにはあたしを殺す理由、あるよね」

「えっ、──え？」

「殺してほしいの。あたしを」

　再びクイナは足を踏み出す。レレナはなんとか踏ん張ってその歩みを止めようとしたが、血液の不足している身体からだではいかんともし難く、ずるずると引きずられるばかりだった。壱番にずいと鼻先を近づけて、澱よどんだ瞳でクイナは言う。

「そんなに難しいことじゃないでしょう？　銃を持っているんだもの。少し人差し指に力を込めるだけ。それだけでいいから」

「クイナさん!!」

「あんたは、黙ってろ、レレナっ！」

　腕を大きく振り払って、クイナはレレナの身体を弾はじき飛ばした。さすがに吸血鬼の腕わん力りよくは凄すさまじく、レレナの小さな身体はドアの付近にまで吹き飛ばされてしまった。──ドアは、まだ開いたままだ。壱番はその事実に反応する。今、レレナがその気になったら、逃げられてしまうかもしれない。壱番は思わず言っていた。

「レレナ、逃げないで、お願い」

　細いその声に、クイナがぴくりと動いた。首を捻ひねってレレナのことを見み遣やり、「そっか」と口元に淡い笑みを浮かばせる。

「あんたはやっぱり真さな田だの部下で、レレナを逃がさないよう見張っていろって、あいつに言われたんだね。じゃ、簡単だ」

　クイナは銃じゆう身しんを摑つかむと、その銃じゆう口こうをゆっくりと己おのれの額ひたいに当てた。いっそ優しくも思える笑顔で、説いて聞かせるように言う。

「あたしはレレナの味方で、あいつを逃がすためにここにきた。あたしの役目はあんたを足止めすること。あんたがあたしを殺さなければ、レレナはここから逃げ出してしまう。──わかるね？」

　壱番はいやいやをするように首を振った。言いたいことはわかるし、なにをさせようとしているのかもわかる。でも、嫌だった。戦ったことがないわけではない。人を殺したことだって、幾いく度どとなくある。それでも壱番は真っ当な人間だった。どんな理由があっても誰も殺したくなかったし、誰とも戦いたくなかった。その思いだけが懸けん命めいに、クイナを殺そうとする『支配』命令と戦っていた。

　それでも、『支配』の能力は、抗あらがいがたい力で壱番の手を動かした。銃じゆう把はを握る手に次第に力が込められていく。壱いち番ばんの表情が緊きん張ちようしていくにつれ、クイナの顔には喜びの色が浮かびはじめていた。それを見ているのが、自分が人を殺す瞬間を見るのが耐えきれずに、壱番は固く目を閉じて、

「だめっ!!」

　レレナの甲かん高だかい叫びが聞こえた。唐とう突とつに身体からだを襲おそった衝しよう撃げきに、反射的に指が動いた。乾いた銃声が室内に鳴り響ひびいたが、その銃じゆう口こうの先にあるのは虚こ空くうだけだった。壱番は目を見開き、横合いから飛びついたレレナがクイナを地面に押し倒したのだということを理解する。自分を見上げるレレナの強い瞳に気け圧おされて、同時に壱番の脳のう裏りに真さな田だの声が蘇よみがえってきた。

　こいつを逃がすな。抵抗したら殺せ。

　──これが『抵抗』でなくてなんなのだろう。だめだ、もうだめだ。あなたが悪いんだからね、レレナ、あなたが、あなたさえ大人おとなしくしていれば、あたしだって──

　その思し考こうを最後に、壱番の身体の主しゆ導どう権を『支配』命令が奪い取った。壱番はレレナの顔面に照しよう準じゆんしてトリガー、数十の銃じゆう弾だんがレレナの頭部を襲おそう。が、それよりも一瞬早く、レレナは前に向かって──つまり、壱番に向かって飛びついていた。

　いくら『支配』されていたとしても、壱番は戦闘の経験に乏しい『守人もりうど』の女の子であることに違いはなかった。とっさに組みつかれて、壱番の身体はパニックを起こして硬こう直ちよくした。が、レレナの手が自分から小しよう銃じゆうを奪おうとしているのだということを理解するなり、壱番はレレナの身体を蹴けりつけた。レレナの手首を握り、必死に銃を奪われまいとする。それどころか銃口をレレナの頭に向け、それを吹き飛ばそうとまでした。自らのその行いに、壱番は恐怖した。

　その恐怖が、隙すきになったのかもしれない。壱番の身体はほんの一瞬だけ、びくりと硬直するように動かなくなってしまった。命の危機に晒さらされていたレレナは、その隙を見逃さなかった。身体ごと投げ打つようにして小銃を奪いにかかる。壱番は引き金を引くでもなく、レレナの身体を突き飛ばすでもなく、銃じゆう身しんを跳ね上げるようにしてレレナの腕から逃れようとした。

　二つの偶然が、重なった。

　跳ね上げた銃身を、ぶつかってきたレレナが壱番の身体に押しつける格かつ好こうになった。と同時に、恐怖によって生まれていた隙が『支配』命令によって完全に押し潰つぶされ、壱番の人差し指はついに小銃の引き金を押し込んでいた。その銃口の先にあったのは──

　壱番の、喉のどと、顎あごだった。

　乾いた音と衝撃が、同時に襲いかかってきた。

　壱番の頭が、弾かれたように縦に揺れた。同時に視し界かいがぐるりと回り、壱番の瞳に横倒しになった床が映り込んでくる。どうしたのだろう。そう思う。なにが起きたのかまるで理解できない。口を開き、なにかを言おうとしたが、聞こえてくるのはごぼごぼと水が泡立つような音だけだった。

　視し界かいの中に、床と同じように横倒しになったレレナの顔が入り込んできた。泣いていた。泣きながら、ぱくぱくとその口を動かし、懸けん命めいになにかを言っているようだった。

　──なんで、ないてるの。

　湧わき上がる疑問のままに、壱いち番ばんはそう問おうとした。できなかった。

　不意に、眠たくなってきた。ゆっくりと、壱番はまぶたを閉じていく。意識が完全に沈んでしまう前に、壱番は、ふっと小さく息を吐いた。安あん堵どの吐と息いきだ。言葉にすることはできないとわかっていたから、ただ頭の中だけで、壱番は小さくつぶやいた。

　──よかった。誰も、殺さずに、済んで。




　　　　◆




　別に、よくあることだと思った。世の中には弾はずみというものがある。害がい意いがなくても人を傷つけてしまうことはままあるし、よかれと思ってやったことが正反対の結果を招いてしまうことも、往おう々おうにして起こり得ることだ。クイナが言うのだから間違いない。なにしろクイナは、経験者なのだから。

　それでも、レレナが人を殺したのだという事実に、変わりはなかった。

　クイナが、自らの姉を、その手で刺し殺したのと同じように。

　ぴくりとも動かなくなった少女の死体の前で、レレナは膝ひざを抱えたまま、がちがちと歯を嚙かみ鳴らしていた。寒さをこらえるようなその姿に、滑こつ稽けい味みすらクイナは感じた。よほど言ってやろうかと思った。人殺し。あたしの苦しみが、少しはわかったか。

　──やめた。

　意味のないことはしたくない。大体、自分がレレナを非難できる立場でもないだろう。同じように、慰なぐさめることができる立場にあるわけでもなかった。レレナを慰めるのは簡単だ。仕方がない。弾みだったんだ。あんたは殺そうと思ってやったんじゃない。だから、あんたが悪いんじゃない──

　くだらねー。

　クイナは立ち上がる。もうこの部屋に用はない。廊下をさ迷い歩いていれば、あるいは自分を殺してくれる誰かに会えるかもしれない。そう思い、彼女は部屋を出ていこうとした。

　背後から、呻うめきとも泣き声ともつかない声が聞こえてきた。思わずクイナは振り返る。

　レレナだった。もう膝を抱えてはいなかった。その顔は涙と鼻はな水みずでぐちゃぐちゃになっていたが、恐怖の色は幾いく分ぶん薄れているようだった。四つん這ばいになり、レレナはなんとかして立ち上がろうとしているようだった。純粋な驚きがクイナの中で弾はじけ、まだそんな情じよう動どうが残っていた自分に対しても、クイナは驚きを感じた。レレナはふらつきながら、それでもなんとか両足を床に踏ん張らせると、管理室の出口に向かいかけているクイナに向きなおった。

「──クイナ、さん、待って、ください」

　ごしごしと袖そでで強くその顔を拭ぬぐって、赤く泣き腫はらした目で一いつ心しんにクイナのことを見つめてくる。その視線から、なぜかクイナは目を背そむけた。

「私も、行きます」

　ずいぶんとまあ、素早い立ちなおりだ。腹が立ってくるほどに。非難する気は毛もう頭とうないが、皮ひ肉にくのひとつやふたつ言いたくなってしまう。クイナは床に転がっている死体を顎あごで示し、薄ら笑いと共に言った。

「それは？　連れて行かなくていいの？」

　劇的な反応が起きた。

　緊きん張ちように張り詰め青ざめていたレレナの顔が、崩れた。崩れたとしかクイナには思えなかった。これ以上ないほどに歪ゆがんだ自分の表情を、レレナは恥じるように下へと向ける。止とめ処どもなく涙が溢あふれ出し、足元の床に水滴の模も様ようを描いた。膝ひざががくがくと震え出し、今にもへたり込んでしまいそうだったが、それでも彼女の身体からだがくずおれることはなかった。

「──だめです。いちばん、さん、つれて、きた、けど、わた、もう、だめ、そんな、そんっ、う、うくっ、うう、うううううううっ…………！」

　めちゃくちゃな言葉は、切れ切れの呻うめきに変わった。クイナの顔には、もう笑みの影も残ってはいない。霞かすみがかっていた頭が、少し晴れたような気さえした。

　レレナは、いくつなのだろう。唐とう突とつに、そう思った。吸血鬼になってからそれほど日が経たっているようには思えなかったし、となれば外見の年ねん齢れいからそれほど離れていないということになる。見る限りは十五、六歳さい、内ない実じつは二十歳前後、といったところだろうか。──そんな、まだ大人おとなにもなりきらない年とし頃ごろの娘が、弾はずみとはいえ人を殺してしまったのだ。

　レレナの心を苛さいなむ罪の意識が、クイナには少しだけ──ほんの、ほんの少しだけ、わかる気がした。自分もそれを経験したことがあるから──今も経験しているから。同情、は湧わいてこない。自分は誰かを同情できる立場にないということを、クイナはよく理解しているからだ。状況だって異なっている。殺した相手との関係性も違えば、罪の大きさ自体もまるで違う。それでも、確かにクイナとレレナは、ある意味では同類なのかもしれなかった。

　クイナはなにか言おうとした。非難でも慰なぐさめでも皮肉でもない、なにかを。言えなかった。言葉が見つからない。だからクイナは、踵きびすを返し、レレナに近づいて、その手を握ってこう言った。

「──行くよ」

　レレナは、震えるようにその言葉に頷うなずいた。

　涙に濡ぬれたその手のひらは、赤あか子ごのように無力だった。それを握りながら、クイナは歩き出す。

　行くって、どこへ。自らにそう問いかけてみても、もちろん答えは返ってこなかった。生きる気力が湧わいてきたわけではない。早く死にたいと、そう思う気持ちに変わりはない。しかし同じ死ぬにしても、どうしたらいいかわからずに泣いている少女をどこかへ置き去りにして死ぬのは、なんとなく気持ち悪かった。

　目的も定めずに、クイナは歩く。レレナはふらつきながら、それについてくる。強い奴やつだ。ぼんやりと、頭の片かた隅すみで、そう思った。罪の意識を感じていないわけではないだろう。取り返しのつかないことをしてしまったと、後こう悔かいに塗まみれているに違いない。だが、それでもレレナは、きちんと二本の足で立って、歩くことができているではないか。──自分など、姉を殺してからずっと、しゃがみ込んでいることしかできなかったというのに。

「……羨うらやましいな」

　ぽつりと、小さく、クイナはそうつぶやいた。そのつぶやきは、誰の耳にも聞こえることはなかった。レレナにも、クイナ自身にも。クイナはただ、ぼんやりと夢を見るような目をしたまま、途と方ほうに暮れたように歩きつづけるだけだった。
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　レレナの反応が動きはじめたことを言うべきか、ツキは迷っていた。言わずとも亮りよう史じにとて『感かん知ち』はある。そのことが、わかっていないはずがないのだ。

　管理室の中にあった二つの反応は、あるときから三つに増え、そして今はまた二つに戻っていた。管理室内に突然現れた何者かが、真さな田だのつけた監かん視しを打ち倒し、レレナを救出して脱出した。そうとしか考えられなかったが、しかしその『何者か』が一体誰なのかまでは、皆かい目もく見けん当とうもつかなかった。真田の味方ではないだろうが、だからと言って亮史たちの味方である保証もない。

　それならば、自分たちは一刻も早く管理室へ向かうべきだ。ツキはそう思っていたし、それは無む論ろん亮史も一緒なのだろうと考えていた。ここは中階である。真田は上階に逃げてしまったのだから、その隙すきにレレナを救出し、後こう顧この憂うれいをなくしておいたほうがいい。

　しかし、亮史は別の行動を選択した。愚ぐ直ちよくなまでに、真田を追おうとしたのだ。元もと来た道を通り、中階から上階へ向かおうと言い出した亮史のことを、ツキは信じられないものでも見るような目で見つめた。しばらく迷ってから、口を開く。

「……主人」

　亮史はツキの視線を見返した。乾いた瞳。

「なんだ、ツキ？」

「レレナの反応が動き出した。まずはそちらを助けるのが先決ではないのか？」

　二度ほど、亮りよう史じは瞬まばたきをする。思ってもいなかったものを鼻先に突きつけられた。そんな表情だった。

　やがて亮史は、得とく心しんがいったように「ああ」と声を出した。

「そうか。レレナくんか。──そうだったな」

　その言葉に、ツキは不ふ審しんを感じる。まるで──レレナの存在そのものを、忘れてしまっていたかのような物言いだった。その思いを振り払い、ツキは極めて事務的な口く調ちようで言葉を続けた。

「通路があちこちシャッターで分断されているが、『感かん知ち』があるのだからすぐにたどり着くことができるだろう。真さな田だを追うよりもまず、レレナを保護すべきだ。というより、本来の目的はレレナの救出にあったはずだろう」

「──ああ」

　乾いた亮史の目に、一瞬だけ暗い色が過よぎった。

「そうだな。確かに、そうだった」

「私は、反対だな」

　そう言ったのはもちろん上じよう弦げんだ。ツキは上弦に目を向けたが、亮史はなにかを考えるかのように、視線を宙に巡らせたままだった。上うわの空の亮史の横顔を見つめながら、上弦は腕を組んだ。

「これ以上一いつ行こうの人数を増やすべきじゃない。本来ならば戦闘要よう員いんは、私と魎りよう月げつさまと玄げん翁のうだけで十分なはずだ。お荷物が増えればその分だけ、真田の付け入る隙すきが多くなる。助けるのなら真田を殺してからでも遅くはない」

　ツキは鼻を鳴らした。露ろ骨こつに馬鹿にしたその態度に、上弦の顔がぴくりと引きつり、ツルは牙きばを剝むき出しにしてツキのことをにらみつけてくる。泰たい然ぜんとそれらの視線を受け止めながら、ツキは朗ろう々ろうとした口調で、

「レレナを放置しておくのは賛同できかねるな。『感知』があるのは真田も同じだ。劣れつ勢せいに立った今、真田が再びレレナを人ひと質じちに取ろうとしてもなんの不ふ思し議ぎもない。そうなったらどう対たい処しよするつもりだ？」

「……ふん」

　上弦は不快そうに顔を背そむけた。そんなこと、私が知るか。言葉に出さずとも、態度はありありとそう語っていた。もともと上弦は、レレナがどうなろうと知ったこっちゃないのだ。ただ亮史の手前、それをはっきりと言うことができないでいるだけで。女の理り不ふ尽じんに付き合っている暇ひまはない。ツキは答えを促うながそうと、亮史に視線を戻した。

　亮史は、まだ何事かを考えているようだった──いや、あるいは、なにも考えていないのかもしれない。宙の一点だけを見定めているその表情は、あるいは愕がく然ぜんとしているようにも見受けられた。主人、と言いかけた己おのれの声を、ツキは抑え込む。代わりに心の中で、その問いかけを呟つぶやいた。

　──なにを考えている、主人？

　舞まいを殺した真さな田だを許すことができない。それはわかる。しかし、なら、レレナはどうなるのだ。上じよう弦げんの言葉は、ある意味では的まとを射ている。レレナを助けるにしても、彼女を連れたまま戦闘を行うわけにはいかないし、また彼女をひとりにして湯ゆヶが崎さきに帰すわけにもいかない。ツキが考えるに、自分たちの取りうる最良の選択は、レレナを救出したその足で湯ヶ崎に帰き還かんすることだった。真田のことなど放っておいていい。湯ヶ崎から離れる以上、真田がこちらを追跡することはできないし、なにより真田を殺したところで、舞が生き返るわけではないのだ。

　そんなことは、自分が言うまでもなく、亮りよう史じにもわかっているはずだ。だからツキはなにも言わない。復ふく讐しゆう。かつてもっとも縁えん遠どおかった言葉に、今の亮史は囚とらわれているとしても、だ。そのことに対して、使つかい魔まである自分がなにを言えるはずもなかった。ただツキは、これ以上の犠ぎ牲せいがでないようにすることを考えるだけだった。

　やがて亮史はツキに目を戻した。その口元に浮かんでいたのは、かつて湯ヶ崎で亮史がいつも貼はりつけていた、あのあいまいな笑みだった。あれほど嫌っていたその笑顔が、なぜかそのときのツキには、懐なつかしく感じられた。

「ツキ、お前の言うとおりだ。レレナくんを助けよう。管理室は──こっちだな」

「魎りよう月げつさま」

　丸っきり無視される格かつ好こうになった上弦が、不満そうに言った。言っただけだ。反対の意を表ひようしようと思ったわけではないのだろう。が、亮史はツキも驚くほどの冷ややかな表情を浮かべて、そんな上弦を一いち瞥べつした。その視線に、上弦は刃は物ものでも突きつけられたかのように喉のどを鳴らした。

「なんだ、上弦」

「……いや、別に、なにと言うほどのことでは…………」

　恐れるように目をそらし、口籠ごもった上弦のことを、亮史はしばらくのあいだ見つめていた。やがてまたあいまいな笑みを浮かべると、亮史は上弦の肩に触れ、

「そうか。では、行こう。レレナくんを護まもるにはお前の協力も必要になる。そのときは、よろしく頼む」

　上弦は目を見開く。その顔に喜き色しよくが溢あふれるのに、それほどの時間はいらなかった。何度も何度も、こくこくと頷うなずいた上弦に背を向けて、亮史は歩き出した。上弦がその背中に嬉うれしそうに続く。

　ツキは──いや、玄げん翁のうも、ツルもだろう。そのやり取りに、なんとなく不ふ審しんなものを感じていた。が、わざわざ口に出しては言わない。主人同士のやり取りに、眷けん属ぞくが口を挟むことはない。玄翁が、次いでツルが歩き出し、進んでいく一いつ行こうから距離をとるようにして、ようやくツキも彼らのあとを追った。




　　　　◆




　身体からだが重い。光一ひと筋すじ差さない泥の中でもがいているような気分。視し界かいはぐにゃぐにゃに歪ゆがみ、喉のどの奥には吐き気がちらついている。腰から下の感覚はほとんどなかったが、どうにか自分は両足を前後させることができているようだった。悪あく夢むを見ているようなその感覚の中で、レレナの頭の中に、もう何百回となく繰り返された言葉が浮かんだ。

　私は、人を、殺した。

　人殺しだ。

「……っ」

　こみ上げてきた。涙が、ではない。涙などとうに出尽くしてしまった。かろうじて残っていたレレナの理性は、クイナの手を振り払うと、レレナの身体を壁かべ際ぎわにまでもっていった。胃が裏返るような感覚と同時に、喉のど元もとを熱いなにかが通り過ぎていく。反射としての涙が目じりから零こぼれ、レレナは硬いリノリウムの床の上に吐と瀉しや物を撒まき散らした。

　咳せき込みながら、荒く息をつく。白色の粘ねん液えきが、床に広がり足を浸ひたしていた。どん底に落ちたような惨みじめな気分に、また目元がじわりと熱くなる。

　と、いきなりレレナは手を引かれた。視界から胃い液えきが見えなくなる。顔を上げると、厳きびしく眉まゆを寄せたクイナが、その袖そでで乱暴にレレナの口元を拭ぬぐった。小さく息を吞み、しばらくのあいだクイナを見つめ、それからレレナは、言った。

「……ありがとう、ございます」

「いいよ。別に。これくらい」

　なぜか、怒ったような顔をしている。さらに強く手を引かれ、レレナは引きずられるようにして歩き出した。──不ふ思し議ぎなものだ。ついさっきまでは、自分のほうがこうやって、クイナの手を引いて歩いていたというのに。自分を助けようとしてくれているのだろうか──とぼんやり思ったが、そのことに対する感かん慨がいは、なにも湧わいてこなかった。

　壱いち番ばんを殺したときから、ずっとそうだった。

　直接手てを下したわけではない。あくまでも、事故だったのだ。その二つの言葉は、しかしどれほどの慰なぐさめにもならなかった。殺意がなかろうと、身を守るためであろうと、レレナと争った果てに壱番が死んでしまったということは、動かしようのない事実なのだから。

　人殺し。頭に響ひびく自じ責せきの声に、耐えきれなくなる。ここで膝ひざを折り、へたり込んでしまえたらどれほど楽だろう。そう思うと同時に、身体から力が抜ける。体力と気力が同時に尽きた、そんな感じだった。

　崩れかけたレレナの身体を、クイナが乱暴に受け止めた。レレナはクイナの顔を見上げる。その瞳には、多分に抗こう議ぎの色が混じっていたかもしれない。厳きびしくレレナを見下ろしながら、クイナは言う。

「倒れるな。あたしにあれだけ、偉そうなことを言っておいて」

　その言葉に、答えることもできなかった。精神的なことを抜きにしても、もう身体からだに力が入らないのだ。血液欠けつ乏ぼう症しよう。その症状が、今のレレナにとってはひどくありがたかった。もう歩かないで済む、考えないで済む。そう思うと、心の中のどこか頑かたくななところからふっと力が抜けていき、なにもかもがどうでもよくなってきた。レレナは目を閉じて、その安あん楽らくに身も心も浸ひたそうとした。が──

「──レレナ。飲め」

　冷たいその声に、薄く目を開ける。その目が、大きく見開かれた。

　クイナが、右の手首を歯を使って食い破っていた。『再生』しないように、左の指で傷口を開きながら、クイナはそこから溢あふれる血をレレナの口元に近づけてきた。どくどくと流れ落ちる血液に、本能的な嫌けん悪お感かんが先に立つ。首を振ってそれから逃れようとしたレレナの身体を、クイナは見捨てるように突き飛ばし、無ぶ様ざまに床の上に転がした。

「無む駄だにするのか」

　冷れい徹てつにレレナのことを見下ろしながら、クイナはそう言った。その瞳には、なぜだろう、レレナと同じ惑まどいの色が表れていた。

「──白しろ宮みやは、」

　短くそう言って、クイナは恐れるように口を閉じた。レレナの視線から目を背そむけ、あらぬ方向の床を見つめながら、クイナは言葉を続けた。

「白宮はあたしを助けるために、真さな田だの犠ぎ牲せいになった。あんたは確かに、そう言った。でも、白宮が助けようとしたのはあたしだけじゃない。あんただって白宮に助けられたはずだ」

　レレナは膝ひざをついたまま、そう語るクイナを呆ぼう然ぜんと見上げることしかできなかった。クイナは苛いら立だたしげに舌を打つと、自分も同じように床に膝をついて、レレナの顔を正面から覗のぞき込んだ。

「それを無駄にするのか？　血を飲まないっていうのは、そういうことだろう。でなきゃあんたの身体はもう保もたない。ここから逃げ出すどころか、一歩も動けなくなってしまう」

　クイナは、立ちなおってくれたのだろうか。ぼんやりとそう思う。ぼたぼたと血の溢れるクイナの手首と、なにかに動どう揺ようしているようなクイナの瞳を、レレナは交互に見み据すえた。おずおずと口を開く。

「──でも、だって、──クイナ、さんは、」

「あたしの名を呼ぶなっ！　あたしのことなんてどうでもいい!!」

　突然、クイナは激げつ昂こうしてそう叫んだ。傷口を開いていた左手を不意に突き出して、クイナはレレナの胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「勘かん違ちがいするなよ。あたしはなにも変わっちゃいない。死にたいって思ってるのは相変わらずさ。でもね、レレナ、あんたは違うんだろう。あんたは生きたいんじゃないのか？　生きてここから逃げ出そうと、そう思ってるんじゃなかったのか？　そのあんたが血を飲みたくないなんて、そんなワガママを通すことができると思っているのか」

　淡たん々たんとしたクイナの口く調ちように、レレナは目を大きく見開いて聞き入ることしかできなかった。クイナは苦く渋じゆうに耐えるようにその顔を歪ゆがませる。

「飲め。レレナ。それがあんたの責せき務むだ。あたしを──他の誰かを死なせないなんて、そんな大それたことを言ってのけたんだ。あたしみたいに自分から死のうとすることなんて、絶対に許さないからな」

　クイナの言葉が、じわりと身体からだの中に染み込んでくるような気がした。

　あたしは変わっていない。クイナはそう言った。しかし、やはりクイナは、どこか決定的な部分で変わったのだとレレナは思う。クイナは憤いきどおっている。苛いら立だたしげな表情を、どこか悲しげな表情を、レレナに見せている。それだけでも、ずいぶん変わったのではないか。つい先ほどまでは万ばん事じに対して「どうでもいい」と言って、地面にしゃがみ込んでいるだけだったクイナが、今は同じように床にしゃがみ込んでいるレレナを見、その胸むな倉ぐらを摑つかみ、怒ったような顔をしてなにかを伝えようとしている。それは、大きな変化だった。

　唾つばを飲み込む。覚かく悟ごを決めた。レレナはゆっくりと腕を伸ばし、『再生』の始まっているクイナの手首を、摑んだ。自らの指でもってその傷口を押し広げ、レレナは、口づけるようにしてクイナの手首から溢あふれる血液を喉のどに流し込んだ。
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　途と端たんに吐き気がこみ上げてくる。目をつぶり、押し殺した。たとえ逆流し、吐き戻してしまったとしても構わない。そのときは吐き出した血を啜すすって、再び胃に流し込むだけだ。血を飲まないということは、生きるのを放ほう棄きすること。そう言ったクイナの言葉が蘇よみがえる。そのとおりだった。生きたいのならば血を飲むしかない──いや、生きるために、血を飲むのだ。血を飲めば生き延びることができる。少なくともその可能性は大きくなる。そのためならどんなことでもするという気に、レレナはなっていた。

　ごくり、ごくり。血を嚥えん下げする音が、すぐ耳元で聞こえるような気がした。はじめて口にする人の血液は、おいしくもまずくもなかった。一度それを受け入れてしまうと、潮しおが引くようにして吐き気は消えていった。変わったことといえば、湯を飲んだように胃袋が温かくなりはじめた、というところだろうか。数分もクイナの手首に口づけてから、レレナはようやく唇を離し、唾だ液えきと血液に濡ぬれた自らの口元を拭ぬぐった。改めて、クイナの顔を見る。が、クイナのほうは相変わらず怒ったような表情のまま、そっぽを向いているだけだった。

　少しは落ち着いたのだろうか、とレレナは自らに問いかけた。まだ気だるさはどうしようもなく残っていたが、少なくとも身体からだを動かすことはできるようになっていた。レレナはその場に立ち上がり、クイナに対して深々と頭を下げた。

「ありがとうございました、クイナさん」

　クイナはそれとわかるほど不ふ機き嫌げんな表情を浮かべ、

「別にあんたのためじゃない。なんとなく、思ったことを言っただけだ」

「でも、私に血を分けてくれました」

「そんなもの。──どうせあたしには、もういらないものだ」

　レレナはちょっと視線を落とした。少し深しん呼吸をし、それから顔を上げ、まっすぐに言う。

「なら、もう少し、私にください。私の血が尽きたときに、また私に飲ませてください。それまでずっと、私の傍そばに、いてください」

　きょとんとした目で、クイナはレレナのことを見つめた。しかしレレナは、その視線を正面から見返すことはしなかった。気を外すようにふいと顔を背そむけ、クイナの手を取ってまた歩きはじめる。答えは待たなくてもいい。少なくともクイナは、レレナのことを気にかけてくれるようになった。それと同じように、クイナ自身のことも気にかけるようになってくれればいい。レレナは心から、そう思った。

　人殺し。不意にその言葉が蘇よみがえり、心に凄すさまじい痛みが起こる。体力が補充されたからと言って、気力までもが蘇るわけではないし、ましてや自分が犯した殺人という罪が消えるわけでもない。そのことはわかっている。しかし、今はまだ、罪の意識に押し潰つぶされるわけにはいかなかった。自分には生き残る責せき務むがある。白しろ宮みやが身を挺ていして真さな田だから庇かばってくれた。クイナは自らの手首を裂き血を飲ませてくれた。そして亮りよう史じは、自分を助けるために今もなお戦っている。それを無む駄だにすることは、どんな理由があろうとも、絶対に、絶対にしてはいけないのだった。




　　　　◆




　自分が月つき島しま亮りよう史じに劣るものはなんだったのだろうかと、真さな田だは武器保ほ管かん庫この中で考える。

　保管庫は上階にもある。かつては百人規き模ぼを擁ようしていた『組織』には、それに見合うだけの量の武器が揃そろえられていた。中階と上階にひとつずつ保管庫を作ったのは、単にリスクの分散を図ってのことだった。他の従じゆう者しやたちはともかく、真田だけは常に、この本ほん拠きよビルが戦場になることを見越していた──いや、むしろそうなるように画かく策さくしていた、と言うべきか。戦せん闘とう環境を自分に有利なものにするのも、立りつ派ぱな『戦い』のひとつだと、真田は考えていた。

　その差だろうか。ずらりと並んだ銃じゆう器き類るいを前にして、真田は小さく呟つぶやいた。

　上じよう弦げんと月島亮史、そして玄げん翁のう。その三人に、自分ひとりで勝利できると考えられるほど、真田は愚おろかではなかった。ただ、一対一ならば、と思っていたのは事実だ。今や自分は完全な心臓を持つ、真の『主人』なのだから。人の心を持った腑ふ抜ぬけどもになど遅れを取るはずがない。どこかでそう信じ込んでいた。

　甘かった、と言わざるを得ない。一対一どころか、武装した従者を従えてなお、自分は月島亮史に勝つことはできなかった。

　負けたわけではない。勝っていないだけだ。戦闘はまだ続いていて、真田はどうすれば勝つことができるかを思し案あんしている。どこかにあるはずだった。自分が月島亮史に勝てる、完全な方法が。

「……やはり、これか」

　真田は少し歩を進め、室内の一番奥のロッカーを開けた。中に入っているのは、軍用の制せい式しき品に少し改良を加えたプロテクターだ。動きを阻そ害がいしない程度の簡易な防具で、『装そう甲こう』のような万能性はないが、心臓や喉のど元もとといった吸血鬼にとっての急所は確実に保護している。これを装備するだけでも、丸まる腰ごしの月島亮史に対してはかなり違うはずだった。

　しかし、それでもやはり、違い和わ感かんは拭ぬぐいきれなかった。これでは勝てない、という気がするのだ。理り屈くつではなく直感だったが、直感は大切だ、と真田は考えている。一瞬の差がすべてを決する戦闘においては、知識よりも直感のほうがはるかに役に立つ。真田は伸ばしかけた手を引っ込めて、ロッカーの扉を閉めた。

　小こ細ざい工くを弄ろうしている。頭の中のどこか冷えた部分が、自分の行動をそう分ぶん析せきしている。ちっと舌を打ち、固めた拳こぶしをすぐ脇のロッカーに叩たたきつけた。驚くほどの大きな音が鳴り響ひびき、ロッカーの戸は中心からべこりとへこんでしまう。真田は大きく息を吐いて、その場にどかりと座り込んだ。天井を見上げる。

　なにが足りない、と呟つぶやいた。

　自らの心臓の欠けつ陥かんを修しゆう復ふくしたときに、真の自由を得られたと思った。が、月つき島しま亮りよう史じには勝てなかった。そんなものは自由ではない。真さな田だはいまだに、自由から程ほど遠とおいところにいるのだ。主人になることで、強力な力を得ることで、それに近づくことはできた。しかし月島亮史に、上じよう弦げんに勝てないでいる限り──真田は自由になりきることができない。自らの生命も護まもることのできない自由に、どんな価か値ちがあるというのだろう。

　真田はふっと左手を動かして、その掌しよう中ちゆうに拳けん銃じゆうを取り出した。目にも留まらないほどの速度だったが、どうというほどのこともない。吸血鬼の身しん体たい能力は、人間のそれをはるかに上回る。ちょっとした技術とちょっとした練習さえあれば、この程度の芸げい当とうは壱いち番ばんにとてできただろう。

　片目をつぶり、戯たわむれに照しよう準じゆんを定めた。射しや撃げきの腕とて、結局は動どう体たい視力や反射神しん経けい、あるいは反動を押さえ込む腕わん力りよくなどに依い存ぞんするのだ。一流とまではいかないが、過か不ふ足そくなく標ひよう的てきに命めい中ちゆうさせるだけの腕は持っている。単純な戦闘力だけならば、自分は月島亮史を上回るはずだった。それでも、勝てなかったのだ。

　真田は銃を懐ふところに収め、ぼんやりと視線をさ迷わせた。と、ふとその視線が、今し方へこませたロッカーのドアに留まった。なんとなく立ち上がり、真田はそのロッカーを、半なかば無む理り矢や理りこじあけた。中に入っていたのは──

　ちょうど、消火用に使うほどの大きさの、斧おのだった。

　白はく兵へい戦。唐とう突とつにそんな言葉が思い浮かんだ。

　武器といえば銃だと、頭から決め込んでいたのかもしれない。確かに銃は有用である。しかし、極ごく至し近きん距離に入ってしまえば著いちじるしくその有用性が損そこなわれてしまう。それは先ほどの戦いでも、証明されたことだった。

　これを、使うか。特に深い考えもなしに、真田はそう感じた。直感は大切だ、ともう一度思う。手を伸ばし、斧の柄えを摑つかんだ。しっくりと手のひらに当てはまる感じがした。持ち上げて何度か振ってみる。悪くなかった。刃やいばの部分は当然のように銀でできているから、これで切断すれば吸血鬼にもかなりの損そん傷しようを与えることができるはずだ。残る問題は──真田が、この武器をほとんど使ったことがないということだった。

　半ば無意識のうちに『感かん知ち』を巡らせる。すぐに手て頃ごろな反応が見つかり、真田の口元に凄せい惨さんな笑みが浮かんだ。

　レレナと──もうひとり、誰だか知らない反応が、中階の廊下を歩いていた。いや、迷っていた、と表現したほうが的てき確かくか。まごまごしているだけで、まるで目的の感じられない動きだった。月島亮史の一いつ行こうはその反応に向かっているようだったが、シャッターに邪じや魔まされているらしく、その進行ははかばかしくない。真田は斧の柄を強く握り締め、決めた。

『試し』を行おう。自分がどれだけこの武器を扱うことができるのか、試してみればいい。月つき島しま亮りよう史じが大切にしている、あのお人形さんで。

　抑え切れない笑い声が、喉のどの奥から溢あふれてきた。なかなかいい趣しゆ向こうだ、と思う。一いつ石せき二に鳥ちよう。斧おのの使い方を充分に把は握あくすることができる上に、月島亮史に計り知れないダメージを与えることができるかもしれない。手足を一本ずつ切り落としたところで、半はん吸血鬼であるレレナはそうそう死ぬことはできないだろう。達磨だるまになったレレナを見たときに、月島亮史がどういう反応を起こすか。それが、楽しみだった。

　保管庫から出、目の前のガラス窓に、手にした斧を叩たたきつけた。一いち撃げきでヒビが入り、二撃で中心が弾はじけ、三撃で全体が粉こな々ごなに砕け散った。摑つかんだ手のひらに伝わってくるのは、心地のよい反動だけだった。ひゅん、と空気を鳴らして、自らの横に構える。いい武器だ。真さな田だは『蝙こう蝠もり』に変へん化げすると、破壊された窓から飛び立ち、中階のレレナの反応に向けて羽ばたきはじめた。
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　行き止まりにぶち当たって、クイナは立ち止まった。レレナが困ったようにこちらを見つめてきている。そんな目で見られても困る。クイナは別に、どこにいようとも構わないのだ。ただレレナに手を引かれているから、仕方なしに歩きつづけているだけだ。その手を離されれば、すぐにでも床に座り込んでしまっていただろう。

　しかしレレナは、クイナの手を離してはくれなかった。だからクイナも、歩くしかない。

　そのことに対しては違い和わ感かんを覚えることはなかった。ただ、レレナに先せん導どうされることをすんなり受け止めている自分に対しては、少なからぬ違和感を覚えていた。

　なにもかも、どうでもよかったはずだった。誰が死のうと生きようと、そんなことにはもう興味を失くしてしまっていたはずだった。自分に心配を寄せてくれていた白しろ宮みやが死んだところで、クイナの心は動かなかった。いや、心など、もうとっくに失くしていたつもりだったのだ。最さい底てい辺へんに打ち捨てられたゴミのように、誰に顧かえりみられることもなく、誰を顧みることもなく、ただ横になっていれば、それでよかったはずなのに。

　自分は歩いている。手を引かれてとはいえ、自分の足で歩いている。それに対して、違和は尽きない。それでもクイナの両足は、止まらなかった。

　レレナは行き止まりに潔いさぎよく諦あきらめをつけて、くるりと反転した。それに引きずられる格かつ好こうで、クイナも踵きびすを返す。ずんずんと自信たっぷりに前を行くレレナの背中に、クイナは茫ぼう洋ようとした声をかけた。

「……ねえ、あんた、道わかってんの？」

　レレナの足が、ぴたりと止まった。

「さっきから行ったり来たりでさ。まあ、シャッターがあちこちに降りてるからしょうがないとは思うけど」

「…………」

「ていうかさ、どこに向かってるのよ？　ここはどこ？　そもそもこの階の構造、ちゃんとわかって歩いてるんでしょうね？」

「……………………」

　黙り込んでしまった。拉ら致ちされて監かん禁きんされていたレレナが、本ほん拠きよビルの構造など知っているはずがないということは、クイナにも充分わかっていた。それでもあえて口に出して問うたのは、それによって確認を得ようとしたからだった。

　自分なら。そう思う。このビルを『組織』の本拠と定めてから十数年、クイナは姉のシギと共にずっとここで寝起きしてきたのだ。自分の家と言っても過か言ごんではない。標ひよう識しきがなくてもここがどこであるかは外の夜景を見ればわかるし、本拠ビルから脱出したいのならばまず非常階段から下階・連絡階へと降りなければならないということも知っている。そして、そこにレレナを案内することも、クイナならば恐らくできるはずだった。

　そのことを言おうとして口を開きかけ──また、クイナは唇を閉じた。そんなことをしてなんになる。なにもかもがどうでもよいのではなかったのか。レレナが死のうと、生きようと、自分にはなんのかかわりもない。よしんばレレナを助けたところで──自分の罪の償つぐないに、なるはずもなかった。姉のシギはもうどこにも存在しない。贖しよく罪ざいは対象があって初めて意味を有する。ないものに語りかけても、答えは返ってこないのだ。

　それとも──と、クイナは自じ嘲ちようして考える。自分はまだ、生きていたいのだろうか？　レレナの手助けをすることによって、自分はまだ生きる価か値ちがあると信じたいのだろうか。自らの手で、姉と、姉の大切な人を殺したクズが、それでもまだ一いつ丁ちよう前まえに生きていたいとでも抜かすのか。

　口を噤つぐんだまま、クイナはじっとレレナの後頭部を見つめる。不意にレレナが振り返った。意志の強い瞳、そのくせ、今にも泣き出してしまいそうな気弱な色を映し出した瞳。その瞳でクイナのことを見み据すえながら、レレナは細ほそ々ぼそとした声で言った。

「でも、だからって、立ち止まっているわけにも、いかないじゃないですか」

「なんで」

「なんでって──」

「立ち止まってたら真さな田だが追いかけてくるって思ってるのか？　逃げていれば少なくとも、真田に捕ほ捉そくされる可能性は少なくなるって。でも、それは、月つき島しまだって同じだろう。月島はお前を助けに来てくれるんじゃないのか？」

「それはそうですけど」

「多た分ぶん真田は、あんたのことを追ってこない。月島と鉢はち合わせる可能性が高くなるから。真田がなに考えてるのかはわかんないけど、あいつは用意周しゆう到とうな奴やつだ。確実な勝しよう算さんがない限り、誰かと戦おうとなんかしない」

　ずいぶん饒じよう舌ぜつになったものだ、と皮ひ肉にくに思う。しかし、それでも舌は止まらなかった。もっと話していたかった。喋しやべりつづけるうちにクイナは、自分の中にいつの間にか芽め生ばえていたその思いに気づきはじめていた。

　レレナを助けたかった。

　その思いは、泥どろ沼ぬまのようになったクイナの心から、不意に浮かんできたものだった。姉を殺した罪の意識とはまるで違うところで、自分はレレナのことを助けたいと思っている。その逃走の手助けをしてやりたいと思っている。なぜだかはよくわからない──いや、思い当たる部分が、ないではなかった。

　レレナが自分と、少しだけ似た境きよう遇ぐうにあるからだ。図らずも同じ殺人という罪を背負ってしまった者同士。そうでありながら、レレナは生き延びようとしている。罪の意識に押し潰つぶされることなく、それを抱えたままで生きていこうとしているのだ。その強さが、クイナには羨うらやましかった。

　だから、とクイナは考える。自分にできることならば、してやればいい。本ほん拠きよビルの構造に関する知識を使って、レレナを誘ゆう導どうする。死の安あん楽らくにたどり着く前に、それくらいのことはしてもよかった──してやりたかった。どうせもう捨てた身だ。生きようとする者のために再利用するのも、悪いことではないだろう。

　クイナはレレナの手を離し、くるりと身体からだごと向きなおった。ぴく、と肩を震わせて、レレナは驚いたようにクイナの顔を見上げた。その表情は、まだ子供のそれに過ぎなかった。こんな子が──こんなに強くて優しい子が、死んでいいはずがない。ほとんど無意識のうちに、クイナはそう思っていた。だから、あたしが助けてやる。そう言おうとしてクイナは口を開きかけ、

　ガラスが砕ける音が、すぐ頭上から聞こえてきた。

「────」

　レレナも身を強こわ張ばらせて、しきりに周囲を見回している。まず間違いなく、真さな田だだ。月つき島しまと戦闘しているのか、それともクイナの予測に反し、レレナのことを追ってきたのか。少なくともこれ以上ここに留まっているべきではないという点では、レレナとクイナの意見は一致していた。どちらからともなく足早に歩き出そうとして、今度はすぐ後ろから、ガラス窓が破壊される甲かん高だかい音が響ひびき渡ってきた。

　反射的に背後を振り返る。風が、クイナの頰ほおを撫なでた。月を背に、桁けた外はずれの大きさの蝙こう蝠もりが、ゆっくりと本拠ビルの内部へ侵入してくる。風の鳴き声に混じるようにして聞こえてきた呟つぶやきが、自分のものか、レレナのものか、クイナに判別はつかなかった。

「真田……」

　その声に呼こ応おうするかのように、蝙蝠は一瞬のうちに人間の形態へと戻っていった。戦闘服に身を包んだ真さな田だは、レレナのそばに立ち尽くしているクイナのことを見て、意外そうに眉まゆを上げた。

「ほう。クイナ。君だったのか」

　一歩、真田は足を踏み出した。その右手には、シンプルな形状の斧おのが握られている。薄い笑みを唇に貼はりつけたまま、真田が近づいてくる。

　どうする、とクイナは自問する。追ってはこないだろうと予想をつけていた真田が、あっさりと目の前に現れた。自分の予想が甘かったのか、それともあちこち歩き回るうちに、いつの間にか真田のほうに近づいてしまっていたのか。クイナは歯を軋きしませたが、後こう悔かいは先に立つものではない。ただ彼女はレレナを庇かばうように、一歩だけ身体からだを前に進ませた。真田が目を見開く。

「──驚いたな。ずいぶん元気になったものだ。つい先ほどまで死体のようだった君が、私と張り合うつもりとは。なにかいいことでもあったのか？」

　真田にそう言われてはじめて、クイナは、自分が真田と戦おうとしていることに気がついた。

　袖そでを引かれ、ちらりと後ろを振り返る。レレナが不安そうに、自分を見上げてきていた。こんな子が。もう一度、そう思う。年とし端はもいかないこんな子が、こんな場所にいていいはずがない。なにを考えるよりも先に、ほとんど本能的にクイナはそう思っていた。不安そうなレレナの視線から顔を背そむけ、クイナは一直線に真田のことを見た。

「別になにもない。ただ、ちょっとした心変わりだ」

「心変わり？」

「どうせ、捨てた命なら──」

　ゆらり、とクイナは歩きはじめる。右手と左手を、同時に握り込んだ。

「誰かのために使うのも、悪くないと思っただけさ」

　間合いはどれほどだろう。十メートルか、八メートルか。吸血鬼の足をもってすればその程度の間合いはないも同然だった。こちらから攻撃を仕掛けるよりも、迎げい撃げきの心構えをしたほうがいい。そのほうが、きっとレレナを護まもることができるだろう。

　ふむ、と真田が息を吐いた。斧おのを肩に載せて、測はかるようにクイナのことを見つめてくる。

「従じゆう者しやクイナ。確か狩人かりうどだったな。なるほど」

「……なんだ？」

「君ならば、恰かつ好こうの実験台になるかもしれないな」

　にやりと笑った口元から牙きばが覗のぞく。クイナは嫌けん悪お感と警けい戒かい感に顔をしかめた。真田が『主人』になったのだということは、あの黒猫や男の従者の会話から、なんとなくわかっていた。なぜそんなことになってしまったのかは、どんなに想像をたくましくしてもわかることではなかった。少なくとも今、クイナが考えなくてはいけないのは、従者をはるかに上回る存在である主人から、どうやってレレナのことを護るのか、ということだった。

　視線は真さな田だに据すえたまま、クイナは小さな声で言った。

「レレナ。逃げろ」

「……クイナ、さん、そんな、」

「何度も何度も言ったはずだ。あたしは、もう、自分の命なんて、どうでもいいって。失くしたところで悲しむ人なんて誰もいない。あたし自身、早く死んだほうがいいと思ってるんだ」

「そんな──」

「でも、あんたは違う。あんたが生きていれば、きっと喜ぶ人がたくさんいるはずだ。だから──逃げな、レレナ。逃げて、生き延びるんだ」

「クイナ、さ──」

「同じことを何度も言わせるんじゃない！　行け!!　走るんだよ、レレナ!!」

　空気が震えた。怯おびえたような気配が背中に伝わってくる。クイナはそれを振り返らず、またそれ以上、なにを言おうともしなかった。仁に王おう立ちに真田をにらみながら、クイナはじっと沈ちん黙もくしていた。

　やがて、かすかな足音が聞こえた。あとずさりをするような、遠えん慮りよがちな物音。それは、すぐに小走りに遠ざかる足音へと変わっていった。それでもクイナの表情は変わらない。厳きびしく真田を見み据すえたまま、クイナは身体からだの位置を低くして、戦闘体勢を取った。

「レレナを切り刻むのも、面白い趣しゆ向こうだと思ったが──」

　右手に摑つかんだ斧おので、真田は空気を斬きった。小こ気き味みのよい音がクイナの耳にも響ひびいてくる。

「今は楽しみよりも実じつ益えきを優先しよう。狩人かりうど、クイナ。藤ふじ島しまや玄げん翁のうと並び立つほどの腕を持っていたはずだったな？」

　クイナは答えない。姉を殺してからというもの、ずっと頭の中を曇らせていた罪ざい悪あく感かんが、不ふ思し議ぎなことに急激に薄れていった。なにも考えるな、と自らに言う。ありとあらゆることを頭の中から排はい除じよして、ただ真田と戦うことにだけ集中していればいい。

「『試し』には絶ぜつ好こうの相手だ。これの使い方、威い力りよく、有効性──お前の身体からだをもって、試させてもらうぞ」

　瞬間、床に引きずるような低い位置に斧を構えたままで、一気に真田が間合いを詰めた。初しよ撃げきをかわしたその足で、クイナは曲きよく芸げいのような蹴けりを真田の側そく頭とう部ぶに見舞う。左腕でそれを受け止めた真田は、しかし勢いまでは殺しきれず、わずかにたたらを踏んで後退した。再び間合いを開けながら、クイナはほんの一瞬のあいだ、目を閉じた。

　暴れてやろう。そう思う。なにも考えず、なににも囚とらわれず。思うままに身体を動かして、最後に燃え尽きるその瞬間まで戦い抜こう。命が惜しいなどとは思わない。死を望んでいる気持ちも変わらない。それでも、地面に横たわってただ腐りゆくよりは、ぱっと燃え尽きたほうが、ずっとマシな死に様ざまであるに違いなかった。
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　走った。

　恐怖に駆られて、あるいは義務感に駆られて、レレナは廊下の上に靴音を響ひびかせる。あんたは生き延びなくてはいけないと、クイナは言った。それは、まったくそのとおりだと思う。様々なものを犠ぎ牲せいにして、その上にレレナは生きて立つことができているのだ。舞まいが死んだ。白しろ宮みやも犠ぎ牲せいになった。すべては生きるため、生き延びてここから脱出するために、自分は真さな田だに『支配』されたに過ぎない哀あわれな少女をも、この手にかけた。それらの様々な犠牲を、レレナが無む為いにすることは、絶対に許されないことなのだ。

　その思いだけがレレナの足を動かしている。それ以外のことは考えないようにしていた。それでも、ふとしたときに、何者かの声が耳元に響いてきた。

　いいのか。このまま逃げるだけで。

　聞こえない振りをしようとしても、それはレレナの頭の中に直接響いてきた。走る足音に混じって、その声は次第に大きくなっていく。──本当に、このままで、いいのか？

　レレナを生かすためにあらゆるものが犠牲になった。生きるために人をも殺した。なら、自分はその犠牲の上に、ただのうのうと胡坐あぐらをかいて座っていれば、それでいいのだろうか。

　クイナのことを考えた。クイナはどうして自分を助けてくれたのだろう。生きる望みをなくし、自分の足で立つことさえも叶かなわなかったはずのクイナが、なぜ自分を逃がすために戦おうとしてくれたのだろうか。

　足から力が抜ける。疾しつ走そうはやがて小走りになり、早歩き程度の速度にまで落ちたところで、レレナはついに立ち止まった。目の前には足元の床が映っている。その床が、不意に歪ゆがんだ。ぽたぽたと涙が落ちる。

　きっと、クイナは、その言葉どおり、どうでもよかったのだ。自分がどう死のうと、誰にどう殺されようと。ただ望んでいたのは自らの死だけであって、それを渇かつ望ぼうするがゆえに、彼女は真田に戦いを挑いどんだのだ。従じゆう者しやが主人と戦うということは、文字どおり自殺行こう為いに等しいということを、レレナはよく理解していた。

　クイナは、本当に、どうでもよかったのだ。自らの血も命も、クイナ自身にとっては必要なものではなかった。だからあっさりとレレナに譲ゆずってくれたのだ。なんのことはない。大きな部分では、結局クイナは変わっていなかったのだろう。クイナは相変わらず絶望していて、ただ少しばかりの心変わりを起こして、わずかな縁えんを持っているレレナのことを助けようとしてくれた。それだけのことだった。

　何度も、何度も。繰り返されてきた言葉が、また頭に響いた。

　それで、それでいいと、本当に思っているのか。クイナは今死のうとしている。戦った果てに死ぬのではなく、最初から死ぬつもりで戦っているのだ。それは、自殺となんら変わりない。クイナは、今、絶望と後こう悔かいの中で、死のうとしている。

　涙を振り払って、レレナはくるりと踵きびすを返そうとした。だが──相あい反はんするもうひとつの思し考こうが、彼女の身体からだを縛しばった。戻ったところで、なんになる？　自分になにができるというのだろう。もうすでにクイナは殺されているかもしれない。そこにのこのこと戻っていけば、それこそあらゆる犠ぎ牲せいを無にしかねない。よしんば間に合ったところで──半はん吸血鬼に過ぎない自分が、どれほどの役に立つというのだ。

　ふと。

　レレナは、周囲に視線を巡らせた。本ほん拠きよビルの構造などまるで知らない。それでも、周囲の光景には、どこか見覚えがあった。思い当たると同時に、レレナの心臓が裏返りそうなほど高く波打つ。夢む遊ゆう病びよう者のようにふらふらと歩いてから、レレナは、自らの記き憶おくが正しかったのだという証しよう拠こを見つけた。

　管理室が、そこにはあった。

　わけもわからず走り回っているうちに、また戻ってきてしまったのか。レレナはほとんど無意識のうちに、扉のドアノブに手をかけていた。重々しいその扉を押し開く。悪あく夢むの入り口のような管理室の暗くら闇やみに、レレナは自ら足を踏み入れていった。

　死体は、相変わらずそこにあった。灰になっていないのは、心臓を傷つけられていないためだろうか。それは、レレナの罪の証しよう左さともいうべきものだった。真さな田だに名を奪われ、レレナに命を奪われたその哀あわれな少女の死体に、ゆっくりと歩み寄っていく。

　レレナは懺悔ざんげするように死体の傍かたわらに跪ひざまずいた。壁かべ際ぎわに転がっている少女の死体、その右手には、彼女自身の命を奪った、小しよう銃じゆうが握られていた。

　武器だ。

　震える手を、レレナは少女の死体に近づけた。涙が止とめ処どもなく溢あふれてくる。罪の意識が凄すさまじい勢いで心を侵しん食しよくしていた。その痛みの中で、それでもレレナは腕を伸ばし、死体が持つ小銃を、その手から奪い取った。

　その際に、少女の手と、レレナの手が触れた。氷のようなその感かん触しよくに、悲鳴とも泣き声ともつかない甲かん高だかい叫びが管理室内を震わせた。呻うめくような嗚お咽えつを漏らしながら、レレナは何度も何度も、少女の遺い骸がいに許しを乞こうた。

「……ごめんね、ごめん、ごめんね…………」

　命を奪ったことを。弔とむらいもせずここに捨て置くことを。言ったところでもう少女には伝わらない。自分の罪ざい悪あく感かんを慰なぐさめているだけなのかもしれない。それでもレレナは、言わずにはいられなかった。

　立ち上がる。その手には小銃がある。非ひ力りよくなレレナに力を与えてくれる、それは、武器だった。ごしごしと目元の涙をこすり、大きく鼻をすすり上げたあとにはもう、レレナの顔に涙の気配は残っていなかった。強く、強く、爪が白く浮かび上がるほどに銃じゆう把はを握り締めて、レレナは決意を固めるように呟つぶやいた。

「死なせません。クイナさん。あなたのことを──見捨てたり、しません」
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　右手首を切り飛ばした。

　血の帯が宙に円を描く。美しい曲線模も様ようが床の上に舞い散って、その向こうに斬きり飛ばしたクイナの手がぼたりと転がった。クイナは顔を歪ゆがめ、切断面を大事そうに抱えながら後退し、真さな田だは自らの手に握った斧おのを改めて見直した。

　多少は慣れてきた。どう扱えばいいのかもわかった。斧自じ体たいにかなりの重量があるから、それに身体からだが振り回されないよう、体勢をしっかりと保っていなくてはいけない。腕わん力りよくは数十倍とはいえ、体重は普通の人間と変わらないのだ。身体を持っていかれないように気をつけていなくては、思わぬ隙すきが生まれないとも限らない。従じゆう者しや相手ならともかく、月つき島しま亮りよう史じに対して隙を見せれば、それは確実な死を意味する。

　嬲いたぶるような真田の『試し』によって、クイナの身体はぼろぼろになっていた。あちこちに深しん浅せん様々な切り傷を負い、全身が血の雨に降られたように真っ赤に染まっていた。それでも大きな傷は今し方の右手首だけで済ませている辺り、さすがに戦闘に慣れた狩人かりうどのひとりだった。

　だが、それももうこれまでだ。月島亮史が迫ってきている。上じよう弦げん、玄げん翁のうも一緒だった。これ以上ここに留まっているわけにはいかない。とん、と斧の先で床を突き、真田は目を細めながら言った。

「そろそろ幕としよう、クイナ。私の『試し』に付き合ってくれた礼だ。最後は華はな々ばなしく首を切り飛ばして、望みどおりの死を与えてやる」

「…………」

　クイナが口を開くことは、最後までなかった。ただ疲れたような目で、真田を見上げるだけだ。ふん、と鼻を鳴らす。多少はマシになったとはいえ、所しよ詮せんは死人か。戦う気はあっても、勝つ気は最初からなかったのだろう。

　左手で刃やいばのすぐ根元を握り、右手で柄えの先せん端たんを握る。あとは間合いを詰めて、一気に首を刎はねるだけ。そうとわかっていながら、しかし真田の表情は曇ったままだった。

　斧の扱い方は概おおむね理解できた。これを使えば月島亮史とも互ご角かくに戦うことができるだろう。しかし、勝てる気は相変わらずしなかった。やはり、なにかが足りない。それがなんなのかは、どうしてもわからなかった。

　余よ計けいなことを考えるな、と頭の中で呟く。クイナを殺すことが先決だ。月島亮史がここに来るまで、もういくらもない。先にやるべきことを済ませてから悩むとしよう。

　一いつ閃せんでクイナの首を刎はね飛ばすつもりだったが、それを警けい戒かいしてか、クイナは壁に身を寄せていた。だらだらと血を垂れ流している右手首を庇かばいながら、真さな田だの顔を見つめている。もはや立っていることすら困難なのか、壁に身体からだを預けて、それきり一歩も動くことはできそうになかった。終わりだ。そう呟つぶやいて、真田は床を蹴けった。

　下からすくい上げる。顔面を縦に割ってやるつもりだった。それに対するどうという防御もしないまま、クイナは諦あきらめたように目を閉じた。その喉のど元めがけて、一気に真田は斧おのを振り、

　全身に凍こごえるような怖おぞ気けが立った。

　反射的に攻撃を中止して、自ら床の上に身体を投げ出した。着地に失敗して転んだような格かつ好こうになったが、外見に気を遣つかってはいられなかった。身を投げた半はん瞬しゆん後ごに、聞き間違えようのない銃声が響ひびき渡ったからだ。

　すぐ頭上の壁にいくつもの穴が開いた。取るものも取りあえず真田は体勢を立て直し、その場から退たい避ひした。その折にクイナと目が合った。驚きに見開いたその目を、クイナが横に向けた。くっ、と喉が鳴り、クイナは裂かれるような声で叫んだ。

「──馬鹿っ!!　なんで戻ってきた!?　逃げろ!!」

　その言葉で真田は理解する。Ｔテイイ字状の廊下の横手通路から、レレナが戻ってきたのか。驚くよりも感心した。最初から逃げたのではなくて、銃を取りに行っただけだったのかもしれない。たかだか数時間で、震えることしか知らなかったお嬢じよう様が、ずいぶん成長したものだ。

　斧を振り、クイナの血液を払った。壁かべ際ぎわでうずくまるクイナは、一いつ心しんに横手の通路を見つめている。真田の位置からでは、レレナの姿を見ることはできない。仕方ない。真田は拳けん銃じゆうを取り出し、クイナに照しよう準じゆんして、躊躇ためらいなく引き金を引いた。乾いた銃声が響ひびくと同時に、肩に銃じゆう弾だんを食らったクイナが後方に吹っ飛んだ。

　横手の通路の見えないところで、息を吞む音が確かに聞こえた。

「やあ、レレナくん。お帰り」

　答えはない。構わずに真田は言葉を続ける。

「わざわざ戻ってきてくれたところすまないが、銃を捨ててくれないか？　たとえ君きみ程度が相手であっても、小しよう銃じゆうを相手にするのはちょっと骨が折れる。五秒以内に捨てなかった場合、代わりにクイナの脳が床の上にぶちまけられることになる。五、四──」

　三秒まで、数えることはできなかった。それよりも先に、猫のように身体を丸めたレレナが、横合いの通路から飛び出してきたからだ。同時に小銃を構えて射しや撃げき、幾いく重えもの弾だん丸がんが真田のいた空間を横切っていった。

『霧』の中で、真田は舌を打ち、同時に舌を巻いていた。これが本当に、あのレレナか。油ゆ断だんなく銃じゆう口こうをさ迷わせているその目つきは、明らかな戦せん士しのそれだった。もう彼女の中には、主人の血液は残っていないはずだ。それなのに、なにが彼女をこうも強くしたのだろう。

　興味を覚えた。『霧』を分化させ、『狼おおかみ』にしてレレナの左側に回らせる。月つき島しま亮りよう史じが見せた戦せん法ぽうだ。こうした戦法を知っているか否かが、そのまま自分と月つき島しま亮りよう史じとの差になっていることは間違いない。しかし、それ以外にも、なんらかの格差があるような気がしてならなかった。

　レレナはあっさり引っかかった。『狼おおかみ』となって結実した真さな田だの一部をレレナが撃うち殺しているあいだに、真田は彼女の背後に回って実体化、斧おのを振って手首ごと握っている小しよう銃じゆうを落とそうとした。邪じや魔まが入った。クイナだ。攻撃でもなんでもないただの体当たりだったが、それによって斧の軌き道どうがわずかに逸それた。手首ではなく、小銃の銃じゆう身しんに当たってしまったのだ。火花を散らして、小銃は床の上に弾はじき飛ばされた。レレナは身を投げ打つようにしてそれを追う。的確な判断だった。銃がなければ、半はん吸血鬼に過ぎないレレナが主人である真田に勝つ目は、確実なゼロになってしまうからだ。

　無む論ろん真田はそれを許すほど甘くない。レレナの手が小銃にかかるよりも、真田がレレナに追いつくほうが早かった。やろうと思えばレレナの胴どう体たいを真っ二つにすることくらい容易たやすいことだった。しかし真田は、レレナの身体からだを蹴けり飛ばし、彼女を捕らえるほうを選択した。

　壁かべ際ぎわにまで弾はじき飛ばされたレレナに、間かん髪ぱつ入いれずに飛びかかる。レレナは立ち上がろうとしたが、真田はそれを許さずにレレナの喉のど元もとを摑つかみ、壁に押しつけて吊つるし上げた。苦しそうに歪ゆがんだレレナの表情を観察しながら、真田は言う。

「驚いたよ。君には驚かされてばかりだな。なにが君をそこまで駆り立てる？」

　はっ、はっ──と浅い呼吸を繰り返しながら、レレナは目を開いて真田をにらみつけた。もはや猫ではない。子供とはいえ、これは立りつ派ぱな虎とらの目だ。

「……わた、し、は…………」

「うん？」

「わたし、は、きめたんだ。ぜったい、ぜったい、いきのびてやるって。クイナさんも、しなせない。そう、きめたんだ。だから、──さなだっ、おまえなんかにっ!!」

　レレナが真田の手首を摑んだ。軋きしむほどの強い力。その力を利用して、レレナは身体を持ち上げ、その爪つま先さきを真田の顎あごに叩たたき込んだ。真田の身体がぐらりとよろめく。右手から力が抜けるのを感じながら、なお真田は笑っていた。

　──そういうことか。

　月島亮史にあって、自分に足りなかったもの。それが、わかったような気がした。

　が、その直感を吟ぎん味みしている余よ裕ゆうはなかった。背後の反応。レレナが背中から地面に墜つい落らくしたが、真田はそれに目もくれず、開いた右手で銃を取り出した。ろくに照しよう準じゆんもしないまま射しや出しゆつされた弾だん丸がんは、小銃に手を伸ばしかけていたクイナに命めい中ちゆうした。

「なかなか抜け目がないじゃあないか、クイナ」

　腹部を押さえて床の上に転がったクイナに、真田はそんな声をかけた。ゆっくりと小銃に近づこうとした真田に、今度は背後からレレナが飛びかかってくる。だが、いかに覚かく悟ごを決めたとはいえ、実力の差は歴れき然ぜんとしていた。遮しや二に無む二に突っ込んできたレレナの横よこっ面つらを、真田は斧の平面部分で張り飛ばした。その間一いち度どとして、真さな田だの足が止まることはなかった。

　拳けん銃じゆうをしまい、床の上に落ちた小しよう銃じゆうを取り上げる。斧おのの一いち撃げきによって欠けた銃じゆう身しんを見つめながら、真田は感心したように呟つぶやいていた。

「ひとつに定めた意思の差か。私が得ることのできた完全な心臓は、真の自由を得るための手段に過ぎなかったはずだ。それが──」

　小銃を、宙に放り投げた。放ほう物ぶつ線せんの頂点で静止した一瞬を見極めて真田は斧を振るい、銃身の中心から小銃を真っ二つに断ち割った。

「いつの間にか、それによって安あん堵どを得ようとしていた。完全な主人になったとて、完全な自由を得られるわけではない。それは、わかっていたはずなのにな」

　手段を目的化してはいけない。何度も言い聞かせていたはずのその落とし穴に、いつの間にか嵌はまり込んでいたのだろうか。──いや、そういうわけでもないだろう。その二つの区別は、きちんとできていたはずだった。月つき島しま亮りよう史じにあり、自分に足りないもの。それは、意思に傾ける覚かく悟ごの量だったのではないか。それがあるからこそ、あのちっぽけだったレレナでさえも、ここまで反攻することができたのだ。

　何者にも邪じや魔まをされず、戦闘の炎ほのおを、全身を駆け巡る血の熱量を存ぞん分ぶんに味わうこと。きっと、それにだけ集中していればよかったのだ。そう、月島亮史と自分を比較する必要などなかった。問題なのは、定めた目的に対して、どれだけ強い意志力を傾けられるかだった。

　全身に血が巡っている。そのことを、改めて実感した。這はい回る熱量に身を委ゆだねていると、不ふ思し議ぎと勝てるという気がしてきた。月島亮史に、上じよう弦げんに。負けるはずがない、という気になってくる。負けるはずがないという意思こそが、自分には必要だったのかもしれない。

　真田はレレナに視線を向ける。頰ほおを押さえながら、それでもなお敵意を剝むき出しにしているレレナに、真田は近づいていく。大事なことを教えてくれた、その礼をしなくてはな、と思った。両手両足を切断して見世物にでもするつもりだったが、気が変わった。真田にとって、レレナはもう立りつ派ぱな『敵』だった。戦場で敵に対して行うことは、ただひとつだ。確実にして迅じん速そくに、葬ほうむるのみ。

　斧を上段に構えた。一撃で、頭を割る。どのような反攻にでも対たい処しよできるよう、慎しん重ちように神経を研とぎ澄ませながら、真田は握った指に力を込め、レレナの頭ず蓋がいめがけて一気に振り下ろした。

　瞬間、横から飛び出してきた影が、レレナの上に覆おおいかぶさった。

　──クイナ。

　レレナの頭蓋を両断するはずだった斧の一撃は、クイナの背中を断ち割るに留まった。銀の斬ざん撃げきに、クイナが言葉にならない悲鳴をあげた。血ち煙けむりを噴ふん出しゆつしながら、それでもクイナは横よこ合あいから飛び込んできた勢いを利用して、レレナをその胸に抱えたまま一気に跳ちよう躍やく、真田から大きく距離を取ったところの床に、無ぶ様ざまに転がった。横倒しになりながら、荒く息をつきながら──それでもクイナは、ひしと抱きかかえたレレナの身体からだを、離そうとはしなかった。

　その瞳に浮かぶのは執しゆう念ねんの色。理解しがたい、と真さな田だは思う。それとも、これも意思の力なのか。レレナを助けるというその目的のために、死にかけていたクイナでさえも、これほどの力を発はつ揮きできるものなのか──

「……いずれにしろ、時間切れだな」

　斧おのを肩にかけて、真田はそう言った。刺すような視線で威い嚇かくしてくるクイナに背を向けて、真田は窓まど際ぎわに立った。『感かん知ち』反応が近づいてくる。三対一で勝てるはずもない。しかし、一対一に持ち込めば。そのときは、決して負けはしない。

　窓の向こうに拓ひらけた夜は、もはや終わりかけていた。地ち平へいに沈もうとしている月に、真田は一瞬だけ嘲ちよう笑しようを向けると、『蝙こう蝠もり』へと変へん化げして、上階めがけて羽ばたいていた。
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　身体からだが動かない。このまま死ぬのだろうか。あまり嬉うれしくはなかった。死を望んでいたとはいえ、それでもやはり、死は厳げん然ぜんとして怖ろしいものだった。

　かろうじて右腕を動かすと、ぬるりとした感かん触しよくが伝わってきた。血。ずいぶん流してしまったが、もはやクイナには必要ないものだ。血液が流れ出ていくのと同時に、意識も薄らいでいく。ようやく眠れるのだ、とクイナは思った。姉を殺してからこの方というもの、安らぎの時間はクイナには存在しなかった。眠りは悪あく夢むの入り口に過ぎず、目覚めは悪夢の延長に過ぎなかった。夢のない眠りが永遠に続くのだと思えば、死に対する動かしがたい恐怖も、少しばかり軽けい減げんすることができた。

　と──

　クイナの胸が動いた。いや、クイナが胸に抱いていた、ちっぽけな頭が動いていた。クイナは呼こ気きを吐くと、小さくその名を呼んだ。

「……レレナ」

　レレナは起き上がる。クイナの返り血に塗まみれたその顔は、涙と鼻はな水みずでえらいことになっていた。ぐちゃぐちゃのレレナの表情に、ふと、笑いが漏れた。

「なんて顔、してんのよ、あんた──」

　そこまで言いかけて、クイナが愕がく然ぜんとして口を閉じた。

　あたしは、今、笑ったのか？

　そんなものが、まだ自分に残されていたのか。驚くよりも、むしろ許し難かった。なにがおかしい、と自らに問いかける。お前は自分の姉をその手にかけたんだぞ。そのお前が、笑ったりしていいと思ってるのか。二度とその顔に笑みを浮かべるな、二度とその喉のどから笑い声を漏らすな。心臓が停止し、塵ちり芥あくたに帰るそのときまで、自分は氷に閉じ込めたような強こわ張ばった表情しか、その顔に貼はりつけてはいけないのだ──

「クイナさん。クイナ、さん」

　レレナがクイナの名を呼んでいた。のろのろと頭を動かして、クイナはレレナのことを見る。クイナの手を強く握って、レレナはぶんぶんと首を振った。

「だめです。死んじゃ、だめです」

「……あんたも、たいがい、しつこいね。レレナ」

　切れ切れにクイナがそう言った瞬間──レレナが、爆発した。

「真ま面じ目めに言ってるんです！　絶対に、絶対に死なせません!!　そう決めたんです!!」

　そう叫んで、レレナはクイナの服を乱暴に剝はぎ取った。ずたぼろだったクイナの服はあっという間に引き剝がされ、血に塗まみれた上半身が露あらわになった。数え切れないほどの切り傷はみな銀によるもので、決して『再生』することはない。が、なにを思ったのか、レレナはその傷口に口をつけ、歯でもって傷口周しゆう辺へんの肉を食い千ち切ぎりはじめた。

　毒を吸い出すように、肉を歯で齧かじり取っては、床の上に吐き捨てる。ほんのついさっきまで、血を飲むのを嫌がっていたのが噓うそのようだ。が、そんなことをしても、結局は無む駄だだった。銀によって『祝福』された箇所を取り除けば、確かに『再生』が始まるかもしれない。しかし、それにはあくまでも、充分な『血の力』があるという条件が必要なのだ。手首を切り落とされ、背中を割られ、全身を膾なますに切り刻まれたクイナには、もう『再生』するだけの力も残ってはいなかった。

　しかし、レレナも同じことを考えていたらしい。上半身の傷口を大おお方かた齧り取ると、レレナは今度は自分の手首に唇を持っていった。嚙かみ千切る。溢あふれる血を、レレナは強ごう引いんにクイナの唇に押しつけた。鬼き気き迫る声、

「飲んでください。クイナさん」

　ぞくり、と寒気が背せ筋すじを駆け抜けた。本気だ。こいつ、この状態から、本気であたしのことを生かそうとしている。

　クイナは口を噤つぐんだ。誰が飲むか。血液は、生きている人間にこそ流れるべきものだ。すでに半はん死し人びとになっている自分には必要のないものなのだ。頑かたくななまでのクイナのその思いを感じ取ったのか、レレナは顔を曇らせて右手を引っ込めた。その隙すきに、クイナは唇を開く。

「……勘かん弁べん、してよ、レレナ。多分、だけどさ、あたし、あんたの恩おん人じんだよ？　真さな田だの足止め、したしさ。恩人の願いくらい、聞き届けてよ」

　む、とレレナは唇を尖とがらせ、

「別に恩人じゃありません。結局私、戻ってきましたし」

「…………」

「それに、たとえ恩人だとしても──『死にたい』なんて願いを、聞き届けようとは思いません」

　クイナは首を振る。なにを言っても無む駄だだ、そう思ったが、口は勝手に動いていた。

「生きて、なにをしろっていうのよ」

「なにもしなくて構いません。することがないなら、それを探すのもいいと思います。ただ、生きてください」

「──あたしは、姉さんを、殺したんだ」

　口にするだけで、耐えがたい痛みが胸に走った。血に塗まみれた自らの身体からだを見下ろして、クイナは自じ嘲ちようするように言う。

「そのあたしに、ただ無む為いに生きろと、あんたは、そう言うのか？」

「私も、壱いち番ばんさんを殺しました」

　厳きびしい光の浮かんだレレナの目が、その言葉を口にするときだけは、不意に泣きそうに歪ゆがんだ。うつむき、唇を嚙かみ締めて、それでもレレナは、どうにか言葉を続けた。

「多分、これから先、一生忘れることはないでしょう。自分がどうすればいいのか、私にはまだわかりません。でも、生きてさえいれば、きっと答えは見つかるはずです」

「……償つぐないでも、しろというのか？」

「無為に生きるのが苦痛なら、それも──」

　レレナの言葉を遮さえぎって、クイナは大声で叫んでいた。

「──ふざけるな！　そんなこと、できるものか！　償いをしろだって？　誰に、どうやって？　あたしが、あたしが唯ゆい一いつ償いたい姉さんは、もう、この世のどこにもいないんだぞ!?　それを────」

　言葉に詰まる。唐とう突とつに、涙がこみ上げてきた。とうに涸かれ果てたと思っていた涙は、一度溢あふれ出てくると容易に止めることはできなかった。顔をくしゃくしゃにして泣きながら、クイナは嗚お咽えつ混じりの声で続けた。

「──それを、償うなんて、そんなこと、できるもんか。姉さんは、あたしの大好きだった姉さんは、もういないんだ。あたしがこの手で殺したんだ。姉さんの、大切な人も、この手で──」

「…………」

　涙に濡ぬれた目を上げる。レレナの顔を見上げながら、クイナは懇こん願がんするように言った。

「頼むよ、レレナ。もうあたしを、楽にしてくれ。放っておいてくれ。お願いだから──」

「……で、ください」

　クイナの泣き声に混じって、レレナの言葉がぽつりと聞こえた。クイナは口を噤つぐみ、レレナのことを見つめる。

「そんなこと、言わないでください」

　レレナの目にも、また、涙が溜まっていた。

「あなたの、あなたのお姉さんがどこにもいないなんて、そんな悲しいこと、言わないでください。白しろ宮みやさんも、壱番さんも、それに、舞まいも。みんな、みんな死んでしまったのに、その人たちが本当にいなくなってしまったなんて、そんな寂しいことを、言わないでください」

　唇が震えていた。返り血を浴びたレレナの頰ほおの上を、透明な涙が伝い落ちていく。祈るように組み合わせた両手もまた震えていて、かすかな振動をクイナの胸の上に伝えていた。それを見て、なぜかクイナの心に動どう揺ようが走った。それを否定したいがために、クイナはわざと視線を外して、皮ひ肉にくな口く調ちようで言った。

「なんだよそれ。天国の話か？」

「あなたの、お姉さんの話です」

「──お前が────」

　なにも知らないお前が、シギ姉ねえのことを語るな。そう言おうとした。言えなかった。見返してきたレレナの瞳に、あまりにも強い色が映し出されていたからだ。

「私のことを信じられないのなら、それでもいいです。天国も地じ獄ごくも神様も、信じたくないのならば信じなくても構いません。でも、クイナさん、お願いですから、あなたのお姉さんがどこかにいるのだということは、信じてください。ここではないどこかに、あなたのお姉さんは存在しているのだと、そのことだけを信じてください」

　胸が震えた。そんなもの、信じられるはずがない。口に出して言えばいいはずのそのことを、クイナは心の中だけで呟つぶやいた。そうとも。そんな根こん拠きよのないことを、どうやって信じればいいのだ。姉さんが、まだどこかに存在しているなんて、そんなこと──

「──そんなこと、あるはず、ない」

　でも。口に出した言葉に続けて、心の中の無意識の部分が、小さくそう言っていた。

　でも、もしそうであるなら。姉さんはまだどこかに存在していて、この自分のことをどこかから見ていてくれているのなら。それは、どれほど素晴らしいことだろうか──

　頭を振った。片腕に顔を埋め、歪ゆがみきった声で、クイナは言う。

「──やめろ。やめてくれ。そんな都つ合ごうのいい話を、あたしに聞かせるな！」

「逃げるんですか!?　もう怖いものなんて、なかったはずじゃないんですか!!」

　レレナの叫びに身体からだが痙けい攣れんした。砕けんばかりに歯を食いしばる。レレナが胸むな倉ぐらを摑つかむようにして詰め寄ってくる。

「クイナさん、あなたは確かに言いました。もう自分は命を捨てたって、どうなっても構わないって。なら、それなら、命を捨てたつもりになって信じてください。あなたのお姉さんがどこかにいるって、どこかであなたのことを見守っているって。そうして自分になにができるか、もう一度考えてみてください。それでも、それでもどうしても生きていけないのなら、そのときは──」

　涙に濡ぬれながら、それでも強い光を宿していたレレナの瞳が、不意にその力を失った。鼻先五センチにあるレレナの目が、ゆっくりと閉じられていく。あまりにも唐とう突とつで、なにが起きているのかよくわからなかった。レレナの首ががくりと落ち、クイナの膝ひざの上に投げ出すような格かつ好こうで突つっ伏ぷしたのを見て、ようやくクイナはレレナが疲労のあまり眠りに落ちてしまったのだということを理解した。

　あれだけまくし立てておいて、気き絶ぜつするように眠ってしまった。ひとり取り残されたような気分だが、レレナの言葉はクイナの胸に、棘とげのように突き刺さったままだった。

「……シギ姉さん」

　クイナは小さな声でそう呼びかけた。この声が、姉に届いているのだとしたら。半なかば無意識のうちに、クイナは天井を見上げていた。神様も天国も信じなくていい。ただ姉の存在だけを信じる。姉がどこかで、自分を見守ってくれていることを、信じる──

「話は終わったのか？」

　唐とう突とつに響ひびいたその声に、クイナは反射的に起き上がろうとして、失敗した。もう身体からだに『力』は残っていない。今襲しゆう撃げきされたら、なす術すべもなくやられてしまう──

　が、廊下の奥の闇やみから現れたその人ひと影かげを見て、クイナははっと息を吞み、それから安あん堵どしたように深々と息をついた。

「──月つき島しま────」

「確か、クイナ、だったか」

　月島はそう言って、クイナの膝ひざの上に覆おおいかぶさっているレレナのことを見た。乾いたその瞳に、ふと優しげな色が浮かぶ。

「お前がレレナくんを助けてくれたんだな。感謝するよ、クイナ」

「…………」

　クイナは視線をそらした。どちらがどちらを助けたのか、当事者であるクイナにもさっぱりわからなかった。と、気まずさにさ迷わせた視線の先に、さらに複数の人影がわだかまっているのをクイナは見て取った。緊きん張ちように身体を強こわ張ばらせたクイナを安心させるように、月島が言った。

「安心していい。味方だ」

「──そっか」

　あたしたち、助かったんだ。独り言のようにクイナはそう呟つぶやいた。月島が小さく、それでもはっきりと頷うなずくのが目に入ったが、クイナはもうそれを見てはいなかった。ただクイナは、己おのれの反応をゆっくりと顧かえりみていた。

　月島が現れたとき。月島の仲間の人影が現れたとき。自分は、確かに身体を強張らせた。なぜ。死をこそ希き求きゆうしていたはずなのに。誰かにこの命を奪われることを、切望していたはずなのに──

　身体を強張らせると同時に、クイナは確かに、「死にたくない」と思っていた。

　長く、細々と、息を吐いた。疲れたように月島の顔を見上げながら、クイナは言った。

「月島。感謝するというのなら、礼をしてもらおうか」

「……？　ああ、なんだ？」

「見ての通り、あたしはぼろぼろだ。だから──」

　目をつぶる。訣けつ別べつには、それなりの覚かく悟ごを必要とした。数秒の沈ちん黙もくで頭の中を取りまとめ、そしてクイナは、その言葉を口にした。

「だから、あたしに、あんたの血を飲ませてくれ」
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　玄げん翁のうはブラックコーヒー、ツルはオレンジジュース。上じよう弦げんは緑茶で亮りよう史じはほうじ茶、ツキはミルクを灰皿の上に空あけ、クイナは紙コップに亮史の血液を注ついでもらってちびちびと飲んでいた。血液には凝ぎよう固こ作用があるから早く飲んだほうがいいのだが、窓まど際ぎわでひとり腰掛けたまま物思いに耽ふけるように外の夜景を眺ながめているクイナには、なにかしら声をかけがたい雰ふん囲い気きが漂っていた。

　それぞれが、思い思いの場所で飲み物を口にしていた。上弦の一派は一ひと塊かたまりになるようにして、ただその頭とう目もくの上弦だけがしきりに亮史のことを気にかけている。が、亮史はソファで静かに眠っているレレナの横で、ラウンジの内部を眺ながめているだけだった。

　元は、ホテルだったらしい。それでもまだ自販機が生きているということは、ここは『組織』に所属する従じゆう者しやたちが憩いこうラウンジだったのだろう。だが、それも今日までだ。『感かん知ち』反応を探ってみれば、沈ちん没ぼつしかけた船から逃げ出すネズミのように、従者たちの反応が本ほん拠きよビルから離れていくのがわかった。あまりにも呆気あつけない『組織』の終しゆう焉えんを、亮史はほうじ茶を啜すすりながらじっと観察していた。

　ソファに横たわっていたレレナが、身じろぎをした。

　亮史は首を捻ねじまげて、レレナの寝顔を見下ろした。もう、ずいぶん長いこと見ていないような気がした。湯ゆヶが崎さきを離れたあの日から、数日ほどしか経たっていないというのに。

　やがて、レレナは静かに目を開いた。頭上から覗のぞき込んでくる亮史の顔を、ぼんやりとした目で見つめる。その目に、涙が滲にじんだ。

「月つき島しま、さん」

「おはよう。レレナくん」

　再会を喜ぶにはあまりにも淡たん々たんとした受け答え。それも仕方のないことなのかもしれない。亮りよう史じはレレナから視線を外し、ひっそりと静まり返ったラウンジを見み遣やりながら、ぽつりと言った。

「舞まいくんが死んだよ」

　レレナの顔が歪ゆがんだ。

「……はい」

　レレナはむくりと起き上がると、亮史の隣となりに膝ひざを揃そろえて座りなおした。膝の上で組んだ両手が震えている。今、初めて知ったわけではないだろう。真さな田だに捕らわれているときに、戯たわむれに彼から伝えられたのかもしれない。だが、それでも、はっきりとした形で舞の死を突きつけられるのは、これが最初だったのではないか。

「僕を庇かばって真田に殺された。舞くんは──」

　そこで言葉が途と切ぎれた。言ってなんになる。そう思った。亮史は静かに息を吐き、再びレレナに向きなおった。

「──僕は、舞くんの仇かたきを討うつつもりだ。真田を生かしておく気はない。だから、レレナくん、君を湯ゆヶが崎さきまで送り届けることは、できないんだ」

　訝いぶかるようにレレナは顔を上げた。その視線を無視するように、亮史はラウンジに目を向けて声をかける。

「ツキ、クイナ。少し話がある。こっちに来てくれ」

　クイナは視線を巡らせてこちらを見た。ぐいと紙コップの中身を空あけると、テーブルの脇に備えつけられたゴミ箱に向かって放り投げ、ゆっくりと立ち上がる。ツキと連れ立つようにして歩いてきたクイナを見上げながら、亮史は言う。

「君に頼みたいことがあるんだ。聞いてくれるかな？」

　クイナはしばし、亮史のことを測はかるように見つめ、

「内容によるね」

　つまらなそうにそう答えた。その視線にはどこかしら、空くう虚きよな色が混じっている。最初に会ったとき──亮史のことを目の敵かたきのようにして憎み抜き、殺意を剝むき出しにして襲おそいかかってきたときとは、まるで別人のような瞳だ。なにがあったのか、詮せん索さくする気はなかった。亮史にとってはクイナの内心にどんな変化が起きていようと、どうでもいいことだった。

「レレナくんを湯ヶ崎まで護ご衛えいしてほしい。ちゃんとお礼はする」

「……礼？　なにを？　言っとくけど、血ならもういらないよ」

「そんなんじゃない。灰だ。──君の、お姉さんの」

　クイナの顔色が、目に見えて変わった。

「君と君のお姉さんの関係は、僕もよくわかっていない。わかるつもりもない。ただ、君はお姉さんのことが好きだったんだろう？」

「…………」

　クイナの瞳に、一瞬、激しい敵てき意いの色が宿った。なぜ、今、そんなことを。クイナの表情は、明らかにそう言っていた。亮りよう史じは構わずに言葉を続ける。

「シギさん、だったかな。彼女の灰を僕が持っているのは、ほんの偶然に過ぎない。彼女の手を摑つかんでいた僕の手に、たまたま残っていただけだ。散らすのも忍びないから瓶びんに詰めて保存しておいた。それを君に譲ゆずる」

「──形かた見みか」

「欲しくないかな？」

　怒りを鎮しずめるように、クイナはその目を閉じた。ゆっくりと首を振る。

「いいや。今のあたしには、きっと、なによりも必要なものだろう」

「湯ゆヶが崎さきにある僕の家の寝室──棺ひつぎがある部屋だ。そこの机の引き出しの中に入っている。取りに行くついでで構わない。レレナくんを送っていってほしい」

「……わかった」

　そう言ったクイナに頷うなずきを返して、次に亮史は床に目を落とした。ツキが金色の瞳で見上げている。亮史がなにを言うより先に、彼は不満そうに口を開いていた。

「で、まさか俺にもレレナのお守りをしろと、そんなふざけたことを言う気じゃないだろうな、主人？」

　亮史は苦く笑しようする。見抜かれていたか。

「君には悪いがそのとおりだ。クイナと一緒に、レレナくんを送ってくれ。万まん一いち追っ手をかけられた場合、君の『感かん知ち』があれば避けるのも容易になるだろうからな」

「俺がそれを、承しよう諾だくすると思うのか？」

　亮史は息を吐いた。妙みようなところでこの猫は頑がん固こだ、と思った。

「君らしくないな、ツキ。君にだって本当はわかっているのだろう？　その身体からだで、これからの戦闘に耐えうると、本気で思っているのか？」

「…………」

　ツキは尻尾しつぽを床に強く叩たたきつけた。不満はあるが言い返せない、という意思表ひよう示じだろうか。亮史は小さく笑い、その手をツキの頭の上に載せた。意外そうなツキの目を見返しながら、言う。

「お願いだ。湯ヶ崎まで、レレナくんを頼む」

「──こんなときにまで、お願いか」

「命令は別に考えてある。君に下す命令は──」

　包ほう帯たいでぐるぐる巻きにされたツキの身体からだを、亮りよう史じは慎しん重ちように持ち上げた。膝ひざの上に乗せ、その耳元に唇を近づけて、亮史はその命令を口にした。

　亮史の手のひらの下で、ツキの背中の毛が逆さか立だつのがわかった。

「主人！　それは──」

「命令だ。三み日か月づき。命令、だ」

　なにかを言われるよりも先に、亮史は強い声でそれを遮さえぎっていた。ツキの金色の目が怒りを含んで見上げてくる。それを受け止める亮史の口元には、あいまいな笑みが浮かんでいた。

　やがて、ツキは、諦あきらめたように首を振った。亮史の膝を蹴けって床の上に降り立つと、亮史に背を向けたまま、耳を伏せたまま、ぽつりと呟つぶやいた。

「了りよう解かいした。──主人」

「すまないな。──ツキ」

　ふん、と鼻を鳴らされた。てくてくと、不ふ機き嫌げんを全身から滲にじませながら去っていくツキの背中を、ぼんやりと見つめる。と、横にいたレレナが、そんな亮史の袖そでを引いた。

「月つき島しまさん」

「あ、うん。そういうわけだから。僕が送るわけにはいかなくなった。だから、レレナくん。先に帰っててくれないか。僕はちょっと用事を済ませなくてはいけないからね」

「嫌です」

「え？」

「い・や・で・す」

　亮史は思わず目を瞬まばたかせて、にわかに険しくなったレレナの顔を見つめた。レレナはすっと立ち上がると亮史の前に回り込み、嚙かみつきそうな口く調ちようで言った。

「月島さんを残して自分だけ帰るなんて、そんなことできません。それなら、私も残ります」

　亮史だけでなく、ラウンジにいた全員が息を吞んだ。それまで耳をそばだてていた上じよう弦げんが、この上もなく不快そうな目つきでレレナをにらんでいるのが視し界かいの端に見えた。けん制するような一いち瞥べつを上弦に向けてから、亮史は説得の口を開きかけ、

「レレナくん、それは、」

「私、人を殺しました」

　亮史は目を見開いた。人を、殺した。レレナからはもっとも遠い場所にある言葉だ。亮史の驚きを見て取って、レレナは恐れるように目を伏せた。腰の前で組んだ手に、強い力が込められる。

「殺したく、ありませんでした。殺すつもりも。──でも、殺してしまいました」

「…………」

「取り返しのつかない、過あやまちです。でも、月島さん、私は、生きるためにそうしたんです。生きてここから出るために」

「……ああ」

　そのとおりだ、と胸の中で呟つぶやく。ここは戦場なのだ。いかな聖せい人じん君くん子しでも、生き延びたいのなら敵を殺すしかない。ここは、そういう場所だ。

　組んだ己おのれの両手を見つめながら、レレナは続けた。

「だから本当は、一秒でも早くここから出ていきたいんです。ここにいれば、また、あんなことをしなくちゃならなくなるから」

「それなら──」

「でも！」

　レレナは顔を上げ、きっと亮りよう史じをにらみつけた。その瞳には涙が滲にじんでいる。

「でも、それなら、それなら──月つき島しまさんも、一緒に帰ってください。月島さんだって、もうここに一秒でもいる必要は、ないはずでしょう？」

「──レレナくん」

「お願いです、月島さん。私に帰れと言うのなら──月島さんも、傍そばにいてください。もう、嫌なんです。誰かが殺されたり、誰かを殺したりするのは、それが誰であっても──たとえ真さな田だであっても、嫌なんです」

「…………」

「お願いです、お願いですから、もう、帰りましょう？　舞まいが死んで、その上、月島さんまで、月島さんまで死んでしまったら、もう、私、私────」

　亮史は立ち上がる。ぽたぽたと床の上に涙を零こぼすレレナのことを、亮史は、ほとんど無意識のうちに抱き締めていた。腕の中の小さな肩が、強こわ張ばるように動いた。その耳元で、亮史はそっと囁ささやいた。

「だめだ。レレナくん」

　レレナは身体からだを動かそうとする。顔を上げて亮史のことを見ようとする。許さなかった。その腕に強い力を込めて、レレナの動きを、言葉を束そく縛ばくしながら、亮史は言った。

「舞くんは真田に殺された。それによって、僕の中のなにかも死んだ。だから僕は真田を殺す。それが君にとって辛つらいことだろうとも、僕はそうするしかない」

「──月島さん、それは、舞は、」

「舞くんのためじゃない。舞くんはもう消えてしまった。だから、彼女のためになにかをするなんて、そんな滑こつ稽けいなことを言う気にはなれない。僕が真田を引き裂くのは、完全に自分のためだ。それ以外のことをしようとは思わない」

　抱き締めるうちに、ゆっくり、ゆっくりと、レレナの身体から力が抜けていった。震えている。泣いているのだろう。その涙に対して、亮史はかける言葉を持っていなかった。だから亮史は目を閉じて、ただ別れの言葉だけを口にした。

「今までありがとう。舞くんと、君と過ごした生活は──とても、楽しいものだった」

「……やめて、ください」

「君たちと一緒にいられて、僕は、なにかを手にすることができたような気がする。それは、もう失くしてしまったけれど」

「やめ、て──」

　蚊かの鳴くようなレレナの声に、亮りよう史じは従った。これ以上束そく縛ばくするのをやめて、腕を解ほどき、身体からだを離し、後ろに下がる。親に見捨てられた子供のような表情を浮かべているレレナに、亮史ははっきりとした口く調ちようで告げた。

「さよなら、レレナくん。もう、二度と会うことはないだろう」

　それきり亮史は背を向ける。それ以上レレナの顔を見ているのが、辛つらかった。自らの身体を抱くようにして、じっと自分の足元を見つめている上じよう弦げんの傍そばを通り、通り抜けざまに小さく呟つぶやいた。行くぞ、いつまでも、つまらない嫉しつ妬とに駆られているな。その言葉に、上弦は雷かみなりに打たれたような反応を見せる。小走りに自分の背中を追う、上弦の足音に続いて──レレナの、ほとんど悲鳴と言っていいような声が響ひびいた。

「月つき島しまさん！　──月島さん!!」

　その声に──

　亮史は、もう、振り返らなかった。




　　　　◆




　最上階、大おお広間のテーブルの上に、真さな田だは腰を下ろしていた。

「──これで、専せん念ねんできるな？」

　目を開き、真田はそう語りかけた。半なかば独り言のようなその呟きに、従じゆう者しやのひとりが反応を見せる。なんでもない、と手で振ってその視線を遮さえぎり、真田は顎あごに手を当てて思し考こうに戻る。

　月島亮史とレレナの反応が離れていく。レレナのほうには、使つかい魔まの反応と従者の反応が寄り添っていた。まさか玄げん翁のうを護ご衛えいに回したわけではないだろう。クイナ辺りが順当なところか。なにはともあれ、これで月島亮史の後こう顧この憂うれいは、まったくなくなったわけだった。あとは──自分との、決着をつけるだけだ。

　戦力差は圧倒的。圧倒的に、真田のほうが不利である。が、それほどの悲ひ観かんも、真田はしていなかった。実にあやふやな理由ではあるが──負ける気が、しないのだ。相手があの月島亮史であっても、今の自分なら必ず勝てる。そんな、ほとんど暗示のような楽らつ観かんが真田の頭の中を支配していた。

　無む論ろん、楽観はあくまでも観測のひとつに過ぎず、なにもしなくていいというわけではない。

　本ほん拠きよビルから逃げ遅れた従者を数人捕らえ、『支配』した。彼らを重じゆう装備で武装させ、各おの々おのが『支配』に囚とらわれず自由に戦えるように裁さい量りようした。待ち構える戦場は大おお広間にし、集団であることの優位性をさらに強いものとした。

　そして、中階から広間に至るまでの道々に、実験用に飼っておいた亡もう者じやを放しておくことも忘れなかった。

　そういえば昨日から餌えさをやっていない。都つ合ごうよく襲おそいかかってくれればいいが、共とも食ぐいする可能性もないではない。そもそもあんな畜ちく生しようどもに、月つき島しま亮りよう史じや上じよう弦げんがやられるとも思えないのだが──ま、やれるだけのことは、やっておいたほうがいいだろう。

　広間の高い天井を見上げて、真さな田だは斧おのを握り締める。

　勝てるだろうか──とは、もう考えなかった。ここまで来たらあとはもう戦うだけだ。そのことを再さい確認し、真田は自分の内側が静かに燃え立ってくるのを感じる。『血の力』の特性、身体からだを巡るごとに、『力』を、そして攻撃を引き立てるための凶きよう暴ぼう性を引き出してくれる。その熱量に身を委ゆだねながら、真田はぼんやりと考えた。

　あるいは吸血鬼は──戦うために、存在するのかもしれない。

　なぜならば、吸血鬼は戦うことによってのみ、快かい楽らくを得られるからだ。

　生物にははっきりとした目的がある。個体を維持することと、種しゆ族ぞくを維持することだ。個体を維持するため──つまり死なないために、食欲や睡すい眠みん欲よくを持ち、種族を維持するため──つまり絶ぜつ滅めつしないために、性欲を持っている。それら本能に根ざした欲望は、個体維持・種族維持のための安全装置なのだ。

　しかし、吸血鬼にそれはない。吸血鬼は生物ではないから。物を食べることもあるし、睡眠もある程度は必要とする。時として性せい交こうを行うこともある。だが、それらはいずれも、吸血鬼の行動を左右するほど強いものではないのだ。吸血鬼の本能に根ざした欲望とは、血液への欲求と、戦闘欲とでも言うべきもののみだ。吸血鬼は生理的に戦うようにできている。それは、間違いのない事実だ。

　天井を見上げながら、真田はひとり笑みを浮かべた。愚ぐにもつかない妄もう想そうに浸ひたる。

　もしかしたら、本当に、吸血鬼を創つくり出した創造主しゆというものがいるかもしれない。悪意の創造主だ。人の形をし、人の血を啜すする、人ではないものを創り出したそいつは、その種を世界中にばら撒まいた。本能的に戦闘を行うように定められたその種族が、癌がん細さい胞ぼうのように人間の世界を覆おおい尽くし、食い尽くしてしまうために。だからこそ、時代も地域も違えども、吸血鬼は同じ特性を持っているのだ──

　真田は小さく笑った。妄想とはいえあまりに非ひ論ろん理り的だった。第一、もしそうだとしたら、吸血鬼にはあまりに欠けつ陥かんが多すぎる。水を渡ることができないゆえに、広こう範囲に殖ふえることは望めないし、また仲間の吸血鬼を作ることができるのが『主人』のみであるため、癌細胞のように爆発的に増ぞう殖しよくすることはとてもできない。仮にそうしよう思っても、途中のどこかの時点で人間にその存在が露ろ見けんされ、あっという間に駆く逐ちくされてしまうだろう。

　と、真さな田だはふと視線を広場内に戻した。

　人間が、駆く逐ちくする？　誰を？　──この、私をか？

　真田の目に、束つかの間ま、冷えた色が浮かんだ。

　それもいいかもしれない。『主人』としての能力を使い、吸血鬼を増ぞう殖しよくさせ、この島国を吸血鬼の国家にするのも、なかなか面白そうだ。

　必要に迫られているのでもない限り、真田は誰かを支配したいとは思わなかった。地位にも権力にも興味はない。しかし、人間は、敵だ。ことによれば月つき島しま亮りよう史じなど、はるかに凌りよう駕がするほど強力な。その敵に対して尻尾しつぽを丸め、自らの存在をひた隠かくしに隠して生きていく。そんな有り様さまのどこに、『自由』があるというのだろう？

　あまり先のことを見み据すえるのは禁きん物もつだった。今は、月島亮史との戦いにのみ専せん念ねんしていればいい。それでも、自分を見失わないためには常に目標を掲げておかなくてはならない。目標を、敵と置きかえてもいいだろう。真田の前に立ちふさがり、その自由を阻そ害がいする可能性がわずかにでもあるもの──すなわち、この世に存在するほとんどの事物は、明確に真田の『敵』なのだった。




　　　　◆




『感かん知ち』によって上階に亡もう者じやが満ち満ちているのはわかっていた。恐らく真田が放したのだろう。『組織』によって拉ら致ちされてきたものたちの成れの果て、実験用に飼われていた、人の形をした獣けもの。ざっと数えてみるに、二十体、というところか。慎しん重ちように行くように。上じよう弦げんがそう口を開こうとした瞬間、魎りよう月げつはあっさりと扉を開けていた。

「────」

　声も出せない上弦の目の前で、魎月は風のように上階に入り込んでいた。慌あわててその背中を追った上弦に、言葉ですらない唸うなり声を上げながら、亡者が一匹飛び掛かってきた。ちっと短く舌した打うちをして、上弦は『霧きり』によってそれを回かい避ひする。

　所しよ詮せん、獣だった。『霧』になった上弦の視し界かいの中で、亡者は受身も取れずに無ぶ様ざまに床に墜つい落らくし、倒れたところを玄げん翁のうの的確な射しや撃げきによって撃うち抜かれていた。耳を劈つんざく悲鳴を上げて、あっという間に亡者は灰になる。人間形態に戻り、上弦は安あん堵どの息をついた。亡者の身しん体たい能力は主人のそれをも上回る。知能がないとはいえ、油ゆ断だんすれば思わぬダメージを受けてしまうかもしれない。

「──魎月さま。ここから先は危険だ。『感知』を使って、警けい戒かいしつつ進んでいこう」

　上弦のその声にも、魎月はろくな反応を見せなかった。その態度に、怒りや苛いら立だちを通り越して、不安がこみ上げてくる。不安の影の中にちらつくのは、先ほどの、レレナを抱き締めていた亮史の姿だった。

　別に顧かえりみるほどのことではない。ただの別れの挨あい拶さつだったのだ。そう自分のことを慰なぐさめてみようとしても、その影はしつこく脳のう裏りにちらつき、容易には離れなかった。

　やはり──やはりあのとき、血を吸っておけば、『支配』してしまえばよかったのかもしれない。唐とう突とつに、そんな考えが脳裏に浮かんだ。いや。むしろ、今からでも遅くはない。こちらには、玄げん翁のうも、ツルもいる。今。魎りよう月げつを束そく縛ばくし、その血液を啜すすりとってしまえばいい──

　その声が聞こえたように、魎月は振り返った。冷たくも見えるその視線に、上じよう弦げんはぴくりと身体からだを震わせた。

「わかってるよ、上弦。ただ──少し、逸はやってるだけだ」

　その言葉が、自分の意見に対する答えなのだということを理解するのに、しばらくかかった。慌あわてて頷うなずき、

「──あ、ああ。そうか。しかし、急せいてはことを仕し損そんじるとも言う。私たちが一緒なら、真さな田だごときに負けるはずがないんだ。ここはじっくりと腰を据すえようじゃないか」

「……そうだな。お前は、そう言うだろうな」

　投げやりにそう言って、魎月は再び上弦に背中を向けた。上弦は眉まゆ根ねを寄せ、見ようによっては泣きそうにも見える表情で、魎月に続いた。

　魎月は、自分に対して、好意を持ってはいない。わかってはいたが、やはりそれをまざまざと見せつけられるのは辛つらかった。うつむき、前後に動く魎月の足を見つめながら、上弦はぽつりと言った。

「なあ、魎月さま。あなたには、──レレナが、大事、だったのか？」

　魎月の足が止まった。振り返りもせずに、ただ魎月は、少しだけ視線を上げた。

「それを聞いてどうする？」

「──別に、どうする、ということは──」

「レレナくんを追いかけて、殺すつもりか？」

「…………」

　黙り込んだ上弦に、魎月はようやく顔を向けた。その口元に、ふと笑みが浮かんだ。

「安心しろ。約束は守る。すべてが終わったら、お前と一緒に暮らす。そう、約束したからな」

　そんなことを言われても、上弦は容易に信じることができない。なぜかは、わからなかった。ただの勘かんなのかもしれない。自分の勘は、よく当たる。思い出したくもないその事実を思い出して、上弦はぐっとうつむいた。

　本当は、信じていたかった。魎月の言葉を、自分と一緒にいてくれるという、その約束を。だが、信じるということは、意思ではどうしようもない感情なのだ。レレナを抱き締めていた魎月の姿が、これまで見せつづけてきたあまりにも冷れい淡たんな態度が、上弦の中の不信をよりいっそう強いものにしてしまっていた。

　そんな上弦の姿を見て、魎月は静かに息を抜いた。一歩、近づいてくる。上弦は反射的に身を引こうとしていた。口づけでも、抱ほう擁ようでも、今の自分には逆ぎやく効果になってしまうと思ったからだ。が、魎りよう月げつはそのどちらもしようとはしなかった。ただ近づいて、腰を屈かがめ、上じよう弦げんと視線の高さを同じくしてから、わずかにだけ首をかしげた。

「僕にとってレレナくんは掛け替えのない存在だった。舞まいくんと同じように」

　間ま近ぢかに迫った魎月の瞳から、上弦は目をそらした。唇だけが、まるで別人のもののように動いていた。

「そう、か」

「しかし、だからと言ってお前が心配する必要はない。僕がレレナくんに会うことは、二度とないだろうからな」

「……なぜ？」

「危険だからだよ」

　魎月は背を伸ばし、なにかを思い出すよう目を閉じた。瞑めい目もくする魎月の顔を、上弦はまじまじと見上げる。

「所しよ詮せん、僕は、吸血鬼だ。レレナくんの近くにいては、いつか彼女の命を奪ってしまうだろう。舞くんのように」

「…………」

「吸血鬼と人間は違うものだということが、舞くんの死でようやくわかった。上弦。お前の言っていたとおりだったな。人間を理解しようとした、僕が愚おろかだったんだ。その愚かさが、結局は、舞くんを死なせることになってしまった。もう、あんな思いは御ご免めんだ」

「レレナが大切だから。大事だから、二度と、会わない」

　薄く開いた魎月の瞳を、上弦は責めるようににらみ上げた。

「なら、私はどうなんだ？　魎月さま？」

「……え？」

「私なら構わないのか？　命を奪われても」

　魎月は目をぱちくりさせた。「なにを言っているのかわからない」とでも言うかのように。その顔に上弦の苛いら立だちは頂点に達する。目の前にある魎月の胸むな倉ぐらを、両手でぐいと握り締めた。

「そういうことだろう。レレナは大事だから外に出した。なら、私は？　私はなぜ傍そばに置いておくんだ、魎月さま？」

　上弦の真剣な瞳に映る魎月の顔は、どこまでもつまらなそうだった。胸倉を摑つかんだ手を離し、拳こぶしに固めると、ろくな手て加か減げんもせずに叩たたきつけた

「レレナや舞は、大切か。なら、私は？　私は大切じゃあないのか、魎月さま？　長い、長い年月のあいだ、私はあなたと一緒にいた。そのあいだ一度でも、私のことを大切だと、そう言ってくれたことはあったか？　それなのに──」

　声が震えていた。やばい、と自分でも思った。思し考こうで止められる感情など存在しない。石ころが坂道を転がり落ちていくように、激げき情じようが燃え上がっていくのを感じた。言葉にすればその激情も幾いく分ぶんかは収まると思ったのだが、最さい悪あくなことに、舌がもつれてそれ以上言葉を続けることができなくなっていた。やばい。再さい度ど頭の中で繰り返す。喉のどで堰せき止められた分だけ、感情の激げき流りゆうはさらに強さを増し、胸で渦を巻きはじめていた。爆発まで、もう間もない。自分でそうわかっていながら、上じよう弦げんにはどうすることもできなかった。

　そのとき、魎りよう月げつの右手が動いた。

　ぱん。静せい寂じやくに響ひびいた乾いた音が、魎月が自分の頰ほおを張った音であるということに気づくまで、数秒かかった。上弦がなにを言うより先に、ツルのほうが声を張り上げていた。

「貴き様さま──上うえ様さまに、なにをする!!」

　牙きばを剝むいてそう叫び、ツルは魎月に跳びかかった。玄げん翁のうも上弦も止める暇ひまもないほどに素早いその動きを、しかし魎月は半身を捌さばいただけで易やす々やすとかわした。宙を横切るツルの首根っこを引っ摑つかみ、逆に元もと来たほうへと投げ返す。ボールのように行って戻ってきたツルの身体からだを、玄翁が受け止める。離せこの馬鹿、上様が叩たたかれたんだぞ──そう喚わめきながら暴れるツルのことを、玄翁はしっかりと摑んで離さなかった。そうしながら、しかし玄翁の瞳には、ツルのそれにも劣らない怒ど気きが漲みなぎっていた。

　魎月は、そのどちらも見ようとはしなかった。反射的に頰を押さえた上弦を見、吐き捨てるように呟つぶやく。

「つまらない嫉しつ妬とはよせと、言わなかったか？」

　水を浴びせかけられたように、胸の中の炎ほのおが萎しぼんでいく。頰を叩かれたことなど、今までにあっただろうか。頭の中の混乱は、そんな無意味な思し考こうを生んだ。その思考を読むように、魎月は上弦の瞳の奥を覗のぞき込んでくる。

「なぜお前を傍そばに置いておくか、だと？　わかりきっていることを聞くんじゃない。お前は僕と同じ、吸血鬼の主人だろう。自分の身は自分で守れる。だからだ」

　そんな言葉が欲しかったわけじゃない。その声を、上弦は嚙かみ殺した。うつむいた上弦に畳たたみかけるように、魎月は言葉を重ねた。

「今、お前のそんな戯ざれ言ごとに耳を傾けている場合か？　真さな田だを裂いたらいくらでも聞いてやる。だからそれまで、黙っていろ」

　自分は魎月のなんなのだろう。唐とう突とつに、そう思った。好意を持たれていないということはわかっていた。それでもいいと思っていた。時間は、いくらでもあるのだ。魎月の中を占めていたものがなんであろうと、ゆっくりとそれに取って代わっていけばいい。そう思っていた。

　しかし。魎月の言葉は、上弦の気持ちなど一いつ顧こだにしないその物言いは──辛つらかった。

　魎月は前を向く。その背中を、上弦は見た。なにも物語らず、振り返りもしないその背中に、上弦は、思わず口を開いていた。

「これだけ──これだけ、答えてくれ、魎月さま」

　黙っていれば答えは返ってこないとわかっていたから、上じよう弦げんは矢や継つぎ早ばやに言葉を続けた。

「あなたは、私のことを、大事に思って、くれているのか？」

　切れ切れの言葉は、不安に分断されたのだった。縋すがるような視線を受け止めながら、魎りよう月げつは無む慈じ悲ひな背中を晒さらしたまま、ぽつりとだけこう答えた。

「──当たり前だ」

　顔を見もせず、振り返りもせず。魎月は、そう言った。きり、と唇を嚙かみ締めながら、上弦はうつむき、「そうか」という声を落とした。

　答えてくれないほうが、よかったのかもしれない──そんな声が、虚うつろになった上弦の頭の中に響ひびいていた。




　　　　◆




　静かな振動だけが、エレベーター内の空気を震わせていた。レレナは大きく見開いた目で、エレベーターのドアだけを見つめている。背後で、ツキとクイナがなにやら言い争いをしていた。

「お前、本当にその格かつ好こうで外に出るつもりか？」

「……仕方ないだろ。着るものがないんだから」

「探せばなにかあるだろう。従業員の上着とか、それがだめなら布を引き裂いて上に羽は織おるだけでもいい。上半身裸はだかで外に出てみろ、あっという間に逮たい捕ほされるぞ」

「うるさい猫だな。そんなに気になるんなら、誰か外を歩いている女から上着を引っぺがして着ることにする。それでいいんだろ？」

「──わかった、もういい。もうなにも言わん」

　それきり不ふ機き嫌げんな沈ちん黙もくが箱の中に満ちた。

　すぐ背後で、クイナが咳せき払ばらいをする。かりかりとわずかに聞こえる音は、ツキが自分の耳元を搔かいてでもいるのだろうか。耳に痛いほどの静せい寂じやくは、どんな細こまやかな音でさえもレレナの耳に伝えてきた。だからクイナとツキが自分のことを気にかけている気配も、レレナは察さつ知ちすることができた。

　それでも、レレナは振り向かない。

　大きく見開いていた目をきゅっと閉じて、うつむいた。

　涙は、不ふ思し議ぎと零こぼれてこなかった。出で尽つくしてしまったのかもしれないし、あるいは亮りよう史じとの今こん生じようの別れを、頭が理解できていないだけなのかもしれない。

　──さよなら、レレナくん。もう、二度と会うことはないだろう──

　レレナは鋭く息を吐いた。身体からだが瘧おこりのようにぶるぶると震えてきたが、それでもやはり、涙は流れはしなかった。自らの身体を両腕で抱いて、その震えを止めようとする。そんなレレナの肩に、ぽん、と手が置かれた。クイナだった。

「レレナ？　大丈夫？」

　唾つばを飲み込み、レレナはかろうじてその言葉に頷うなずいた。何度も、何度も、深しん呼吸を繰り返すうちに、ようやく落ち着きを取り戻した。

　亮りよう史じの言ったことは正しいことなのだ。そう、思い込もうとした。いや、実際それは、この上もなく正しいことだったに違いなかった。ツキやクイナならともかく、あそこにあってレレナは明確な足あし手でまといだ。いるだけで、迷めい惑わくをかける。だから早く脱出しなくてはいけない。それは、痛いほどよくわかった。

　しかし──

　亮史があの戦場に留まる必要が、どこにあったというのだ。彼が今から行おうとしているのは、生きるための戦いではない。殺すための戦いだった。誰のためでもなく、なにも生み出さない、無意味にして不ふ毛もうにして、なによりも危険な行為だ。舞まいの仇かた討きうちだと、亮史はそう言った。しかし、舞の魂たましいはそんなことを望まないだろう。舞が愛し、その命を挺ていしてまで守り抜いた亮史が、再びその身を危険に晒さらすことを、彼女が望むはずがなかった。

　そのことを、伝えればよかった。唐とう突とつにそんな後こう悔かいが脳のう裏りを刺したのと、「ぽーん」という間の抜けた音が響ひびくのは、ほとんど同時だった。

　エレベーターの表示は、「Ｌ」を示していた。

　ぎゅっと拳こぶしを握り締める。今からでも間に合うかもしれない。そう思った。そして、そう思ったレレナの心を読み通したかのように、クイナがレレナの拳に手を添えた。思わず振り返ったレレナに、クイナは空くう虚きよな表情でただ首を横に振った。

「行くよ」

　短いその言葉に、ツキが先に動いた。尻尾しつぽを揺らめかせながら、ビルのロビーを静かに横切っていく。包ほう帯たいにぐるぐる巻きにされたその背中を、レレナはぼんやりと見つめた。

　クイナに腕を取られた格かつ好こうのまま、レレナはよろよろとエレベーターから這はいずり出た。背後でなにかを断ち切るように、エレベーターのドアが閉まる音が聞こえた。

　それと同時に、レレナの中にあった望みの一いつ糸しも、途と切ぎれてしまった。

　自分がなにを言っても、きっと亮史はその心を変えなかっただろう。百ひやく万まん言げんを費やしてもそのことごとくは無む駄だと消えてしまったに違いない。亮史と最後に話をしたとき、レレナは『遠さ』を感じていた。クイナを絶望の淵ふちから引きずり上げたときにはまるで感じなかった、相手との距離。理り屈くつではなく直感として、自分の声がまるで届いていないことを、レレナは悟さとったのだ。

　あのときの、亮史の瞳を思い出す。水すい晶しようのように冷たく乾いたその瞳には、どんな言葉も吸い込まれて、かけらひとつ戻ってはこないような気がした。機械かなにかと話でもしているような気分だった。意思は持たず、ただ目的のみを持つ無む機き物ぶつ。そんな印いん象しようを、レレナは亮史の瞳から受けていた。

　無む力りよく感かんが身体からだを支配する。今こん生じようの別れ──生きて、二度と会うことはない。その実感が、今さらのようにずっしりと重くレレナの両肩に圧おしかかってきた。レレナは苦しそうに喘あえぐと、その重みから逃れたいがためだけに、前を行くツキの背中に声をかけていた。

「ツキさん──ツキ、さん」

　ツキは立ち止まり、ぐるりと首を捻ねじまげてこちらを見た。金色のその瞳には、言いようもない悲しみが漂っているように、レレナには見えた。

「なんだ」

「月つき島しまさん、──月島さんと、きっと、きっとまた会えますよね？　生きてさえいれば、きっとどこかで、会えますよね？」

　疑問と言うよりは、祈りに近かった。その祈りに、しかしツキは真しん摯しに答えてくれた。

「ああ。会えるさ」

　短いその答えが、逆にありがたかった。レレナはうつむくように頷うなずいて、クイナの腕から身体を離し、自らの足でロビーの出口へと歩きはじめた。
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　慎しん重ちようになど行く気はさらさらない。上じよう弦げんの制止の声にも耳を貸さず、亮りよう史じは五匹の亡もう者じやの反応が固まっているところに、自ら飛び出していった。

　不ふ思し議ぎなことに共とも食ぐいはしていなかった。あるいは生きていた頃に、知ち己きを交わしていたのかもしれない。まだ完全に畜ちく生しようには落ちていない、その哀あわれな犠ぎ牲せい者たちを、しかし亮史はなんの躊躇ためらいもなく引き裂いていた。

　一いつ足そく飛びに間合いを詰めて、一匹の亡者の心臓にナイフを突き立てる。声なき悲鳴が響ひびく中で、他の四匹は一いつ斉せいに亮史に跳びかかった。『霧きり』。もろに激げき突とつした二匹のうち、体格のいいほうの背後に回りこんで実体化する。背中を見ればそれだけで心臓の位置がわかる。突き刺し、引き抜いたところでもう一匹が襲おそいかかってきた。亮史がナイフを振るうよりも早く、銃声が響いてその亡者は後ろに吹っ飛んでいた。が、致ち命めい傷しようではない。ぼたぼたと血を流しながら、それでも敵意を剝むき出しにして起き上がった亡者に、亮史はちっと舌を打つ。

「攻撃するときは一いち撃げきで仕し留とめろ。血の匂においを嗅かぎつけて、すぐに他の亡者も集まってくるぞ」

　冷れい淡たんにそう言い放っても、不快感を気け振ぶりにも出さないのが玄げん翁のうだった。無言のまま手負いの亡者に次々と弾たまを撃うち込み、あっという間に灰に戻してしまう。しかし、撒まき散らされた血液までが、その射しや撃げきによって灰になってしまうわけではなかった。

　案あんの定じよう、残った二匹を上弦が片づけているあいだに、それに倍する数の亡者が近づきつつあるのがわかった。

「魎りよう月げつさま──」

　先ほどまでの甘ったれた声ではない、戦闘に引き締まった上じよう弦げんの声が耳に響ひびいた。どうする、と言げん外がいに問うている。ひゅん、とナイフを振ってから、亮りよう史じは口を開いた。

「今のうちに始し末まつをつける。真さな田だと戦っているときに乱入されては面めん倒どうだからな」

「しかし、十匹だぞ？　一度に片づけるのは骨だ」

「バラけよう。合流する前に各個撃げき破はだ。僕と上弦、玄げん翁のうとツルの二組に分かれる。適当に戦ったら切り上げて、またここに戻ってくるんだ。いいな」

　答えを待たずに魎月は駆け出した。上弦は少しのあいだ迷っていたが、「魎月さまの言うとおりに」とだけ言い置いて、亮史の後を追った。

『感かん知ち』を持った主人が二人である。結果は最初から見えていた。出くわした亡もう者じやをほとんど瞬しゆん殺さつに近い形で始し末まつしていき、すぐに集つどいつつあった亡者の半数を駆く逐ちくした。『感知』によって真さな田だの居い場ば所しよを割り出すと、亮史はそちらに目を向けて、胸の中で小さく呟つぶやいた。こちらを観察でもしているのか。余よ計けいな小こ細ざい工くを弄ろうするな。この程度の仕掛けで、この自分がどうにかなるとでも、本気で思っているのか。

「魎月さま。戻ろう」

　ああ──と答えようとして、亮史は口を閉じた。上弦が、上うわ目め遣づかいに亮史の顔を覗のぞき込んできていた。正直、うんざりだった。そういう色気は出さなくていい。そう言おうと思ったが、上弦に先んじられていた。

「この、戦いが、終わったら──」

「わかっている。お前と暮らす」

　先回りして亮史はそう答える。答えた言葉に誠意がないことは、自分が一番よくわかっていた。実際どうするかはまだ決めていない。心の中で燻くすぶっている、ひとつの考えがあったからだ。

　しかし、それを決めるのはまだ先のことだ。そんな亮史の頭の中に気づきもせず、上弦は亮史を見上げたまま、ぽつりぽつりと言った。

「違うんだ。そうじゃない。私と暮らしてくれるというのは、わかった。でも──」

「なんだ。まだなにか希望があるのか？」

「──私を、────」

　亮史を見上げる上弦の表情には、明らかな迷いがあった。なんなんだ、とうんざり思う。言うか言わないか、そんなことで悩むくらいなら最初から言葉を口に上らせるな。亮史の苛いら立だちを見て取って、上弦は小さく喘あえぎ、そっと顔をうつむかせて、言った。

「──私を、舞まいの、代わりにしてくれ」

　耳を疑った。

「……なに？」

「だからっ！　私が、舞の、代わりになる。代わりでいいから、だから──」

　そう言う上じよう弦げんの顔に、見る見るうちに朱しゆが差していく。羞しゆう恥ちではなく屈くつ辱じよく。誇り高い上弦が、誰かの代わりで構わないなどと口にしている姿が、亮りよう史じにはどうしても信じられなかった。

　しかし、必死で自分を見つめる上弦を見るうちに、次第に理解が亮史の頭の中を侵しん食しよくしはじめた。なるほど、と思う。要するに、それほどまでに自分は上弦にとって、離れがたい存在だということか。

　亮史は首を振った。その挙きよ動どうにあからさまに上弦は震える。怯おびえきったその表情に小さな笑い声を立て、亮史は上弦の髪をそっと撫なでた。

「馬鹿か、お前は。誰も舞まいくんの代わりになどなれない。なる必要もない」

「でも、でも──」

「一緒にいると言った僕の言葉が信じられないのか？　──無理もないか。考えてみれば、お前にはろくな仕打ちをしてこなかったからな。それも仕方ない」

「あ、いやっ、そんな、そんなつもりはないんだ、魎りよう月げつさま」

「ごまかさなくていい。自分でもわかっていた。お前を蔑ないがしろにしていると」

「…………」

「すまなかったな、上弦。ただ──僕には、真さな田だを殺すことしか頭になかった。冷たい態度を取ってしまったとしても、それがお前をどんな気持ちにさせるかなど、一度も考えなかった。そんな余よ裕ゆうは、少しもなかったんだ」

「魎月さま、そんな──」

　不安と安あん堵どが、上弦の瞳の中で交互に揺れていた。亮史は上弦の髪から手を離した。視線を巡らせて、通路の奥、真田の反応があるほうを見つめる。

「一刻も早く、真田を殺そう。僕ら二人で充分だ。玄げん翁のうやツルを待つ必要はない」

「しかし──」

「それが──一秒でも早く真田の息の根を止めることが、なによりも僕たち二人のためでもある。そう思わないか、上弦？」

「…………」

　上弦はうつむいた。自らの顔に浮かんでいる、打算と不信の色を見られないようにと。無む論ろんのこと、亮史はそんなものをあえて見ようとはしなかった。最初から結果はわかっている。かつてはわからなかったであろうことが、今ではなぜかわかるようになっていた。

　心の機き微び。情じよう動どう。人の持つ、温ぬくもりというもの。それがどういうふうに働き、行動にどう作用するか。それが、なんとなくわかるようになっていたのだ。

　亮史の予想どおり──ふいと上げた上弦の表情には、もう迷いの色は浮かんではいなかった。それを見て、亮史は頷うなずく。どちらからともなく歩き出した。上弦の歩みのほうが逸はやっていた。上弦の背中を見ながら、亮史は心の中で、小さく呟つぶやいた。

　肚はらは、決まった。




　　　　◆




　ほとんど駆けるようにして、上じよう弦げんは硬い床の上に足音を響ひびかせていた。それに混じってわずかに聞こえる足音は魎りよう月げつのもので、背後からの魎月の視線をうなじの辺りに感じながら、それでも上弦は逸はやる気持ちを抑えることができなかった。

　喜き色しよくが、その心の中にないと言えば噓うそになる。魎月の気持ちが、なぜ自分に冷れい淡たんに振る舞っていたのかが、わずかなりとはいえ理解できたからだ。真田に対する執しゆう着ちやくというよりも、むしろなぜ自分にあんなにも冷れい淡たんに振る舞っていたのか、その理由がわかったということが、少なからず上弦の心を軽くしていた。

　理解は、できる。大切な舞まいを殺した真さな田だを許すことができなくて、それがために他に目を向けることができなくなってしまったのだということは、納なつ得とくの行く理由だった。しかし、それは上弦の心に別の影を落としていた。わかりきっていたこととは言え、やはり舞という存在が魎月の中でそれほど大きなものだったと見せつけられるのは、耐えがたい苦痛だった。

　そして、だからこそ上弦は逸っている。一いつ刻こくも早く真田を殺すこと。それが、憤ふん怒ぬや怨えん恨こんとは別の理由から必要に迫られていた。魎月の目は、今、真田に向けられている──より正確に言えば、舞を殺した真田に向けられているのだ。真田の存在を抹まつ消しようすることは、即すなわち上弦にとって、まだこの世に在ある舞の残り香がを抹消することでもあった。真田さえ消してしまえば──そうすれば、魎月の復ふく讐しゆうは達成され、彼の目が自分に向けられるようになる。上弦はそう信じた。

　無む論ろん、魎月の言葉を鵜う吞のみにしてはいけないのかもしれない。ただ、一緒に暮らすと言った言葉に噓はないだろう。自分のことを大切だとは思っていないのだろうが、それはきっと時間が解決してくれる。今は、なによりも真田を八つ裂きにすることが先決だった。

　そうとわかれば、あとは早いものだ。亡もう者じやの反応も、残りはすべて玄げん翁のうたちが駆く逐ちくしたのか、ほとんど感じられなかった。真田の周りに従じゆう者しやが三匹ほどいるが、どうということもないだろう。こちらには主人が二人いるのだ。およそ考えうる中で、もっとも強力な組み合わせであると言ってよかった。真田の心臓を抉えぐぐるのに、もはやなんの障害も残ってはいないのだ。

　拓ひらけた場所に出た。待合のソファや観かん葉よう植物が両側の窓に立ち並ぶ、展望テラスのような空間。すぐ先に見える豪ごう奢しやな両開きの扉の向こうに、真田はいる。上弦は逸る足を抑えかねるように、それに近づいていった。

　魎月の声が、その歩みを止めた。

「待て。上弦」

　怪け訝げんそうに上弦は振り返る。待つ？　一体なにを待つというのだ、一秒でも早く殺そうと言ったのは魎月さまではないか。そんな上弦の表情に、気づいているのかいないのか、魎月は壁にもたれかかり、ゆっくりと息を吐いた。

「少し、話をしよう」

「話？　あとでいいだろう。目の前に、真さな田だがいるんだぞ？」

「その前に、話しておくべきことがあるんだよ。お前に」

　しばし考えてから、上じよう弦げんは頷うなずいた。作戦かなにかの類たぐいだろう。そう思ったからだ。魎りよう月げつは昔から、こと戦闘に関してはよく頭が回った。その頭のキレを自分との関係にも向けてくれないだろうかと、昔はよくやきもきしたものだ。

　近づいてきた上弦を見て、魎月は満足そうに笑った。

「なあ、上弦。舞まいくんは、なんで死んだのかな？」

　思ってもいなかった問いをぶつけられて、上弦は大きく目を見開いた。しかし、上弦が口を開く必要はなかった。疑問の形式を持っていながら、その言葉に対する答えを、魎月はすでに持っていたようだった。

「真田が言っていたよ。僕が悪いんだって。あんな子をこんな場所にまで連れてきた僕が、結局は舞くんを死に至らしめることになってしまったって」

　ぐるりと回った脳みそをなんとか落ち着かせて、上弦は当たり障さわりのない言葉を口にした。

「……そんな、言葉、聞く必要はない。殺したのは、真田だろう」

「そう。そうだ。だから真田は言っていた。自分のことを憎んでも怨うらんでも構わないと」

　話の行き着く先が見えなかった。上弦は首をかしげ、なにも答えなかった。

「真田が殺した。それは紛まぎれもない事実だ。しかし、だ。上弦。だからといって、舞くんの死は、真田ひとりだけが責めを負うべきものなのだろうか？」

「……一体、なんの話だ？」

「責任というものの話だ。今まで僕たちとはまるで無む縁えんだったものの話」

　魎月の表情は、どこまでも穏おだやかだった。

「真田は舞くんを殺した。しかし真田は、それに対する責めを負う気はないと言った。舞くんは彼の明確な敵だったのだから、敵を殺すのは当然だと。その言葉には、一いち理りあると思わないか？　舞くんは言うなればスパイの役目だった。敵てき情じようを視察し、時には撹かく乱らんも行った。真田が舞くんのことを排除しなくてはいけないと思っても、仕方のないことだっただろう」

「なんだ、それは。真田を許す、ということか？」

「まさか。真田は八つ裂きにする。そのことに変わりはない。問題なのは真田じゃない。問題なのは──真田以外の、責めを負うべきもののことだ」

　無意識の内に、上弦は唾つばを飲み込んでいた。ぐっ、と拳こぶしを握り締める。

「真田、以外の？」

「僕のことだ。僕が舞くんをここに連れてきた。だから彼女は死んだ。僕が彼女を戦力として使わなければ──あるいは、死なずに済んだのかもしれない」

　気が抜けた。そんなことか、と思った。上じよう弦げんは亮りよう史じの瞳を覗のぞき込み、慰なぐさめるように優しい笑みを浮かべる。

「私は、舞まいのことをよく知らない。だから明確なことは言えないのだが──舞は、きっと魎りよう月げつさまがついてくるなと言ってもついてきただろう。そして、あなたの命が危ないと思えば、身を挺ていしてあなたを庇かばったはずだ」

「……そうかもしれない。いや、きっとそうだろう」

　上弦は息を吐いた。これで話は終わりだと、本気で思っていた。真さな田だを殺す前に、魎月は自分の中の罪の意識を押し殺す必要があった。今し方の会話の目的を、上弦はそう解かい釈しやくしていた。

　そうでは、なかった。

「それなら上弦。今度は別の問題が浮かび上がってくるな」

「──なんだ？」

「僕がこの本ほん拠きよビルに来れば、舞くんは止めてもついてきた。戦場である本拠ビルにおいては、命の危機に晒さらされることになる。だから僕がここに来れば、否いや応おうなしに舞くんは危険に晒されることになった。では上弦、質問だ。僕がこの本拠ビルに来ることになってしまったのは、一体誰の責任だ？」

「………………え？」

　右から左に、魎月の言葉が流れて消えていった。ひとつの意味のある言葉として、それを理解することができなかった。

「なあ。上弦。なぜだ？　僕はなぜここに来た？　教えてくれ」

「……それ、は、…………」

「レレナくんを助けるためだ。レレナくんは攫さらわれてしまった。それを見過ごすことなど、到底できるはずもなかった。だから僕はここに来た。では。レレナくんを攫ったのは、一体誰だろう？」

「…………あ、」

　理解よりも混乱が先に立った。上弦はなにを考えることもできないまま、ただ白はく痴ちのように魎月の名を呼んだ。

「あの、魎月、さま？」

「どうした？　顔色が悪いぞ、大丈夫か？　僕の話を、理解できているか？」

「え、……い、いや、」

「そうか。まあそうだろうな。ではもっとわかりやすく説明しよう。上弦。つまりこういうことだ」

　魎月の左手がゆっくりと動き、上弦の肩を優しく摑つかんだ。

　激げき痛つうが、脇わき腹ばらに弾はじけた。

　上弦はとっさに飛び退のいていた。反射的に脇腹に遣やった手に、ぬるりとした感かん触しよくが伝わってきた。着物の下の肌はだを伝い、膝ひざから足首に伝わって、それは床の上に影のような溜まりを形成しはじめた。

　目の前に掲げた手は、真っ赤に濡ぬれていた。

　それを見ながら、上じよう弦げんは──

　笑った。

「はっ、──はは、はははは」

　歪ゆがみきったその笑顔を見て、魎りよう月げつもまた笑っていた。穏おだやかな笑み。少しも揺らぐことのない。その右手には、血に濡れた銀のナイフが握り締められていた。それを見つめるあいだにも、上弦の乾いた笑い声はずっと響ひびいていた。
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「っ、──嫌、だな、りょっ、うげつ、さま、こんな、こと、」

「責任は果たさなくてはならない」

「こんな、こんなじょうだっ、じょう、だんっ、まだ、さなだが、」

「真田が舞まいくんを殺した。僕の迂う闊かつが舞くんを死に至らしめた」

「さなだ、っ、さなだ、ころしたら、りょうげつさま、わたし、いっしょ、いっしょに」

「しかし、そもそもの原因を作ったのは。上弦。お前だ」

　魎月の顔から、すっと笑みが消えた。真ま面じ目めな顔で、心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに、

「僕がお前を許すと、本気で思っていたのか？」

　それを見て、上じよう弦げんは、ようやく、これが、冗じよう談だんではないことを、理解した。




　　　　◆




　土ど台だい無む理りだったのだ。亡もう者じや相手にツルが戦闘を行うことなど。そもそもが戦闘向きの能力ではない。どちらかといえば、諜ちよう報ほうや暗あん殺さつに向いた能力だった。使つかい魔まにはそういうものが多い。戦闘を主体とするのではなく、あくまでも補助として考える能力。ツルが持つ特とく有ゆう能力である『変へん化げ』は、使いようによればそれなりの威い力りよくを発はつ揮きするが、吸血鬼というカテゴリーの中でも図ず抜ぬけた身しん体たい能力を持つ亡者を相手にしては、どうすることもできなかった。

　ツルはよく戦った。それでも四匹目の亡者にとどめを刺す頃には、すでに満まん身しん創そう痍いになってしまっていた。

　マガジンを排出して、新たな銃じゆう弾だんを込める。そうしながら玄げん翁のうは、人間形けい態たいに戻って荒く息をついているツルのことを心配そうに見み遣やった。そもそも、自分が最初にあんなことを言わなければ、と後こう悔かいする。迂う闊かつにも、玄翁はツルに対して「戦うな」と言ってしまったのだ。

　戦闘は従じゆう者しやである自分が行う。戦闘に向いていないツルは戦うべきではない。余よ計けいな負傷の原因にもなりかねない。──そういう言葉の悉ことごとくが、ツルの反感を煽あおり立てるだけだということに気づいたのは、言ってしまったあとだった。

　慌あわてて取り消したが、もう遅かった。せめて小しよう銃じゆうを使うようにと勧めてみても、一度意い固こ地じに突入してしまったツルの心は、頑がんとして玄翁の言葉を撥はねつけたのだった。

　が、その意地も、もう限界に達したようだった。ツルは床に膝ひざをつくと、八つ当たりのように床に拳こぶしを叩たたきつけた。

「──くそっ！」

「……このあたりが、潮しおだな」

　言って玄翁は拳けん銃じゆうをしまう。自分の言葉がツルには逆ぎやく効果に働いてしまうということを、玄翁はいまだによく理解していなかった。ツルは弾はじかれたように玄翁の顔をにらみ据すえると、よろよろとよろめきながら立ち上がった。

「ふざけるなっ。なんだ、この程度の、怪け我が──」

「無理をするな。お前には『再生』はないんだぞ。少し、休んでいろ」

「うるさい！　お前なんかに、心配される謂いわれはない!!」

　痛みをこらえるように歯を食いしばって、ツルはさらに歩こうとした。これ以上看かん過かしていることはできなかった。玄翁はゆらりとツルに近づくと、その足を払い、半なかば無む理り矢や理りツルの身体からだを床の上に押さえつけた。ツルは気が触れたように暴れ、

「やめろ、この馬鹿、クソ玄翁！　離せ!!　ツルの身体に触れるな!!」

「──お前が俺のことを嫌っているのは知っている。だが、無む茶ちやは、するな。お前になにかあれば、御ご前ぜんが悲しむ」

　上じよう弦げんの名は、ツルには劇的な効果をもたらした。麻ま酔すいを打たれたかのように、ぶんぶんと暴れ回っていたツルの両腕うで両足あしが力をなくした。壁かべ際ぎわにもたれかかり、だらりと四し肢しを投げ出しながら、ツルは泣き出す寸すん前ぜんの子供の顔をした。

「くそっ。情なさけない。情けない──！」

　ふう、と玄げん翁のうは息を抜いた。逆らわないほうが無ぶ難なんだ、と思った。

「すまんな。俺はでかい図ずう体たいをしてはいても、慎しん重ちようの癖くせが抜けきらんのだ」

「黙れ馬鹿！　誰がお前のことを言ってる。ツルは、ツルのことが情けないって言ってるんだ。勘かん違ちがいするな」

　玄翁は、ふと目を細めた。

「お前は、実際、よくやっていると思うがな」

　それは、紛まぎれもない玄翁の本音だった。ただ少し、やりすぎてしまうだけだ。心の中でそう付け加えるが、無む論ろんのことツルには聞こえない。ツルは相変わらず不ふ機き嫌げんな表情だったが、それでも顔色のどこかに喜びの色が混じっているあたり、感情を抑制できない子供だった。それを隠かくすように、ツルは無理に首を曲げてそっぽを向いた。

「……役に立たないことのほうが、多い」

「もし本当にそうだったら、御前はとっくにお前との『契約』を解かい除じよしているはずだろう」

「…………上うえ様さまは、お情け深いから、だから──」

「情けは、あまりないと俺は思うがな。いずれにしろ、御前はお前のことを大事に思っている。それは間違いない」

　ツルは顔を歪ゆがめ、唇を尖とがらせて、玄翁に食ってかかった。

「うるさい、うるさい！　お前なんかが上様の御み心こころを斟しん酌しやくするな!!　大体なんだ、さっきから調子に乗ってぺらぺらと喋しやべって、気持ち悪いんだよ！」

　確かに。いつになく、玄翁の舌は饒じよう舌ぜつに回っていた。──そうでもしていなければ、言葉にでも発していなければ、胸の中の薄うす暗ぐらい気持ちを我が慢まんすることができなかったからだ。

　口を噤つぐみ、視線を通路の奥に向けた玄翁に、今度はツルのほうが話しかけてきた。その目は玄翁と同じく、嫌なものを見てしまったときのように曇っていた。

「……上様、なんだか、お変わりに、なられた」

「ああ」

「あの、魎りよう月げつとかいうのが、そんなに好きなのかな」

「だろうな」

「……お前、動じないな」

「──そう、見えるか？」

　問い返した玄翁の視線から、ツルは戸と惑まどうように顔を背そむけた。玄翁は大きく深しん呼吸をする。余よ計けいな思いは差し挟むな、と自らに戒いましめた。自分はただ上じよう弦げんの忠実な兵士であればそれでいい。兵士は意思を持たない。機械のように、ただ命令に従うだけだ。

　玄げん翁のうは再び息を吐いた。ツルを見下ろし、

「そろそろ戻ろう。──動けるか？」

「馬鹿に、するな」

　悪あく態たいをつきながら、ツルは立ち上がった。その動きはいかにも緩かん慢まんで、ツルの損そん傷しようの深さを物語っていた。無理だったのだ、と玄翁はもう一度思う。使つかい魔まはあくまでも補助的な役割しかなさない。直接の戦闘は、自分のような従じゆう者しやに任せておけばいい。ツルにはさらに嫌われるかもしれないが、御ご前ぜんと合流したら、ツルは休ませるように進言しよう。自分の言葉は聞かなくても、上弦からの命令ならば、聞かざるを得ないだろうから。

　頰ほおに視線を感じた。そちらに目を向けると、ツルが疑わしそうな目つきで玄翁の顔をにらんでいた。

「お前、なにか、企たくらんでないか？」

　さすがは獣けものだ、と感心した。それでも玄翁の鉄てつ面めん皮ぴは、毛先ほどにも動じることはなかった。

「いいや」

「……そうか。それなら、いいんだが──」

　不満そうに唇を閉じて、ツルは再び前を向き、

　──ああああああああああああああああああああああああっ!!

　突とつ如じよとして響ひびいた甲かん高だかい叫びに、びくりと硬こう直ちよくして動かなくなってしまった。

　玄翁とツルは、互いに顔を見合わせた。女の叫び、いや、悲鳴だった。これまで一度も聞いたことがない。だからすぐには確信を持てなかった。その点、ツルはさすがに獣であり、直感に優れていた。確信など得ずとも、痛む身体からだを鞭むち打うって豹ひようへと『変へん化げ』し、一いち目もく散さんに駆け出してあっという間に見えなくなってしまった。

　自らもツルの後を追いながら、普段は冷静極きわまりない玄翁の頭は、これ以上ないほどに混乱していた。──悲鳴。悲鳴が聞こえた。女のものだ。聞き覚えがある。しかし、そんなはずはない、という思いが頭を埋め尽くしていた。

　上弦が、悲鳴を上げるなど。そんなこと、これまでに、一度もなかったのに。

　美しく、誇り高く、なによりも強かった上弦が、悲鳴を上げることなど──

　考えたところで結論は出ない。脚あしはさらに速度を増していく。耳にこびりつく悲鳴の残ざん響きようを追いながら、玄翁は無意識のうちに、ぎりぎりと歯は嚙がみをしていた。




　　　　◆




　そこに至るまでは、よく、覚えていなかった。

　ただ、自分の中でなにかが『破れた』。そういう感覚が、残っているだけだった。

　魎りよう月げつの最後の言葉を聞いた瞬間、上じよう弦げんは『破れた』。それがなんだったのかはわからない。ぎりぎりまで張り詰めていた不安だったのか。もしかしたらと思いつづけていた希望なのか。それとも、心臓が破れでもしてしまったのかもしれない。──そうであれば、どれほどよかったことか。そうであれば──これほど、苦しい思いをせずに、済んだのに。

『破れた』ところからは、いろいろなものが溢あふれ出した。裂くような悲鳴。哀あい願がんの叫び。憎ぞう悪おの言葉。呪のろいの文もん句く。それらすべてが流れ出たあとに残ったのは、上弦の抜ぬけ殻がらとでも言うべきものだけだった。

　力の入らない身体からだを使って、何度目かの突とつ撃げきを、上弦は繰り返した。誰に？　そう自分に問いかけても、もう視覚はろくな情報も与えてくれなかった。水みな底そこから覗のぞき見るような視し界かいの中で、ゆらゆらと揺れているものがあった。それがふと消えるたびに、上弦の身体は鞠まりのように跳ね飛ばされ、何度も何度も無ぶ様ざまに床に転がることになった。

　何度目かに弾はじき飛ばされたとき、上弦はもう、立ち上がる気力すらもなくなってしまっていた。

「ん、どうした。もう終わりか」

　平へい素そとまったく変わらない、──の声。──？　誰だろう。思い出せない。ほつれた前髪を涙で濡ぬれた顔に貼はりつけて、上弦は顔を上げ、声の主ぬしを確かめようとした。途と端たん、凄すさまじい負ふ荷かが頭上を襲おそい、上弦は鼻はなっ面つらを床に叩たたきつけられた。骨の折れる音が聞こえた。

「まるでやる気はなかったようだが。当然か。僕はお前の、『大切な人』だからな」

　──の声。その言葉に、勝手に声せい帯たいが反応していた。

「どうして、どうして、どうしてだ、──さま、わたし、わたしと、一緒に、一緒に、一緒、一緒に」

「……どうした？　大丈夫か？　上弦」

　不ふ意いにその声が優しさを取り戻した。ひゅっ、と喉のどが鳴った。首を捻ねじ曲げる。自分の頭を踏みにじり、床に口づけさせているものの顔を、目め玉だまと首を全力で動かして見ようとした。

　ちらりと視界に入ったその顔は──紛まぎれもない、そう、魎月、のものだった。

「魎月、さま。魎月さま」

　震えたその声に、魎月は安あん堵どの笑みを漏らした。足を上弦の頭から外し、

「ああ、よかった。正気を取り戻したな。──せっかくのことだ。狂気の中では──」

　振り上げ、

「その苦しみも軽けい減げんされてしまう。そんなことは、許さない」

　胸を蹴けりつけた。

　肋ろつ骨こつが折れた。肺に刺さる感かん触しよくが胸の中で弾ける。咳せき込みと同時に血の煙を吐き出しながら、上弦の身体は後方遠とおくに吹っ飛ばされ、壁に激げき突とつして停止した。偶然にも両足が床につき、上じよう弦げんは壁に磔はりつけにされたまま立ち尽くしているような格かつ好こうになる。口元からごぼごぼと血の泡あわを溢あふれさせながら、上弦はかっと目を見開いて、魎りよう月げつの顔を見つめつづけていた。

「──どうしてだ。魎月さま。どうしてだ」

　スイッチが戻ったように、不意に記き憶おくと正気が上弦の頭の中に戻ってきた。皿のようになった瞳から、涙が一ひと筋すじ、零こぼれ落ちた。

「約束。約束、した。一緒に、私と、暮らして、くれると」

　ナイフを両手に弄もてあそびながら、魎月がゆっくりと近づいてくる。豚を殺す屠と殺さつ人にんのような作業的な表情を浮かべながら、ぽつりと答えた。

「一度分かたれた袂たもとは、二度とは戻らない。──そういうことだ」

　ずる、と背中が動いた。そのまま、すべての力が尽きたように、上弦はその場に尻しり餅もちをついた。目は大きく見開いたまま。魎月の足しか視し界かいには入ってこない。その顔を見上げようとも、もう上弦は思わなかった。

　上弦の中は、驚くほどの静せい寂じやくに包まれていた。後こう悔かいが。絶望が。憎ぞう悪おが。嫉しつ妬とが。悲ひ哀あいが。無む力りよく感かんが。上弦の中を満たし、タールのように混ざり合いながらたゆたっていた。

　ごぷ、と一ひと際きわ大きな血の塊かたまりが吐き出された。着物の前に落ち、黒の素そ地じに赤の斑はん紋もんを描く。ふん。馬鹿にしたような笑いのあとに、魎月はゆっくりと膝ひざをついて、上弦の顔を覗のぞき込んだ。見開いた目に彼の顔が映ったが、もう上弦には、それすらも見えてはいなかった。呆あきれたような声、

「なんだ。もうお終しまいか。特に面白いことなどなかったな」

　銀のナイフを上弦の首くび筋すじに当て──やっぱりやめて、自分の首くび筋すじに当てた。どこまでも真ま面じ目めな表情で、魎月は上弦の左手を取る。そのままナイフの峰の部分に、その手を沿わせた。──上弦の手を介して、自分の首筋を切り裂こうとしているのだ。

　上弦の右手が動き、目の前にある身体からだを突き飛ばした。

　自分と同じように尻餅を突く格好になった魎月を、上弦は、末まつ期ごの獣けもののような瞳でじっと見つめた。

　もう、いいだろう。

　喉のどに溢あふれる血液で、言葉を発することはできなかった。肺はい袋ぶくろに刺さった肋ろつ骨こつを、修正する気力すらない。ただ上弦はその瞳で、魎月に懇こん願がんしていた。

　──殺してくれ。

　魎月の無む防備な姿を前にしていながら血を吸わなかったあのときに、こうなることは決まっていたのだと思う。愛してほしかった。『支配』による強制などではなく、自由意い志しによって自分を選んでほしかった。ゆっくりと時間をかければ、それも可能だと思っていた。吸血鬼には、永遠の時間がある。その中で、またかつての歳さい月げつを取り戻していくことができれば、それで、よかった。いや、上弦には、そうするしかなかった。

　魎りよう月げつと離れて生きていくことはできなかった。魎月を殺すことなど、なおさらできるはずもなかった。だから上じよう弦げんは、魎月が永遠に自分のものにならないということを理解したとき──彼自身に殺されることを、望んだ。

　ナイフを繰くり、魎月は上弦の頚けい動どう脈みやくにぴたりとナイフを据すえる。それを確認してから、上弦は目を閉じた。これで、よかったんだ。そう思う。生きていくことができないなら、死ぬしかない。魎月に殺されるのならば、それはそれで、本ほん望もうだった。

　覚かく悟ごを決めたその瞬間──怒りに満ち満ちた声が響ひびいた。

「魎月!!　貴き様さまっ!!」

　濁にごったその声に、上弦は跳ね起きるように目を開けた。

　ツルだった。

　少女の姿が見る間に獣けものに変わっていく。『変へん化げ』の、獅し子し。唸うなり声を上げながら、後あと先さきも考えずに魎月に突っ込んでいく。魎月の口元を薄い笑みがかすめたのは一瞬のこと、獅子の特とつ攻こうをひらりとかわすと、ツルに相あい対たいして立ち尽くした。全身に怒ど気きを漲みなぎらせる獅子を見つめながら、上弦は血で溢あふれた口を開いた。

　──やめ、ろ。

　そう言おうとしても、声が出ない。血が詰まっていた。やめろ、やめてくれ──心の中のその叫びは、果たしてどちらに向けられたものだったか。魎月にツルを殺さないでくれと言っていたのか、それともツルのほうに、魎月と争うのはやめろと言っていたのだろうか。自分でも、判別はつかなかった。

　いずれにせよ、上弦の声は届かなかった。届いたとしてもなんの意味も持たなかっただろう。

　戦いにすら、ならなかった。

　跳びかかった獅子の右前足を、魎月はただの一ひと太た刀ちで切り落とした。獅子の──いや、ツルの叫びが響き渡る。やめろ、やめて、やめて──そう叫びつづける上弦の瞳から、いつしか何なん条じようもの涙が流れはじめていた。こんなもの、望んでいない。もういいんだ、ツル、戦わないでくれ。お前は、私の──

　三本足で身体かただのバランスを保ちながら、ツルは凄すさまじい咆ほう哮こうを放った。

　それを受け止める魎月の顔には、どんな表情も浮かんでいなかった。

　三本のバネを使って、ツルは魎月に跳びかかった。その顎あごがばくりと開き、長大な牙きばが露あらわになる。それを見ても魎月は表情を崩さず、滑るようにその身を前方に投げ出した。

　魎月は、ほとんど力を使わなかった。ただツルの腹の下に水平にもぐり込み、ナイフの刃やいばをその喉のどに突き立てただけだ。ほとんどが自らの突進力によって、ツルの喉から下腹部にかけてが、綺き麗れいに引き裂かれた。

　上弦の目の前で、美しいほどに紅あかい血が舞い散っていた。

　獅子が、目の前に着地する。スフィンクスのように雄ゆう大だいな身体を、上弦の目の前に横たえた。欠けた前足を、広がっていく血ち溜だまりを、上じよう弦げんは見る。口を半開きにしたまま、上弦は自分の目の前で、ツルがゆっくりと目を閉じるのを、ただぼんやりと見つめていた。




　　　　◆




　すべてが終わっていた。

　しんと静まり返ったホールの中で、上弦の泣き声だけが響ひびいている。泣き声に混じって、ツル、ツル、と呼びかける声が聞こえた。目を向ける。上弦と──狐きつねが、いた。真っ白な毛皮を持った、まだ大人おとなになりきれてもいない子こ狐ぎつねだ。べたりと腹ばいに横たわったその狐は、白い毛並みの大部分が血の赤に染まっていた。腹と床の下した敷じきになる形で、わずかに腸はらわたがはみ出ていた。

　玄げん翁のうの表情が、崩れた。

　牙きばを剝むき出しにして、玄翁は凄すさまじい怒ど声せいを放っていた。

「月つき島しまァッ!!」

　抜き放ち、射しや撃げきする。コンマ一秒もかからなかった。にもかかわらず月島亮りよう史じは、銃じゆう弾だんの軌き跡せきを読みでもしたかのように避けていた。しかし、遮しや蔽へい物ぶつのないホールの中で延々と射撃をかわしつづけることなどできはしない。殺意に駆られたまま、玄翁は右手に拳けん銃じゆうを握り締め、左手で小しよう銃じゆうを抜き、

　ゆらりと、上弦が立ち上がった。

　のろのろとした動きで、玄翁の前に立ちはだかる。射しや線せんを遮さえぎる格かつ好こうになった上弦に、玄翁はなにも考えずに怒ど鳴なりつけていた。

「どけ！　どけっ、御ご前ぜん!!　邪じや魔まだっ!!」

「──、れ、────」

　ゆっくりと上弦は顔を上げる。その顔を見て、玄翁は息を吞み、動きを止めた。

　その表情は──すでに、老ろう婆ばのそれだった。

「やめてくれ。やめてくれ、玄翁」

　喘あえぐように息をする。それだけの言葉を言うのにも、多大な体力を使うかのように。玄翁の顔を見み据すえたまま、上弦はゆっくりと首を振った。

「命令だ。──魎りよう月げつ、さまに、危き害がいを、加えるな」

　──私の命令には、従うこと。

　上弦の従じゆう者しやになったばかりの頃。その最初期に与えられた『支配』命令が、玄翁の身体を縛しばる。玄翁は歯を食いしばった。過か剰じような顎あごの力に耐え切れず、歯が砕けて折れ、唇の端から血の筋が流れ落ちる。ぶるぶると熱病のように震える右手を、玄翁は月島亮史のほうへと指し示した。

「──ふざ、ふざけるな、御前。あなたは、そいつを、まだ、生かしておくと、いうのか？　ツルが、──ツルが殺されたんだぞっ!?」

「命令だ！　なにも喋しやべるな!!」

　くっ、と喉のどが鳴り、それきり玄げん翁のうはなにも喋れなくなった。月つき島しま亮りよう史じは不ふ思し議ぎそうに、上弦と玄翁を交互に見ていた。

　やがて、上じよう弦げんが月島亮史に向きなおった。亀かめのような歩みで近寄り、ちっぽけな頭をわずかにかしげて、月島亮史のことを見上げる。か細く、ひび割れた声で、上弦は言った。

「死を。──死を、賜たまわりたい。魎りよう月げつさま」
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　目の前の光景が、崩れていくような気がした。

　ふざけるな、ふざけるな。こんなことを許していいのか。なぜそうまでしてそいつに執しゆう着ちやくするのだ。ツルを殺し、御ご前ぜんを傷つけたその男に、どうしてそこまでしがみつくのだ。その言葉を、しかし玄翁は口にすることはできなかった。彼はただ、神に許しを乞こうように跪ひざまずく己おのれの主人のことを、張り裂けるほどに見開いた眼めで見つめることしかできなかった。

　月島亮史は身体からだを屈かがめ、膝ひざをついた上弦と目の高さを同じにした。耳元で、何事かを囁ささやく。なんと言ったのかは聞き取れなかった。しかし月島亮史が背を伸ばした瞬間、上弦は床の上に横倒れになっていた。

　月島亮史が背を向ける。同時に、玄翁は駆け出していた。上弦の身体を抱きかかえ、その意識を戻そうとする。御前。命令を。命令をくれ。言葉など二度と喋れなくても構わないから、あいつを引き裂く許可をくれ。そう、懇こん願がんしようとした。

　しかし、わざわざ玄げん翁のうが抱きかかえるまでもなく、上じよう弦げんは意識を失ってはいなかった。しかし、完全に正気は失っているようだった。虚うつろに漂うその視線はどこにも定まっておらず、ぽかんと開けた唇の端からは涎よだれが滲にじんでいた。胸を襲おそった衝しよう撃げきに、玄翁はきつく目を閉じる。閉じた闇やみに浮かんでくるのは、呆ほうけた表情を浮かべる上弦の顔だった。

　これが、あの美しかった御ご前ぜんか。呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、玄翁はそう思う。

　視線を上げ、月つき島しま亮りよう史じの背中を追った。振り返りもしない。ホールの向こうにある大おお広間への扉を、両手を使って開けようとしているところだった。それを開き、その向こうに消えるまで、玄翁はずっとその背中に、刺すような視線を叩たたきつけていた。




　　　　◆




　耳元で。

　魎りよう月げつは、言った。

　──お前は僕の大切なものを奪った。だから、僕もお前の大切なものを奪った。これで分けだ。つまり、これで終わり。お前の命まで奪おうとは、思わない。

　そう言った。

　そして、こう続けた。

　──それじゃ上弦。元気で。

　自分の命すら、魎月は必要とはしてくれないのだということに気づいたとき──

　上弦は発はつ狂きようした。




　　　　◆




　広間に入ってきた月島亮史のことを、真さな田だは頭を搔かきながら見み遣やっていた。咳せき払ばらいをし、語りかける。

「やあ。月島亮史」

「…………」

　答えは返ってこなかったが、別べつ段だん真田は気にしない。ただ頭に引っかかっていたことだけは、確認せずにはいられなかった。

「──なぜだ？　なぜ、上弦を襲おそった？」

　拍ひよう子し抜ぬけした、というのが正直な感想だった。しかしそれと同時に、なにか得え体たいの知れない不ぶ気き味みさもこみ上げてくる。なぜ、なんのために。単独でこの自分と戦う必要がどこにある。上弦を襲うにしても、真田との戦いが終わってからでも遅くはないはずだ。それなのにどうして、わざわざ不利になるようなことをするのか。

　月つき島しま亮りよう史じの目は、冷え切っていた。仇かたきを見る目。しかし、それ以外の色も含んでいるような気がする。その目を束つかの間ま閉じて、月島亮史は言う。

「最初は、本音だった。上じよう弦げんと暮らすというのも、悪くないと思っていた」

「……ほう」

　大して興味のない話だった。彼らの今後のことなど、真さな田だにとっては虫けらの命よりもどうでもいいことだ。が、月島亮史は目を閉じたまま、さして気を悪くするふうでもなく続けた。

「正直、どうでもよかったんだ。お前を殺したあとのことなど知ったことじゃない。そのときはそのとき、そんなふうに考えていたんだが──上弦が、な」

「上弦が？」

「──所しよ詮せん、あいつは自分のことしか考えていない女だ。それがわかった。舞まいくんの死を利用して、僕に取り入ろうとした。そう思った途と端たん、許せなくなったんだ。あいつがこれまでにやってきたことが。いや、許せなくなったとかいう大それたものじゃないな。そう──ムカついたんだ。なんとなく」

　こつこつと、真田は指で斧おのの柄えを叩たたいた。ふっ、という笑いが漏れる。

「ただ、なんとなくか」

「ああ」

「それだけのことで、確実な戦力を捨て、自ら不利に陥おちいったというわけか」

「不利？　上弦がいようといまいと、僕がお前を八やつ裂ざきにすることには変わりない」

「大した自信だ、根こん拠きよもないのに」

「根拠など必要ない。残るのは結果だけだ」

「──それも、そうだな」

　真田は右手を上げた。伏せていた従じゆう者しやたちが、一いつ斉せいに立ち上がる。三人の重じゆう装備の従者を目にしても、月島亮史はどうという反応も起こさない。肝きもが据すわっているというべきか、それとも単に捨て身になっているだけなのか。まあ、どちらでも真田に特に関わりのあることではなかった。

「お前が上弦と離れようと、私は手て加か減げんしないぞ、月島亮史。こいつらに蜂はちの巣すにされる、お前の姿が楽しみだ」

　月島亮史は、もう答えなかった。ナイフ一本を構え、ゆらりと足を踏み出す。大だい胆たん不ふ敵てき。瞳に宿る強固な意志の色が少し愉ゆ快かいだったが、手加減するつもりはないと言ってしまった。真田は上げた右手を月島亮史に向かって振り下ろし、配はい下かの従者たちに攻撃の意いを伝えた。




　　　　◆




　銃声が響ひびきはじめる。それを耳にしながら玄げん翁のうは、着込んでいたコートを脱ぎ、そこに収められていた武器弾だん薬やくのすべてを捨て去った。

　コートを広げ、その中央に狐きつねの──ツルの遺い骸がいを置く。内ない臓ぞうが出ないよう収めるのに苦労した。そのままコートを畳たたみ、一ひと抱かかえほどの包みに遺骸をくるんでから、玄翁はそれを大事そうに抱え上げた。俺のコートでは不ふ愉ゆ快かいだろうが──と、頭の中で呟つぶやく。ほんの少しの辛しん抱ぼうだ。それまでは、我が慢まんしてもらうしかない。

　漏れないようにしっかりと縛しばって、玄翁はその包みを小こ脇わきに挟んだ。それから視線を巡らせて、玄翁は、上じよう弦げんの姿を見た。

　胸に、鋭い痛みが走った。

　中ちゆう空くうをぼんやり眺ながめながら、なにかを呟いていた。傍そばに寄り、脇の下に手を入れて、その身体からだを持ち上げる。肩を貸す格かつ好こうになっても、上弦はなにも言わず、まだ中空を眺めていた。

　なにを呟いているのかは、近づけばわかった。

「──魎りよう月げつさま。魎月さま。魎月さま。魎月さま。魎月さま──」

　それだけを、上弦は口にしていた。

　ツルの名も、自分の名も、上弦は呼ぼうとはしなかった。ただそれだけのことだ

　御ご前ぜん。玄翁は頭の中でそう言った。声に出すことができないのは、上弦の『支配』命令がまだ効いているためだった。そっちのほうがいい、と玄翁は思う。なまじ声を出せるから、自分の思いを言葉にできない苛いら立だちが募つのってしまうのだ。最初から、なにも喋しやべることができないでいれば、それはそれで楽なことには違いなかった。

　右脇にツルを、左腕に上弦を抱えながら、玄翁は歩き出した。

　辛つらいとは、あまり思わなかった。自分の精神はよほど丈夫にできているらしい。そのことが逆に恨うらめしかったが、誰を恨めばいいのかまではわからなかった。

　これから先の当てがあるわけではない。ただ、ここにはもう一秒でもいたくなかった。ツルを埋まい葬そうしたら、どこか静かなところに行くのもいいかもしれない。気の触れた主人と、口の利けない従じゆう者しや。その二人で、どこかで静かに暮らしていくのだ。玄翁の無ぶ骨こつな顔に、皮ひ肉にくな笑みが浮かんだ。お似に合あいといえば、お似合いの主しゆ従じゆうかもしれなかった。

　と、上弦がつまずいた。上弦に引きずられる形で、玄翁もバランスを崩す。膝ひざをついた上弦の前方に回り、抱きすくめるような形で立ちなおらせた。大丈夫か、御前。言葉にできないその思いを込めて、上弦の顔を見つめる。と、今まで虚うつろを見ていた上弦の目が、ふと玄翁に向けられた。焦点が、ゆっくりと結ばれる。

　心臓が鳴った。もしかしたら。そう思う。正気に、戻ってくれたのかもしれない。ごくつまらないことで、人間は正気から狂気に転ぶ。それならば、その逆もまた真なのではないか。そんな愚ぐにもつかない考えが、ふと脳のう裏りに浮かんだ。

　玄げん翁のうの顔を見つめたまま、上じよう弦げんは無む垢くな笑顔を見せた。

「……魎りよう月げつ、さま」

　落らく胆たんは、落胆のままでは済まされなかった。

「よかった。よかった──やっぱり、やっぱり私と、私と一緒に、いてくれるんだな？　魎月さま。私の、魎月さま──」

　冷ややかな恐怖が、脊せき髄ずいから心臓に這はい登ってきた。

　玄翁は視線をそらす。不幸とはこうも重なるものか。そう思った。上弦の声が、次第に悲ひ痛つうな色を帯びてくる。迂う闊かつに顔を覗のぞき込んだりするんじゃなかった、と玄翁は後こう悔かいした。余よ計けいな期待を抱かせたがために、上弦の狂気はますます深いものとなってしまうかもしれない。そのことだけが怖かった。

　上弦の声は、まだ続いていた。

「──魎月さま？　どうしたんだ？　なぜ、なにも言ってくれないんだ？　なあ、こっちを向いてくれ。私を見てくれ。なにか、言ってくれ」

　ぴく、と玄翁の横顔が震えた。上弦はなお続ける。

「なにか喋しやべってくれ。なんでもいいんだ。喋ってくれ。私の名を、呼んでくれ──」

　玄翁に刻み付けられていた、「喋るな」という『支配』命令が、解かい除じよされた。

　どうやら自分は、どこまでもこういう星の元に生まれついているらしい。

　なぜ自分は彼女についていこうと思ったのだろう。唐とう突とつにそんな考えが浮かんだ。が、それはすぐに諦あきらめと苦悩の中に埋まい没ぼつし、見えなくなってしまった。なんでも構わない。自分は魂たましいを御ご前ぜんに捧ささげたのだ。それならば、髪の毛の一本、爪のひとかけらにいたるまで、玄翁は上弦のために存在するということだった。上弦を喜ばせるため。そのためならば──あの男の身代わりでも、甘んじて務めよう。

「なんだ、上弦？」

　恐らくははじめて、玄翁はその名を口にした。口にしながら、この上もなく苦にがいものが胸中に広がっていくのを、玄翁は感じていた。
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　やはり、楽らつ観かんは楽観に過ぎなかったようだ。真さな田だは半なかば呆あきれて、拳けん銃じゆうを懐ふところにしまった。

　月つき島しま亮りよう史じは、掛け値なしに強かった。そして真田が『支配』した従じゆう者しやたちは──掛け値なしに、弱かった。

　戦闘は一瞬の判断の連続だ。その一瞬の判断が、従じゆう者しやたちにはできないようだった。まあ無む理りもないか、と真さな田だは思いなおす。全員、守人もりうどなのだ。戦闘経けい験けんなど皆かい無むに等しい彼らは、重じゆう機き関かん銃じゆうの反動に耐えきれずに銃じゆう口こうを跳ね上げるわ、接近戦に持ち込まれても刃は物ものを使おうとはしないわ、素人しろうとの醜しゆう態たいを存ぞん分ぶんに晒さらしていた。

　自分が手を出す価か値ちもない。真さな田だは最終的にそう判断し、従じゆう者しやたちが月つき島しま亮りよう史じに狩かられるのをぼんやりと眺ながめていた。

　それにしても、と真田は思う。強い。重じゆう装備を纏まとった従者が、赤あか子ご同然に殺されていく。その武器はナイフ一本でしかないにもかかわらず──いや、だからこそなのか、月島亮史は怯ひるむことなく銃じゆう火かの中に身を晒していくのだ。死を恐れていない、としか思えなかった。

　最後のひとりになった従者が、度ど外はずれた恐怖をその顔に貼はりつけながら、四し方ほう八はつ方ぽうに銃じゆう弾だんを撒まき散らしていた。月島亮史は旋せん回かいしながらそれをかわしていき──ふと、唐とう突とつに銃弾が止んだ。自分に向けられた月島亮史の背中を見て、真田は理解する。なるほど。流れ弾だまが自分に当たるかもしれないから、これでもうあいつは機き関かん銃じゆうを使うわけにはいかない。考えたものだ。

　しかし、黙って利用されるつもりはない。背を向けた月島亮史に、真田は一瞬のうちに銃口を定めて引き金を引く。が、まるでそれを見ていたかのような正確さで、月島亮史は『霧』に変へん化げした。突き抜けた銃弾は、その直線上に存在していた従者の頭ず蓋がいを撃うち抜いた。どさりと倒れる音が、尾を引く銃声に紛まぎれて聞こえた。

　舌を打つ。綺き麗れいに利用された形になった。それが気に入らなかった。

　しかし、これで余よ計けいなものはすべて消えた。そんなことをふと考えて、真田はやはり自分が、月島亮史と直接に戦いたかったのだということに気づいた。

　戦闘欲よくは、これ以上ないほどに昂たかぶっている。ちりちりと電流が走るような感覚が、皮ひ膚ふの毛を逆さか立だてていた。身体からだが、燃える。燃えるほどに熱い。血液が、『血の力』が、体内を循じゆん環かんする。ただそれだけで、真田は微び風ふうひとつにも喜びを見出すことができた。

　右手に斧おの、左手に銃。それらを握ったまま、真田は両腕を迎えるように広げた。

「強いな、月島亮史。さすがに言うだけのことはある」

　月島亮史は、茫ぼう洋ようと真田のことを眺めている。幽ゆう鬼きのように立ち尽くしたまま、その首をわずかにかしげた。

「そういえば──真田。お前に、聞きたいことがあった」

　真田の眉まゆがわずかに上がった。月島亮史は自分を八やつ裂ざきにすることにしか興味がないのだと思っていた。だから逆に、その問いに真田は興味を覚えた。

「なんだ？」

「お前。──どうやって、主人になった？」

　なにかと思えば。

「そんなことか。別にどうということはない。私は最初から、主人だったんだよ」

「……？」

「心臓に、障害を持っていてな。生まれつき『力』を十じゆう全ぜんに振るうことができずにいた。『血の力』が、ただの従じゆう者しや程度にまで減すい退たいしてしまっていたんだ。主人の『感かん知ち』能力では、見分けることができないほどに」

「──だから、僕の血を欲しがったのか」

　疑問ではなく確認。その言葉に、真さな田だははっきりと頷うなずいた。

「そうだ。『主人の血液』は並なみ外はずれた『血の力』を持つ。それを心臓に、直接投とう与よした」

「危険な真ま似ねをする」

「安全に浸ひたっていて、目的を遂とげることなどできはしない」

　斧おのの重量に引きずられるようにして、真田は身体からだを低く構えた。戦せん闘とう体勢。視し界かいが狭まっていく感覚。血流が速まるのを覚えながら、真田は唇を吊つり上げた。

「わかるまい。お前には。ただ生きるために生きてきたお前には。自らの命を賭とするほどの目的も持たず、時間の流れるままに任せてきた吸血鬼。お前を屠ほふり、私は、真の自由を得ることとしよう」

「……ああ。そういう、ことか」

　真田とは対たい照しよう的に、月つき島しま亮りよう史じはどういう姿勢の変化も起こさなかった。ただその顔に、阿あ呆ほうのように気の抜けた笑みを貼はりつけた。

「なぜお前が僕たちに執しゆう着ちやくするのかがわからなかった。レレナくんの言ったとおり、主人になった時点でここから立ち去ってしまっても、不ふ思し議ぎではなかったのに」

　くく、と喉のどを鳴らし、

「僕たちを殺す理由が──殺したい理由が、お前にはあったということか。要するに、不良品のお前は、完全な主人である僕と上じよう弦げんのことを、逆さか恨うらみしたわけだ」

「逆恨み？　そんなみっともないこと、私はしないよ」

　そう言って、真田は目を細めた。

「気に入らなかっただけさ。主人に生まれ落ちながら、目的もなく怠たい惰だに生きるお前らのことが。ただ、なんとなくな」

「それを逆恨みと言うんだ。──まあ、いい」

　息を抜いて、月島亮史はナイフを握りなおす。その切きっ先さきを軽く真田のほうに向けて、月島亮史は言った。

「来い、出来損そこない。お前を殺せばすべて終わる。さっさと終わりにしよう」

「──終わるのは、お前のその無意味な生だけだ、半はん端ぱ者。私には『先』がある。こんなところで──むざむざ終わるつもりはない！」

　言い終えると同時に、どす黒い殺意と、戦闘に対する喜びが真田の内側で弾はじけた。爆発的な脚きやく力りよくを示して瞬しゆん時じに月つき島しま亮りよう史じとの間合いを詰め、床を掠かすめるほどの低い位置から、手にした斧おのを一気に喉のどめがけて叩たたきつける。月島亮史はその攻撃を紙かみ一ひと重えで回かい避ひ、再び間合いを取ろうとしたが、真田は左手を機械のように動かしてそちらに銃じゆう口こうを向けた。ほとんど同時に、引き金を引く。

　轟ごう音おんと、硝しよう煙えん。それら物理的な衝しよう撃げきにより、全身を駆け巡る血流がさらに速度を増していくのがわかった。極まった昂たかぶりを少しでも収めるために、真さな田だは獣けもののような呼こ気きを吐き出し、右肩を押さえて着地した月島亮史の姿を、蛇へびのようににらみつけた。
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　もう夜は終わりに近づいている。それでもまだ、太陽は昇っていなかった。そうでもなければ、とてもではないがレレナのような純情な女の子が、クイナと連れ立って歩くことなどできなかっただろう。

　上半身、裸はだかである。

　胸も剝むき出しにしている。

　まさかとは思ったが、本当にその姿のまま外に出るとは思わなかった。いたって平へい然ぜんとしているのが逆に恥ずかしい。なんでもいいからとりあえず胸だけは隠かくすようにとツキとレレナが叫ぶような声で言ったのだが、クイナは馬ば耳じ東とう風ふうと聞き流しているだけだった。

　多分、それは、罠わなだったのだろう。少なくともクイナは、その姿が招く結果がわかっていたはずだった。

　見るからにタチの悪そうな男たちに囲まれるのに、それほどの時間もいらなかった。七、八人くらいの、色とりどりに髪を染めたその男たちは、揃そろいも揃ってにやにや笑いを浮かべていた。そのうちのひとりが、クイナの乳ち房ぶさに触れたのが運の尽きだった。

　全員叩たたきのめすのに、十秒もかからなかった。

　一番清せい潔けつそうな男から上着を剝はぎ取り、乳房に触れた男からは財さい布ふを奪い取った。逃げ去ることもできずに、地面に折り重なるようにして伏した男たちを複雑な表情で見下ろしながら、レレナはクイナに苦く言げんを呈ていする。

「……ちょっと、やりすぎたんじゃ」

「大丈夫。痴ち漢かんしようとして返り討うちに遭あいましたなんて、恥ずかしくて言えるわけない」

「いや、そういう問題じゃなくて」

　そう言いながらレレナはクイナのことを横目に見、今さらのように大声を出した。

「ちょっ、ちょっと、服はともかく、お金なんか盗とっちゃだめですよ！　それじゃ強ごう盗とうじゃないですか!!」

　財布の中なか身みを吟ぎん味みしていたクイナは、眉まゆを寄せてレレナのことを見た。

「なんで。服はいいのにお金はだめなの？」

「──いや、それは──」

　レレナは言葉に詰まり、助けを求めるようにツキに視線を向けた。ちらりとレレナを見上げたツキは、なんでもないことのように、

「強ごう盗とうとか泥どろ棒ぼうとか、そんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合か。服が必要なように、金も必要だ。ここから湯ゆヶが崎さきまで、どれほど離れてると思ってるんだ？」

「でも、それとこれとは──」

　まだ渋ろうとするレレナに、クイナは大げさに肩をすくめた。

「ま、必要な分だけ確保できれば、あたしも欲よく張ろうとは思わないよ。こうして──」

　クイナは一万円札だけを抜き取って、財さい布ふ本体は倒れている男に向かって放り捨てた。ぴらぴらと見せびらかすようにお札を振りながら、

「電車賃ちんだけもらっとく。あたしの胸を触った代金だ。安いもんだろ」

「…………」

　なにを言う気力も失くして、レレナはため息をついた。クイナは悪びれた風もなく、少し大きめのシャツを靡なびかせながら歩きはじめる。小走りにその後を追いながら、レレナはしきりに後ろを気にしていた。

　本ほん拠きよビルは、もうかなり小さく見えた。それでも、見えていた。自然と目は上のほうに引きつけられる。最上階──そこで、恐らくは今もなお、亮りよう史じと真さな田だが戦っている。そのことを考えると、胸が締めつけられるような気がした。

　振り払う。考えるな、と自らに戒いましめた。また、必ず会うことができる。そのときまで、亮史のことを考えてはいけないのだ。今は、自分のことだけ考えていればいい。

　クイナは階段を降り、地下街らしき場所へと入っていく。まだシャッターは降りていて、中に入ることができないが、少なくともここなら日が昇っても直射日光を浴びることはないだろう。シャッターぎりぎりの床に腰を下ろして、クイナは眠るように目を閉じた。

　その傍かたわらに、腰を落ち着ける。レレナの膝ひざの上に、ツキが乗ってきた。その温ぬくもりにふと笑みが漏れる。静かに背中に手を置いたレレナのことを、ツキは見上げもしなかった。

「ツキさん」

　その声に、尖とがった耳だけがぴくりと反応した。

「さっき、月つき島しまさんに、なにを言われてたんですか？」

　中階ラウンジでのことだ。亮史に身体からだを持ち上げられ、耳元でなにかを囁ささやかれていた。ツキはかなり反発していたようだが、それでも亮史の命令には逆らえなかったようだった。その命令の内容がどんなものだったのか、ふとした好こう奇き心しんに駆られただけのことだった。

　が、無む論ろんのこと、そんな無む邪じや気きな質問に答えてくれるほど、ツキは優しい性格をしてはいなかった。

「やかましい。お前になんの関係がある。下らん詮せん索さくをしてないで、日がまた落ちるまで寝ていろ」

「…………」

　唇を尖とがらせて、レレナはそっぽを向いた。階段の上、地下街の天井に半分を遮さえぎられた空は、もう蒼あおくなりはじめていた。それを目にするうちに、レレナの両手は自然と胸の前で組み合わさっていた。

　なにかを考えるよりも先に、レレナは祈っていた。亮りよう史じの無事を。亮史と再会できることを。それでいいのだ、とぼんやり思った。無意識に行うからこそ、祈りは意味を持つ。神の名も、神の言葉も、レレナは口にはしなかった。組んだ両手を胸に当て、レレナはただ、瞑めい目もくした。
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　心臓が耳の真ま横よこにでも上ってきたかのように、鼓こ動どうの音だけが真さな田だの鼓こ膜まくを震わせている。もう銃声も風の唸うなりも聞こえない。聞こえるのはただ血の流れる音、それだけだった。

　横よこ薙なぎの斧おのの一いち撃げきを、月つき島しま亮史は身を投げ打つようにしてかわした。初しよ撃げきは常に斧、追つい撃げきは常に銃。そのパターンを崩さずに、真田は次々と攻撃を繰り出していく。防戦一いつ方ぽうに追い込まれながら、それでも月島亮史はさしたる焦りもその表情には映していなかった。

　腹はら這ばいになった月島亮史の頭上めがけて、真田は銃じゆう口こうを向けトリガー。『霧』による回かい避ひを行うと思ったが、予想に反して月島亮史はバネだけでそれを逃れた。床の上を転がるように滑っていき、大おお広間に置かれた数多くのテーブルの下に隠かくれてしまう。真田は自らも柱の陰に身を隠しながら、素早く銃にマガジンを再さい装そう塡てんした。

　なにか、企たくらんでいる気がする。根こん拠きよもなにもない、ただの直感に過ぎない。しかし戦闘では、直感こそが結果を左右するのだ。真田は柱の陰から顔だけを出し、月島亮史の動どう静せいを窺うかがった。

　瞬間、裂くような爆音が空気を震わせた。

　もう半はん瞬しゆん顔を引っ込めるのが遅かったら、今いま頃ごろは脳のう髄ずいの大たい半はんをあの銃じゆう弾だんの嵐に持っていかれていただろう。ひやりとした感覚が背せ筋すじを駆け抜けていくが、それも心臓の鼓動の熱さにすぐに飲み込まれてしまった。──従者が使っていた重じゆう機き関かん銃じゆうを拾ったのか。それも、なかなか堂に入った使い振りだった。

　真田は右手を『狼おおかみ』に変へん化げさせる。子犬ほどの『狼』が走り出すのに一瞬遅おくれて、真田は柱の陰から身を踊り出した。月島亮史は『狼』から真田のほうへと銃口を修正したが、それよりも真田の銃じゆう撃げきがその肩を貫つらぬくほうが早かった。その衝しよう撃げきで射しや線せんが外れ、機関銃から吐き出された数十という弾だん丸がんの猛もう威いは、真田の髪をかすめるに終わった。

　再び接近戦にもつれ込む。頭上に斧を落とし、横から首を刎はねようとする。月島亮史は手にした重機関銃でそれを防ぎ切った。──小こ賢ざかしい、という思いが、さらに強い力を真田に与える。下からのすくい上げるような一いち撃げきは、機き関かん銃じゆうの銃じゆう身しんを完全に両断した。

「はっ──」

　嘲あざけるような呼吸を吐いて、真さな田だは詰めにかかった。終わりだ、と心しん中ちゆうで叫ぶ。滑るように動いた左手は、相変わらず確実に正確に、月島亮史の額ひたいを照しよう準じゆんした。そのまま引き金を──

　月つき島しま亮りよう史じの頭部が、凄すさまじい速度で接近してきた。反射的に射しや線せんを修正しようとしたが、銃身で月島亮史のこめかみを叩たたいただけだった。月島亮史はそのまま、自らの額を真田の鼻はなっ面つらに叩きつけた。

「──ぐっ！」

　自分の鼻はな血ぢで目の前が赤く染まった。月島亮史が手に持つナイフは、こういう密着した体勢でこそ威い力りよくを持つ。斧おのも拳けん銃じゆうも、至し近きん距離では効力を充分に発はつ揮きすることができない。最低でも一メートルほどの間合いがなくては。真田は反射的に膝ひざを月島亮史の腹部にぶち込んだ。湿っぽい音を喉のどから漏らして、月島亮史は後方へと吹っ飛んでいった。大おお広間の奥、一段高くなった場所を覆おおう分ぶ厚あつい緞どん帳ちようの向こうにまで飲み込まれ、その姿が見えなくなる。

「……くそ。やって、くれるな」

　自分の鼻に手を当てる。ごき、という音が響ひびいた。まだ奥に残っている鼻血を啜すすり上げ、真田はごしごしと口元を拭ぬぐう。その口元には、先ほどよりもより深い笑みが刻みつけられていた。

「しかし、これくらいでなくてはな。張り合いがないというものだ」

「──真田」

　独り言に過ぎなかった真田の言葉に、しかし月島亮史は反応を見せた。

「言っていたな。お前は。自分には、『先』があるのだと？」

「……ああ」

　油ゆ断だんなく『感かん知ち』を巡らせながら、真田はそう口を開いた。これ以上の話の必要はない。そうとはわかっていたが、それでもやはり、答えずにはいられなかった。月島亮史。最さい古この主人。考えようによっては大だい先せん輩ぱいに当たるわけだ。先せん達だちの言葉の中には、なにか自分の益えきになるものがあるかもしれない。真田はそう判断した。

「言ったが、それがどうした？　私の目的に、興味があるわけではないのだろう」

「興味なんかない。お前の目的も、お前が大事にしている自由とかいうものもどうでもいい。ただ重要なのは、お前には『先』があり──僕にはない、ということだ」

　月島亮史の声が漏れ聞こえてくる緞帳。その隙すき間まが、もぞりと動いた。

「それが、差だ。意志の力では埋めようもない現実だ」

「……なにを、言っている？」

「実際のことを。お前には『先』がある。だからお前は、ここで死ぬわけにはいかない。対して僕には『先』がない。お前を殺せれば、それでいい。──たとえ死んでも」

『感かん知ち』反応。おかしい。月つき島しま亮りよう史じの『血の力』が──急速に、減っている。

「それは、明確な差だ。捨て身になれるかどうか。簡単だが、しかし埋めようがない、僕とお前との、決定的な差だ」

　緞どん帳ちようの、隙すき間まから──

　悪あく夢むのように巨大な『狼おおかみ』の鼻先が、突き出された。

　まさしく、悪夢だった。巨大すぎる。頭部の大きさから類るい推すいするだけでも、全体は大型トラックほどの規模を持っているはずだった。真さな田だは反射的に銃じゆう口こうを跳ね上げ、『狼』の頭部に向けて引き金を引いた。

　外れるはずがなかった。目と目のあいだに、命めい中ちゆうした。

　それだけだった。

　蚊かに刺されたほどの痛つう痒ようも見せずに、『狼』は大たい儀ぎそうに緞帳から足を踏み出した。踏み出した先にあったテーブルが、タバコの箱のようにぐしゃりと潰つぶれ、砕けた。

　真田は半なかば呆ぼう然ぜんとしながら、それでも急速に思し考こうを巡らせはじめた。

　──こいつ、なんてことを、考えるんだ。

　大だい規模な『全体変へん換かん』。確かに『狼』や『蝙こう蝠もり』は、与える『血の力』に比例してその大きさを調節することができる。しかし、こんな規模の『狼』を維持するには──それこそ全ぜん生命力を傾けなければ、不可能なはずだった。

　そういうことか。真田は歯を軋きしませ、月島亮史の言葉を嚙かみ締めた。どうでもいいのだ。もう。己おのれが死のうと生きようと、そんなことは月島亮史の眼中の外にある。ただ、真田を引き裂くこと。そのことにしか、もう月島亮史の目は、向けられていないのだ。

　勝てない。そう直感したが、すぐに思いなおす。確かに、拳けん銃じゆうは通用しなかった。分ぶ厚あついその毛皮を削けずることすらできなかっただろう。機き関かん銃じゆうならまた別かもしれないが、機関銃の弾だん丸がんは『再生』を封じる銀の弾たまではない。かすり傷を負わせたところで、即そく座ざに回復されてしまうのが関せきの山やまだ。それらの火か器きが通用しないのだから、手にした斧おのがどうという働きを示すことなど、できるはずもない。

　圧倒的に不利な材料が続く中で、しかし『感知』だけは真田に希望を与えてくれた。あれほどの巨大な『狼』でありつづけるには、莫ばく大だいな『血の力』を消費する。もって五分。月島亮史の『血の力』が尽きるまでの時間を、真田はそう計算した。五分間、持ち堪こたえれば。いや、ここにいる必要はない。この広間から出るだけで──

「──逃げてもいいんだぞ？　真田。この広間から出るだけで、もう僕にはお前を追うことはできなくなってしまう。なにしろこの身体からだだ、小回りが利かない。お前が尻尾しつぽを巻いて逃げ出すというのなら、残念だがそれも仕方のないことだ」

　月島亮史の言葉は、真田の思し考こうを過あやまたずに見抜いていた。真田は息を詰め、目の前にそびえ立つ漆しつ黒こくの獣けものに視線を向けた。心臓がどくどくと早はや鐘がねを打っているのがわかる。その鼓こ動どうが送り出すのは、『力』を持つ主人の血液と──なによりも、闘争への歓かん喜きだった。

　その歓喜と同時に、怒りが腹の底からこみ上げてくるのがわかった。月つき島しま亮りよう史じに対して、ではない。他ならぬ、自分自身に対する怒りだ。姑こ息そくな計算を張り巡らせて、今ここでこいつに背を向けて生き延びたとして、それがなんになるというのだろう。全身を巡る血液の滾したたりに任せるがままに、自由に、存ぞん分ぶんに、自らの力を振るう。目の前にいるこの獣けものは、それを為なすのに恰かつ好こうの相手であるというのに。

　捨て身になれるかどうか。それが真さな田だと月島亮史の差であると、彼は言った。真田は凶きよう悪あくに笑う。その差を埋めるのは、実に簡単なことだ。目的を遂すい行こうしようとする意志の力。ただそれさえあればいい。

　そう決意した瞬間、真田の脳のう裏りから『先』が消えた。自由も目的も、なにもかもが消しよう滅めつし、ただ頭の中には吸血鬼の原げん初しよの欲求たる戦闘欲よくのみが燃え盛っていた。炎ほのおのように笑いながら、最後にかろうじて残っていた理性が、嘲あざけりの言葉の形を借りて真田の口から吐き出された。

「……ふざけるな。この私が、逃げるだと!?　今、この期ごに及んで！　貴き様さま相手に、なぜ背を向ける必要がある!?」

『狼おおかみ』の──いや、月つき島しま亮りよう史じの面めん貌ぼおが、確かににやりと笑った。

　全身を緞どん帳ちようからさらけ出す。予想よりも、なお大きい。ゆったりとした歩みで広間の中を旋せん回かいしながら、月島亮史は唐とう突とつにその喉のどを晒さらした。身体からだを弓なりにそらし、ばくりとその口を開く。

　──────────────────────────────ッ!!

　びりびりと身体が震えた。脳をかき回されるようなその振動は、しかし静せい寂じやくしか生み出さなかった。最初の一瞬で、鼓こ膜まくが破けてしまったのだろう。耳の中のかすかな痛み、それを無視して、真田は月島亮史の赤い瞳に向けて、銃じゆう口こうを定めた。




　　　　◆




　真田は、強かった。

　ネズミのように逃げ回るのかと思っていたのだが、真っ向から立ち向かってきた。銃じゆう弾だんがまったく通用しないと悟さとるなり、あっさりと拳けん銃じゆうを捨て去り、両手で斧おのを握り締めた。身体や頭部ではなく、足を切り飛ばそうとしてきたのだ。確かに。巨大になりすぎた『狼』の重量を支えるのに、足にはかなりの負ふ担たんがかかっている。一本でも切り飛ばせば──いや、そこまではいかなくとも、使い物にならなくなるほどのダメージを与えれば、それでもう亮史は行動不能に陥おちいってしまう。そのことを見越して、真田は果か敢かんに右前足を攻撃してきた。

　すべて、弾はじき飛ばした。

　あとがないのは亮史も同じだ。鼻先で、前足で、真田が近づくたびに弾き飛ばし、広間の壁のあちこちにその身体を叩たたきつけた。

　打撃性の攻撃は吸血鬼には通用しない。その法則が通用するのは、あくまでも同じスケールの範はん囲い内でのことだった。一いち撃げきごとに、骨が砕かれ、内ない臓ぞうが破は裂れつする。口から血を噴ふき出しながら──それでも、真さな田だは、笑っていた。

『狼おおかみ』の内側からそれを見つめながら、亮りよう史じはゆっくりと目を閉じる。

　これが、自分たちの性しよう根ねなのだ。真田に限ったことではない。亮史も上じよう弦げんも、戦いの中にこそ喜びを見出していた。一緒に暮らそう。上弦はそう言った。どこか山奥で、かつてのように静かなときを。──そんな望みは、亮史が拒きよ絶ぜつするまでもなく、叶かなうはずがなかったのだ。

　戦いなしには、吸血鬼は生きていけない。戦うために生まれたのかもしれない。今となっては、それももうどうでもよかった。人間になろうなどと──人間の心を理解しようなどとしていた自分の愚おろかさを、笑うだけだ。

　心臓が鳴り響ひびいている。どうしようもない心地よさを感じていた。ああ、と息を吐く。それが、亮史の愚かさの証しよう拠こだった。──楽しい。戦うのは、どうしてこうも、楽しいものなのか。

　舞まいが、かわいそうだった。こんな自分に好意を寄せ、こんな自分を救うためにその命を投げ出してしまった。果たして、それが、どれだけの意味を持ったのか。舞に救われたこの命を、自分は、今こうしてドブに捨てようとしているのに。

　真田が斧おのを振りかぶり、床を蹴けって滑るように接近してきた。戦闘服は血に塗まみれ、頭部に直じかに攻撃を受けたからだろうか、その片目は潰つぶれていた。それでも、微み塵じんも怯おびえた気配を見せようとはしなかった。その様さまからは、真田があれほど重視していた目的も意味も感じられない。そこにあるのは、ただ刹せつ那なの戦闘を愉たのしむ、獣けものに過ぎなかった。

　斧を、あえて前足で受けた。そろそろ疲れてきたからだ。半なかばまで刃やいばを埋められた右前足に、筋力を込める。綱つなの引き合い。真田は引き抜こうとし、亮史はそうはさせまいとする。ほんの数秒でよかった。亮史は口を開き、人の身長ほどもある長大な牙きばを外気に晒さらすと、それを一気に真田の身体からだに突き立てた。

　牙は、胸を、貫つらぬいた。

　ごぶ、という粘ねん着ちやく質しつな音が、真っ赤な血の塊かたまりと共に真田の口から零こぼれ落ちた。

「……つ、き……し…………ま……」

　月つき島しま亮史。人としての、自らの名前。真田が呼んだその名前が、なぜか虚うつろに亮史の耳に響いた。

『霧』になる時間も与えなかった。そうしなくとも、牙によって心臓に傷を負った真田には、もはやそれだけの力も残されていなかっただろう。顎あごに力を込める。ばきばきと耳みみ障ざわりな音を立てながら、真田の胴どう体たいが、文字どおり引き裂かれていく。真田の身体を固定したまま、亮史は胸を貫いた牙を、肩口まで一気に引き上げた。

　まるで紙人形のように、真田の身体が二つに千ち切ぎれた。

　ぶん、と首を振り、頭のあるほうを放り捨てる。前足に押さえられた残りの部分が、血を噴ふき出しながら床に倒れ伏した。漆しつ黒こくの毛並みに赤い血を吸わせ、亮りよう史じは『狼おおかみ』を解かい除じよする。人の形態に戻った亮史の右腕は、ほとんど取れかけていた。

　ぶらぶらするのがうっとうしい。それだけの理由で、亮史は右腕を千ち切ぎり取った。

　無む造ぞう作さに捨て、歩き出す。血の斑はん点てんが、床の上に続いていた。その先に──真さな田だが、いた。胸から上だけになってしまった真田は、透明な瞳で天井を見つめていた。

「……真田」

　名を呼ぶ。反応しない。死んだのか、とぼんやり思っていると、唐とう突とつにその唇が動いた。それが形作ったのは、やはり、笑みだった。亮史は閉へい口こうし、真田の首根っこを摑つかんで、広間の窓まど際ぎわにまで引きずっていった。

　もう、朝だった。亮史と真田が饗きよう宴えんを行っているあいだに、夜はとっくに終わっていた。

　遮しや光こうガラスの傍そばに真田を放置して、亮史は彼が使っていた拳けん銃じゆうを取りに、元いた場所にまで戻った。血に濡ぬれた床を探り、取り上げる。これでガラスを破れば、それでもう亮史の仕事は終わりだった。真田は灰になる。そして──

　そして──

「……は、かはっ…………」

　その音に、亮史は視線を巡らせた。真田。──立ち上がろうと、している。残った右腕を床について、なんとか身体からだを持ち上げようとしていた。亮史と目が合うと、真田は再びその顔に笑みを宿らせた。

「…………残、念、だよ、月つき島しま、亮史……お前、なんかに……敗やぶれるとは……な」

「まだ、喋しやべれるのか。見上げた生命力だ」

「あぁ……そうだな、完全な、……完全な、心臓の、おかげ、だ…………」

　はっ、と自じ嘲ちようめいた笑いを漏らす。その衝しよう撃げきでバランスが崩れ、真田は前のめりに倒れ込んだ。床に這はいつくばっても、それでも真田の瞳は、亮史のことを見上げていた。

「……思いの、ほか、短かった…………が……、それでも……それでも、私は、……生きた、ぞ、月島、亮史。……思うがままに……生き…………戦いを、貪むさぼり……」

「…………」

「……くく……お前に、は、わかる、まい、…………月島、わかるぞ、私には……もう、お前には、ほとんど、力が、……残って、いない……どちらが、勝ったのか…………これでは、わからない、な」

「戯ざれ言ごとを。僕の勝ちだ。言葉どおり、お前を引き裂いた。僕は、目的を果たしたんだ」

　しかし、真田はもう答えなかった。その口元に薄い笑みだけを残して、彼は静かに目を閉じた。

　──くだらない。奴やつの言葉に、付き合ってやる必要などなかった。

　亮史は遮光ガラスに照しよう準じゆんを定め、撃うった。二発、三発。マガジンに込められた弾たまを撃ち尽くすよりも先に、遮しや光こうガラスは粉こな々ごなに砕け、周囲に舞い散った。

　陽光が差し込んでくる。

　真さな田だの身体からだは灰になって消しよう滅めつした。しかし、亮りよう史じはもうそれを見てはいなかった。ただ砕けたガラスの破は片へんが、陽光の中できらきらと輝いている様さまを、目を細めて見つめていただけだ。

　美しい。そう思った。吸血鬼の目を刺す太陽の光とは、これほどまでに綺き麗れいなものだっただろうか。その煌きらめきを見つめるうちに、急速に身体からだから力が抜けていった。

　深く、深く、亮史は息を吐き出した。ひどく寒かった。為なすべきことをすべて終え、一いつ切さいの『血の力』が抜け落ちた亮史の身体は、凍いてついてしまいそうなほどの寒さに包まれていた。自らの身体を抱き締めるが、もはやそれはどうという効果ももたらさなかった。亮史の身中を蝕むしばんでいるのは、紛まぎれもない、死の寒さだからだ。

　亮史は眩まぶしそうに目を細めて、眼前に満ちている陽光の輝きに見入っていた。これで、よかったのだろうか。そう自問してから、それがあまりにも愚おろかな問いであることに気づく。いいも悪いもない。これが自分の結けつ末まつだ。永遠に続く生など存在しない。いかに人間の振りをしようとも、いかに危険から逃れて生きようとしても──滅びは、万ばん物ぶつに平等に訪れる。人間であろうと吸血鬼であろうと、終わりというものは必ずやってくるのだ。

　煌きらめく光に向かって、ゆっくりと、亮史は歩き出した。ほとんど虚きよ無むになった頭の中に、ふと、かつての温ぬくもりが思い出された。レレナたちと過ごしてきた日々で、無意識のうちに接していた人ひと肌はだの温もり。自らを守るために包み込んでくれた、舞まいの温もり。身体の芯しんまで凍てついた亮史は、今、それがなによりも、恋しかった。

　暖かな陽光に、亮史は手を差し伸べる。瞬しゆん時じにその手は灰になり、高空に渦うず巻まく大気の流れに飲み込まれて、あっという間に散ってしまった。苦痛は感じない。陽光の暖かさだけが、消しよう滅めつした右手の感覚に残っていた。

　足を踏み出す。爪つま先さきを、膝ひざを、太ふと腿ももを、亮史はゆっくりと太陽の下にさらけ出した。滅びの象しよう徴ちようであるはずの陽光は、しかし凍てついた亮史の身体を温めてもくれた。もう一度、亮史は息を吐いた。崩れていく自分の身体を見下ろしながら、亮史は不ふ思し議ぎな安あん堵どに満たされていた。

　目を閉じて、亮史はなにかを言おうとした。なにか、最期の言葉を。しかし、いくら思い巡らしてもその言葉は出てこなかった。それでいいのかもしれない、とも思う。真田が消滅したそのときに、自分がこの世に残っている意味も消えた。語りかける相手も、残すべき言葉も、きっとそのときに消えてしまったのだ。あとに為なすべきことは、ただ黙って塵ちりに帰る、それだけだった。

　薄く開けたその目に最後に映ったものは、燦さん然ぜんとした輝きを放ちながら昇りゆく、この上もなく美しい朝日の姿だった。




　　　　◆




　ツキは顔を上げた。

「……？　どうか、しましたか？」

　クイナと並んでベンチに座り、ツキを膝ひざの上に乗せていたレレナは、その動きに反応した。不ふ思し議ぎそうな瞳で、まじまじと覗のぞき込んでくる。言葉は出さずに首を振り、ツキは地下街の雑ざつ踏とうの音を耳にしながら、再びその目を閉じた。陽光を避けるために入り込んだこの地下街は、早朝だというのにもう群れなす人ひと波なみにあふれ返っていた。その流れから外れたところに座りながら、二人と一匹はただ時間が過ぎていくのを待っていた。

　いつも自分は貧乏クジを引いてしまう。ツキはそう思う。本ほん拠きよビルに残るつもりだった。重じゆう傷しようの身体からだで、なんの役に立つことはできなかったとしても、それでも残って自らの主人の傍そばにいたかったのだ。

　それなのに、亮りよう史じは命令を下した。思い出すだけで腹が立つ。最初はお願い、次に命令。その形で、彼はツキにレレナのお守りを押しつけた。それはそれで、必要なことだったのかもしれない。しかし、それも命令の内容によるのだ。

　あのとき。ラウンジ内の椅い子すに腰掛けながら、亮史はツキを抱え上げ、耳元でこう言った。

　──レレナくんを湯ゆヶが崎さきに送り届けたら、それでもうツキの仕事はお終しまいだ。すべての仕事が、だよ、ツキ。一方的で悪いけど、その時点で君との『契約』は解かい除じよする。僕はここで死ぬ。湯ヶ崎には戻らない。だから君は普通の猫になり、普通に生きてくれ──

　頭の中が沸ふつ騰とうするような思いをしたのは、後にも先にもあれが初めてだった。勝手といえばあまりにも勝手すぎる。しかし反はん駁ばくする前に、亮史は『三み日か月づき』というツキの真ま名なを出してまで、命令を繰り返していた。

　逆らえるはずが、なかった。『契約』はいまだに続いているのだ。あんな男を主人と選んだ、自らの不明を恥じるしかなかった。

「……あの、ツキ、さん？　ほ、本当になんでもないんですか？」

　レレナが重ねて問うたのを聞いて、ツキは我に返る。表情に出てしまっていたのか、と思いかけたが、むしろその顔をしかめているのは、レレナのほうだった。

「痛い、んですけど。その、爪が。私の膝ひざに」

　ツキは爪を引っ込めた。ふう、とレレナが息を吐く。と、それまで新聞をぼんやり眺ながめていたクイナが、ちらりと横よこ目めにツキのことを見た。何気なく、

「にしても、さっきから無む口くちだな、猫。どうかしたのか？」

　ふん、と鼻を鳴らした。クイナはあからさまに不快そうな顔をしたが、レレナになだめられてその矛ほこ先さきを収めた。口数が少ないのは、お前も同じだろうが──と心でそう言い放ち、ツキは思し考こうの中へと戻っていく。
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　主人。いや、月つき島しま亮りよう史じ。それとも魎りよう月げつだろうか。呼び名などどうでもよかった。あの吸血鬼に自分が惹ひかれたのは、どこだったのだろう。

　記き憶おくを探っても答えは出てこなかった。いずれにせよ、途中から腑ふ抜ぬけになってしまったことは動かし難い事実だった。思い返せば、小こ言ごとばかり言っていたような気がする。だが、それを思い出すときに嫌な気分が少しもしないのは、なぜなのだろう。

　もしかしたら、自分は彼に小言を言うのが、嫌いではなかったのかもしれない。シャンとしろ、吸血鬼らしくしろ。口を酸すっぱくしてそう言いつづけたツキのことを、彼はあいまいな笑顔で受け止めるだけだった。ただそれだけの関係が、もしかしたら自分には、心地よかったのかもしれなかった。

　それは、レレナや舞まいとの生活にも言えることだ。最初舞が飛び込んできた。続いてレレナが迷い込んできた。そのときは単にうざったいと感じるだけだった──いや、最後までうざったいのには変わりなかった。しかし、嫌なわけではなかったのだ。

　地下街の雑ざつ踏とうは、時間を増すごとに強くなっているような気がした。人の話し声や靴音が混じり合ったそのざわめきは、意識すれば喧やかましいに違いなく、うざったいにも違いなかった。しかし、半なかば眠ったような意識のままで聞き流している分には──悪く、なかった。

　ただ、それだけのことだった。今までの、決して悪くなかった生活が消しよう滅めつする。ほんのそれだけのこと。別の生活はすぐに見つかる──いや、否いや応おうなしに新たな生活に吞み込まれることになる。喧やかましく飛び回る幽ゆう霊れいのいない生活。肩が凝こるほどに生き真ま面じ目めな優等生のいない生活。見るだけで苛いら々いらする、あいまいな笑みのない生活──

　ふん。もう一度、ツキはそうやって鼻を鳴らした。身体からだを丸め、自分の腹に鼻先を突っ込む。億おつ劫くうな考えをすべて頭の中から叩たたき出して、ツキは静かに眠りに落ちていった。
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　階段が軋きしむ音で、レレナは目を覚ました。

　身体からだを起こすと、ひやりとした感かん触しよくが口元を襲おそった。手を遣やる。なんということはない、涎よだれが垂れていただけだ。気まずそうに咳せき払ばらいをして、レレナは丁てい寧ねいに自分の口元を拭ぬぐった。

　身体を起こして、周囲を確かめる。ぼんやりとしたランプの光に、不意に懐なつかしさが胸にこみ上げてきた。

　帰ってきたのだ、と思う。地下街で夜になるまで過ごした時間も、無言で電車に揺られていた時間も、今はもう夢のようにおぼろげだ。それよりも、レレナの心は目の前にある見慣れた居間に惹ひきつけられていた。

　なにも変わっていなかった──変わっているはずがなかった。最後にこの家を出てから、数日しか過ぎていないのだ。たったそれだけの時間で、そうそう家の中が様さま変がわりするはずがない。

　……いや。

　様変わり、したのだ。確実に。舞まいがいなくなった。亮りよう史じも帰ってきてはいない。そのことが、家の中の温度をずっと下げてしまっていた。

　泣きそうになった。無事に帰ってこれたのだ、生きて戻ることができたのだ。そう思って涙を押し込めようとしたが、うまくいかなかった。ぽろりと落ちた涙を、ごまかすように乱暴に拭って、レレナはぱっと立ち上がった。

　そこで、気づいた。

　レレナが横たわっていた三人掛けのソファ。そのテーブルを挟んだ真向かいの一人用ソファに、ランプの光の中でもなお黒い闇やみが鎮ちん座ざしていた。レレナは気が抜けたように座り込み、大きく息を吐いた。

「ツキさん」

　そうだった。まだ自分は、ひとりきりではない。ツキがいる。姿は見えないが、クイナだってまだどこかにいるはずだ。その二人が、とにもかくにも『いる』という事実は、レレナの心をほんの少しだけ温かくしてくれた。

　深々とソファに身を預けたまま、レレナは、ぽつりと言った。

「──どうしましょうか。これから」

　一人用のソファの上に、畏かしこまるようにして座っていたツキは、しばらく考えてから「にゃあ」と鳴いた。レレナはむっと不ふ機き嫌げんそうな顔をし、

「ふざけないでくださいよ、こんなときに。これから、私たち、どうすればいいんですか？　月つき島しまさんも、戻ってきていないし──」

　ツキは「にゃあ」と鳴いた。

　氷を背中に当てられたような感覚。

「……あの、ツキ、さん？　その──つ、月島、さん、帰って、きますよね？」

　ツキは、「にゃあ」と鳴いた。

　レレナは立ち上がった。怒りにその顔を歪ゆがませて、力任まかせにテーブルに拳こぶしを叩たたきつける。

「ツキさんっ!?　怒りますよ!!」

　ツキは目を閉じた。首を振り、鼻から息を抜いたようだった。立ち上がる。ただそれだけのことに、レレナは身も世もなく動どう転てんした。唇を震わせながら、テーブルを迂う回かいしてツキに近寄ろうとする。それを敏びん感かんに嗅かぎつけたのか、ツキはさっと身を翻ひるがえすと、一いつ足そく飛とびにリビングの出口に向かった。悲鳴のような声を、レレナはあげた。

「ツキさっ、──ツキさん、待って、待ってください!!」

　ツキは、「にゃあ」と鳴くことしか、できなくなっていた。

　身体からだから、力が抜ける。そんなレレナのことを哀あわれむような目で見み遣やってから、ツキは尻尾しつぽの影だけを残して、リビングから出ていった。

　もう、ツキがここに戻ってくることは、二度とないのだということが、なぜかわかった。

　そのとき、扉の向こうから、木が軋きしむ音が聞こえてきた。レレナは顔を跳ね上げる。

　クイナ。まだ、クイナがいる。ひとりではないのだ。その思いに駆られたレレナの身体に、にわかに力が湧わき上がってきた。現金なものだと自分でも思ったが、構ってはいられなかった。立ち上がると同時に駆け出して、レレナはリビングから飛び出した。

　階段の中ほどを降りかけていたクイナは、レレナの剣けん幕まくを目にして少し驚いたようだった。それでもその顔にほっと安あん堵どの色を浮かべ、クイナは言った。

「よかった。起きたんだね」

「──クイナ、さん」

「起こすのも悪かったけど、黙って出ていくわけにもいかないしさ。どうしようかと思ってたんだよ」

　出ていく。確かにそう言った。レレナは口を開き、そのまま言葉を選ぶように停止してしまった。いくつかの思いがレレナの中で押し合いをし、互いに言葉になるのを邪じや魔ましあっているかのようだった。出ていくって、どこへ。どうして。まだしばらく、ここにいてください。でないと、私──

　レレナの葛かつ藤とうなど気にも留めず、クイナはのんびりとした口く調ちようで続けた。

「姉さんの灰は見つかった。これから、どうすればいいのかはわからないけど──とりあえず、生きてみるよ。レレナ。あんたに、言われたことだ」

「……クイナ、さ、」

「時間はあるからね。いくらでも。いろいろ、考えてみる」

　穏おだやかな表情で、クイナはそう言った。あるいはそれは、空くう虚きよと紙かみ一ひと重えのところにある穏おだやかさなのかもしれなかった。

「それじゃ。レレナ、元気でね」

　無む造ぞう作さに手を振り、クイナは月つき島しま宅から出ていった。数秒後ご、思し考こうを取り戻したレレナは、そのあとを無意識のうちに追っていた。

「待って──待ってください、クイナさん！」

　クイナは驚いたように振り返る。その腰元に、レレナは思わず抱きついていた。

「もう少し──もう少しだけ、傍そばに、傍にいてください。あなたが、あなたまでいなくなってしまったら、私、ひとりぼっちに、ひとりぼっちになってしまうんです」

「……レレナ」

　意外そうな声。と、クイナは静かに、優しく、レレナの頭に手を置いた。

「そうなの？　──うん、なら、それもいいかもね。でも──」

　涙と鼻はな水みずに濡ぬれた顔を、レレナは上げた。クイナの瞳には、どこか厳きびしい光が宿っていた。

「よく考えて答えて、レレナ。本当に、あなたには頼る人がひとりもいないの？」

「え──」

「本当にひとりぼっちなら、どこにも身寄りがないのなら、それもいいかもしれない。あたしと連れ立つのも。でもね、それは決して、いいものなんかじゃないよ。人間の生活にはならないかもしれない。野の良ら犬いぬみたいにあちこち歩き回って、光を避けて眠って、時には今け朝さみたいな強ごう盗とうの真ま似ね事ごとをしながら生きていく生活だ。あんたが本当にひとりで、本当にそういう生活を送る覚かく悟ごが決まってるなら、一緒に行こう」

「……あ…………」

　息を吞む。忘れていた。そうとしか思えなかった。

　しかし──

「……だめです、だめ……」

「なにがだめなの？」

「だって、お母さんは、お母さんは──」

　その瞬間、クイナはレレナの身体からだを突き飛ばした。手て加か減げんもしてくれなかった。背中を塀に叩たたきつけられたレレナは、信じられないものでも見るように目を見開いて、じっとクイナのことを見つめていた。

　クイナは、優しげに、そしてどこか悲しげに、微笑ほほえんでいた。

「なあんだ。やっぱりいるんじゃない。家族」

「……でも、」

「でも、じゃないの。戻りなさい。レレナ。家族のところに。それがあんたにとって、きっと一番いいことなんだから」

「…………戻れません」

「どうして？」

「だって、だってお母さんは、私がこんなふうになってしまったことを知らないんですよ!?　吸血鬼になったことも、この手で人を殺したことも!!　そんな、そんな私が、今さら──」

「そんなあんただからこそ」

　クイナは言い、両腕を広げた。

「家族しか、頼る相手はいないんじゃないの？」

　ぐっと言葉に詰まる。自分でも、なにを否定したいのかわからなくなっていた。クイナの言葉は正論だ。もう月つき島しま宅には誰もいない。自分ひとり残っていても、もうどうしようもないのだから。

　家族のところに戻るしかない。しかしそのことが、あれだけ待ちわびていた母親や父親との再会が、なぜか嫌でたまらなくなっていた。いや。正確には──家族の元に戻るためであっても、この家から離れるのが、どうしても嫌になっていたのだった。

　レレナはついに顔を覆おおい、泣き出してしまった。

「私、今、今この家を離れたら、もう、戻ってこないような、そんな気がして、」

「なに言ってんの。戻ってきちゃだめよ」

「──今までの、月島さんや、ツキさんや、舞まいとの生活が、全部、全部噓うそになってしまうんじゃないかって、」

「噓だったのよ。そんなもの、はじめからなかったの」

　レレナは息を止め、クイナのことを見た。敵てき意いすら浮かんだその眼差まなざしを、真正面から受け止めながら、クイナは真しん摯しな表情で言った。

「いい、レレナ、よく聞いて。大事なものはね、二つも持てないの。あんたはこの家に深い思い入れを持ってるのかもしれない。大切な、思い出を持っているのかもしれない。──でもね、レレナ。その思い出に縛しばられるのは、本当に、本当に愚おろかなことだよ」

　そう言うクイナの顔に影が差した。レレナから視線を外し、クイナは至って端たん的てきな口く調ちようで、言った。

「忘れなさい。そんなもの、すべて。そのほうが、あんたのためだから」

　なにを言う暇ひまも、与えてはくれなかった。クイナはレレナに背を向けると、わずかに視線を上げて、まるで独り言のような調子で、呟つぶやいた。

「家族がいるんでしょ？　──失くしてからじゃ、遅いのよ」

　それだけ言って、クイナはその場から、立ち去っていった。

　根が生はえたように立ち尽くしながら、レレナは完全に、ひとりきりになってしまった。




　　　　◆




　涙は出で尽つくして、レレナは一人用ソファの上でじっとうずくまっている。

　頭の中はめちゃくちゃに混乱していた。度たび重かさなる別れに、精神が麻ま痺ひしてしまったようだった。幾いく分ぶんかやつれ果てた顔で、レレナは眼前の虚こ空くうを見つめる。気が狂う直前というのは、こんな心理状況なのだろうか。そんな思いが頭をかすめた。

　不意に、声を上げたくなった。在りし日のように、彼らの名前を読んでみたくなった。月つき島しまさん。ツキさん。舞まい。その名を明るく呼び上げて、夕食ができたのだと、今日は奮ふん発ぱつしてパエリアをたくさん作ったのだと、そう告げてみたかった。

　案あん外がい──

　ひょっこりと顔を出すのではないか。レレナは、本気で、そう思った。そうだ。きっと今までのは、すべて悪い夢だったのだ。あまりに現実味みがありすぎて、本物だと錯さつ覚かくしてしまうほどの。本当は上じよう弦げんもツルも玄げん翁のうも白しろ宮みやも松まつ野のも早はや川かわも壱いち番ばんも真さな田だも存在しない。すべては夢で、自分は今いま目が覚めて、現実と混同しているだけなのかもしれない。

　そうだ。

　きっと、そうなんだ。

　レレナは立ち上がる。笑顔すら、その顔に浮かべて。呼ぼうとした。これまで続けてきた日常のとおりに、彼らの名前を。口を開き、

　電話が鳴った。

　引き戻された。

　本当は、わかっていたのだと思う。

　電話が鳴るのを、待っていたのかもしれない。頭のどこかで理解していながら、頭の別の部分がそれを認めようとはしなかった。クイナは言った。忘れてしまえ、思い出など捨ててしまえと。それを頑がん固こに拒否しようとする自分が、確かにいた。

　それでも、レレナは鳴りつづける電話に急せかされるように、リビングから出た。階段の脇に置かれている電話から、受話器を取る。

　陽気な声が聞こえてきた。

「やっほー！　はーいレレナ、お母さんでーす!!　さて問題、あたしは今どこにいるでしょう？　正解者には、なんと！　あたしが今いま一緒にいる人の名前をプレゼントしまーす」

　受話器を、落としそうになった。

「おーいレレナー、ちゃんと聞こえてるー？　レレナ、レレ──あ、」

　受話器の向こうにいる母が、「やば」という表情を浮かべているのが目に見えるようだった。

「……あ、あの、すいません、月つき島しまさんのお宅で──よろしかったでしょうか？」

　あは。そんな声が口から漏れ、母を心しん底そこから安あん堵どさせた。

「なーによ、やっぱレレナじゃん。返事くらいしなさいよね、せっかくお母さんが飛行機の予定繰り上げて日本に来てあげたっていうのにさ」

　なにも言うことができない。言葉はすべて、嗚お咽えつになって口から出てしまうに決まっていた。レレナはへなへなとその場に座り込むと、衝しよう動どうが収まるまで待とうとした。それまで母が気づかなければいい。そう願いながら。

　これまでと同じように、神様は、レレナの願いを即そく座ざに却きやつ下かした。

「──ちょっと。どうしたの、レレナ。──泣いてる、の？」

「ううん、ごめ、ごめん、なんでも、ない、」

「なんでもなくないじゃない！　ちょ、どっ、どうしたのよ!?　どっか痛いの!?」

　ひう、と息を吞んだ。肩が震えた。涸かれたと思っていた涙が、じんと目元を熱くしながら溢あふれ出てきた。電話の横に丸まりながら、レレナは何度も何度も、首を振っていた。

「違うの、ほんとに、ちが、違うから、おかっ、おか、お母さん、ね、お母さん」

「な、なに？」

「ごめん、ごめんね、ちょっとだけ、だからさ、思いきり──思いきり、泣かせて？」

　それだけ言うと、レレナは母の困こん惑わくも考えずに、大声をあげて泣きはじめた。

　子供のように、無心になって泣いた。わあわあと撒まき散らされた大声は、母の心配する声をあっさりと搔かき消して、誰もいなくなってしまった月島宅に響ひびいていた。

　戻れるんだ。声の限りに泣きつづけながら、レレナはそう思った。戻れるんだ。自分には、戻れる場所がある。抱き締めてくれる家族がいる。ただそのことだけが、この上ないほどに嬉うれしく、そして、哀かなしかった。




　　　　◆




　ぐじゅ、と鼻を啜すすった。

　鏡を見れば、きっと自分のひどい顔が、半分透すけた状態で映るに違いなかった。だからレレナは鏡を見ない。どうせこの姿を鏡に映す機会は、これから何回でもある。自分が半はん吸血鬼になってしまったのだということを、家族に手っ取り早く理解させるには、鏡にその姿を映してみるのが一番だからだ。

　マリは、湯ゆヶが崎さき駅にいるらしかった。行動力があるのは相変わらずだ。すぐに来てくれるといい、慌あわてたように電話を切ってしまった。マリと一緒にいる人の名前をプレゼントはしてもらえなかったが──別に、構わなかった。その人も家族だろうということが、ぼんやりとわかっていたからだ。

　階段を軋きしませ、二階に上がる。レレナの部屋──レレナの部屋と定められたその部屋の扉を、開けた。何十回となく寝起きしたその部屋は、レレナにとって懐なつかしさすら漂わせているように思えた。

　別に、どうという心こころ積づもりがあったわけではなかった。この家は、自分が数ヶ月暮らしてきた家で。もう誰もいなくなってしまったのだとはいえ、思い出を易やす々やすと消せるわけではないのだ。

　亮りよう史じが買ってくれたたくさんの家具や小物、それらをひとつひとつ見ていった。手に取ることはしなかった。そうすれば、きっとそのまま持っていきたくなってしまう。なにか、この家の匂においを漂わせるなにかがあれば、きっとそれだけ忘れ去る日は遠のいてしまうだろうから。

　だから、レレナは部屋の中にあるどの物にも、触れようとはしなかった。

　このまま、なにも持たずに日常に戻るのだ、と思った。

　これまでの日常を捨て、また新たな日常に。

　こみ上げるものを、ぐっと飲み下した。首を振る。それ以上見ているのが辛つらくなって、レレナは踵きびすを返し、部屋から出て行こうとした。階段にたどり着いたところで、その足はぴたりと止まった。目を閉じて深しん呼吸をすると、すっかり慣れ親しんだ黴かびの匂いが、やけに新鮮なもののようにレレナの肺を満たした。

　目を閉じたまま、レレナはゆっくりと口を開いた。

「月つき島しまさん。ツキさん。舞まい」

　ひとりひとり、はっきりと、レレナはその名を呼んだ。目を開き、涙を拭ぬぐって、レレナは最後の別れを告げた。

「今まで、ありがとう。──さようなら」

　それだけ言うと、レレナは階段を降りはじめた。遠くから、車のエンジン音が聞こえてくる。それを耳にしながら、レレナはもう、後ろを振り向こうとはしなかった。





完









あとがき







　本当にお久しぶりです。鈴すず木き鈴すずです。『吸血鬼のおしごと』最終巻、楽しんでいただけましたでしょうか。途中で別シリーズが出るという意い表ひようを突くハプニングも起きましたが、どうにか終わらせることができました。これもひとえに、皆様のおかげであります。

　今巻は、いろいろと不ふ思し議ぎな現象が起きました。作者の僕自身もびっくりしているほどです。

　まず、薄いんです。これまでの僕の本は、どれもこれも枕まくらにでもするのかというくらい分ぶ厚あつかったのですが、なぜか今巻だけは３００ページ前後で済みました。自分でもなぜだかさっぱりわかりません。以前「ページ数が増えてしまうのは暴走してしまうため」と書いたことがありましたが、今回も筆はかなりノっていたにもかかわらず、実に標準的なページ数に収まりました。なぜなんでしょうね。

　また、俗ぞくに言う「キャラが勝手に動く」という現象も垣間かいま見みることができました。ただの思い過ごし、というか予定と違っていただけなのかもしれませんが、書いてる途中に「こいつこんなキャラだったかな」みたいなことを思いながらキーを打っていた記き憶おくがあります。

　どちらにしろ、今巻はこれまでの本とは書いていてだいぶ印いん象しようが違うものになりました。

　もちろん書き手がそうだったからといって、読み手がそうなるとは限らないのですが。「なんだてめえあとがきでは偉そうなこと言っておきながらいつもどおりじゃねえか」となることも充分に考えられます。というかそちらの可能性のほうが高いです。原稿完かん成せい直後の作家の戯ざれ言ごとと思って、聞き流してくだされば幸いであります。

　いずれにせよ最終巻。『吸血鬼のおしごと』は、これで終わりです。読者のみなさまから頂いたファンレターの中には（全然お返事できなくてすいません）「もっと続けてほしい」とのありがたいお声がありましたが、作品というものはきちっと終わらせてこその作品であると思うのです。なにか外がい伝でん的な短編を書くことはあるかもしれませんが、月つき島しま亮りよう史じや雪ゆき村むら舞まいやレレナ・パプリカ・ツォルドルフを主人公とした長編小説を書くことは、恐らくもうないだろうと考えています。なにとぞ、ご容よう赦しやください。




　さて。恒こう例れいの、お詫わびに入りたいと思います。

　本当は恒例になんかしたくないんですけど。たまには「期日どおりにでき上がった！　どうだこの野や郎ろう！」とか言いたいんですけど、でもできなかったからには言えません。なので、行きます。

　担当の徳とく田ださん。散さん々ざんお待たせしてしまって申し訳ありませんでした。次からは、絶対に予定どおりに仕上げたいと思います。もう「絶対」という言葉の信しん憑ぴよう性すら薄らいできましたが。

　イラストレーターの片かた瀬せさん。本当にすいませんでした。自分のせいで他の誰かの仕事が滞とどこおっていると考えると、胸が嫌な感じにどきどきしてきます。

　編集部のみなさまや、校こう閲えつのみなさま。至らない点が多々ある上に、締め切り延ばしまくって申し訳ありません。もう言葉も尽きたという感じです。ただ頭を下げるしかありません。

　そして、読者のみなさま方も。どんだけ待たせるんだって話ですよね。すいませんでした。どうかお見捨てにならないよう、お願い申し上げます。

　それでは、また次の機会にお会いいたしましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

怠惰に手足を生やしたような大学生。好きな言葉は「安心」と「余裕」だが、夏休みの宿題は九月に入ってから始めるタイプなので、それらにはあまり縁のない生活を送っている。初シリーズである『吸血鬼のおしごと』が無事終了したので、とりあえず一安心。
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イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

東京都杉並区在住のイラストレーター。好きなものは猫と桜とゲーム。季節の変わり目になるとまず風邪をひいてしまう体質を何とかしたい。頑張ります。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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